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導入 


_ 毎年 世界 中 か ら ま すま す 多 く の 人 種 意識 を 持っ た 移 

民 が 太平 洋 岸 北西 部 に や っ て 来 て 、 そ こ を 自分 た ちの 故郷 で 
ある と と も に 、 あ ら ゆ る 国 の 白人 全員 の 故 卿 と する よう に な っ 
て いま す 。 彼 ら は さま ざ まな 宗教 的 お よび 哲学 的 背景 を 持ち 、 

ー リ ア 人 種 の 抵抗 運動 を 構成 する さま ざ まな 傾向 を すべ 
て 代表 し て いま す 。 私 た ちの 土地 に 新しく や っ て 来 た さ ら に 
多く の 人 々 は 、 私 た ち が 「 有 機 的 」 移 民 と 呼ぶ も の で す 。 こ れ 
ら は 本 質 的 に 保守 派 、 あ る い は 単に 政治 に 無関心 な 白人 で 、 
多 文 化 主義 や 北米 に 押し 寄せ る 同化 不可 能 な 第 三世 界 の 
人 人 々 に よっ て 引き 起こ され る 問題 か ら 逃 れる た め に 自分 た ち 
の 地元 か ら 逃 げ て いる が 、 自 分 た ちの 本 当 の 人 種 を 決し て 認 
め よ うと し な い 人 々 で ある 。 少 な く と も 公 の 場 で は 動機 は 分 
か ら な い 。 


北西 部 戦線 は 、 こ こ 太平 洋 北西 部 の 北米 大 陸 に 主権 
と 独立 の 白人 国家 を 創設 する と いう 人 種 的 責務 の 政治 的 、 道 
徳 的 表現 で あり 、 そ の 国家 は 世界 中 の すべ て の アー リア 人 に 
と っ て 祖国 で あり 安全 な 避難 所 と な る 国家 で ある 。 こ の マニ 
ュ ア ル の 目的 は 、 北 西部 の 故郷 で 活動 する 潜在 的 な NF 活動 
家 に 、 イ デオ ロ ギ ー 的 お よび 実践 的 な 指導 の 非常 に 基本 的 な 
枠組 み を 提供 する こと で す 。 あ な た 方 は 、 私 た ちの 民 の た め に 


地球 上 に 新しい 主権 国家 を 設立 する 理由 、 そ し て 実際 的 な 方 
法 を 知る 必要 が ある で し ょ よう 。 


この マニ ュ ア ル は 完全 また は 決定 的 な も の で は な く 、 ま た その 
よう に 設計 され た も の で も あり ませ ん 。 こ れ は シン プル な ガイ ドブ ッ ク 
で 北西 部 移民 に つい て も っ と 知り た いと 願う 入 々 、 そ し て この 非常 に 
2 、 支 援 し 、 推 進 し た いと 願う 人 々 に 広く 配布 する こ 
と を 目的 と し て いま 

北本 部 戦線 は 暗黒 火曜 日 の 層 日 2008 年 11 月 5 日 に 


設立 され ま じ 守 。 NF は も う 
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これ は 祖国 の 創設 を 目指 し て 人 種 意識 の 高い コミ ュ ニ ティ 内 で 活動 
する 最前 線 の グル ー プ だ が 、 同 じ 目 標 に 向かっ て 活動 し て いる 親和 
性 グル ー プ や サー クル は 他 に も あり 、 そ の 中 に は 数 十 年 前 か ら 存 在 
し 、 北 西部 戦線 より も 前 か ら 存 在 し て いる も の も ある 。 NF は 、HA コ 
ヴィ ント ン の 北西 部 独立 小説 に 見 られ る 道徳 的 お よび 実践 的 な 原則 
を 中 心 に し て いま す 。 (qvV) し か し 、 こ れ ら の 本 は ある 種 の 聖典 と は 
みな され ませ ん 。 現 実 の 北西 部 独立 運動 は 、 ほ ば ぼ 確 実に 小説 で 描か 
れ て いる も の と は 異な る 路線 に 沿っ て 発展 する だ ろう 。 


太平 洋 岸 北西 部 へ の 白人 の 移住 を 提唱 する 中 央 グル ー プ や 
リー ダー は 存在 せ ず 、 ま た 存在 すべ き で は な い 。 種 族 の 敵 に と っ て 、 首 
を 一 つ 落 と す の は 簡単 すず る 。 多 く の 団 体 や 個人 が 移住 を 調整 し 、 祖 
国 関連 の さま ざま な 問題 や プロ ジェ クト に 取り 組ん で お り 、 そ れ は 当 
然 の こと で す 。 そ れ に 加え て 、 白 人 アメ リカ 人 に 特有 の 文化 的 お よび 
性 格 的 間 題 に より 、 白 人 アメ リカ 人 は いか な る 構造 化 され た 環境 で 
も 働く こと が 非常 に 難し く な り 、 こ の 国 で 組織 化 さ れ 規律 ある 個人 か 
ら な る ヨー ロッ パ 型 の パー ティ ー を 結成 する こと は ほぼ 不可 能 と な っ 
て いる 。 


私 た ち は 、 私 た ちの 国 に お ける 北西 部 へ の 移住 と 独立 が 、 北 
米 大 陸 に お ける 白人 人 種 の 未来 で ある と 信じ て いま す 。 他 の 白人 人 
種 抵抗 運動 の 最も 際立っ た 特徴 は 、 実 際 に 国家 権力 を 掌握 し 、 人 種 と 
し て の 私 た ちの 存在 を 確実 に 存続 さす る た め の 他 の アイ デア や 計画 
が まっ た く 欠 如 し て いる こと で ある 。 


国家 権力 と 私 た ち 自身 の 領土 が な けれ ば 、 白 人 人 種 が あと 一 世紀 か 
そこ ら を 超え て 存在 し 続け る こと は で きず 、 そ の 後 は 最終 的 に 成功 す 
る リベラ ル で ユダ ヤ 人 の 大 量 虐 殺 計 画 の 対象 と な る 迫害 され た 少数 
派 と し て の み 存 在 す る こと に な る 。 
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も し 私 た ち が 実 際 に 自国 民 の 存在 と 白人 の 子供 た ちの 未来 を 確保 


し た い の で あれ ば 、 北 西部 へ の 移民 が それ で ある こと を 受け 入れ な けれ ば 
な り ま せん 。 他 に は 何 も あ り ま せん 。 こ の 本 は 、 歴 史 が あな た に 課 し た 人 種 的 
義務 を 受け 入れ る た め の 第 一 歩 と な る で し よう 。 


白人 よ 、 家 に 帰る 時 間 だ ! 
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1. 北西 の 命令 
1.1 北西 部 移住 の 基本 原則 


|. 北米 の 曰 人 人 種 は 、 文 字 通り 、 物 理 的 に 絶滅 の 危機 
に 瀬 し て いま す 。 現 在 の 破壊 的 な 人 口 動態 が 続け ば 、2050 
年 まで に 米国 と カナ ダ で 人 は 少数 派 と な り 、2100 年 まで 
に 白人 は 北米 か ら 完全 に 消滅 する こと に な る だ ろう 。 し か 
し 、 本 当 の 引き 返せ な い 地 点 は 、 時 間 的 に は は る か に 近 
い 。 。 2020 年 まで に 、 北 米 の 白人 人 口 の 平均 年 齢 は 非常 
に 高く な り 、 泥 色 の 第 三世 界 か ら の 移民 の 流れ を 克服 する の 
に 十分 な 数 を 再生 産 す る こと が で き な く な る で し ょ う 。 


中 . 根 本 的 な 危険 に は 根本 的 な 解決 策 が 必要 で す 。 
私 た ち は 国民 と し て 過去 60 年 間 を 、 無 意味 で 無益 で 無力 な 
右 細 や コー シ ャ ー 保 守 的 な 組織 や 戦略 に 浪費 じ て き まじ た 。 
これ ら の 過去 の 組織 や 運動 の 圧倒 的 多数 は 、 あ ら ゆ る 問題 
に お いて 人 種 が 極め て 重要 で ある こと を 認識 する こと を 拒 
否 し 、 人 種 の 存在 を 維持 する た め に 国家 権力 が 緊急 に 必要 
で ある こと を 認識 する こと を 拒否 し まし た 。 公 然 と 国家 社会 
主義 や 人 種差 別 主義 の 性 質 を 持つ 集団 や 個人 に よる 人 種 絶 
滅 に 抵抗 する た め に 行わ れ た 少数 の 試み は 、 愚 か で 無 和 E で 
不誠実 、 ま た は その 3 つ を 組み 合わ せ た 男 性 に よっ て 主導 さ 
れ て きた 。 


過去 60 年 間 に わ た る 右 細 の 失敗 と 無力 の 結果 、 私 た ち は も 
う 時 間切 れ に な っ て いま す 。 
上 . 私 た ち に 残さ れ た 戦略 は 1 つ だ け で す 。 


Machine Translated by Google 


白人 の 子供 た ち に 未来 を 。 絶 滅 を 回 避 す る た め に 私 た ち に 残 
され た 最後 の 希望 は 北ア メリ カ 大 陸 に 白人 だ け の た め の 主 
権 の ある 独立 国家 を 設立 する こと で す 。 


IV. 人 口 動態 、 経 済 学 ボブ 。 マ シュ ー ズ 、 サ ムウ ィ ー バ 
ー& ヴ ィ ッ キー・ ウ ィ ー バ ー、 リ チャ ー ド バト ラー ら の 献身 と 
痢 教 の 歴史 を 考慮 する と 、 こ の 主権 を 有する アー リア 人 共和 
国 の 領土 は 太平 洋 岸 北西 部 に ある べき で ある こと が 判明 し 
8 

V. 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 設立 に 向け た 最初 の ステ ッ プ 
は 、 人 種 を 意識 する 既存 の 白人 コミ ュ ニ ティ の アイ ダ ホ 州 、 オ 
レゴ ン 州 、 フ ワシ ント ン 州 へ の 大 量 移住 で す 。 あ な た が 我が国 
民 の 将来 に 対し て 極め て 重要 な この 約束 を する こと 、 そ し て 
今 そ れ を 実行 する こと 、 そ し て 十分 な 資金 を 集め て 任務 を 遂 
行 す る た め に 必要 な 最小 限 の 遅れ で 祖国 に 到着 する こと は 、 
最も 緊急 な 問題 で ある 注文 。 
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1.2 バト ラー プラ ン 


[勇敢 な キリ スト 教 紳士 、 故 リチャード : ガ ー ン ト ・ バ トラ ー 牧 師 に 人 敬意 を 表し 
て 捧げ ます 。] 


導入 


白人 人 種 愛国 主義 運動 は 過去 50 年 間 を 完全 に 無駄 に し た 。 白 人 民 
族 が 北米 大 陸 全 体 を 奪還 する こと は も は や 不可 能 と な っ た 。 我 が 国民 の 存在 
と 白人 の 子供 達 の 未来 を 守る た め に 残さ れ た 唯一 の 選択 肢 は 、 北 米 の 人 種 意 
識 の 高い 住民 の 生き 残り が 太平 洋 岸 北西 部 に 移住 し 我が国 独自 の 主権 国 
家 を 樹立 する こと で ある 。 


ここ で 危機 に 滅 し て いる の は 、 種 族 と し て の 私 た ちの 生き 残り で す 。 
北西 部 へ の 移住 計画 に 代わ る 選択 肢 は も は や あり ませ ん 。 
これ が 行わ れ な けれ ば 、 晶 人 人 種 は 北米 大 陸 か ら 滅 び 、 お 
そら く 地 球 の 他 の 地域 か ら も 滅び る こと に な る で し ょ う 。 な 
ぜ な ら 、 我 が 国 の 人 々 が 休息 し 、 再 結集 し 、 エ ネル ギー を 補 
充 で きる 安全 で 人 種 的 に 均質 な 避難 所 が な く な っ て し まう 
か ら で す 。 数 字 。 

人 種 の 生存 問題 を 管理 可能 な 規模 に まで 縮小 し 、 残 
り わ ず か な 資源 を より 狭い 地域 に 集中 させ 、 内 部 の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン ラ イン を より 短く 、 よ り 緊 密 に で きる よう な 規模 
に まで 縮小 する こと が 必要 で ある 。 こ の よう に 縮小 され た 規 
模 で は 、 白 人 ナシ ョ ナリ ズム は 、 実 際 の 変化 を も た ら す の に 
十分 な 、 地 域 ベ ー ス で 政治 的 、 社 会 的 、 経 済 的 な 影響 力 を 得 
る こと が で きる で し ょ う 。 


太平 洋 岸 北西 部 に 入る と 、 流 入 する 人 難民 は 、 政 治 活動 、 プ ロ パ ガ 
ンダ 、 教 育 活動 と いっ た 精力 的 か つ ダ イナ ミッ ク な プロ グラ ム に 従事 し な け 
れ ば な り ま せん 。 最 終 的 に は 、 そ の 領土 を で きる だ け 除 去 する 直接 的 な 行動 
が 必要 に な り ま す 。 
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米国 の 管轄 権 と 管理 か ら 可 能 な 限り 北西 に 移動 し 、 そ の 後 独立 し た 白人 共和 
国 を 創設 し ます 。 こ の 共和 国 は 、 混 合 さ れ て いな い ヨ ー ロ ッ パ 人 、 非 ユダ ヤ 人 、 
白人 の 人 種 的 祖先 を 持つ 人 々 に 制限 され 、 い か な る 状況 に お いて も 非 白人 が 
そこ に 居住 する こと は 許さ れ な い 。 


これ が 行わ れ な けれ ば 、 白 人 人 種 は 2100 年 まで に 
北米 で 絶滅 する で し ょ う 。 そ の よう な 絶滅 が 人 類 文明 と 私 
た ち が 住 ん で いる 地球 に 与え る 影響 は 、 想 像 力 を 超え て 恐 
ろ し いも の に な る で し ょ う 。 ア ー リ ア 人 男性 の 人 種 的 生存 
は 、 個 人 の 福祉 個人 の 目的 、 身 体 の 安全 、 合 法 性 、 ま た は 個 
人 の 利益 と いっ た あら ゆる 考慮 事項 を 無効 に し な けれ ば な 
り ま せん 。 私 た ち に は や る べき 仕事 、 歴 史 に よっ て 割り 当て ら 
れ た 使命 が あり 、 残 り の 人 生 を それ に 捧げ な けれ ば な り 較 
せん 。 そ れ は 何 度 も 繰り 返す こと は で き な い 。 北 西部 命令 
何より も た っ た 一 つの 決定 的 な 要因 に よっ て 動か 3 
る 、 そ れ は 、 我 が 国民 の 生存 と 白人 の 子供 た ちの 未来 を 確保 
する た め の 、 他 に 現実 的 な 代替 案 が 完全 に 欠如 し て いる と 
いう こと で ある 。 私 た ち は 過 去 50 年 間 を 無駄 に 費やし て きま 
し た 。 時 計 は 切れ て し まっ た の で 、 他 に で きる こと は あり ませ 
ん 。 


1.3 祖国 の 国境 


提案 され て いる ホワ イト ・ ホ ー ム ラン ド は 、 ア メリ カ 北 
西部 の 完全 な 3 つの 州 の 中 核 地域 と 、4 番 目 の 州 の 一 部 、 具 体 
的 に は 州 間 高 速 道路 15 号 線 以西 の アイ ダ ホ 、 オ レゴ ン 、 ワ シ 
ント ン 、 モ ンタ ナ で 構成 され て いる 。 過 去 の さま ざま な 時 期 
に 、 北 西部 の 他 の 地域 が 提案 され て きた 。 潜 在 的 に 祖国 の 一 
部 を 形成 する も の と し て 。 こ れ ら に は 、 レデ ィング の 上 の カリ 
フォ ルニア の 北 3 分 の 1、 ワ イオ ミン グ 州 、 ア ラス カ 州 の 全部 


また は 一 部 、 お よび 現在 の カナ ダ の 州 が 含ま れ ま す 。 
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ブリ ティ ッシュ コロ ン ビ ア 州 と アル バー タ 州 。 ア ラス カ に は 中 途 
半端 な 独立 運動 が ある が 、 本 質 的 に は コー シャ ー 保 守 的 か つつ 資 
本 主義 的 で あり 、 し た が っ て 人 種 存続 の た め の 手段 と し て は 役 
に 立た な い 。 カ ナダ 西部 で は 、 明 ら か に 人 種 的 色合い を 帯び た 
分 離 主 義 運 動 が すでに 存在 し て いる が 、 治 死 の 状態 に ある よう 

北西 部 の 小説 の 架空 の 神話 の 発展 に より 、 ワ イオ ミン グ 
州 が 故郷 の 一 部 と し て それ ら の 小説 に 記載 され て いる こと に も 
言及 し て お く < 必要 が あり ます 。 実 生活 で は 、 こ れ は 現実 的 で は 
な いよ う で す 。 


この 文書 は 、 私 た ち が 初 期 の 再 定住 努力 を 集中 し な けれ 
ば な ら な い 米 国 の 中 核 州 の み に 基づい て 進め ます 。 地 政 学 的 お 
よび 戦略 的 状況 に も より ます が 、 自 由 を 求め て 直接 攻撃 を 行う 
時 期 が 来 た 場合 、 可 能 な 限り 多く の 領土 を 解放 する こと が 賢明 
で ある こと は 確か で す 。 将 来 に 大 き な 計 画 を 立て て いる 新婚 夫 
婦 の よう に 、 私 た ち は 子供 た ち で いっ ぱい に な れる よう に 部屋 
を た くさ ん 備え た 大 き な 家 を 建て る 必要 が あり ます 。 


1.4 ショ ー ト スト ッ プ 


ここ 数 年 に わた り 、 党 は 、 虹 延 する 東部 か ら 西 に 移住 す 

る 人 々 が 、 実 際 の 祖国 その も の の 手前 で 立ち 止ま り 、3 つ 半 の 中 

核 州 を 避け て 定住 する 傾向 が ある こと に 気づい た 。 ユ タ 州 ソル 
トレ イク シテ ィ 、 ノ ー ス ダコ タ 、 コ ロラ ド な どの 場所 で す 。 


その 理由 は まだ 明らか で は あり ませ ん が 、 主 に 白人 ナシ 
ョ ナリ ズム と 14 の 言葉 へ の 取り 組み が 表面 的 な も の で 、 ど こ で 
止ま っ て し まう 白人 に よく 見 られ る 、 中 途 半端 で 中 途 半 端 な 態 
度 に 根ざし て いる よう で す 。 真 の 個人 的 な リス ク と 不便 が 始ま 
り ま す 。 沢 山 あ り ます 
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私 た ちの 小さ な 小さ な 運動 に は その よう な 人 々 が いま す 。 多 すぎ ます 。 ま た 、 
移民 が 故郷 まで や っ て 来 た ら 、 将 来い つか 「 問 題 に 巻き 込ま れる 」 こ と に な る 
だ ろう と いう 正しい 印象 も あり 、 白 人 アメ リカ 人 は 生ま れ た 時 か ら 、 問 題 に 立 
ち 向 か い 克 服 する より も 、 問 題 か ら 逃 げ 、 加 居 す る よう に 慣 ら さ れ て いる 。 ユ ダ 
ヤ 人 は 私 た ち を その よう に 気に入っ て いま す 。 ま た 、 こ れ ら の 移民 が 故郷 まで 
や っ て 来 た 場合 、 党 が 彼ら に 要求 を する の で は な いか と いう 懸念 も ある 。 こ れ 
も 正しい で す 。 


家 に 帰る つも りな ら 、 家 に 帰っ て くだ さい 。 

は る ば る 故郷 、 フ シン トン 、 オ レゴ ン 、 ア イダ ホ 、 あ る い は モン タナ 州 西 部 まで お 
越し くだ さい 。 ソ ルト レイ クシ ティ は ホー ム で は あり ませ ん 。 ノ ー ス ダコ タ は 故 
卿 で は あり ませ ん 。 コ ミッ トメ ント を 恐れ て 途中 で や め て 、 ま だ 杜 か ら 離 れ た く 
な い の で あれ ば 、 な ぜ わ ざわ ざ そ れ を する 必要 が ある で し ょ うか ? ソ ルト レイ 
クシ ティ へ の 引っ 越し は 、 オ レゴ ン 州 へ の 引っ 越し と 同じ くら い 不 便 で す 。 こ れ 
に つい て 真剣 考え て くだ さい 。 そ う で な いと 、 私 た ちの 時 間 と あな た の 時 間 を 
無駄 に し な いで くだ さい 。 


1.5 祖国 その も の 


以下 は 、 主 要 な 定住 地域 を 構成 する これ ら 3 つの 州 の アル ファ ベッ 
ト 順 の 簡単 な スケ ッ チ で す 。 


アイ ダ ホ 州 土地 面積 83,574 平方 マイ ル 、 人 口 1,567,582 (2010 
年 国勢 調査 )。 2010 年 に は 国民 の 84 パ ー セ ント が 政府 の 統計 学者 に よっ て 
白人 に 分 類 さ れ た が 、 政 権 の 人 口 統計 担当 者 が 政治 的 意図 に 基づい て 活動 し 
て いる こと 、2010 年 の 国勢 調査 が 不法 滞在 者 の 合法 化 を 目的 と し て オバ マ 
政権 に よっ て 実施 され た こと を 念頭 に 置く 必要 が ある 。 そ れ は 彼ら を 投票 登 
録 し 、 民 主 党 の 永続 的 な 権力 を 確保 する た めで あり 、 し た が っ て 国勢 調査 全 
体 が 政治 的 お よび 方 法論 的 に 疑わ し いも の で ある と いう こと で ある 。 こ う 言 
えば 十分 で す 
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アイ ダ ホ 州 の 人 口 の 圧倒 的 な 割合 は 依然 と し て 白人 で あり 、 非 白人 
は 主 に ボ イ ジ ー と 他 の いく つか の 大 き な 町 に 集中 し て いま す 。 ボ イ 
ジー 地域 の 主 な 産業 は 、 農 業 、 木 材 、 畜 産業 、 観 光 業 、 お よび 一 部 の 
ハイ テク 産業 で す 。 も う 採 掘 は あま り 行 われ て いま せん が 、 金 と リン 
酸 塩 は 多少 あり ます 。 製 造 業 は 主 に 、 州 内 で 栽培 され た ジャ ガイ モ 
な どの 食品 の 加工 と 梱包 で 構成 され て いま す 。 


オレ ゴン 州 : 土 地面 積 97,131 平方 マイ ル 、 人 口 (2010 年 国 
勢 調 査 ) 3.831.074。 オ バ マ 国勢 調査 の 信頼 性 つつ まり 国勢 調査 の 信 
頼 性 に 関し て は 、 上 記 と 同じ 注意 が 当て は まり ます 。 な ぜ な ら 、 第 三 
世界 の 不法 滞在 者 に 恩赦 を 与え 、 彼 ら に 民主 党 に 投票 さす る た め に 
国 の 「 多 様 性 」 を 誇張 する こと が 政権 の 利益 に な る か ら で あ る 。 主 
な 産業 は 木材 と さま ざま な 木材 製品 の 製造 で す 。 コ ンピュータ 機器 
の 製造 や か な り 大 き な 人 金融 部 門 も ある 。 銀 行 や 保険 会 社 は 州 の 主 
要 な 雇用 主 の 一 部 で す 。 楓 農 が 盛ん で す 。 ポ ー ト ラン ド は 、 現 代 の ア 
メリ カ に 伴う さま ざま な 問題 と 利点 を すべ て 備え た 大 都市 地域 で 
す 。 


ワシ ント ン : 土 地面 積 70.637 平方 マイ ル 。 
人 口 (2010 年 国勢 調査 ) 6.,724,540 人 、 そ の うち 609%% が シア トル 
都市 園 に 住ん で いま す 。 (政府 統計 の 信頼 性 に 関す る 上 記 と 同じ 
警告 。) 他 の 2 つの 主要 な 州 と は 対照 的 に 、 規 模 と 人 口 の 格差 の 多 
く は 、 南 に ある タコ マ と オリ ン ピ ア を 含む シア トル の 巨大 都市 に よっ 
て 説明 され て いま す 。 シ アト ル は 、 中 国人 や その 他 の アジ ア 人 が 北 
西部 に 大 量 に 流入 する 玄関 口 で す 。 ア ジア 人 は 、 大 量 の 移民 に よっ 
て 北西 部 を 掌握 し 、 環 太平 洋 地域 の 一 部 に する と いう 自ら の 計画 に 
つい て か な り オ ー プ ン で ある 。 ブ リティ ッシュ コロ ン ビ ア 州 バン クー 
バー の 場合 彼ら は すでに これ を 一 度 変 革 す る こと に 成功 し て いま 
す 。 
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白い 街 が 中 国 の アリ の 山 に 。 ワ シン トン の 主要 産業 は 牧畜 、 木 材木 
材 、 紙 : パ ルプ 製品 、 一 部 の 鉱業 、 そ し て ボー イン グ 航 空 機工 場 と マ 
イク ロ ソ フト コン ピュ ー タ 帝国 を 中 心 と する シア トル 地域 の 膨大 な 
量 の ヤッ ピー スタ イル の ハイ テク 産業 で ある 。 


モン タナ 州 上 15 西部 : 個 別 の 数 字 は 入手 で きま せん が 、 他 
の 3 つの 州 と 同様 、 人 口 は 圧倒 的 に 白人 が 多く 、 い ずれ に し て も 
2010 年 国勢 調査 の 数 字 は 信頼 性 が 低く 疑わ し いも の で す 。 


ホー ムラ ンド の 合計 : ホ ー ム ラン ド 地 域 全体 で は 、 約 
300,000 平方 マイ ル を 見 込ん で いま す 。 こ れ は 政治 運動 が カバ ー 
すべ き 領 域 は 広い が 、 米 国 と カナ ダ 全 体 の 広大 な 領土 を 何ら か の 
方 法 で 占領 し よう と する より も は る か に 小さ く 実行 可能 で ある 。 ホ 
ー ム ラン ド 内 の ほとん どの 場所 は 車 で 最大 24 時 間 以 内 に あり ま 
す 。 こ れ を 、 小 規模 な 「 集 会 」 な どの た め に 国 中 を 互い に 訪問 する 場 
合 、 車 で 5 ^ 6 日 か か る こと と 比較 し て くだ さい 。 北 西部 の 大 都市 
圏 は エア シャ トル で 結ば れ て お り 、 お 金 に 余裕 の ある 地元 民 は そ 
れ を 利用 し て いま す 。 他 の ほとん どの 人 が バス を 利用 する の と 同じ 
くら い 気 軽 に バス を 利用 し ます 。 


私 た ち は 推 定 人 口 を お よそ 1,400 万 人 と 見 積もっ て いま す 
が 、 そ の 圧倒 的 多数 が (公式 に は ) 白人 で す 。 大 都市 圏 の 非 白人 人 口 
を 差し 引く と 、 特 に シア トル / タ コマ / オ リン ピア と ポー トラ ンド 、 さ 
ら に 労働 集約 型 産業 が 大 量 の ヒス パニ ッ ク 系 流入 を 集め て いる ヤ 
キマ な どの いく つか の 特定 か つ 抑制 可能 な 「 ブ ラウ ンス ポッ ト 」 が 
含ま れる 。 、 我 々 は 実際 的 な 目的 に お いて 、 世 界 に 残る 数 少な い 地 
域 の 一 つ で ある 全員 が 白人 の 領土 を 扱っ て いる 。 


白人 の 人 口 は 、 多 少な り と も 1,200 万 人 で あり 、 人 口 の 年 齢 
中 央 値 は 大 陸 の 他 の 地域 より も か な り 若い と 考え て くだ さい 。 
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重要 。 た と えば 、 フ ロリ ダ と アリ ゾ ナ の 白人 人 口 は 圧倒 的 に 高齢 者 が 多い 。 祖 国 
に 1,200 万 人 と いう 人 数 は 多い が 、 活 動 的 で 熱狂 的 に 献身 的 な 少数 派 に よる 
熱心 な 宣伝 活動 に より 、 十 分 な 数 の 人 々 が 、 新 た な 入植 者 に 地元 の 拠点 を 提 
供する た め に 私 た ち に 参加 する よう 説得 する こと が で きる 。 こ れ を 、 こ の 規模 
の 大 陸 で 、 多 く の 場所 で 非 白人 が 多数 を 占め る 約 3 億 人 の 人 口 を 処理 し よう 
と する の と 比較 し て くだ さい 。 そ こ で は 、 私 た ち は 完 全 か つ 完 全 に 無力 で 、 四 方 
八方 に 散ら ば っ て いま す 。 


これ が 北西 部 の 概念 の 主 な 利点 で す 。 つ まり 、 問 題 を 管理 可能 な 規 
模 、 解 決 可能 な も の に 縮小 し 、 目 標 を 達成 可能 な も の に 切り 詰め ます 。 ほ ぼ 70 
年 に わた り 、 私 た ち は 誰 も 説明 で き な い よう な 不可 解 な 手段 を 通じ て 、 ど うい 
うわ け か 北米 大 陸 全 体 を 一 度 に 取り 戻し 、 何 百 万 人 も の 非 白人 を 単に 消滅 さ 
せる こと が で きる と いう 奇妙 な 集団 幻想 を 抱い て きた 。 煙 を 一 吹き する だ け 
で 、 何 の 努力 も せ ず に 、 そ し て 確か に その よう な プロ ジェ クト が 実際 に 伴う 大 
規模 な 流血 を 伴う こと は あり ませ ん 。 


繰り 返し ます が 、 北 西部 命令 は 人 種 危 機 を 管理 可能 な 規模 に まで 軽 
減 し ます 。 唯 一 の 選択 肢 は 現状 維持 、 つ まり コン ピュ ー タ の 前 に 座っ て キー ボ 
ー ド を つつ き な が ら 、 晴 れ た 日 に は プラ カー ド を 持っ て 公共 の 場 を 歩き 回 り 、 
クズ に ゴミ を 投げ つけ られ る の を 放置 する こと だ 。 現 状 は 人 種 の 死 を 意味 し 、 
運動 の 現状 を 維持 し よう と する あら ゆる 努力 は 人 種 的 反逆 に 等 し いと ころ ま 
で 事態 は 到達 し て いる 。 


1.6 名 前 


わが 民族 の 新しい 故郷 の 名 前 は 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 と な り ま す 。 
(NAR) 難解 な 
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「 ア ー リ ア 人 」 と いう 専門 的 な 人 種 用 語 は 避け る べき で す 。 な ぜ な ら 、 そ 
れ は 初心 者 の 間 で 混乱 を 引き 起こ すか ら で あ り 初心 者 を 説得 する こと 
が 私 た ち が 勝 つ 方 法 だ か ら で す 。 

アメ リカ 人 に と っ て 、 言 葉 、 概 念 、 象 徴 な ど を 突き つけ て 立ち 止ま 
っ て 説明 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 決 し て 得策 で は あり ませ ん 。 特 に 、 そ 
れ が 異質 な も の 、 あ る い は 異質 に 聞こ える も の で ある 場合 に は そう で す 。 
も し あな た が 立ち 止ま っ て 、 彼 ら が 基準 と な る 枠組 み を 持た ず 、 彼 ら の 人 
生 や 経 験 に 共鳴 する よう な 背景 も 何 も 持 た な い 何 か を アメ リカ 人 に 説明 
し よう と し た ら 、 あ な た は 彼ら を 失う こと に な る で し ょ う 。 ア メリ カ 人 は 、 
何 か 新 し いも の を 取り 入れ て 理解 し よう と 努力 する の で は な く 、 単 に 「 チ 
ャ ン ネ ル を 変え る 」 だ け で す 。 そ れ は 、 集 中 力 が 持続 せ ず 退屈 し た と き に 
そう する よう に 慣 ら さ れ て きた こと で す 。 


アメ リカ 人 の 脳 は 怠 愉 な 牛 の 群 れ の よう な も の で す 。 す べ て の 脳 

を 望ま し い 方 向 に 動か す に は 努力 が 必要 で す 。 そ し て 一度 そ れ が 起こ る 
と 、 い わ ば 流れ を 中 断 し た り 方 向 を 変え た り し た く な い の で す 。 ア メリ カ 
人 の 注意 力 の 持続 時 間 ) は 、 た だ 歩き 回 っ た り 、 ブ ラ シ の 中 に 迷い 込ん だ 
り し 始め る だ け で す 。 ア メリ カ 人 は 感じ る こと 、 決 し て 考え る こと を 教え ら 
れ て きた の で 、 私 た ち が 国 家 権力 を 獲得 し て 彼ら に 再 プ ログ ラム を 開始 
し 、 彼 ら に 考え る こと を 強制 で きる よう に な る まで 、 私 た ちの プロ パガン 
ダ を 視聴 者 に 合わ せな けれ ば な り ま せん 。 


良く も 悪く も 、 今 で は 「 ア ー リ ア 人 」 と いう 言葉 は 、 ア メリ カ 北 西 
部 生ま れ の ネイ ティ ブ ア メ リカ ン の 心 の 中 で 、 ビ ー ル を 飲み な が ら ア サ 
ルト ライ フル を 空 に 振り 上 げ 、「 ホ ワイ ト : パ ワー ! 」 と 叫ぶ 入れ 墨 を し 
た 坊主 頭 の パン ク の イメ ー ジ と 結び つけ られ て いる 。 そ れ は 主 に 私 た ち 
自身 の 責任 で す 。 そ れ は 起こ る べき で は あり ませ ん で し た が 、 実 際 に 起こ 
っ た の で 、 私 た ち は そ れ を 受け 入れ な けれ ば な り ま せん 。 こ れ が 真実 で は 
な く 、 先 住民 と し て 生ま れ た 北西 部 人 自体 が 、 た と え 自 覚 が な か っ た と し 
て も 生物 学 的 に は アー リア 人 で ある と いう 事実 は 、 的 外れ で ある 。 政 治 で 
は 認識 が すべ て で す 。 人 々 と 対立 する の は 悪い プロ パガン ダ で す 。 
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すぐ に 、 長 く 複雑 で 難解 な 説明 を 必要 と する アイ デア 、 概 念 用 語 、 シ 
ン ボ ル と の 最初 の 接触 。 ア メリ カ 人 は も う 3 複雑 な こと や 難解 な こと は 
し ませ ん 。 実 際 、 私 た ち は こ れ ま で それ ほど 深く 考え た こと は あり ませ 
ん で し た 。 西 洋文 明 が 精神 と 魂 の 宴会 で ある な ら ば 、 マ ク ド ナ ルド と 
ケン タッ キー フラ イド チキ ン を その 宴会 に 持ち 込む の は アメ リカ 人 で 
す 。 こ れ が 、NS の 世界 観 が 深遠 な 真実 に 満ち て お り 、 説 明 が 必要 な こ 
と は ほぼ すべ て 説明 し て いる に も か か わら ず 、 正 統 的 な 国家 社会 主義 
が この 国 で 機能 し な か っ た 理由 で す 。 Cascadia、Arya な どの 難解 
な 用 語 も 避け る べき で す 。 そ れ ら は 異質 で 奇妙 に 聞こ えま すし 、 こ の ま 
まで は イメ ー ジ の 問題 を 克服 する の に 十分 な 苦労 を する こと に な る で 
し よう 。 


1.7 北西 アメ リカ 共和 国 の 国旗 


私 た ち が 北 西部 の 人 々 の 間 で すぐ に 広め 始め る 必要 が ある ア 
イデ ア が 1 つ あ り ま す 。 そ れ は 、 来 た る べき 祖国 の 旗 を 作成 し 、 一 般 に 
認識 させ る こと で す 。 Mr. が 注目 する 数 少な い ポ イン ト の 1 つ 。 


コ ヴ ィ ント ン 氏 は アイ ル ラ ンド で の 経験 に 基づい て 、NAR 旗 の 問題 に 
関し て 物事 が どの よう に 行わ れる か に つい て 独断 的 な 決定 を 下 し た 。 
シン プル で 品格 の ある トリ コロ ー ル の デザ イン で 、 物 議 を 醸す シン ボ 
ル や 、 最 も 単純 な 象徴 的 な 説明 以上 の も の が 必要 な も の は あり ませ 
ん 。 こ の 旗 は 現在 、 北 西部 の 小説 の 表紙 絵 と 本 文 説明 を 通じ て 著作 権 
で 保護 され て いる た め 、 ユ ダ ヤ 人 が 過去 に 他 の 名 前 や シン ボル で 行 
っ た よう に 盗む こと は で きま せん 。 


北西 三 色 旗 は 、 フ ラン ス 、 ア イル ラン ド 、 イ タリ ア の 三 色 旗 と 同 
様 に 同じ 長 さ の 3 本 の 縦 棒 で 構成 され て いま す 。 左 か ら 右 に 、 バ ー 
は 紺色 、 純 白 、 エ メラ ルド グリ ー ン で 、 旗 竿 まで は 青い バー で す 。 北 西 
の 空 の 青 を 象徴 し 、 
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緑 は 土地 を 表 し 、 白 は その 二 つ の 間 に 住む 人 々 を 表し ます 。 (水平 バー が 検 
討 され 、 実 際 に 左翼 の 「 カ スカ ディ ア , 旗 に 使用 され て いま す が 、 残 念 な こと に 、 
我が国 の 左 細 ナ ッ ト 要 素 だ け で な く 、 ア フリ カ の 国 シエラ レオ ネ も すでに その 
デザ イン を 使用 し て いま す 。 ) 


新しい 北西 部 の 国 の 旗 は 、 世 界 中 の 白人 人 種 の 象徴 で あり 結集 点 と な 
る で し ょ う 。 こ の 旗 は 、 現 代 に お ける 南 軍 戦旗 や ハー ケン クロ イツ ファ ー ネ に 
相当 する も の と し て 、 人 種 的 死に 直面 し た 白人 の 希望 、 勇 気 、 決 意 の 普遍 的 に 認 
め ら れ た 象徴 と し て 知ら れる よう に な る まで 、 世 界 中 で 投稿 、 表 示 、 配 布 、 宣 伝 さ 
れ な けれ ば な り ま せん 。 。 


1.8 4 段階 計画 


バト ラー 計画 は 、 北 西部 戦線 の 創設 、 増 強 、 運 営 に 関わ る 4 つの 大 き 
な 側面 また は 段階 で 構成 され て いま す 。 こ れ ら の フェ ー ズ は 、 特 定 の 種類 の ア 
クティ ビ テ ィ や 達成 すべ き 目 標 や ベン チマ ー ク の アジ ェ ン ダ を 必要 と する た 
め 、 特 定 の 時 間 枠 に 固定 され る わけ で は あり ませ ん 。 4 つの フェ ー ズ は すべ 
て 、 祖 国 各地 の さま ざま な 党 単 位 で 同時 に 進行 し 、NF は 常に これ ら の フェ ー ズ 
の いずれ か また は すべ て に 関連 する 問題 に 関与 し ます 。 


重なる 部 分 も た くさ ん ある で し ょ う 。 


1.9 フェ ー ズ 1: コミ ュ ニ ティ と ユニ ッ ト の 作 
成 


コミ ュ ニ ティ と は 何で すか ? NF は 、 祖 国 に お ける 白人 至上 主義 者 コミ 
ュ ニ ティ を 機能 不全 を 持た な い 成 人 の 白人 至上 主義 者 が 12 人 以上 存在 し 、 
車 で 30 分 圏内 に 住む 地域 と 定義 し て いる 。 
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も う 一 人 は 、 お 互い の 存在 を 認識 し て お り 、 イ ンタ ーネット 上 
で は な く 、 定 期 的 に 会 っ て 個人 的 に 交流 する 人 た ち で す 。 ナ 
ショ ナリ スト の コミ ュ ニ ティ は 、 最 終 的 に は NF が 行う すべ て 
の 基盤 と し て 機能 する こと に な り ま す 。 こ れ ら は 本 土 内 で の 
地元 採用 を 通じ て ある 程度 達成 され る だ ろう が 、 主 に 既存 の 
人 種 意識 の 高い 白人 人 口 の より 良い 要素 を 太平 洋 岸 北西 部 
に 移住 させ る こと に よっ て 達成 され る だ ろう 。 


コミ ュ ニ ティ 構築 は この 時 点 か ら 継 続 的 な プロ ジェ クト と な 
り 、 政 治 的 独立 が 達成 され た 後 も 継続 され ます 。 ア フリ カー ナ 
人 か ら セ ルビ ア 人 、 ア ルス ター 人 に 至る まで 、 世 界 中 で 迫害 さ 
れ 絶滅 の 危機 に 瀬 し て いる アー リア 人 すべ て に と っ て の 祖国 
で あり 避難 所 と な る こと が 祖国 の 主 な 役割 と な る だ ろう 。 


祖国 に や っ て 来る 人 種 意識 の 高い 白人 移民 を 、 本 土生 まれ の 
北西 部 人 や オー ガニ ッ ク 移 民 と 区 別 す る た め に 、 今 後 は 「 イ 
ンカ マー」 と 呼ぶ こと に する (下記 参照 ) 。 


ユニ ッ ト と は 何で すか 2? 北西 部 戦線 部 隊 は 、 祖 国 に 居 
住 し 、 相 互 に 車 で 30 分 以内 に 住ん で お り 、 党 の 目標 を 達成 
する た め に 協力 し て 行動 する 少な く と も 3 人 の 機能 不全 の 
な い 成 人 白人 至上 主義 者 か ら な る グル ー プ で す 。 そ し て 共和 
国 を 成立 させ ます 。 ユ ニッ ト は 、 こ の マニ ュ ア ル で 後述 する 「 ト 
ラブ ル トリ オ 」 形 式 で 編成 され ます 。 


連絡 先 と は 何で すか ? 北 西部 戦線 の 連絡 先 は 、 本 土 に 
居住 する 単 一 の 個人 で あり 、 自 分 の 名 前 と 物理 的 な 郵送 先住 
所 を 含む 連絡 先 情報 が 公開 され 、 利 家 関 係 者 に 配布 され る こ 
と を 許可 する こと に 同意 し ます 。 こ の 連絡 先 は 、 北 西部 の 彼ら 
の 地域 に 移住 する 入植 者 を 支援 する こと に 同意 し 、 共 和 国 を 
存続 させ る た め に 党 を 代表 し て 政治 活動 や その 他 の 活動 に 
も 従事 し ます 。 
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1.10 北西 部 店 


最終 的 に 小切手 帳 が 開設 され 、 資 金 と リソー ス が 利用 可 
能 に な っ た ら 北西 部 戦線 は 、 イ スラ エル へ の ユダ ヤル 人 移民 の 
大 部 分 を 処理 し 、 現 在 も 処理 し て いる ユダ ヤ 庁 と 同様 の 範囲 と 
目的 の 北西 部 庁 を 設立 する 予定 で す 。 北 西部 庁 は 、 潜 在 的 な 移 
民 に 帰国 の 必要 性 を 説得 する た め の 非 常に 限ら れ た 方 法 を 除 
いて 、 政 治 や プロ パガン ダ の 問題 に は あま り 関 心 を 持た な い 。 こ 
の 機関 は 人 種 意識 の 高い 白人 の 移住 に 関す る 情報 、 ア ドバイ 
ス 、 お よび さま ざま な 種類 の 実際 的 な 支援 を 提供 し ます 。 


1.11 独自 の 移行 の 作成 


私 た ち は 、 帰 国 を 望ん で いる 多く の 白人 が 極貧 に 少し 足り な 
いこ と を 理解 し 、 受 け 入 れ て いま す が 、 今 日 の イス ラ エ ル の よう に 、 
そし て か つて オー スト ラリ ア が し て いた よう に 、 「 補 助 通 行 」 を 提供 
する た め の リ ソー ス を 私 た ち が 決 し て 手 に 入れ る こと が で き な い こ 
と は ほぼ 確実 で す 。 1950 年 代 と 1960 年 代 。 実 際 問 題 と し て 、 北 西 
部 に 故郷 に 帰っ て きた 白人 は 、 昔 の 西部 開拓 者 た ちと 同じ よう に 、 
完全 に 自費 で 、 自 費 で そう し な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は 一 定期 間 、 
通常 は 1 年 ほど 働い て お 金 を 貯め な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は 世 
俗 的 な 物品 を すべ て コネ スト ガ の ワゴン (最近 で は U-Haul トラ ッ 
ク ) に 積み 込み 未知 の 世界 へ 出発 し な けれ ば な り ま せん 。 


それ は 人 格 と 道徳 的 適性 を 試す テス ト だ と 考え て くだ さい 。 

北西 部 へ の 将来 の 日 人 移民 は 、 恒 久 的 な 移住 を する 前 に 
少な く と も 一 度 は 祖国 へ の 予備 訪問 また は 債 察 旅行 、 圭 に 入植 
予定 地域 へ の 訪問 を 行う こと が 極め て 必要 で ある 。 将 来 の 移民 
は 私 た ち に 目 を 向け な けれ ば な り ま せん 、 そ し て 私 た ち も 彼 ら に 
目 を 向け な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は きっ と 
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北西 部 移民 の 鉄壁 の ルー ル は . 世 俗 的 な 物品 を すべ て U- 
Haul に 詰め 込み 、 ほ ぼ 北 西 の 方 向 に 向かい 、T シャ ツ と ポケ 
ッ ト に 10 ドル だ け を 持っ て 家 の 玄 関 先 に 現れ る 人 は いな い 
と いう も の で す 。 そ の よう な こと を 試み た 初期 の 開拓 者 た ち 
は 、 た いて い 悲 し み に 暮 れ ま し た 。 ド ナー 党 の 生存 者 に 尋ね 
て くだ さい 。 


移民 候補 者 が 何 か か ら 逃 げ ける の で は な く 、 何 か に 向 か 
っ て 走っ て いる こと を 保証 する た め に あら ゆる 努力 を 払わ な 
けれ ば な り ま せん 。 移 住 希 望 者 、 持 に 家族 は 、 可 能 で あれ ば 事 
前 に 仕事 と 住居 を 確保 する 必要 が あり 、 す ぐに 新しい コミ ュ 
ニテ ィ に 定着 で きる よう に 十分 な 資産 を 持っ て 到着 する 必要 
が あり ます 。 つ まり 、 こ の プロ ジェ クト は 、 自 分 た ち が 何 を し て 
いる の か 、 そ の 理由 を 知っ て いて 、 そ こ か ら 何 か を 得 た い の で 
は な く 、 そ こ に 何 か を 注ぎ 込み た いと いう 理由 で 移住 に 関わ 
っ て いる 、 責 任 あ る 大 人 に よっ て 、 ま た その た め に 実行 され な 
けれ ば な り ま せん 。 ノ ー ス ウェ スト 庁 は 、 こ れ ら の 責任 ある 成 
人 が その プロ セス を 支援 する 予定 で す 。 


長年 に わた り 、 北 西部 で の 再 定住 の た め の 唯 一 の 戦略 
は 、 基 本 的 に 「 ヘ イデ ン 湖 に 来 て 、 裏 手 に ある バト ラー 牧師 
の 飯 場 に 落ち 込む 」 と いう も の だ っ た 。 
長年 に わた り 、 こ の 結果 、 白 人 至上 主義 者 と キリ スト 教徒 の アイ デン ティ ティ 
ー タ イプ が (ある 種 の ) コ ミュ ニテ ィ を 形成 し 、 ア イダ ホホ 州 北部 の コー ダレ ー 
ン / ヘ イデ ン レ イク / サ ンド ポイ ント 地区 と いう 1 つの 地域 に 集まり まし た 。 こ 
の 計画 、 あ る い は それ に 類する も の に は 致命 的 な 欠陥 が ある 。 


第 一 に 、 説 明 の つか な い 理 由 で 白人 に は 何 も し 続け て 
ほし いと 願う 、 私 た ちの 中 の 一 部 の 奇妙 で 疑わ し い 人 々 が 提 
唱 す る 偽 の 否定 論 の 一 つ を 反映 し て いる が 、 こ れ は 本 当 に 独 
裁 政権 が 白人 に 対し て 資源 を 集中 する こと を 可能 に し て い 
る 。 私 た ち は 一 つの 町 や 郡 の 比較 的 小さ な 殺 狐 の 場 に いる の 
で す 。 
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第 二 に 、 辺 郭 な 農村 地域 で は 人 口 が 非常 に 少な いた め 、 新 参 
者 が 目立ち 、 敵 に 簡単 に 特定 され 標的 に され る 可能 性 が あり ます 。 特 
に 最初 は 人 口 に 溶け 込み 、 地 元 の 人 々 と 区 別 が つか な く な る よう に 
する 必要 が あり ます 。 


これ ら の 考慮 事項 に 加え て 、 大 都市 園 に は より 多く の 人 種 的 
多様 性 が 存在 し て お り 、 少 数 派 が 存在 し 、 少 数 派 が も た ら す 問題 を 
例 と し て 指摘 すれ ば 、 地 元 生ま れ の 白人 住民 と 協力 する こと が は る 
か に 容易 に な る で し ょ う 。 


北西 移住 と は 、 北 の 森 に 逃げ て 丸太 小屋 で 政府 か ら 隠れ る こ 
と を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 人 種 的 な 敵 と 対 財 す る た 
め に 帰国 する の で あり 、 彼 か ら 逃 げた り [ 可 選 し た りす る た めで は あり 
ませ ん 。 そ の よう な 試み は 無 意 味 で す 。 ラ ン デ ィ < ウ ィ ー バ ー に 、 森 に 
逃げ て 陣 れ よう と し た こと が どれ ほど うま くい っ た か 尋ね て くだ さ 
い 。 誰 も 一 方 的 に シス テム か ら 脱 退 し た り オ プ ト ア ウト し た りす る こ 
と は で きま せん 。 
そう し よう と する と 、 ウ ィ ー バ ー ズ や デビ ッ ド ・: コ レシ ュ 、 モ ンタ ナ *・ フ 
リー マン や テキ サス の モル モン 原理 主義 者 の よう に 、 黒 い 防弾 チョ 
ッ キ を 着 た 武装 集団 を 使っ て 、 強 制 的 に シス テム に 引き 戻さ れる こと 
に な る で し よう 。 

私 た ち は 新しい 国家 の 建設 を 目指 し て いま す 。 21 世 紀 の 生 
活 の 現実 は 、 私 た ちの 運動 が 白人 の いる 場所 に 拠点 を 置く こと を 決 
定 し て いま す 。 北 西部 で は 、 こ れ は 現実 的 に は 、 大 都市 か ら 中 規模 の 
町 に 至る 約 24 の 大 都市 圏 を 意味 し ます 。 


最終 的 に は 、 北 西部 の 人 種 コ ミュ ニテ ィ が 田舎 に 施設 を 設立 で きる 
よう に な り ま す 。 確 か に 、 私 た ち は 北 西部 の 田舎 に 慣れ 、 そ こ に 快適 

に な ら な けれ ば な り ま せん 。 し か し .、 私 た ち は 深 い 森 の 中 に ある いく 
つか の 小屋 か ら 時 命 を 起こ す つ も り は あり ませ ん 。 


予備 的 根拠 と し て 、 経 済 的 お よび 地理 的 要因 に 基づい て 、 国 
内 の 次 の 地域 を 最初 の 人 種 的 ナシ ョ ナリ スト コミ ュ ニ ティ の 設立 の 
対象 と する 必要 が あり ます 。 仕 事 は 適度 に ある 


Machine Translated by Google 


技術 を 持っ た 人 に と っ て は 豊富 で あり 、 こ れ ら の 初期 植民 地 は 互い 
に 十分 に 近い 間隔 で 配置 され て お り 、 各 地域 の 人 種 国 家主 義 者 が 
互い に 何ら か の 物資 支援 や 兵 中 支 援 シス テム を 提供 で きる 連鎖 を 
形成 し て いる 。 す べ て の 州都 に 国民 党 の 存在 が 必要 で す 。 そ うす れ 
ば 、 州 政府 が NF を 抑圧 し 、 私 た ち を 追い 出 そ う と する 試み に 対抗 す 
る た め に 誰か を 現場 に 配置 する こと が で きま す 。 こ れ ら は 最初 の 点 
で あり 、 そ の 後 接続 する 必要 が あり ます 。 


アイ ダ ホ 州 : 入 植 地 は コー ダレ ー ン 、 ボ イジ ー、 ポ カテ ロ 、 ポ 
スト フォ ー ル ズ 、 ナ ン パ に 集中 する べき で ある 。 前 に も 述べ た よう 
に 、 サ ンド ポイ ント 、 ヘ イデ ン 湖 、 コ ー ダ レー ン の 地域 に は すでに 小 
さ な コ ミュ ニテ ィ が 存在 し ます が 、 そ こ を 超え て 州 の 他 の 地域 に 拡 
大 する 必要 が あり ます 。 


オル ヨシ 州 ポ ボー トラ ンド 、 セ イラ ムコ ゴー ジー シン メド フォー 
ド 、 ベ ンド 、 コ ー バ リス 。 オ レゴ ン 州 の 東部 は 人 口 が 非常 に 少な く 、 
経済 的 に 停滞 し て いる た め 、 私 た ち が 最 後に 入る 地域 の 1 つと な り 
ます 。 こ れ は 、 小 さ な 大 学 都市 プル マン と ケ ネ ウ ィ ッ ク 周 辺 の 「 ト ラ 
イシ ティ 」 と し て 知ら れる 地域 を 除く 、 ス ポケ ー ン 地域 以外 の ワシ ン 
トン 東部 に も 当て は まり ます 。 率 直 に 言っ て 、 ポ ボー トラ ンド 自体 は 、 品 
サン ゼル ス の 主要 な ギャ ング の 支部 を 含む 他 の アメ リカ の 都市 と 
同じ くら い 有 害 で あり 、 移 民 は これ ら の 都市 の 白人 郊外 に 集中 すべ 
さき で ある 


地域 。 

ワシ ント ン : ス ポケ ー ン 、 ベ リン ガム 、 バ ンク ー バ ー、 シ アト ル 
を 取り 囲む 労働 者 階級 の 郊外 、 タ コマ 、 オ リン ピア 、 オ リン ピッ クギ 
島 を 含む 。 経 験 に 基づい て 、 シ アト ル の 「 リ ング 」 は 白人 の 人 種 意 識 
が 見 られ る ブル ー カ ラー 地域 の 人 々 の 小 グ ルー プ で 構成 され て い 
る こと が 示唆 され て いま す 。 現 在 ル イス / マ ッ コ ー ド 統合 基地 と 呼ば 
れ て いる 場所 の 軍事 複合 施設 に も 集中 すべ き で ある 。 
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1.12 第 2 段階 : 祖国 に お ける 政治 活動 と 宣伝 活動 


北西 部 戦線 は 、 故 卿 その も の で ある 北西 部 出身 者 と 有機 移民 の 間 
で 、 大 規模 か つ 本 格 的 な プロ パガン ダ と 布教 活動 に 従事 し な けれ ば な ら な 
い 。 私 た ち は 地 元 の 白人 を 味方 に | き 入れ な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら と 戦っ た 
り 、 私 た ちの 側 の 奇妙 な 行動 や 外見 で 敵対 し た り し て は な り ま せん 。 地 元 の 
白人 は 、 ど れ ほ ど 残 酷 に 洗脳 され て いた と し て も 、 英 で は な い 。 


地元 生ま れ の 白人 と の 関係 を どう 扱う か に よっ て 、 こ の 取り 組み 全体 が 成功 
する か どう か が 決ま り ま す 。 

私 た ち は 、 多 か れ 少 な か れ 白 人 の 環境 で 育っ た か ら こ そ 、 本 土生 ま 
れ の 北西 部 人 は 概して 多 文化 主義 と 多様 性 が 長期 的 に 自分 た ち に と っ て 何 
を 意味 する の か を 理解 し て いな いと いう こと を 常に 心 に 留め て お か な けれ ば 
な り ま せん 。 正 直 な と ころ 、 彼 ら は それ を 理解 し て いま せん 。 そ し て 私 た ち は 、 
ウェ ブサ イト か ら 地 元 の 4-H ク ラブ へ の 参加 まで 、 私 た ち が 持っ て いる あら ゆ 
る ツー ル を 使用 し て 、 運 動 史上 最も 大 規模 な 広報 活動 と プロ パガン ダ 活 動 
を 実施 し て 、 彼 ら を 説得 し な けれ ば な り ま せん 。 私 た ち は 、 自 分 た ち が 犠 牲 に 
な っ た り 町 か ら 逃 げた りす る こと は 許さ な い が 、 彼 ら を 憎ん で いる の で は な 
く 、 彼 ら に 対し て 共謀 し て いる わけ で は な く 、 私 た ち は 彼 ら の 兄弟 で ある こと 
を 彼ら に 知ら せな けれ ば な り ま せん 。 私 た ち は 部 隊 や 広報 担当 者 を 通じ て 、 
地元 の 問題 や 地元 の 懸念 を 把握 し 、 北 西部 の 独立 と 自由 が 彼ら の 利益 で も 
あり 、 私 た ちの 利益 で も ある こと を 彼ら に 理解 し て も ら わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


何より も 、 私 た ち 自 身 が 、 奇 妙 で 機能 不全 に 陥っ た 行動 を と っ た り 、 
確立 され た 秩序 に よっ て 生ま れ な が ら に 私 た ち が 「 他 者 」 と し て 描か れる よ 
うな 外面 的 な 外見 を 示し た り し て は な り ま せん 。 ス キン ヘッ ド シ ー ン の 坊主 
頭 と タトゥ ー、 そ し て つま ら な い フ ー リ ガン 行為 は 、 始 まり で は な い 。 私 た ち が 
定住 する 地元 の 人 々 は 、 私 た ち が 同 胞 で ある こと を 理解 する 必要 が あり ます 
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アメ リカ 人 と 彼ら 自身 の よう な 人 々 は 、 社 会 的 に 石 を 投げ る こと が 許容 され 
る 「 他 者 」 で は あり ませ ん 。 同 時 に 、 彼 ら は 、 私 た ち が こ こ に いて 、 こ こ に 留 ま 
り 続 ける こと 、 さ ら に 多く の 私 た ち が 来 て いる こと 、 そ し て 私 た ち が 止 め ら れ 
る こと は な いこ と を 理解 する 必要 が あり ます 。 


1.13 軍隊 の 徴兵 


北西 部 出身 者 の ほとん ど が 多 文化 主義 の 真 の 意味 を 
理解 する ほど 多 文化 主義 に 日 常 的 に 触れ て いな い の は 事実 
で す が 、 現 役 軍人 、 予 備 役 軍 人 、 退 役 軍人 な どの 特定 の 層 は 多 
文化 主義 を 理解 し て いま す 。 軍 関係 者 は 最大 40% が 非 白人 で 
あり 、 丸 2 世代 に わた る アフ ァ ー マ ティ ブ ・ ア クシ ョ ン の 下 で 苦 
難 を 強い られ て きた 部 隊 内 で 働く こと を 強い られ て いる 。 


彼ら は それ を 理解 し て いま す 。 貴 重 な ス キル セッ ト を 持っ て いる 人 も た く 
さん いま す 。 同 様 に 、 地 元 の 警察 官 (連邦 法 執行 機関 で は な い ) も 、 毎 日 毎 
日 、 黒 / 茶 色 の 犯罪 に 悩ま され て いま す 。 彼 ら は また 、 人 種 分 離 主義 と いう 
私 た ちの メッ セー ジ を 受け 入れ る 機 も 吾 し て いま す 。 


軍隊 の 募集 は 常に 慎重 か つ 厳 重 な 機密 保持 の も と で 
行わ れる べき で す 。 「 急 進 的 」 グ ルー プ と の 関わ りや その メ 
ン バ ー シ ッ プ は 軍規 に よっ て 上 厳し く 禁 じ ら れ て お り 、 そ の よう 
な 結社 へ の 関与 が 発覚 し た 軍人 は 略式 除隊 の 責任 を 負う 。 コ 
ビン トン 氏 自 身 は 、I 旧 国家 社会 主義 白人 党 の 党員 と し て 米 陸 
軍 を 除隊 し た 。 彼 は 名 誉 除隊 を 果たし た が 、 そ れ は 40 年 以上 
前 の こと で あり 、 政 治 情勢 は 変化 し 、 よ り 偏執 的 に な っ た 。 現 
在 、「 人 種差 別 」 を 理由 に 軍 か ら 追 放さ れ た 白人 男性 は 、 何 ら 
か の 除隊 処分 を 受け 、 雇 用 か ら ブ ラッ クリ スト に 載せ られ 、 い 
わ ゆ る 「 テ ロリ スト 」 と し て 秘密 警察 に 一 生 付き ま と わ れ る こ 
と に な る 。 
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1.14 銃器 の 展示 また は 振り 回 し の 禁止 


ハロ ルド ・ コ ヴィ ント ン の 北西 部 小説 は フィ クシ ョ ン 

で す 。 実 生活 で は 、 北 西部 の 政治 的 お よび 人 種 的 状況 は ほぼ 
確実 に これ まで と は 大 きく 異な る 展開 と な る だ ろう 。 NF の 
オー プン で 政治 的 な 活動 に 関す る 限り 、 特 に メデ ィ ア が いる 
場合 に は 、 い か な る 状況 に お いて も 銃 や 兵器 を 過度 に 誇示 し 
た り 強 調 し た り し て は な り ま せん 。 「 古 参 の 人 た ち 」 は 、 フ 
レイ ジャ ー< グ レン ・ ミ ラー 率い る 破滅 的 な 白 愛国 党 が 作っ た 
破滅 的 な 前 例 を 思い 出す だ ろう 。 彼 ら は 記者 を 私 有 地 に 入れ 
て 武器 を 振り 回 し て いる と ころ を 撮影 させ た た め に 、ADL が 
草案 し た 「 民 兵 訓練 法 」 を 多く の 州 で 可決 させ た の だ 。 空 の 
上 に 。 確 か に 、 私 た ちの よう な 銃 愛好 家 は 、 地 元 の NRA 提携 
クラ ブ に 参加 し 、 地 元 の 憲法 修正 第 2 条 コ ミュ ニテ ィ 内 で 活 
動 す べき で す が 、 自 由 を 求め て スト ライ キ を 行う 時 が 来る ま 
で は 、 国 民 の た め に 銃 を 空 に 振り 上 げ て は な り ま せん 。 テ レビ 
カメ ラ 。 


銃 准 の 公 の 場 で の 振り 回 し は 、 特 に 人 種 的 また は 革命 
的 な レト リッ ク を 伴う 場合 人 々 に 感動 を 与え ませ ん 。 そ れ は 
人 々 を 動揺 させ 、 怖 が ら せ ま す 。 そ れ は 、 危 険 な 狂気 に 侵略 さ 
れ た と 感じ て いる 地元 住民 を 動揺 させ 、 さ ら に 重要 な こと に 、 
自由 民主 主義 社会 が どれ ほど 脆弱 で ある か に つい て 、 は る 
か に 良く 現実 的 な 認識 を 持っ て いる 政治 家 、 裁 判 所 、 警 察 、 メ 
ディ ア を 動揺 させ 、 怖 が ら せ て いる の で ある 。 ア メリ カ で は 大 
多数 の 白人 より も 。 こ の こと を 常に 心 に 留め て お いて くだ さ 
い 。 私 た ちの 英 は 、 北 西部 戦線 が 既存 の 権力 構造 に も た ら す 
危険 性 を 、 私 た ち 自 身 よ り も は る か に 現実 的 に 認識 し て いる 
の で す 。 私 た ち は 自分 た ち が ど れ ほ ど 潜 在 的 に 強く 強力 で あ 
る か 、 そ し て 彼ら が どれ ほど 脆弱 で ある か を 理解 し て いま せ 
ん 。 そ う で す 。 


権限 の ある 人 を 故意 に 動揺 させ る 
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私 た ち 自 身 が 弱く < 傷つき や すい 初期 段階 で 私 た ち に 危 娠 を 加え る の は 
愚か で あり 、 場 合 に よっ て は 致命 的 で す 。 
や め て くだ さい 。 お 尻 を 見 せな いで 、 周 り に 溶け 込む よう に し まし ょ う 。 


鐘 問 の 用 途 は た だ 1 つ だ け 、 そ れ は 発砲 する こと で す 。 発 砲 し 
て いな い 銃 器 は 、 単 な る 機械 加工 され た 金属 片 で す 。 私 た ち が 英 に 向 
け て 武器 を 発 克 す る つも り が な く 、 予 見 可能 な 将来 も そう で は な い の 
で あれ ば 、 勇 気 、 規 律 、 献 身 、 そ し て 強 さ が 身 に つく まで 、 武 器 を クロ ー 
ゼット の 中 に し まっ て お く < 必要 が あり ます 。 意 図 さ れ た 目的 の た め に そ 
れ ら を 使用 する 意志 。 


私 た ち が 最 終 的 に 銃 を 取り 出す と き は 、 そ れ を 使用 する 目的 で そう する 
の で あっ て 、 テ レビ カメ ラ の 前 で 悪者 に 見 える よう に 高空 で 銃 を 振り 
回 す の で は あり ませ ん 。 3 世代 を 経て 、 よ う や く 現 実 が 再び 認識 か ら 
引き 継が れる こと に な る 。 こ れ は 時 命 で あり 、 リ アリ ティ 番組 や テレ ビ 
用 の 映画 で は あり ませ ん 。 


1.16 有機 移民 


私 た ち は 、 オ ー ガ ニッ ク 移 民 と の 交流 に お いて 、 地 元 生 まれ の 
北西 部 人 と の 交流 と ほぼ 同じ くら い の 困 難 を 経験 する こと に な る で し 
よう 。 「 有 機 移民 」 と いう 用 語 に よっ て 、 私 た ち は 、 私 た ちと ほぼ 同じ 
人 種 的 理由 で 最近 北西 部 に 移住 し て きた 国内 の 他 の 地域 か ら 来 た 白 
人 を 指し ます が 、 彼 ら は 依然 と し て 生涯 に わた る 社会 的 条件 付け に よ 
っ て 抑制 され て お り 部 分 的 に 洗脳 され て いま すこ の 事実 を 公 の 場 で 
認め ず に 、 誰 が 自分 の 身体 器官 を 切り 取る だ ろう か 。 


北西 部 の 白人 の 多く は 、 正 式 に 非 白人 が 多数 派 と な っ た 最初 の 
州 で ある カリ フォ ルニア 州 出身 だ ろう 。 彼 ら は 、 よ り 白 く 、 よ り 明 る い 世 
界 を 見 つけ る た め に 去っ た が 、 彼 ら が 持つ あら ゆる 文化 的 お よび 経済 
的 生存 スキ ル は 、 自 分 た ちの 人 種 的 動機 を 決し て 大 声 で 説 め な いよ う 
に 促し て お り 、 彼 ら の 多く は そう する で あろ う 。 
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彼ら は 自分 た ちの 尻 を 隠し 、 邪 悪 な 人 種差 別 主義 者 と し て 非難 さ 
れる の を 避け る た め に 、 私 た ち を 公然 と 攻撃 し 、 拒 絶 し ます 。 群 れ と 
は 異な る も の と し て 認識 され 、 シ ステ ム に よっ て 獲物 と し て 選ば れ 
る こと を 避け る の は 、 ま さ に 人 彼ら の 血 の 中 に あり ます 。 


オー ガニ ッ ク 移 民 は 、 通 常 、 き れい な 空気 、 良 い 学校 、 低 い 
税金 、 安 定 し た 環境 、「 子 供 を 育て る の に 良い 場所 」 な どの 隠語 を 
使う こと で 見 分 けら れる が 、 要 する に 、 コ ー シ ャ 保守 派 が 「 反 対 」 を 
意味 する た め に 使用 する さま ざま な 隠さ れ た 用 語 は すべ て 同じ で 
ある 。 黒 人 と か スパ イス と か 。」 オ ー ガ ニッ ク 移 民 は リベラ ル な エ 
リー ト 主 義 者 で ある こと が 多く 、 自 分 た ち も ケ ー キ を 食べ た いと 思 
っ て いる が 、 人 種 的 現実 を 直視 せ ざ る を 得 ず 、 多 国籍 移民 の 中 で 暮 
ら す こと へ の 抵抗 感 を 政治 的 に 正しく 受け 入れ られ る 合理 化 を 構 
築 し よう と 奮闘 し て いる 。 彼 ら は 、 他 の 場所 に ある 自分 た ちの 都市 
に 人 種 の 楽園 を 作る の に 協力 し まし た 。 リ ベラ ル 派 は 混乱 を 起こ 
し 、 そ の 後 逃走 し 、 他 人 が 片付け る た め に 放置 し ます 。 こ こ で は カリ 
フォ ルニア 州 が 証拠 A で す 。 


有機 移民 は 、 泥 流 が カリ フォ ルニア や ミル ウォ ー キ ー、 あ る 

い は どこ か ら で も 追い か け て きた こと を 認識 する と 近づき や すく 
な り 抵抗 し な けれ ば 再び 逃亡 を 強い られ る だ ろう 。 し か し どこ へ 
逃げ る ? 北 極 の 2? オーストラ リア ? パ タゴ ニア ? ネ イ テ ィ ブ 生 ま 
れ の 白人 は 、 特 に アフ ァ ー マ ティ ブ ・ ア クシ ョ ン や ソ ド ミ ー の 侵入 を 
通じ て 、 彼 ら 自 身 が 多様 性 と ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス を 味わい 
始め る に つれ て 、 親 し みや すく な る だ ろう 。 野 球 帽 に アム リカ 国旗 
を か ぶっ た ジョ ン ・ ウ ェ イ ン 志 望 者 た ち は 、 資 格 の な い 少 数 派 に 仕 
事 や 昇進 を 奪わ れ た と き 、 よ り 近 づき や すく な る だ ろう 。 ア イダ ホ 
州 と ワシ ント ン 州 の リベラ ル な 母親 や 父親 た ち は 、 小 さ な 女 の 子 が 

『 へ ヘザー に は 二 人 の ママ 』 を 持っ て 学校 か ら 帰 宅 し 、 小 さ な 男 の 子 
が 黒人 や メス ティ ー ソ に 殴ら れ て 打撲 傷 を 負っ て 帰宅 する の を 見 
る と 、 彼 ら は 本 当 の こと を 理解 し 始め る だ ろう 。 素 早い 。 の 
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実際 、 有 機 移民 は 、 私 た ち が 新しい 国 の 創設 に 非常 に 必要 と する 資 
産 や スキ ル を 持っ て いる 可能 性 が 非常 に 高い で す 。 彼 ら は 改宗 者 
潜在 的 な 拠点 と な る 。 

私 た ち は 、 こ れ ら 3 つの 州 の 白人 は 敵 で は な いこ と を 明確 
に 理解 する 必要 が あり ます 。 そ れ ら は 私 た ちの 挑戦 で す 。 最 初 の 数 
年 間 は 、 政 治 状況 や 人 口 動 態 に 大 き な 変化 を も た ら す ほど の 十分 
な 移住 者 は いな い だ ろ う 。 私 た ち は 、 こ れ ら 1.,200 万 人 の 白人 の 十 
分 な 割合 を 味方 に 付け て 入植 プロ グラ ム で 存続 可能 か つ 安 全 に 
な る か 、 和 失敗 し て 私 た ちの 人 種 が 滅び る こと に な る か の どちら か 
で す 。 3 億 人 人 、 そ の ほぼ 半数 は 非 白 人 で す が 、 私 た ち は 決し て 説得 
で きま せん 。 1,200 万 人 の 人 々 が 、 私 た ちの 意見 や 経験 で は な い 
に し て も 、 私 た ちの 血 を 共有 し て いま すか ? そ こ に チャ ンス が ある 。 


1.16 第 3 段階: 北西 部 独立 運動 


これ は 説明 不要 で す 。 こ れ は 、 ま だ 起こ っ て いな い 出 来 事 や 
まだ 影響 し て いな い 要 因 に 依存 する た め 、 私 た ち が 手 を 握っ て 説 
明 で きる マニ ュ ア ル の 領域 で は あり ませ ん 。 地 面 に 着い た ら 、 か な 
り の 程度 、 耳 で 演奏 する 必要 が あり ます 。 


時 命 と は 交響 曲 の よう な も の で あり 、 そ れ ぞ れ の 楽器 、 音 
符 、 音 色 、 テ ン ポ 、 情 熱 が 独特 に 混ざり 合っ た も の で あり 、 こ の マニ 
ュ ア ル が や ろう と し て いる こと は 、 ま だ 書か れ て いな い 交 響 曲 を 活 
字 で 説明 する こと で ある こと を 理解 する 必要 が あり ます 。 歴 史 と 血 
の 堺 音 と テー マ を 世界 の 舞台 で 演奏 し まし た 。 こ の マニ ュ ア ル は 、 
来る べき 壮大 な 交響 曲 演奏 の た め の プ ログ ラム の 粗雑 な 試み で す 
が 、 そ れ が すべ て で す 。 
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1.17 時 命 的 な 三脚 


単 合 は 、 革 命 の 三脚 が な けれ ば 成功 し ませ ん 。 こ れ が 
な けれ ば 真 の 変化 は 起こ り ま せん 。 


1. 既 存 の 権力 構造 の 手 か ら 国家 権力 を 直接 掌握 する 
こと に 専念 する 、 真 正 の 時 命 富 また は 時 命運 動 が 存在 し な 
けれ ば な ら な い 。 保 守 的 で も な く 、 改 革 主 義 者 で も な く 、 既 
存 の シス テム 内 で 働く こと を 望ま な い が 、 そ の 破壊 に 専念 し 


いる O 
2. 国 また は 地域 の 国民 の 大 多数 が 既存 の 権力 構造 に 
よる 支配 を も は や 望ま ず 、 変 化 を 望む 場合 に は 、 被 統治 者 の 
同意 を 撤回 する 必要 が あり ます 。 単 な る 変化 で は な く 、 具 体 
的 に は 革命 運動 、 こ の 場合 は NF が その 権力 を 引き 継ぐ こと 
に な る 。 


3. 国 家 に よる 武力 の 信頼 で きる 独占 は 失わ れ な けれ 
ば な ら な い 。 市 民 的 不服 従 、 妨 害 行為 暴動 、 ゲ リラ 戦は 行わ 
れ な けれ ば な り ま せん . 権 力 機構 に 重大 な 物理 的 損害 を 与 
えな けれ ば な ら ず 、 こ うし た 行為 で 誰 も 逮捕 され た り 処罰 さ 
れ た り し て は な ら な い 。 こ れ に より 、 占 領 軍 は 、 本 当 の ゲリラ 
を 見 つけ て 逮捕 で き な い こと に 不満 を 抱い た 一 般 住 民 に 対 
し て 、 抑 圧 と 残虐 行為 と 報復 を 強い られ る こと に な る 。 


私 た ちの 長期 的 な 目標 は 、 北 西部 を 保持 する た め の 閣 
争 が 政治 的 に も 財政 的 に も 支持 で き な く な り 、 政 権 の 観点 
か ら は 祖国 を 手放す こと が 二 つ の うち 小さ い 方 と みな され 
る よう な 状況 を 米国 政府 に 提示 する こと で ある 。 悪 事 。 こ れ 
が すべ て の 植民 地 戦 争 に 勝利 する 方 法 で す 。 


私 た ち は 植 民 地 戦争 の 形 で 人 種 闘争 を 展開 し 、 必 要 に 応じ 
て 占領 国 が X 量 の 領土 を 帳消し に する と いう 2 選択肢 が 得 ら 
れる と いう シナ リオ を 目指 し て 努力 し な けれ ば な り ま せん 。 
私 た ち に は 不可 能 で す 
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米国 連邦 政府 と その 連邦 政府 が 統治 する 消費 者 文化 が 、 私 た ち 
の 生活 の あら ゆる 側面 に 明らか に 強固 で 永続 的 な 支配 力 を 及ぼ 
し て いる こと を 考え る と 、 現 時 点 で その よう な 状況 が 起き て いる 
こと を 想像 し て みて くだ さい 。 し か し 、 私 た ち は 今 日 の 状況 の 中 で 
何 か を する と いう 話 を し て いる の で は あり ませ ん 。 私 た ち が 話 し 
て いる の は 、 歴 史 的 に 見 て 、 米 国 が 個別 の 人 種 、 民 族 、 特 殊 利益 集 
団 に 分 か れる ソ連 式 の 分 裂 が 必ず 起こ る 未来 の こと で ある 。 


永遠 に 続く も の は あり ませ ん 。 現 在 の 自由 民主 主義 の 世界 秩序 も 
永遠 に 続く わけ で は あり ませ ん 。 

FB 昌 査 官 、 警 察 軍 な どの 人 々 は 、 た と え マ イナ ス の 意味 
で あっ て も 、 給 料 と いう 形 で 私 た ちの 勝利 に 不可 欠 で す 。 こ れ ら 
の 給料 が 支払 われ な く な り 、 シ ステ ム が 彼ら を 支援 し 権力 を 維 
持 す る た め の 資 金 を 支払 うこ と が で き な く な っ た と き 、 そ れ が 私 
た ちの チャ ンス で す 。 ソ 連 未 期 、 東 ヨー ロッ パ の 赤軍 兵士 た ち は 
ゴミ 箱 で 食料 を あさ り 、 武 器 を 売っ て 少し の 現金 を 稼い で いた 。 
その 状況 が ここ で 起こ る 必要 が あり ます 。 FB 昌 査 記 ジ ョ ー バ 
ズ カ ッ ト が 月 の 初め に カー ド を ATM 機 に 差し 込み 、 直 接 預 金 が 直 
接 預 金 さ れ て いな いこ と に 気づき 、 職 場 で 机 の 上 に 書類 が 入っ 
て いな い 封 筒 を 受け 取る と き 、 私 た ち に 好機 が 訪れ る で し ょ う 。 
給与 明細 で す が 、 言 い 訳 で す 。 ワ シン トン D.C. の 彼 の 領主 や 主人 
た ち は 、 古 き 良 き 赤 、 白 、 青 の 名 に お いて . 表 捕 、 拉 問 、 ス パイ 、 偽 
証 、 殺 人 を 無償 で 続け る よう 彼 に 訴え る だ ろう が 、 そ の 翌月 に な っ 
て も 、 彼 は 依然 と し て 何 も 得る こと が で き な い 。 上 直接 預金 、 た だ の 
言い 訳 で す 。 


体制 側 の 警察 や その 他 の 筋肉 質 の 人 間 は 備 兵 で あり 、 無 
償 で 働く こと は で きま せん 。 役 ら が 支払 われ な く な る か 、 ト イレ ッ 
トペ ー パ ー 以 下 の 価値 し か な く 何 も 買え な い 膨 らん だ 連邦 準備 
銀行 券 で 支払 われ る よう に な っ た ら 、 そ の 時 が 我々 が 行動 を 起こ 
す 時 だ 。 
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私 た ち は 、 こ れ ら すべ て が 単なる 机上 の 空想 で は な 
く 、 政 治 的 、 経 済 的 現実 が 私 た ちの 勝利 を 掴む 準備 が で き て 
いれ ば 可能 性 を も た ら す 来る べき 時 に 備え な けれ ば な り ま 
せん 。 太 平 洋 岸 北西 部 に この 革命 的 な 三脚 を 生み 出す に は 、 
長い 年 月 が か か り 、 新 世界 秩序 内 の 経済 的 お よび 政治 的 発 
展 か ら の 多大 な 支援 が 必要 で す 。 し か し 、 そ れ は 最終 的 に 
は 起こ る で し ょ う 。 北 西部 戦線 を スリ ム か つ 整 え 、 必 要 に 応 
じ て 即 座 に 突破 で きる よう に 準備 し て お か な けれ ば な り ま 
せん 。 


1.18 フェ ー ズ 4: 国家 権力 の 掌握 


米国 が 最終 的 に は ソ連 型 の 中 央 集権 体制 の 崩壊 を 経験 し 、 現 在 の 政 
権 が 大 陸 全 体 で その 意志 を 強制 する 能力 を 失う こと に は ほとん と 疑い の 余地 
は な い 。 こ れ は 、 連 邦 政府 の 鉄 の か か と か ら 祖 国 を 解放 する た め の 直 接 的 な 行 
動 に 変わ り ます 。 最 初 の 数 年 間 は 、 第 1 段階 と 第 2 段階 に 集中 し て 住民 を 受け 
入れ 、 地 元 や 政府 の 激しい 反対 に 直面 し な が ら も 持ち こたえ る 必要 が あり ま 
す 。 こ れ ら 最初 の 2 つの フェ ー ズ が 、 長 期間 に わた り 私 た ちの 取り 組み の 大 部 
分 を 占め る こと に な り ま す 。 私 た ち は 歩 く こ と を 学ば な けれ ば な り ま せん 


走れ る 。 
1.19 全国 大 会 


21 世 紀 の 政 治 戦略 を 19 世紀 や 20 世 紀 の も の に 基づい て 考え る の は 
間違い で す が 、 い くつ か の 限定 的 な 類似 点 は 密接 に 関連 し て いま す 。 NF が 
達成 し た い 結 果 に 最も 当て は まる と 思わ れる 、 我 が 国 の 人 々 の 歴史 的 過去 の 
パタ ー ン は 、1916 年 か ら 1923 年 の アイ ル ラ ンド モデ ル で す 。 フ ェ ー ズ 4 で 
最も 重要 な ステ ッ プ は 、NVA で は な く 、 
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北西 部 憲法 草案 に 記載 され て いる 全国 大 会 。 (付録 1 を 参照 し て 
くだ さい 。 ) 
これ は 、1916 年 か ら 1923 年 の 独立 戦争 中 の アイ ル ラ ン 

ド に お ける 最初 の ステ ッ プ で あり 、 今 日 まで アイ ル ラ ンド 共和 国 の 
公式 立法 機関 で ある アイ ル ラ ンド 議会 で ある デイ ル エイ リア ン の 
設立 で し た 。 ダ イル ・ エ イリ アン は 、 ア イル ラン ド が まだ 大 英 帝 国 の 
ー 部 だ っ た 1918 年 に 設立 され 、 そ の 誕生 か ら 最初 の 数 年 間 は 牛舎 
や パブ の 奥 の 部 屋 、 森 の 中 で 集会 を 開か な けれ ば な ら な か っ た 違 
法 な 影 の 政府 だ っ た 。 そ し て 月 の 光 に 照ら され た 山々 。 デ イル の 最 
初 の 講演 者 は イー モン : デ ヴァレ ラ で 、 後 に アイ ル ラ ンド 首相 、 大 
統 信 と な っ た が 、 当 時 は ゲリラ の リー ダー と し て 当局 か ら 逃 走 中 
で 、 大 き な 代 償 を 負っ て いた 。 


この 戦略 は 100 年 前 に 機能 し て いた の で 、 勇 気 を 出し て い 
くつ か の 脳 細胞 を 擦り 合わ せ 、 そ の 2 つ を 組み 合わ せる こと が で き 
れ ば 、 同 じ テ ンプ レー ト の 現代 版 が 今日 で も 機能 する で し ょ う 。 ビ 
ービス と バッ ト ヘ ッ ド 以外 の 人 物 を 役人 お よび 国務 大 臣 と し て ノ 
ー ス ウェ スト 共和 国 に 影 の 政府 を 形成 で きる よう に 、 十 分 な 数 の ク 
ラス A の 人 々 が 集まっ た ら 、 何 ら か の 設立 の 意思 表示 と し て 国民 公 
会 を 設立 する 必要 が あり ます 。 こ こ は 、 大 学 の 学位 を 持っ た 知 的 人 
種差 別 主 義 者 た ち を 壁 に 張り 巡ら せ て 利用 で きる 場所 だ 。 つ まり 、 
彼ら が 零 丸 に 数 本 の 毛 を 立て る こと が で きれ ば だ 。 


誰が 最終 的 に 新 北西 部 共和 国 の 影 の 政府 の 設立 に 関与 す 
る こと に な る と し て も 、 そ の 時 点 か ら 、 我 々 の 公式 方 針 は 、 国 民 公 会 
が 北西 部 に お ける 法 的 権威 で あり 、 ア メリ カ 占 領 政 権 や いか な る 
国家 で も な い 、 と いう も の で な けれ ば な ら な い 。 そ し て 地方 自治 体 。 
お そら く 、NAR の 暫定 州 大 統領 を 任命 する の は 得策 で は な い だ ろ 
フ 。 
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共和 制 が 樹立 され 、 実 際 の 選挙 が 実施 で きる よう に な る 。 権 威 、 少 な むく と も 道 
義 的 権威 は 、 条 約 議 長 と 、 独 立 が 達成 され た 後に 内 閣 と な る 国務 大 臣 の 評議 
会 の 中 に 存在 し な けれ ば な ら な い 。 1776 年 7 月 4 日 の 大 陸 会 議 に よる 独 
立 宣 言 に よ に っ て アメ リカ が 誕生 し た の と 同じ よう に 、 共 和 国 も 条約 に よっ て 
誕生 し ます 。 


1.20 独自 の 経済 を 構築 する 


私 た ち が 注 力 する 必要 が ある 主要 な こと の 1 つ は 、 最 終 的 に は 自国 
民 を 雇用 し 、 職 を 失う こと に よる 体制 側 の 報復 と いう 今や 遍 在 する 危険 か ら 
彼ら を 解放 する こと を 可能 に する 経済 イン フラ を 構築 する こと で す 。 私 た ち 
は 祖先 が 理解 し 見事 に 実行 し た こと に 取り 組ん で いる こと を 心 に 留め て お 
いて くだ さい 。 私 た ち は 国 を 築い て いま す が 、 国 を 築く に は 、 キ ャ ンプ ファ イ 
ヤー の 周り で 歌 を 歌っ た り 、 バ リ ケ ー ド に 奇妙 な 爆弾 を 投げ た りす る こと よ 
り も は る か に 多く の こと が あり ます 。 


人 的 資源 を 最大 限 に 活用 し な けれ ば な り ま せん 。 
私 た ちの 祖先 が 生き 残る た め に 理解 し な けれ ば な ら な か っ た も の の 1 つ 
は 、 経 済 的 自給 自足 で し た 。 
最初 に ジェームズ タウ ン に 来 て 、 働 か ず に 鍼 死 し そう に な り 、 農 業 や 狩猟 を 
せ ず に 金 を 探し 、 避 難所 を 建て た 紳士 的 な 冒険 家 た ち を 覚え て いま すか 2 私 
た ち は 、 地 元 の ZO0G か ら の 圧力 に 直面 し て 、 自 分 た ち を 支え な けれ ば な り ま 
せん 。 そ の 圧力 は 、 あ る 意味 、 イ ン デ ィ ア ン が 最初 の 入植 者 た ち に 与え た 圧力 
と ほぼ 同じ くら い 激 し いも の に な る で し ょ よう 。 


経済 的 自給 自足 と は 、 富 や 必須 の 商品 や サー ビス の 実際 の 生産 を 意 
味 し ます 。 
経済 的 自給 自足 と は 、 ね ずみ 講 や 限界 ビジ ネス の フラ ンチ ャ イズ 、 あ る 
い は さま ざま な ビジ ネス を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 
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右 細 で 盛ん に 行わ れ て いる 一 揚 千 金 取 引 だ が 、 そ の ほとん ど は 老人 
の 貯蓄 を だ まし 取 ろ うと する 単なる 詐欺 で ある 。 そ れ は 、 他 の 人 が 実 
際 に お 金 を 払う よう な 本 物 の 商品 や サー ビス を 提供 する た め の 、 本 物 
の スキ ル と リソー ス を 意味 し ます 。 


私 た ちの 新しい 北西 部 コミ ュ ニ ティ が し な けれ ば な ら な い 主 
要 な 投資 の 1 つ は 、 白 人 の 若者 の た め の 職 業 訓練 で す 。 す べ て の 若い 
白人 男 価 と 女性 は 、 自 立 し て 生き て いけ る よう に 、 市 場 で 通用 する スキ 
ル を 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 新 し い 国 家 に 必要 な の は 兵士 や 政 
治 扇 動 者 だ け で は あり ませ ん 。 新 し い 国 家 に は 、 農 民 、 エ ンジ ニア 、 医 
師 、 建 築 家 、 電 気 技師 道路 建設 業者 や 軍機 の オペ レー ター、 建 設 業 、 
食品 加工 や 包装 の 技術 、 教 師 、 製 造 業 者 が 必要 で す 。 


私 た ち は 、 ビ ー ル を 飲ん で 「 ホ ワイ ト 。 パ ワー ! 」 と 叫ぶ の で 
は な く 、 新 し い 国 家 を 建設 する た め に や っ て くる 真面目 な 成人 男女 を 
北西 部 に 連れ て こ な け れ ば な り ま せん 。 そ し て 自分 た ちの タトゥ ー を 
披露 し ます 。 特 に 祖国 に つい て 考え て いる 若者 は 、 北 西部 に 移住 する 
と き に 「 こ ん に ち は 、 私 は 白人 人 種差 別 主義 者 で す 」 と だ け 言 わな い 
よう 、 学 校 に 残り 、 経 済 的 に 実行 可能 な 職業 を 学ぶ よう 奨励 され な け 
れ ば な り ま せん 。 彼 ら は 北西 部 の コミ ュ ニ ティ に 歩い て 行き 、 こ う 言 え 
な けれ ば な り ま せん 。「 こ ん に ち は 、 私 の 名 前 は ジョ ー で す 。 私 は コン 
ピュ ー タ ソフ トウ ェ ア デザ イナ ー か 、 熟 練 し た 自動 車 整備 士 、 電 気 技 
師 、 看 護 師 で す 。 そ う で な けれ ば 、 あ な た の コピ ー を 修理 し ます ,」 機 械 
を 操縦 し た り 、 ヘ リコ プター を 操縦 し た り 、 パ ン を 焼い た り …」 


独立 に 先立っ て 北西 共和 国 で 我々 が 発展 させ る 必要 が ある も 
う 一 つの こと は 、 ユ ダ ヤ 制 度 か ら 国民 の 経済 的 自立 を 促進 し 、 そ の 後 
彼ら が 反対 意見 に 対す る 報復 を 受け に くく する た め の 、 党 自体 の 内 部 
経済 の よう な も の で ある 。 
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1.21 合計 


いつ も の よう に 、 こ れ は 私 た ち が 何 か を で きる か どう か で は な 
く 、 そ れ を 実行 する か どう か の 問題 で す 。 

で きる で し ょ うか ? は い 、 も ちろ ん 可能 で す 。 や り ま すか ? は い 。 神 
は 私 た ちの 種族 が 滅び る こと を 許し ませ ん 。 

家 に 帰る 時 間 で す 。 
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1.22 北西 部 戦線 
セブ ン ポ イン ト 


1. ノ ー ス ウェ スト 戦線 は 、 デ ビッ ド ・ レ ー ン の 14 の 言葉 に 
捧げ られ た 白人 分 離 主義 運動 で す 。 「 私 た ち は 国 民 の 存在 と 白 


人 の 子供 た ちの 未来 を 確保 し な けれ ば な り ま せん 。」 


中 . こ れ ら 不滅 の 14 の 言葉 を 推進 する た め に 、 私 た ち は 、 
太平 洋 岸 北西 部 に 、 安 全 で 安全 な 祖国 と し て 機能 する 、 主 権 を 有 
する 独立 し た 全 白 人 国家 を 設立 する こと を 、 私 た ちの 人 生 の 主要 
な 目標 と し て 、 中 > 路 す る こと な く コ ミッ ト し ます 。 世 界 中 の すべ て 
の 白人 に 自由 を 。 


川 . 私 た ちの 世界 観 の 中 心 的 か つ 決 定 的 な 行為 は 、 太 平 洋 
岸 北西 部 へ の 移住 行為 で す 。 名 誉 の 言葉 に 基づい て 、 私 た ち は 祖 
国 に 来 て 、 そ こ に 住み 、 そ こ で 自分 た ちの 生活 を 築く こと を 約束 し 
ます 。 私 た ち は 、 曖 昧 さや 言い 訳 を する こと な く 、 不 当 ま た は 根拠 
の な い 遅 延 を する こと な く 、 で きる 限り 早く 北西 部 に 到着 する つ 
も り で す 。 


IV. 私 た ち 自 身 が 帰国 する その 時 まで 、 私 た ち は 他 の 人 々 の 
北西 部 へ の 移住 を 支援 し 、 あ ら ゆ る 方 法 で 北西 部 の 独立 運動 を 
支援 する た め に で きる こと は すべ て 行う こと を 約束 し ます 。 


V. 私 た ち は 信 仰 の 共同 体 で は な く 、 血 の 共同 体 で す 。 
重要 な の は 宗教 で は な く 人 種 で す 。 私 た ち 自 身 と 将来 の 世代 の た 
め に 、 私 た ち は 白 人 間 の 宗教 上 の あら ゆる 違い を 今 も 永遠 に 脇 に 
置く こと に 同意 し ます 。 


VI 私 た ち は 、 人 種 を 意識 し た コミ ュ ニ ティ 内 の 「 近 代 化 」 
の 精神 的 な 毒 を 、 絶 対 的 か つ 全 面 的 に 拒否 し ます 。 私 た ち は 、 法 
廷 で 彼ら の 主張 に 反する 証言 を し た 既知 の 情報 提供 者 を 容認 し 
ませ ん 。 
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自国 民 、 あ る い は 堕 落 や 道徳 的 堕落 の 行為 を 犯し た 人 々 。 

私 た ち は 、 い か な る 形態 の 人 種 混合 も 、 賭 博 や 横領 な どの 
不 名 堂 な 行為 も 容認 し ませ ん 。 私 た ち は 同 信愛 の よう な 映 
体 の 倒 錆 を 容認 し ませ ん 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 大 義 は 神 
聖 な も の で あり 、 私 た ち は 名 誉 、 不 動 心 、 思 誠 心 、 勇 気 、 純 粋 
さ を も っ て 永遠 に 奉仕 する も の と し ます 。 


VII. 私 た ち は 最 初 に 行動 し 、 後 に 続く べ 他 の 人 々 に 身体 
的 に も 道徳 的 に も 模 男 を 示す 者 で す 。 私 た ち は 言 葉 で は な 
く 行為 を 尊重 し 、 実 践 し ます 。 私 た ち は 本 当 の 意味 で 新しい 
時 代 の 開拓 者 で す 。 
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1.23 北西 部 戦線 の 計画 


北西 部 戦線 は 、 太 平 洋 岸 北西 部 に お ける 独立 し た 主 
権 の ある 白人 国家 が 白人 存続 の 唯一 の 可能 性 で ある と 認識 
し て いる 、 あ ら ゆ る 年 齢 や 社会 的 背景 を 持つ 米国 と カナ ダ の 
白人 男女 で 構成 され た 政治 組織 で す 。 こ の 大 陸 で は 。 


|. 主権 共和 国 


私 た ち は 、 太 平 洋 岸 北西 部 に 、 白 人 の み が 居 住ま た は 
市 民権 を 有する 独立 主権 共和 国 の 設立 を 要求 し ます 。 こ の 
北西 共和 国 は 自由 で 主権 の ある 国家 と し 、 そ の 政府 と 国民 は 
内 政経 済 、 文 化 、 外 交 関 係 を 完全 に 富 理 する も の と する 。 


|. 市 民権 


北西 共和 国内 の どこ に で も 、 混 合 さ れ て いな い 、 非 ユ 
ダ ヤ 人 、 ヨ ー ロ ッ パ 系 白人 を 祖先 と する 人 々 の み が 居 住 す る 
こと が で きま す 。 北 西部 共和 国 の 市 民権 は 、 出 生 国 や 出身 国 
に 関係 な く 、 世 界 中 の すべ て の 白人 に 開か れ た 権利 で す 。 市 
民権 は 、 自 由 民主 主義 の 場合 の よう に 出生 時 に 与え られ る も 
の で は な く 、 成 人 後に 兵役 を 通じ て 、 国 家 へ の 公務 を 通じ 
て 、 ま た は 人 種 共同 体 に 対す る 価値 と 価値 の 証明 に よっ て 
獲得 され る も の と する 。 
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中 . 人 種 コ ミュ ニテ ィ に お ける 権利 


ノー スウ ェ ス ト 共 和 国 の すべ て の 住民 は 、 国 民 で あろ う 
と 非国民 で あろ うと 、 出 生 時 か ら 以 下 の 譲る こと の で き な い 権 
利 を 享受 する も の と する : * 手 
頃 な 価格 の 住宅 所 有 権 を 含む 、 ま と も で 住み や すい 住宅 
に 対す る 権利 。 
* 彼 ら の 成果 を 保持 し 、 楽 し む 権利 
過剰 な 没収 課税 か ら 解 放さ れ た 労働 者 。 
* 有 人 益 で 生産 的 な 雇用 へ の 権利 
自分 自身 と 家族 を 養う の に 十分 な 生活 賃金 。 
* あ ら ゆ る 障害 、 病 気 、 健 康 問 題 に 対し て 質 の 高い 医療 
を 受け る 権利 。 
KEK oS ら 個 人 の 安全 を 守 
る 権利 。 
* 清 潔 で 健康 的 な 環境 へ の 権利 。 
* 他 人 の 権利 を 侵害 せ ず 、 款 教 を 装っ た 政治 活動 に 該 
当 し な い 個 人 的 な 宗教 的 信念 を 保持 お よび 実践 する 権利 、 
9 0 う 親 の 宗教 的 信念 と 伝統 に 従っ て 子供 を 育 
て る | O O 


* 起 突 を 保有 し 携帯 する 権利 。 こ れ は 太古 の 昔 か ら の 
生得 の 権利 で あり 、 自 由 な 人 々 の 証 で あり 、 犯 罪 や 抑圧 に 対 
する 地域 社会 の 最も 強力 な 防御 手段 で ある 。 


* 歪 ん だ 原始 的 な ユダ ヤ 文 化 と 黒人 文化 の 汚染 や 衰 
弱 さ せる 影響 の な い 白 人 の 文化 的 お よび 精神 的 環境 に 対す 
る 権利 。 


IV. 家 族 制 度 
新しい 社会 の 基本 的 な 構成 要素 は 、 有 給 で 雇用 され て 


いる 夫 と 父親 を 世帯 主 と する 、 伝 統 的 な 李 二 人 親 家族 で な 
けれ ば な り ま せん 。 
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家族 と 家庭 を 築く 妻 と 母 が その 中 心 で す 。 こ の 古く 重要 な 社 
会 制度 を 再建 し 保護 する た め に 、 ノ ー ス ウェ スト 共和 国 は 以 
下 の 政 策 を 実施 し ます : * 若い 夫婦 が すぐ に 住宅 を 所 有 で 
きる よう に する た め に 、 無 利子 の 州 住宅 ロ 

ー ン が 利用 可能 に な り ま す 。 こ れ ら の ロー ン の 残高 は 、 
健康 な 第 一 子 が 誕生 する と 259% ずつ 減額 され 、 第 二子 は 
209%、 そ の 後 の 子 供 全員 が 誕生 する と 159% ずつ 減額 され 
る た め 、 高 度 な 返済 釘 予 が 可能 こ な り ま まぁ 


※ 産 前 小児 医療 は 広く 受け られ ます 。 
※ 実 家 の 固 定 資産 税 は 廃止 され ます 。 


米 離 婚 は 廃止 され な い が 、 法 的 に は 十分 に 困難 な も 
の と な り 、 そ の よう な 重大 な 措置 は 、 回 復 不 能 な 夫婦 関係 の 
破綻 と いう 最も 深刻 で 議論 の 余地 の な い 場 合 に の み 行わ れ 
る こ (で に ん よ よる 。 

同性 愛 、 レ ズ ビ アン 服装 倒錯 、 フ ェ ミ ニズム 、 ポ ル 
ノ 、 小 児 性 愛 な どの 性 的 倒錯 i: お よび これ ら す べ て に 関連 す 
る 資料 の 流通 は 永久 に 抑制 され ます 。 

* 中 絶 は 、 胎 児 が 奇形 また は 精神 澤 弱 で ある の 

に 判断 され た 場合 に の み 、 裁 判 所 命 HH 令 に 基 づ いて 実行 され 
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白人 の 子供 の 中 絶 は 法 的 に 計画 的 殺人 と し て 分 類 さ れ 、 そ 
れ に 応じ て 対処 され る こと に な る 。 


V. 新しい 教育 シス テム 
北西 共和 国 は 、 包 括 的 な 公 教育 シス テム を 確立 し ま 


O 
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若者 の 身体 的 お よび 道徳 的 発達 学力 の 向上 、 知 性 の 訓練 と 
規律 に 重点 を 置き 、 こ れ に より すべ て の 白人 の 若者 に 極め て 
重要 な 人 種 的 価値 観 が 植え 付け られ る こと に な る 。 私 た ちの 
人 種 の 若者 は 私 た ちの 未来 で あり . 長 期 的 に は 健康 な 精神 
は 健康 な 体 に の み 宿 る こと が で きる こと を 認識 し 、 彼 ら の 成 
長 を 徹底 的 か つ バ ラン ス の と れ た 方 法 で 見 守る の は 国家 の 
義務 で す 。 若 い 心 の 教育 と と も に 、 上 厳し い 身 体 訓練 と 人 格 訓 
練 も 行わ な けれ ば な り ま せん 。 


VI. 正 直 で 効率 的 な 経済 


私 た ち は 、 経 済 の 本 来 の 機能 は 国民 の ニー ズ に 応え る 
こと で あり 、 大 手 銀行 家 や 多国 籍 企業 が 利益 を 上 げ る こと で 
は な いと 信じ て いま す 。 ま た 、 私 た ち は 、 投 機 や お 金 や 紙切れ 
の 操作 で は な く 実際 の 生産 が 富 の 唯一 の 正当 な 基盤 で あ 
る と 信じ て いま す 。 し た が っ て 、 北 西部 共和 国 は 白人 労働 者 
の 生産 能力 に 基づい た 誠実 で 自給 自足 の 経済 シス テム を 構 
築 し 完全 雇用 と 物価 安定 の 条件 を 保証 する こと に な る 。 す 
べ て の 銀行 お よび 信用 機関 は 、 す べ て の 公共 施設 お よび 交 
通 機関 と 同様 に 公 的 管理 下 に 置か れ ま す 。 高 利 貸し は 法 的 
に 禁止 され 、 複 合 企業 の 保有 資産 と 高利 利益 の 蓄積 は すべ 
て 没収 され 、 社 会 奉仕 と 価値 を 提供 する 公 的 機関 を 通じ て 国 
民 に 返還 され る こと に な る 。 基 幹 産業 は 利益 分 配 制 度 の も と 
で 運営 され る 。 農 業者 、 中 小 企 業者 家族 向け の 無利子 融資 
制度 が 創設 され ます 。 


VII. ザ ッ < ファ ミリ ー。 フ ァ ー ム 
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健全 で 生産 的 な 農業 コミ ュ ニ ティ は 、 合 理 的 で 安定 し た 社会 が 機能 
する た め に 不可 欠 で す 。 し た が っ て 、 ホ ワイ ト 共 和 国 の 農業 は 、 現 政権 が 利用 
し て いる 大 規模 プラ ン テ ー シ ョ ン 型 の アグ リ ビ ジ ネ ス ア プロ ー チ で は な く 、 
家族 農場 の 制度 に 基づい た も の と な る だ ろう 。 農 民 の 土地 と その 労働 の 成果 
は 、 侵 され な いま まで な けれ ば な り ま せん 。 家 族 農場 の 真 の 価値 は 、 食 料 の 生 
産 だ け で は な く 、 自 然 と 密接 な 関係 を 持つ 人 間 の 精神 的 再生 の 絶え 問 な い 源 
と し て の 役割 を 果たし な が ら + 社 会 人 種 、 環 境 の 安定 を 提供 する こと に あり ま 
す 。 北 西 共和 国 は あら ゆる 形態 の 農産 物 投 機 を 廃止 し 、 農 機具 、 燃 料 、 種 子 と 
必需 品 、 飼 料 、 家 畜 の 獣医 療 な ど に 対す る 無利子 融資 を 提供 する 。 


II. 文 化 と 科学 


ノー スウ ェ ス ト 共 和 国 は 、 国 家 が 人 種 の 文化 遺産 を 保 

護 し 促進 し 、 芸 術 、 音 楽 、 文 学 、 演 劇 、 映 画 か ら 外来 の 影響 を 
すべ て 除去 する 特別 な 中 人 任 を 負っ て いる こと を 認め ます 。 こ 
れ は 、 西 洋 世界 全体 で 文化 的 芋 権 を 握っ て いる 現在 の ユダ 
ヤ 自 由 主 義 勢力 の 干渉 な し に 、 我 が 国 国 民 の 生来 の 芸術 的 
お よび 文化 的 天才 が 自ら を 定義 し 、 表 現 で きる よう に する た 
め に 行わ れ な けれ ば な り ま せん 。 ア イデ ア は 心 を 高揚 させ て 
高貴 に する こと も あれ ば 、 心 を 毒 し て 堕落 させ る こと も あり 
ます 。 物 理 的 お よび 軍事 的 侵略 か ら 国 民 を 守る の と 同じ よう 
に 、 反 白人 憎悪 の プロ パガン ダ や 精神 的 汚染 か ら 国 民 を 守 
る の は 国家 の 義務 で ある 。 


ノー スウ ェ ス ト 共 和 国 は 、 国 策 と し て 純粋 科学 、 研 究 、 宇 宙 探 査 を 奨励 
し 、 投 資 し ます 。 分 か り ま し た 
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その よう な 純粋 な 科学 的 努力 か ら 得 ら れる 利益 は 、 長 期 的 に は 当面 の コス ト 
を 考慮 し た も の を は る か に 上 回 る で し ょ う 。 


IX. 外 交 政 策 


ノー スウ ェ ス ト 共 和 国 の 外交 政策 は 、 世 界 中 の 白人 人 種 の 長期 的 な 利 
益 の み に 基 づい て 行わ れ ま す 。 こ の よう な 政策 を 効果 的 に 推進 する た め に 、 
我々 は 、 外 部 か ら の あら ゆる 侵略 を 完全 に 撃退 する こと が で き 、 ま た 海外 の 我 
が 国 国民 の 利益 を 保護 する こと も で きる 世界 最強 の 軍事 力 を 創設 し 、 維 持 す 
る で あろ う 。 人 種 的 英 に よる 迫害 、 差 別 、 虐 殺 の 脅迫 に 苦し む 世 界 中 の 白人 全 
員 に と っ て 、 友 人 と し て 、 ま た 保護 の 盾 と し て 機能 する こと が 共和 国 の 外交 政 
策 の 使命 と な る だ ろう 。 


X. 防御 


北西 共和 国 は 、 幼 い 頃 か ら 公立 学校 で 始ま る すべ て の 若者 を 対象 と し 
た 普遍 的 な 徴兵 と 軍事 訓練 を 確立 し ます 。 最 も 深刻 な 医療 免除 の 場合 を 除 
き 、18 歳 か ら 50 歳 まで の 男性 は 全員 予備 役 と な る 。 軍 事 訓 練 と 、 若 者 た ち に 軍 
事 的 誇り と 伝統 を 植え 付け る こと が 、 教 育 シ ステ ム の 主要 な 側面 と な る だ ろ 
う 。 兵 士 と いう 古く か ら あ る 名 誉 あ る 職業 は 、 コ ミュ ニテ ィ 内 で 最高 の 敬意 と 
尊敬 の 一 つと し て 再び 確立 され 、 退 役 軍人 に は コミ ュ ニ ティ 内 で 優れ た 政治 
的 、 経 済 的 地位 が 与え られ る こと に な る 。 


最後 に 人 種 共同 体 の 精神 的 生活 に 積極 的 に 参加 する こと は 国家 の 
義務 で す 。 私 た ちの 
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人 々 は 物質 主義 、 冷 笑 主義 利己 主義 の 現在 の 道 か ら 背 を 向 
け 、 人 種 的 理想 主義 と 伝統 的 な 西洋 の 価値 観 の 復活 に 触発 
され な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 価値 観 と は 、 強 い 核 家族 
な どの 理想 を 意味 し ます 。 白 人 の 子供 た ち へ の 愛 と 大 切 さ 。 
自分 自身 と 家族 に 対す る 個人 的 な 責任 。 逆 境 に お ける 不屈 
の 精神 。 敵 に 直面 し た と き の 肉 体 的 な 勇気 愛国心 と 人 種 共 
同体 の 感覚 。 私 た ちの 人 種 の 病気 や 怪我 、 あ る い は 困っ て い 
る 人 た ち へ の 寛大 さ 。 そ し て 社会 的 責任 の 達成 に よっ て 得 
られ る 報酬 と し て の 権利 ど 特 権 の 概念 。 
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2. 闘争 


2.1 活動 と 作戦 


北西 部 独立 闘争 は 白人 人 種 の 生存 を 賭け た 闘争 で 
あり 、 次 の 3 種類 の 活動 で 構成 され ます 。 


* ここ 北西 部 本 土 自 体 で の 公然 と し た 政治 活動 。 北 
西部 戦線 と し て 活動 し 、 書 き 言葉 や 話し 言葉 、 公 共 宣伝 、 潜 
在 的 な 結果 が 正当 で ある と 思わ れる 場合 に は 選挙 へ の 参 
加 な ど 、 民 主 主 義 の 伝統 的 な 手段 を 使用 し ます 。 


* こ こ 祖 国 で も 他 の 場所 で も 、 政 権 か ら 隠蔽 され た 秘 
密 の 政治 活動 が 行わ れ て いる 。 
これ は 主 に 北西 部 祖国 へ の 人 種 意 識 の 高い 移民 の 募集 に 
集中 する が 、 情 報 収集 、 心 理 戦 、 敵 活動 の 低 レ ベル 阻止 も 含 
まれ る 。 前 線 の 秘密 の 政治 家 た ち は 、 個 人 的 な リス ク や 不 都 
合 を 隠し て 加 有 し た り 、 実 際 の 物理 的 な 帰国 と いう 道徳 的 
義務 を [ 加 條 し た りす る た め の 言 い 訳 と し て 、 自 分 た ち が 秘 密 
で ある と 主張 する だ け で な く 実際 に 行動 し な けれ ば な ら 
な い 。 故 卿 の 外 に いる 人 が 実際 に 帰国 し な い ほ ど 、 帰 国 し な 
い 言い 訳 は 少な く な り ま す 。 


* 太 平 洋 北西 部 に 主権 を 有する アー リア 人 の 祖国 の 
確立 を も た ら す た め の 直 接 行 動 。 こ の 3 番目 の 代替 案 、 お よ 
びあ る 程度 の 2 番目 の 代替 案 に つい て は 、 明 ら か な 理由 に 
より 、 こ の マニ ュ ア ル で は 詳し く 説 明 で きま せん 。 


北西 部 の 独立 閣 争 で は 選挙 政治 が 役に立つ 可能 性 
が ある が 、 北 西部 民族 主義 者 の 選出 に は あま り 役 に 立た な 
い 。 
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他 の 方 法 で は 拒否 され る で あろ う 人 材 、 ス キル 、 リ ソー ス へ の 
アク セス を 提供 する こと に よっ て 。 試 みる 場合 は 、 祖 国 自体 に 
限定 する 必要 が あり ます 。 北 西部 戦線 が アラ バ マ 州 議会 議 
員 や ウィ スコ ン シ ン 州 の 神 に 見 捨て られ た 小さ な 町 の 市 長 に 
誰か を 選出 する こと に 意味 は な い 。 


2.2 北西 部 戦線 の 「 メ ン バ ー シ ッ プ 」 の 定義 


2008 年 以来 、 北 西部 戦線 の 「 メ ン バ ー」 と は 具体 的 に 
何 な の か を めぐ っ て 、 多 く の 人 々 が 混乱 に 陥っ て いる 。 こ れ は 
実は 深刻 な 間 題 で す 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が ど の よう な 運動 を し 
よう と し て いる の か 、 真 の 変化 を も た ら そ うと する 大 人 た ちの 
真剣 な 運動 の 核心 に 迫る か ら で す 。 今 は も う 1950 年 代 で は 
な く 、20 代 の 時 代 で す 。 21 世 紀 の ア メリ カ の 状況 は 、 政 治 
的 に も 技術 的 に も 経済 的 に も 、 伝 統 的 な ロー タリ ー ク ラブ の 
方 法 で は 実現 で きま せん 。 実 際 に 機能 する 何ら か の 構造 を 考 
え 出 す 必 要 が あり ます 。 


いつ も の よう に 、 私 た ちの 運動 の 過去 は 、 そ れ を や っ て 
は いけ な いと いう 素晴らし い 例 を た くさ ん 提供 し て いま す 。 
長年 に わた り 、 ほ ぼ す べ て の 白人 至上 主義 組織 の 「 会 員 資 
格 」 を 得る の は 非常 に 簡単 で し た 。 あ る 人 は フォ ー ム に 記入 
し 、 最 初 の 月 の 会 費 (通常 は 5 ドル だ が 、 最 近 で は 10 ド ル の 
場合 が 多い ) と と も に 「 全 国 本 部 」 に 送金 し た 。 見 返り に 、 会 
員 カ ー ド と ニュ ー ス レタ ー の 購読 、 そ し て 時 に は 秘密 の デコ 
ー ダ ー リ ング を 手 に 入れ まし た 。 ほ と ん どの 人 に と っ て 、 そ し 
て ほとん どの 白人 人 種 組織 に と っ て 、 そ れ は し ば し ば その 程 
度 で し た 。 組 織 の 郵便 物 が 「 郵 便 ポ スト が 閉まっ て お り . 転 
送 で きま せん 」 と マー ク さ れ た 私 書 箱 か ら 戻 っ て くる よう に な 
っ た か 、 数 か 月 後 、 グ ルー プ が すぐ に 国会 議事 堂 を 襲撃 し な 
か っ た た め に 新しい 「 メ ン バ ー」 が 飽き て し まい 、 彼 ら が 
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他 の 娯楽 を 求め て さま よっ た 。 過 去 60 年 間 の 白人 の 人 種差 別 
活動 の 約 90 パ ー セ ント に つい て 説明 し まし た 。 


20 世 紀 初 頭 の ボリ ン ェ ヴィ キ 指 導 者 ウラ ジー ミル ・ イ リ 
イチ ・ レ ー ニ ン は 共産 主義 者 の 大 量 殺 人 者 で あっ た 。 
彼 は 革命 の 完璧 な 技術 者 で も あり まし た 。 共 産 主義 革命 に つ 
いて お 気づき か も し れ ま せん が 、 共 産 主義 時 命 は 必ず し も 成 
功 す る と は 限り ませ ん が 、 そ の 成功 率 は 私 た ちの 潮 命 よ り も は 
る か に 高い と いう こと で す 。 わ れ わ れ は 敵 か ら 有 益 な も の や わ 
れ わ れ の 大 義 に 役立つ も の を 盗む こと を 決し て 恥じ る べき で 
は な い 。 そ の た め 北 西 戦線 は これ まで 、 党 上 只 の 概念 に つい て 一 
種 の 準 レ ー ニ ン 主 義 的 な 定義 を 採用 し て きた 。 -1917 ボリ ン 
ェ ヴ ィ キ が 使用 。 


申請 用 紙 や 会 員 カ ー ド も 配布 され て いな い 。 会 員 カ ー ド 
は 一 切 あ り ま せん 。 最 終 的 に 誰が それ を 入手 する か は まっ た く 
わか り ま せん し 、 プ ロ セ ス を 制御 する 効果 的 な 方 法 も あり ませ 
ん 。 こ の 記事 の 執筆 時 点 で 、 党 は 身元 調査 と 精査 の プロ セス を 
促進 する た め に 、 新 し い 連 絡 先 へ の 記入 を 求め る 情報 シー ト 
の 作成 を 段階 的 に 進め て いる が 、 こ の フォ ー ム は 、 繰 り 返 し に 
な り ま す が 入 会 申請 書 で は あり ませ ん 。 


1917 年 以前 の ロン ア で は 、 い か な る 種類 の ボリ シェ ヴ 
ィ キ 党員 文書 も 絞 首 台 か シベ リア へ の 片道 切符 だ っ た 。 そ の よ 
うな こと を 考え る こと 自体 が あま り に も 愚か で ある こと が 明 ら 
か だ っ た の で 、 そ の アイ デア 自体 が 思い つく こと は な か っ た で 
し ょ う 。 今 日 の 偏執 的 な 政治 情勢 で は 、RICO や 愛国 者 法 に 基 
づき 、 署 名 済み の 申請 書 は 陰謀 へ の 参加 の 自白 、 あ る い は 独裁 
政権 が 陰謀 と し て 指定 する こと を 選択 し た も の と 解釈 され る 
可能 性 が あり 、 そ れ は 彼ら が 望む あら ゆる 意味 を 含み 得る 。 目 
の 見 えな い 人 々 に 会 員 カ ー ド を 郵送 する と いう こと に 関し て 
は 、 こ れ は 間違い な く 、 あ ら ゆ る 人 種 グ ルー プ が これ まで 行っ 
た 中 で 最も ば か ば か し く 危 険 な 行為 で し た 。 
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ジョ ン ・ ヒ ンク レー の 大 失敗 が 証明 し た よう に 、 新 聞 に は 、 新 し 
い KKK や ナチ ス の 党員 カー ド を 誇らしげ に 掲げ る 黒人 や オタ 
ク の 無数 の ニヤ ニヤ 写真 が 掲載 され た こと は 言う まで も な い 。 


数 年 間 、NF は 従業 員 に 、 私 た ち は 「 組 織 で は な く 有 機 
体 で ある 」 と 言い 続け て きま し た 。 私 た ち は 「 私 た ち は 組織 で 
は な く ア イデ ア で あり 、FBI は アイ デア に 浸透 する こと は で き 
な い 」 な ど と 言い まし た 。 も ちろ ん 、 こ れ は すべ て 真実 で す が 、 
実際 に は 、 私 た ち は 必 要 に 迫 ら れ て 美徳 を 作っ て いた の で す 。 
少な く と も ある 程度 は 、 こ の 「 ゆ る ゆる 」 ア プロ ー チ が 、 白 人 ア 
メリ カ 人 の 集中 力 の 持続 時 間 の 短 さ 、 自 己 規律 の 欠如 、 お よび 
個人 と し て の 長期 に わた る 取り 組み の 無力 の 言い 訳 を 見 つけ 
る 方 法 で あっ た こと は 、 正 直 に 認め な けれ ば な ら な い 。 そ れ が 
政治 運動 で あれ 、 結 婚 で あれ 、 あ る い は あら ゆる 種類 の 長期 プ 
ロジ ェクト で あれ 、 何 で も 。 


この 白人 アメ リカ 人 の 性 格 上 の 欠陥 に より 、 私 た ち は 正 
式 な 会 員 組織 を 創設 し 、 維 持 す る こと が ほとん ど で き な く な っ 
て いま す 。 私 た ちの 過去 に は 、 国 民 同盟 な ど 、 中 途 半 端 な 攻撃 
を 行っ た 団体 も いく つか ある が 、 そ の よう な 団体 の 会 員 幹 事 を 
務め よう と し た こと の ある 人 な ら 誰 で も 、 そ の 団体 が どれ ほど 
悪夢 を 試み よう と し て いる か を 詳し く 語る 戦争 物語 の 資金 を 
持っ て いる 。 非 常に 多く の 中 年 の 若者 の 群れ に 乗る た め に 。 ア 
メリ カ 白 人 は 、15 分 間 は 何事 に も 強い 興味 を 示す こと が で きま 
す が 、 そ の 後 は 興味 を 失い 、 他 の 娯楽 や 明る く 輝 く < 物体 を 求め 
て さま よっ て し まい ます 。 こ れ が ユダ ヤ 人 が 私 た ち を 社会 的 に 
操作 し た 方 法 で す 。 


それ に 加え て 、 給 与 の な い 白 人 アメ リカ 人 に いか な る 
命令 、 規 律 、 ま た は 業績 基準 を 課す こと も ほぼ 不可 能 で ある と 
いう 事実 が ある 。 ア メリ カ の 白人 は 、 お 金 と いう 1 つの こと だ 
け に 反応 する よう に 社会 的 に 設計 され て いま す 。 彼 ら は 、 条 件 
が な けれ ば 階層 的 な ラン ク 構 造 に は 従わ な いで し ょ う 。 
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軍隊 の よう に 、 処 罰 が あり 逃げ られ な い 限 り 、 給 料 は 支払 われ な いこ と 
も ある が 、 軍 隊 の 自殺 率 の 急上昇 は 、 一 部 の 白人 少年 は 、 誰 か か ら 課 せ 
られ た 外部 規律 に 服 す る より も 文字 通り 死ぬ こと を 示し て いる 独立 
性 と 個 作 は 良い こと で ある は ず で す が 、 そ れ が 人 種 の 破壊 に つなが る 
場合 は そう で は あり ませ ん 。 


アメ リカ の 白人 少年 は 、 希 望 す る と き は いつ で も 、 あ る い は まっ 
た く 参 加 し な く て も 、 人 種 活動 や 集会 に 参加 し ます 。 彼 ら 5 は グル ー プ に 
対す る 約束 を 守ら な い 。 一 度 に 数 週間 消え て し まい ます 。 彼 ら の 会 費 は 
遅れ て 失効 する な ど で す 。 こ の 白人 アメ リカ 人 の モッ トー は 「 あ な た 
は 私 の 上 司 で は な い ! 」 で す 。 間 題 は 、 財 命 に お いて は 、 誰 か が あな た 
の 上 司 に な ら な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 


し か し 同時 に 、 私 た ち は 白 人 アメ リカ 人 を 何ら か の 正式 な 組織 
の 「 メ ン バ ー シ ッ プ 」 と いう 概念 か ら 完 全 に 引き 離す こと は で き な い こ 
と に も 気づき まし た 。 彼 ら は 忠 状 態 の 行動 に お いて 秩序 と 構造 を 拒否 
する と 同時 に 、 ホ ワイ ト ボ ー イ は 心 と 民族 の 記憶 の 中 で それ を 切望 し 
て いる 。 そ れ は あたかも 、 私 た ち が 、 実 際 に は 無知 な 混乱 以外 の 何 も の 
で も な い 、 い わ ゆ る 「 自 由 」 の 中 で 私 た ち が 育 て られ た 方 法 が 間違っ て 
いる と いう 本 能 的 な 感覚 また は 認識 を 持っ て いる か の よう で す 。 あ る い 
は 、 否 定 的 な 意味 で 見 れ ば 、 そ れ は 運動 の 内 部 に も 現れ て いる 群集 本 
能 で ある と 言え る で し ょ う 。 彼 ら は 、 あ る 種 の セキ ュ リ ティ ブラ ン ケ ッ ト 
の よう な 会 員 カ ー ド を 望ん で いま す 。 


私 た ちの 人 々 の 間 に は 、 帰 属し た い 、 自 分 た ちよ り も 大 き な も の の 一 部 

を 感じ た い 、 歴 史 の 一 部 を 感じ た いと いう 切実 な 人 間 的 願望 が あり ま 

す 。 彼 ら は 、Feelgood Factor を 望ん で いま す が 、 そ れ を 獲得 する た め 
に 努力 し た く な い だ け で す 。 こ れ は 、 も う 1 つの 共通 の アメ リカ 人 の 特 
徴 、 つ まり 、 無 料 で 何 か を 手 に 入れ た いと いう 願望 で す 。 
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秘密 裏 に 組織 し 、 個 人 を 対面 で 活動 させ 、 個 人 的 に 勧 読 する こと 、 
細胞 構造 、 レ ー ニ ン が 陰謀 的 手法 と 呼ん だ も の な ど は 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 、 ア ジ 
ア 人 、 そ の 他 の ほとん どの 第 三世 界 の 人 々 に と っ て 慣れ 親しん だ も の で あ 
る 。 ア メリ カ 人 は それ を まっ た く 理 解 で き な い よう で 、 衣 装 を 着 て 公共 の 場 
で 腕 を 振り 上 げ て 大 声 で 走り 回 る の と 、 逆 に そう する こと の 間 の 効率 的 で 知 
的 な バラ ンス を と る こと が で き な い よう で す 。 私 た ち は 実 際 に は 何 も せ ず 、 
コン ピュ ー タ ー の 後ろ に 隠れ て いま す 。 


コ ヴ ィ ント ン 氏 は 長年 NNF の 人 々 に 対し 、21 世 紀 に お 
ける 人 種 闘 争 の 進め 方 を 知り た けれ ば 白人 人 種 に 関す る 資 
料 を 読む の で は な く 、 代 わり に ジョ ン ッ ル ・ カ レ の スパ イ 小 説 を 
読む よう アド バイ ス し て きた 。 彼 が 知る 限り 、 事 実 上 誰 も 彼 に 
注意 を 払っ て いま せん 。 こ れ ら は 私 た ちの 両極 端 で す 。 私 た ち 
は 間違っ た こと を し て いる か 、 何 も し て いな いか の どちら か 
で す 。 そ れ で も 、 ア メリ カ 人 は どう や ら 何 か の 「 メ ン バ ー」 で 
ある 必要 が ある よう だ 。 彼 ら は 狂気 の 世界 で し が みつ くも の 
を 探し て いま す が 、 そ れ は ある 意味 非常 に 理解 で きま す 。 


2.3 NF「 会 員 , 貞 度 


これ は 、 党 の 人 的 資産 (彼ら を 北西 ボラ ンティア (qv) レ ベル 以下 
と 呼び た い 場 合 ) の 組織 と 分 類 に 関し て 私 た ち が 考 え 出 し た 妥協 策 で す 。 


北西 部 戦線 の メン バー は 白人 男性 で す 
また は 次 の よう な 女性 : 
A の 必要 性 を 理解 し 受け入れ る 。 
北西 部 の 独立 と 白人 の 祖国 
太平 洋 岸 北西 部 で 、 
その よう な 祖国 と し て の 北西 アメ リカ 共和 国 。 
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B) 北西 部 の た め に 積極 的 に 働く 、 ま た は 北西 部 を 支援 する 
それ 自体 、 ま た は その ユニ ッ ト の 1 つが 単語 の 生成 以外 の 何 か を 含む 具体 
的 な 形式 で 表 さ れ ま す 。 

C) 自発 的 に 党 費 を 現金 また は 現物 で 月 凡 10 ドル 以上 、 定 期 的 か 
つ 継 続 的 に 支払 う 。 


D) 物理 的 に 北西 部 に 居住 し て いる 
故郷 。 

ここ に 住ん で いな い 人 は 「 会 員 」 に な る こと は で きま せん 。 
ここ に 住む と いう 主 な 義務 を 果たし て いる 人 々 が 、 た と え そ の よ 
うな 異邦 人 が 党 に と っ て どれ ほど 有益 で 協力 的 で あっ て も 、 そ う 
で な い 人 々 より も 報酬 が 得 ら れる よう な 何ら か の シス テム が な 
けれ ば な り ま せん 。 米 国 郵政 公社 に よっ て 会 員 番号 が 割り 当て ら 
れる まで は 、 誰 も 北西 部 戦線 の 会 員 で は あり ませ ん 。 そ の 会 員 番 
号 は 郵便 番号 、 具 体 的 に は 郵便 番号 に 4 を 加え た も の で す 。 こ の 
よう な 郵便 番号 は 、 州 間 高 速 道路 15 号線 より 西 の ワ シン トン 、 オ 
ル ジ ョ ン 、 ア イダ ホ 、 ま た は モン タナ に ある 必要 が あり ます 。 


これ に より 、FBI また は 他 の 英 が メン バー の 自宅 住所 に 直接 誘導 さ 
れる こと が 指摘 され る で し ょ う 。 そ れ は 、 自 分 が どれ ほど 優れ て いる か を 示 
す た め に 、 自 分 の 会 員 番号 を 屋上 か ら 威 張っ た り 、 自 慢 し た り 、 大 声 で 叫ん 
だ り し な いこ と 、 そ し て それ が その よう な も の と し て どこ に も 記録 され な い 
こと を 確認 する こと 、 つ まり 、 自 分 の 会 員 番号 を 悪用 し な いこ と を 確認 する 
た め の 良 い 動 機 に な り ま す 。 実 際 の 会 員 カ ー ド が 発行 され た 過去 に よく 行 
われ た よう に 、 自 慢 や ゆる い 話 に よる 「 会 員 登 録 」。 適 切 と 思わ れる 場合 、 
その 会 員 番 号 は 、 革 命 後に 歴史 や 特典 な どの た め に 記録 され 、 正 式 化 さ れ 
る こと に な る ちょ うど 、 ボ リ シ ェ ヴィ イィ キ が 1917 年 以前 に 正式 な 会 員 カ ー 
ド を 携帯 し て いな か っ た よう に 。 


ある い は 、 単 に 「 メ ン バ ー シ ッ プ 」 と いう も の を 一 切 や め て 、 人 生 を 
上 か ら 下 まで 14 の 言葉 に 奉仕 し て 生き る こと も で きま す 。 こ れ は 私 た ちの ほ 
と ん ど に と っ て うま くい く よ う で す 。 
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心配 し な いで 。 形 は 機能 に 従う 。 党 員 、 イ ン デ ィ ア ン 、 首 
長 、 料 理 長 、 瓶 洗い 人 が 党 に 必要 な 段階 に 達 す れ ば 、 そ れ ら を 
効率 的 か つ 現 実 的 に 作り 出す 方 法 を 見 つけ る で し ょ う 。 


2.4 NF: 合法 的 な 政治 運動 


闘争 の 最も 基本 的 な 形態 は オー プン な も の で す が 、 必 
ず し も 公 的 な 政治 活動 で ある 必要 は あり ませ ん 。 (これ を 
書い て いる この 日 の 時 点 で 、NF は 完全 に 黒 塗り され て いる た 
め 、 メ ディ イア は めった に 「 公 」 の 部 分 を 許可 し ませ ん 。) 私 た ち 
が シオ ニズム と 国家 に よる 実際 の 物理 的 な 国民 の 絶滅 と 戦っ 
て いる と いう 事実 を 考慮 し て 、 シ オニ ズム が 支配 する 体制 に お 
いて 、NF を 通じ て 公然 と 反対 意見 を 表明 する 人 々 は 、 自 ら を 政 
治 兵 士 で ある と 考え る こと を 学ば な けれ ば な ら な い 。 彼 ら は 軍 
隊 式 の 個人 規律 と 、 仕 事 に 対し て 完全 に 献身 的 で ほとん ど 神 
秘 的 な 態度 を 身 に つけ る よう 努め な けれ ば な り ま せん 。 


彼ら は 、 こ こ 北米 に お ける 私 た ちの 新しい 国家 を 通じ て 、 白 人 
の 生存 と 再生 の メッ セー ジ を で きる だ け 多 く の 人 種 的 親族 に 
広め よう と 奮闘 し て いま す 。 

以下 の 点 を 理解 する こと が 重要 で す 。 北 西部 戦線 は 、 状 
況 に よっ て あたかも 違法 で ある か の よう に 行動 せ ざ る を 得 な く 
な っ た 合法 的 な 政治 運動 で す 。 


自分 自身 を 騙さ な いで くだ さい 。 現 在 の 制度 の 下 で は 、 
白人 人 種 に に よる オー プン な 政治 活動 が 技術 的 に は 合法 だ か ら 
と いっ て 、 そ れ が 安全 で ある と は 限り ませ ん 。 い か な る 形 で あ 
っ て も 圧 制 に 反対 する こと は 常に 危険 で す 。 確 か に 、 書 面 上 で 
は 私 た ち に は 言論 の 自由 や 武器 を 所 持 携 帯 す る 権利 な どの 
一 定 の 権利 が まだ ある が 、 独 裁 政権 は 私 た ち が こ れ ら の 権利 
を 行使 する こと を 望ん で お ら ず 一 定 の 男 囲 外 で 行使 し よう と 
する と 罰せ られ る だ ろう 。 狭 く て 厳密 に 定義 され た パラ メー タ 、 
うま り 、 
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実際 の 変化 を も た ら す 恐れ の ある 方 法 で これ ら の 権利 を 行使 
する の で す 。 私 た ち が 取 り 組む こと は すべ て 権力 構造 か ら の 
組織 的 暴力 の 反応 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり 、 私 た ち は そ れ に 
備え な けれ ば な り ま せん 。 

開か れ た 党 の 活動 は 主 に 教育 、 宣 伝説 得 か ら な る 。 


北西 部 戦線 の 活動 家 は 、 こ の 目的 の た め に 、EI 刷 物 、 新 聞 、 ラ ジ 
オ 、 テ レビ 、 そ し て 最も 顕著 に は イン ター ネッ ト な どの 通常 の 
民主 的 方 法 と メデ ィ ア を 使用 し ます が 、 私 た ち が 使用 する 主 な 
ツー ル は 常に 個人 的 な 接触 と 私 た ちの メン バー と の 1 対 1 の 募 
集 で な けれ ば な り ま せん 。 同 じ 白 人 た ち を 、 慎 重 に 選ん だ 上 で 。 
これ は 党 が 取り 組む 活動 の 最も 重要 な 形態 で す 。 私 た ち は 自 
分 た ちの 小さ な コミ ュ ニ ティ の バブ ル か ら 抜 け 出し て 、 こ こ 北 
西部 の 白人 コミ ュ ニ ティ 全体 に 参入 し な けれ ば な り ま せん 。 既 
存 の 運動 の 外部 か ら 新しい 人 々 を 呼び 込む こと に 成功 する か 
どう か が 、 私 た ち が 勝 つか 負け る か を 大 きく 左右 し ます 。 


長年 に わた り 、 世 界 中 の 白人 至上 主義 運動 の 中 で 、 人 間 
で は な く 機 械 を 相手 に で きる よう に 、 個 人 的 な 接触 の 代わ り に 
コン ピュ ー タ を 使用 する と いう 危険 な 傾向 が 生じ て お り 、 そ の 
結果 、 白 人 至上 主義 者 の 孤立 が 永続 化し て いる 。 私 た ちの 最大 
の 問題 に つい て 。 こ の 傾向 は 終わ ら せ な けれ ば な り ま せん 。 私 
た ち は こ れ を イン ター ネッ ト か ら 排 除 し 、 生 身 の 人 間 の 現実 世 
界 に 戻さ な けれ ば な り ま せん 。 オ ー プ ン な 政治 活動 家 の た め 
の 支援 シス テム の 構築 と 運営 は 、NF の 主 な 任務 の 1 つ で す 。 


2.5 共和 党 参入 主義 


何人 か の 人 が 示唆 し て いる 秘密 の 活動 の 1 つ は 、 左 派 
が 「 参 入 主義 」 と 呼ぶ 共和 党 へ の 浸透 で ま 。 実 際 、 この 戦術 は 
アイ ダ ホ 州 北部 で 利用 され 、 あ る 程度 の 成功 を 収め て いま す 。 


Machine Translated by Google 


そこ に は 明確 な 国家 主義 者 の 存在 が ある が 、 主 に 党 ま た は 他 の 白人 
国家 主義 者 に よる も の で ある 。 そ れ は 主 に 、 カ リフ ォ ル ニア や ブル ー 
ステ ー ト 世界 の 他 の 場所 の 多様 性 と 多 文化 の 地獄 か ら 逃 げ て きた 有 
機 移 民 に よっ て 実行 され て きた が 、 北 アイ ダ ホ 州 が 大 陸 で 唯一 の 場 
所 で ある と いう 事実 は 変わ ら な い 。 地 域 の 人 種 的 お よび 政治 的 人 口 
動態 を 意図 的 に 変更 する こと 。 い わ ば 、 我 々 が メキ シコ 人 自身 の 策略 
を 反撃 し た 唯一 の 場所 だ 。 


2.6 私 た ちの 闘争 の 目標 


公然 の 政治 活動 は 基本 的 に 2 種類 の 活動 で 構成 され ます 。 
1 つ は 敵 に 対す る 心理 戦 を 含む プロ パガン ダ 活 動 、 も う 1 つ は 活動 
家 ま た は 活動 家 と し て 他 者 を 党 に 勧誘 する 活動 で す 。 


し か し 、 何 を 目的 と する の で し ょ うか ? こ れ は 、 過 去 の 多く の 
グル ー プ が 有 崩壊 し た 領域 の 1 つ で す 。 ア メリ カ 人 で ある た め 、 典 型 的 
な アメ リカ 人 は 長期 的 な 目標 を 考え る こと が で きず 、 慣 れ 親 し ん だ も 
の に 頼っ て し まい ます 。 ほ と ん どの 右 細 団 体 や 人 種 愛国 主義 団体 は 、 
最終 的 に は ロー タリ ー ク ラブ の よう な アプ ロー チ を と る こと に な り 、 

会 員数 を 増やし 、 集 会 や 集会 を さら に 大 規模 化し 、 よ り 多 く の 文 献 や 
道具 具 を 販売 9 る こ ーー と 以外 に 政治 戦略 や 目標 は あ り ませ ん 。 これ が 起こ ー 
る と 、 私 た ち は 自 分 が 存在 する 全体 の 目的 、 つ まり 私 た ち が 住 ん で い 
る 世界 を 変え る こと を 見 失い ます 。 


私 た ち は 、 革 命 闘 争 の 短期 お よび 長期 の 目標 を いく つか 確認 
する こと が で きま す 。 オ ー プ ン な 政治 活動 は 、 さ ま ざ ま な 方 法 で これ 
ら の 目標 に 適応 で きま す 。 

1) 私 た ち が 何 者 で ある か 、 私 た ち が 何 を 望ん で いる の か 、 そ し 
て 独立 し た 北西 共和 国 が どの よう に 彼ら に 利益 を も た ら す の か を 自国 
民 に 説明 する こと 。 

確か に 、 こ れ は イラ イラ させ られ る か も し れ ま せん 。 も ちろ ん 、 
誰 も が 楽し い 部 分 に 早送り し た いと 思っ て いま す が 、 
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ほとん どの 白人 の 肩 の 上 に 座っ て いる ドロ ドロ で いっ ぱい の 惨め な 
頭蓋 骨 に いく つか の 簡単 な アイデア を 叩き 込み HH き 、 叩 き 、 叩 き 込 
み 、 自 分 た ち が 正 し く 、 敵 は 正しい と 他人 を 説得 する 必要 性 を 回 避 
する 方 法 は まっ た く あ り ま せん 。 間 違っ て いる 。 


また . 状 況 が 変わ ら な けれ ば 北西 部 の 白人 に 何 が 起こ る の 
か を 明確 に する 必要 が ある 。 永 久 雇 用 の 終 敬 、 生 活 賃金 の あら ゆる 
可能 性 の 終 言 、 イ スラ エル を 救う た め の 終わ り の な い 対 外 戦 争 、 イ ン 
フレ だ 。 完 全 な 無 価値 、 閑 薬 と 堕落 、 古 い 社 会 秩序 と 公 教育 制度 の 残 
存 物 の 破壊 (北西 部 の 公立 学校 は 概して 不良 で 左 細 的 だ が 、 そ の 
理由 は 、 白 人 の 学生 た ち は 、 フ ロリ ダ や アト ラン タ 、 ニ ュー ジャ ー ジ ー 
や 神 に 見 捨て られ た ミシシッピ ほど ひど い 状 況 で は な い 。 ) 北 西部 
に お ける アメ リカ の 支配 の 継続 は 、 ア フリ カ 人 や 南米 の 首 狩り 族 が 
「 世 話 」 す る 国営 邦人 ホー ム で の 死 を 意味 する 。 高 齢 の 白人 男 価 ま 
た は 女性 の 喉 に 点滴 を 行う 。 私 た ちの 新しい 隣人 は それ を 理解 する 
必要 が あり ます 。 


私 た ち が 何 者 で ある か を 知ら な い 場 合 、 私 た ち が 奇 妙 で 仏 威 
的 で ある と 感じ る 場合 また は テレ ビ か ら 十 分 に 切り 離さ れ て 自分 
で 考え 、 自 分 で 判断 で き な い 場 合 、 人 々 は 直接 行動 を 起こ す 時 期 が 
来 て も 私 た ち を 支持 し ませ ん 。 私 た ち に つい て 。 


バト ラー 計画 で すでに 言及 され た 曲 命 三脚 の 第 二 段階 つま り 被 統 
治 者 の 同意 の 撤回 を 思い 出し て くだ さい 。 


2) 太平 洋 岸 北 西部 が 統治 不能 に な る まで 、 既 存 の 人 種 的 、 
社会 的 、 経 済 的 忠 張 を 悪化 させ る こと 。 


私 た ちの 戦略 は 、 シ オニ スト アメ リカ 帝国 の 北西 部 州 を 統治 
不可 能 な も の に する こと で な けれ ば な り ま せん 
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で きる だ け 。 ジ ョ ー<・ シ ックス パッ ク と クル ー レ ス が フェ ンス か ら 降 り 
る 前 に 、 誰 に と っ て も 人 生 は さら に 悲惨 な も の に な る は ず で す 。 私 た ち 
の 目標 は 、 そ の 林 を 激しく 揺 さ ぶ っ て 、 問 題 が 私 た ちの 人 種 的 親族 全 
員 に 明確 に な る よう に する こと で す 。 こ こ で 、 心 理 戦 と 精力 的 な プロ パ 
ガン ダ が 登場 し ます 。 キ リス ト が 聖書 の どこ か で 述べ て いる よう に 、 
私 た ち は 平 和 を も た ら す た め に で は な く 、 剣 を も た ら す た め に 来 た の 
で す 。 計 画 と 戦略 は 素晴らし いで す が 、 鍋 を か き 混 ぜ て 表面 に 何 が 泡 
立つ か を 観察 する だ け で も で きる だ け 多 く の 時 間 を 費やす 必要 が あ 
り ま す 。 正 直 に 言う と 、 今 の 私 た ち に と っ て 状況 が さら に 悪化 する 可能 
性 は ほとん ど な い の で 、 パ ラメ ー タ ー と パラ ダイ ム を より 有利 な も の 
に 変更 する た め に で きる 限り の こと を 行う 必要 が あり ます 。 


3) ユダ ヤ 人 の 権力 と 影響 力 を 十分 に 弱体 化 さ せ 、 彼 ら の 影 
響 を 受け な い 新 し い 主 権 国家 の 設立 を 可能 に する こと 。 


ユダ ヤ 人 は 今 も 昔 も 、 そ し て これ か ら も 白人 種 の 英 で あり 、 
この 世 の 美 し く 健康 的 な も の に 対す る 娠 婦 深 い 負 人 者 で ある 。 


この 事実 を 明確 に 理解 し て いな けれ ば 、 白 人 人 種 の 未来 の た め に 戦 
う 個人 、 組 織 、 運 動 は 失敗 する 運命 に ある で し ょ う 。 ユ ダ ヤ 人 に つい 
て 言及 せ ず に 人 種 や 政治 の 問題 を 議論 する こと は 、 細 菌 に つい て 語 
ら ず に 病気 に つい て 議論 し よう と する よう な も の で す 。 社 会 改 革 の 
運動 は 、 そ れ が 只 体 的 か つ あ か ら さ ま に 反 ユダ ヤ 的 で な い 限 り 、 成 
功 の 望み は あり ませ ん 。 私 た ちの 目標 は すべ て 本 質 的 に 反 ユ ダ ヤ 的 
な も の で ある こと を 理解 する こと が 不可 欠 で す 。 偉 大 な AK チ ェ ス タ 
ー ト ン が か つて 言っ た よう に 、 「 彼 ら が ユダ ヤ 人 の 名 前 を 出さ な 
けれ ば 、 彼 ら の メッ セー ジ は 真実 で は な い 」。 


白人 の 心 の 中 の ユダ ヤ 人 問題 に 対す る 全体 的 な 認識 を 高め 
る こと ほど 、 私 た ちの プロ グラ ム 全 体 を 前 進 さ せる も の は あり ませ 
ん 。 一 度 ユ コ ダ ヤ 人 を 知る と 、 そ れ は 決 し て 忘れ る こと の で き な い 教訓 
と な る 。 多 大 な 努力 を 経て 人 種 意 識 と ユダ ヤ 教 意識 が よう や く 誰 か 
の 頭 に H 呆 き 込ま れる と 、 
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知識 は 無視 で きま せん 。 フ ァイル を 削除 し て 脳 を 再起 動 し 再び テレ ビ に 接 
続 す る だ け で は 済み ませ ん 。 人 種 意 識 は 一 度 達 成 さ れれ ば 一 生 続 くも の で 
す 。 

4) 現在 の 多 民 族 独裁 政権 の 正当 性 を 破壊 し 、 そ の 代わ り に 正当 な 白 
人 政府 を 樹立 する こと 。 


私 た ち は 北西 部 の 人 々 に 、 彼 ら の 生活 上 の 問題 の すべ て は ワシ ント 
ン DC の 米国 攻 府 に よっ て 引き 起こ され て お り 、 彼 ら の 生活 や 子供 た ちの 生 
活 が これ 以上 改善 され る 唯一 の 方 法 が ある と いう 事実 を 認識 させ な けれ ば 
な り ま せん 。 い か な る 未来 も ある の は 、 そ の 政府 が 終 六 を 迎え る と きだ 。 我 が 
国 の 人 々 は 、 ク リス マス の 朝 を 待ち わび る 子供 の よう に 、 北 西部 独立 の 日 を 待 
ち 焦 が れる よう に な る に 違い あり ませ ん 。 


2.7 セル の 構造 


ある 時 点 で 、 ア メリ カ 人 は これ を 行う 方 法 を 学ば な けれ ば な ら な い 
で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 そ れ を 行わ ず 、 あ た か も 地元 の ジェ イシ ー で ある か の よう 
に 活動 を 続け た 場合 の 罰 は 、 捧 間 、 刑 務 所 、 ま た は 死刑 に な る か ら で す 。 細 胞 
組織 を 学ぶ か 、 死 ぬか 。 


「 ク ロー ゼット か ら 出 た 」 白 人 国家 主義 者 が 厳密 に 非 暴力 で な 
けれ ば な ら な い の と 同じ よう に 、 秘 密 行 動 ま た は 直接 行動 を 選択 する 人 
は 、 運 動 に 直接 関与 する 人 以外 の 全員 に 対し て 自分 の アイ デン ティ ティ 
と 信念 を 秘密 に し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
これ は 難し い 仕 事 で あり 、 関 与 す る 人 が 増え る ほど 難し く な り ま す 。 私 た ち が 
目指 し て いる の は 、 社 交 ク ラブ や ボウ リン グチ ー ム で は な く 、 昌 命 を 起こ そう 
と し て いる の で す 。 

私 た ち は 心 を 整え て 、 ピ クニ ッ ク や パー ティ を し た いと いう 根深い 衝動 を な く 
さ な け れ ば な り ま せん 。 

アメ リカ 人 は 革命 が 苦手 だ 。 私 た ち が そ れ を 試み た の は 1775 年 と 
1861 年 の 2 回 だ け で す が 、 ど ちら の 場合 も 教育 を 受け た 上 流 階 級 が 主導 し 
まし た 。 か ら の 革命 
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以下 は アメ リカ 人 が これ まで 試み た こと の な いこ と で あり 、 大 多数 
の 国民 に は 決し て 成 し 得 な い 種 類 の 性 格 の 変革 が 必要 と な る だ ろ 
う 。 私 た ちの 中 で ピク ニッ ク や パー ティ を し た いと いう 衝動 が 強 す 
きま すら 


北西 部 戦線 は 、 右 翼 や 白人 至上 主義 者 の グル ー プ が これ ま 
で 試み た こと の な い 、 真 に 革命 的 な 戦略 に 基づい て 活動 し て いま 
す 。 私 た ち は 実 際 、 権 力 の 座 か ら 追 放し よう と し て いる 政府 か ら 自 
分 た ち が や っ て いる こと を 隠す た め に 真剣 な 努力 を 費やし て いま 
す 。 私 た ち に ひど い 人 危害 を 加え よう と する 非常 に 強力 な 敵 か ら 情 報 
を 隠蔽 し よう と する と いう 、 驚 くべ き コ ン セ プ ト で す 。 な ぜ せ 白 人 至上 
主義 運動 の 誰 も これ まで その こと を 考え な か っ た の だ ろう か ? 


近い 将来 、 集 会 」 や 大 衆 運動 の 付随 物 は 存在 し な い だ ろ 
う 。 理 由 は 簡単 で す 。 私 た ち に は 大 衆 が いな いか ら で す 。 私 た ち は 
これ ら を そう 呼ん で いま す が 、 誰 も 示し ませ ん 。 こ の 種 の 究極 の 経 
験 は 1999 年 に 哀れ な アン ドリ ュー。 グ リー ン バ ウ ム が 5,000 人 
の 友人 の 電子 メー ル リス ト に ワシ ント ン D.C. へ の デモ 行進 を 呼 
び か けた と ころ 、4 人 が 集まっ た と き で し た 。 い つも の 25 人 以下 は 
「 集 会 」 で は な く 、 何 百 、 何 干 も の クズ が 私 た ち に 浴び せる 中 、 メ デ 
イア が 私 た ち を 喘 笑 し 、 法 執行 機関 や 左 細 監 視 団体 が 写真 ファ イ 
ル を 更新 する 機会 に すけ ぎ な い 。 私 た ち は 警 察 に 守ら れ な けれ ば な 
ら な い 一 方 で ゴミ を 投げ つけ られ 、 わ いせ つ な 叩 び 声 を 上 げ ら れ 
ます 。 こ の こと は 私 た ち を 弱く て 卑劣 に 見 せま す が 、 そ れ は 当然 の こ 
と で す 。 私 た ち は 公 の 場 で 自分 自身 を 馬鹿 に する この ビジ ネス を や 
め て 、 真 剣 な 大 人 と し て 行動 し 始め な けれ ば な り ま せん 。 


私 た ち は 、 法 定 政党 や 他 の すべ て の も の に 対し て 、 決 し て 
5 人 また は 6 人 を 超え る こと の な い 小 細胞 組織 の 組織 構造 を 採用 
し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 各 セ ル は 、 他 の セル と は 独立 し て 
アク ショ ン を 実行 で き な け れ ば な り ま せん 。 再 び : 北西 部 戦線 
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合法 的 な 運動 で あっ て も 、 あ た か も 違法 な 運動 で ある か の よう に 行動 し な 
けれ ば な り ま せん 。 ア ー リ ア 民 族 ス タイ ル の 大 規模 な ピク ニッ ク は 、 ハ ゲ ワ 
シ た ち へ の 招待 状 で す 。 連 邦 政 府 や 警察 の あら ゆる 種類 の 潜入 者 、 さ ら に 
は 潜入 記者 や メデ ィ ア も や っ て 来 ま す が 、 彼 ら は 場合 に よっ て は さら に 悪 
質 で 有害 な 場合 も あり ます 。 

理想 的 に は 、 家 族 や 長年 の 知人 だ けが 、 既 知 の 実績 と 信頼 で きる 
歴史 を 持ち 、 合 法 的 な 北西 部 戦線 の 活動 的 な 細胞 を 構成 すべ き で ある 。 
IRA は アイ ル ラ ンド の 一 部 の 地域 で は 家族 の 伝統 で ある た め 、 暫 定 IRA 細 
胞 は 血縁 者 で 構成 され る こと が 多い 。 残 念 な が ら 、 状 況 は 理想 的 で は あり 
ませ ん 。 新 し い メ ン バ ー を 募集 する 必要 が あり ます が (下記 を 参照 )、 こ れ 
は 機転 と 慎重 な 選択 に よっ て 行わ れ な けれ ば な り ま せん 。 


体制 の より 知 的 な 要素 が 最も 恐れ て いる の は 、 ま さ に この 種 の 細 
胞 構 造 の 抵抗 運動 で ある 。 彼 ら は 、 こ の 種 の 動き に どう 対処 すれ ば いい の 
か 全く < 分かり ませ ん で し た 。 真 っ 直ぐ な 上 下 の 階 層 構 造 を 持た な い の で 、 
解く こと は で きま せん 。 あ る 時 点 を 超え る と 、 そ の 細胞 は 小さ すぎ て 、 侵 入 
する に は 多 す ぎる よう に な り ま す 。 少 数 の 献身 的 な 政治 兵士 (せい ぜ い 
4 人 か 5 人 ) が 、 私 た ち が 直 面 し て いる 圧 制 に 対し て 、 侵 入 不可 能 で 結束 
力 の ある 効果 的 な 武器 を 作り 出す こと が で きま す 。 モ チ ベ ー シ ョ ン の 高い 
一 人 の 人 、 あ る い は 一 忠 狼 の 人 は 、 自 ら 行 動 を 起こ すこ と も あり ます 。 こ の 
一 人 独房 は 明らか に 法 執行 機関 に は 侵入 で き な い だ ろう 。 し か し 、 同 じ よ 
うに 、 一 匹 狼 が 実行 で きる 行動 の 規模 も 限ら れ て いま す 。 


2.8 オー プン な 活動 の ルー ル 


この 運動 に 参加 する すべ て の 人 は 、 私 た ち が 亡 命 国 家 で あり 、 西 洋 
文明 の 崩壊 に よっ て 生み 出さ れる 空白 の 中 で 権力 を 握る の を 待っ て いる こ 
と を 理解 する 必要 が あり ます 。 亡 命中 の この 国 の 国民 に は 以下 の 義務 が あ 
り ま す 。 
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認識 : 同 争 の 参加 者 は 、 白 人 の 生存 に 関わ る すべ て の 問題 
に つい て 知 的 に 熟 す る レベ ル ま で 自ら を 教育 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 私 た ち 国 民 は 決し て 「 な ぜ ? 」 と 尋ね て は な り ま せん 。 
明確 で 説得 力 の ある 応答 が な けれ ば 。 


武装 : メ ン バ ー は 合法 的 な 武器 を 所 持 し 、 そ の 使用 方 法 を 
熟達 し て いな けれ ば な り ま せん . 状 況 に よっ て は これ は 難し い 
だ ろう が 米国 の 権威 が 崩壊 し た と き に 国民 が 権力 を 掌握 し 、 そ 
れ を 維持 で きる こと が 絶対 に 不可 欠 で ある 。 私 た ち が こ の チャ 
ンス を 手 に する の は お そら く ソ 連 型 の 米国 崩壊 の と き の 一 度 だ 
け で あり 、 私 た ち は 人 種 的 運命 を 私 た ちの 手 に 取り 戻す た め に 
迅速 か つ 断 固 と し て 行動 で きる 必要 が ある 。 


準備 が で き て いる : 私 た ち は 肉 体 的 に も 精神 的 に も 、 来 た 
る べき 紛争 に 備え て いな けれ ば な り ま せん 。 国 民 が 兵士 の よう に 
自ら を 訓練 し 、 肉 体 的 に 戦い 、 車 労働 を 遂行 し 、 疲 労 に 面 えら れ 
る よう に する こと が 人 不可欠 で ある 。 ま た 、 兵 士 と 同様 に 、 私 た ちの 
活動 家 に と っ て も 、 敵 に 対す る 同情 心 や 、 取 る べき 行動 に 対す る 
罪悪 感 を 取り 除く こと が 不可 欠 で す 。 


この よう な 感情 は 弱 さ の 症状 で あり 、 白 人 は あま り に も 長い 間 弱 
っ て いま す 。 自 然 の 摂理 で は 、 弱 い 者 が 勝つ こと は あり ませ ん 。 彼 
ら は 生き 残る こと さえ で きま せん 。 


2.9 形式 は 機能 に 従う 


私 た ち は 人 々 に 、 北 西部 戦線 は 組織 で は な く 、 有 機体 で 
ある と 言っ て きま し た が 、 ア メリ カ 人 は それ を 理解 で き な い よう 
で す 。 そ こ で 、 こ れ を 試し て み ま し ょ う 。 形 式 は 機能 に 従う 必要 が 
あり ます 。 

つま り 必要 な 少数 の 族長 を 除い て 全員 が イン ディ アン 
で ある こと を 意味 し ます 。 
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階級 と か 称号 と か 。 曰 人 至上 主義 運動 は 冗談 で ある こと を 本 当 に や 
め る べき だ 。 あ ら ゆ る 種類 の 派手 な 響き の 名 前 や 称号 を 持つ 、 運 動 
の 恐れ を 知ら な い 指 導 者 や 大 パン ジャ ンド ラム 、 全 員 が 健 長 で あ 
っ て イン ディ アン は 一 人 も いな か っ た 時 代 は 終わ り ま し た 。 北 西部 
戦線 は 、 そ の 活動 の 初期 段階 に お いて 、 北 西部 移民 運動 が 機能 で 
きる よう 、 最 低 限 必要 な 形態 を 提供 し ます 。 


私 た ち は す で に 、 互 い に 車 で 30 分 以内 の 距離 に 住む 、 機 能 
不全 に 陥っ て いな い 12 人 以上 の 白人 至上 主義 者 の コミ ュ ニ ティ に 
つい て 話し まし た が 、 コ ミュ ニテ ィ は コミ ュ ニ ティ で あっ て 、 党 の 単 
位 そ の も の で は あり ませ ん 。 党 的 に は 、 現 状 の よう に NF の 組織 表 
に は 2 つの レベ ル し か 存在 し ませ ん 。 1 つ 目 は 地上 の ロー カル ユ 
ニッ ト で す 。 2 番目 の レベ ル は 総司 令 部 で 、 地 方 部 隊 に 可能 な 限 
り の 支援 を 提供 する 一 種 の 中 央 事務 所 で す 。 総 本 部 の 位置 と 構成 
は 、 そ の 機能 が 変化 する に つれ て 、 ま た 秘密 警察 と 独裁 政権 全般 が 
党 に 及ぼ す 圧 力 に 私 た ち が 反 応 す る に つれ て 、 長 年 に わた っ て 変 
化し 、 変 異 す る だ ろう 。 


また 、GHQ を 中 心 に 車輪 の スポ ー ク の よう に 活動 する 補助 
的 な 党 グ ルー プ や 組織 も 存在 する だ ろう 。 た と えば 、( 最 終 的 に は ) 
祖国 へ の 移住 を 扱う 専門 の 北西 部 機関 が 、 今 日 まで ユダ ヤ 人 の 大 
部 分 を 扱っ て いる ユダ ヤ 機 関 に 似 て いる 。 ユ ダ ヤ 人 の イス ラ エ ル へ 
の 移住 。 さ ま ざ ま な 宣伝 お よび 作戦 チー ム ま た は 部 隊 も 存在 し ま 
す 。 GHQ が 提供 する 支援 に は 、 最 終 的 に は 文学 、 小 物 類 、 ゲ ル ハ 
ルト ラウ ク が 「 お も ちゃ 」 と 呼ん だ も の 、 テ ー プ 、 地 域 で 配布 : 販 売 
する た め の タ ブロ イド 紙 な ど が 含ま れる こと に な る 。 


州 の 役所 や 地方 の 役所 、 あ る い は その よう な 官僚 機構 は ま 
だ 必要 あり ませ ん 。 そ う で は あり ませ ん 
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人 々 を 北西 部 に 移動 させ る に は 官僚 制 が 必要 で 、 移 動 肝 の バン が 必要 
で す 。 そ れ に は 、 努 力 を 惜しま な い 本 物 の 人 間 に よ る 確か な 仕事 と 献身 
が 必要 で す 。 

北西 部 の 独立 と 主権 ある 白人 の 祖国 の た め に 活動 する 地方 部 
隊 や 団体 は 望ま な けれ ば 公共 消費 の た め に 自ら を 北西 部 戦線 と 呼ぶ 
必要 は な い 。 地 元 の 北西 部 民族 主義 団体 や 細胞 は 、 地 元 の チー ム を ノ 
ー ス ウェ スト ・ ラ イダ ー ズ ・ イ ン ・ ザ *・ ス カイ 、 ま た は サス カッ チ 協 会 と 呼 
ぶ こ と が で きま す 。 


中 東 に は 「 ア ル ・ イ スラ ム 旅 団 」. あ る い は 「 預 言 者 の 軍隊 」 が 溢れ て い 
る 。 10 人 か 15 人 の 男性 か ら な る 小さ な グル ー プ が それ ぞ れ 異な る 名 前 
を 持っ て いる よう な も の で 、 こ の シス テム は うま く 機 能 し て いる よう で す 。 
ある い は 、 私 た ちの 部 隊 は 自分 た ち を 何 も 呼 ば な いこ と も で きま す 。 NF 
は エン ター テイ メン ト 業 界 の 一 部 門 で は な く 、 政 治 兵士 の 軍隊 に な ら な 
けれ ば な ら な い 。 

も う 一 度 、 ヨ ー ロ ッ パ の 概念 に つい て 触れ る 必要 が あり ます 。 
これ は アメ リカ 人 に と っ て 理解 する の が 難し いと すでに 述べ まし た が 、 
重要 で す 。 Northwest Migration と Northwest Republic は 組織 
で も 政党 で も 個人 で も あり ませ ん 。 そ れ ら は アイ デア で あり 、 そ れ 自 体 
が 、 他 の すべ て が うま くい か な か っ た と き に 、 人 の 心 の 中 で だ け 生 き 続 
られ る 可能 性 が あり ます 。 統 合 テロ 対策 特別 委員 会 は アイ デア を 浸 

させ る こと は で きま せん 。 FB 是 査 官 は エド ガー・ ス ティ ー ル の よう 
0 させ る た め に 法廷 で 偽証 する か も し れ な い が 、 彼 ら の 偽 
証 は アイ デア を 破壊 する こと は で き な い 。 腐 敗 し た 連邦 司法 は 人 命 を 
破壊 する こと は で きる が 、 ア イデ ア を 刑務 所 に 送る こと は で き な い 。 政 
治 を バン パー ステ ッ カ ー や 選挙 の 夜 の テレ ビ 、 そ し て ララ ラ ゴ ー チ ー 
ム と 考え る よう に ずっ と 育て られ て きた の な ら 、 そ れ が 難し いこ と は わ 
か っ て いま す 。 ま る で 高校 フッ ト ボ ー ル の 試合 の よう で 、 致 命 的 な 深刻 
さ で は あり ませ ん が 、 こ こ で 私 た ち が 言 いた いこ と を よく 理解 し て くだ 
さい 。 


白人 グル ー プ が ハー ディ の よう に 行動 し 始め る と 
クラ ブ ハ ウ ス に いる 少年 た ち は 、 あ まり に も 多く の 空虚 な 肩書 と 手続 き 
と 料理 長 と ボトル を まとめ て いる 
洗濯 者 、 そ し て 突然 FBI が 彼ら の 


Machine Translated by Google 


マフ ィ ア ファ ミリ ー の よう な 小さ な フロ ー チ ャ ー ト と 、 男 の 写真 が 入 
っ た 組織 表 。 は い 、 彼 ら は 実際 に そう し て いま す 。 彼 ら は 1988 年 の フ 
ォ ー ト ・ ス ミス 騒乱 裁判 で 、 情 報 提供 者 で 著名 な 証人 で ある フレ イザ 
ー・ グ レン ・ ミ ラー か ら 提 供 さ れ た 情報 を も と に それ を 行っ た 。 


言う まで も な く 、 こ れ ら の 愚か な 小さ な 組織 図 は 単なる 空想 
で あり 、 運 動 が 実際 に 機能 する 限り 、 そ れ が それ ほど 遠く な い 限 り 、 
運動 が 実際 に 機能 する 方 法 に つい て 少 し で も 知っ て いる 人 に と っ て 
は 非常 に 面白 いも の で す 。 フ ォ ー ト スミ ス の 随 審 は だ まさ れ な か っ 
た 、 こ れ は 私 た ちの まれ な 成功 の ひと つ だ が 、 そ れ は 白人 が それ ほど 
馬鹿 に は され て いな か っ た 1988 年 の こと だ っ た 。 今 な ら 随 審 員 の 半 
分 は 最初 か ら 黒 人 で 、 白 人 の バカ ども は FBI の 光沢 の ある ゴミ を 
敬 の 念 を 持っ て 見 つめ て 、 お お お お ! そ し て 、 あ あ 、 独 裁 政権 が 彼ら 
に 提示 し た どん な 奇想 天外 な 幻想 に も 、 彼 ら は 感嘆 の あま り 許 を 緩 
め て いた 。 


2.10 ロー カル ユニ ッ ト 


個人 連絡 先 : 最 も 基本 的 な 種類 の オー プン NF 活動 は 、 故 獅 
の 特定 の 地域 に 対す る 北西 部 戦線 の 個人 連絡 先 と し て 機能 する こ 
と で す 。 
これ は 1 人 の 人 物 で あり 、 場 合 に よっ て は 、 よ り 大 き な 部 隊 に 所 属し 
て いる 可能 性 が あり ます が 、 必 ず し も そう で ある 必要 は あり ませ ん 。 
その 人 は 、 北 西部 の 故郷 に 生ま れ た か 、 あ る い は 自ら 北西 部 に 移住 し 
た た め 、 そ こ に 住ん で いる 人 で な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 人 々 は 、 
可能 な 限り 広範 な 直接 の 知人 と 交流 の 歴史 を 通じ て 、1 人 また は 複 
数 の 北西 部 戦線 活動 家 と 個人 的 に 知ら れ て いる 必要 が あり ます 。 


いか な る 状況 に お いて も 、 少 な く と も 2 人 の 他 の NF の 信頼 
者 に よっ て 個人 的 に 面会 お よび 保証 され て いな い 者 を 個人 連絡 先 に 
指定 する こと は あり ませ ん 。 恐 ろ し く 奇 妙 な 運動 の 実践 
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私 書 箱 だ け を 持ち 、 場 合 に よっ て は 電子 メー ル アド レス だ け 
を 持っ た 、 誰 も 目 に し た こと すら な い 未 知 の 孤独 な 個人 を 「 ユ 
ニッ ト 」 と し て 列挙 し 、NF で 終わ り ま す 。 

個別 の 連絡 窓口 に は 主 に 2 つの 機能 が あり ます 1 ) 地 域 の 白 
人 か ら 寄 せ 

られ た 北西 部 戦線 に 関す る 問い 合わ せ を フォ ロー アッ プ す る 
こと 、 問 い 合 わせ 者 と 個人 的 に 会 い 、 潜 在 的 な 人 種 活動 家 で ある か ど 
うか を 評価 する こと 、2) 白人 を 支援 する こと 外 


北西 部 に 移住 し て きた 故郷 。 

個々 の 担当 者 は 、 総 本 部 に 住所 、 電 話 番号 、 お よび 電子 メー ル 
アド レス を 提供 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 連絡 先 の 詳細 は 、 個 人 の 
希望 や 全体 的 な 政治 的 お よび 戦略 的 状況 に 応じ て 、 イ ンタ ーネット ま 
た は その 他 の 場所 で 公開 され る 場合 と 公開 され な い 場 合 が あり ます 
が 、 こ の 情報 は NF と 連絡 を 取る 人 々 に 個別 に 公開 され ます 。 。 エ ド 
ワー ドス ノー デン の 暴露 を 考慮 する と 、 イ ンタ ーネット 外 で の 通信 を 
可能 に する た め に は 、 物 理 的 な メー ル ア ド レス が 必須 で す 。 


連絡 先 の 実際 の 住所 に は 私 書 箱 が 適し て いま す 。 担 当 者 は 、 北 
西部 戦線 また は その 他 の 任意 の 名 前 で 私 書 箱 ま た は 私 設 郵 便 箱 を 借 
り る こと が で きま す が ` 北 西部 戦線 に 送ら れる 郵便 物 を その 住所 で 箱 
に 入れ る よう に 郵便 局 の 担当 者 に 指示 され て いる こと を 確認 する 必要 
が あり ます 。 NF 宛 に メー ル を 送り ます 。 


認可 され た 北西 部 戦線 の 連絡 先 は 、nfellensburg@gmail.com、 
nfidaho3@yahoo.com な どの NF 電子 メー ル アド レス を 使用 する 
場合 が あり ます 。 Web ベー ス の 電子 メー ル アド レス は 簡単 で 、 数 
分 で 設定 で きま す 。 こ れ ら は 公開 連絡 先 ア ドレ ス で あり 、 連 絡 先 お よ 
び 連 絡 先 に 配布 され る こと を 理解 し て くだ さい 。 
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あな た の 地域 を リー ド し ます 。 個 別 の 連絡 先 は その た め に あり ます 。 


2.11 トラ ブル ・ ト リオ 


実際 の 北西 部 戦線 部 隊 は 、GHQ に よっ て 信頼 で き 、 機 能 不 全 が な 
いと みな され た 少な く と も 3 人 の 個人 で 構成 され 、 物 理 的 に 北西 部 本 土 に 
居住 し て お り 、 相 互 に 車 で 30 分 以内 の 距離 に 住ん で いま す 。 運 動 が 拡大 す 
る に つれ て 、 よ り 大 き な 統 合 チ ー ム の 単位 (あえ て 旅団 と 呼ぶ べき で し ょ う 
か ) が 北西 部 の 郵便 番号 ご と に お よそ 1 つ ず つ 指 定 さ れる 必要 が あり ま 
す 。 


北西 部 の 独立 小説 に 登場 する 架空 の NVA の 組織 は 、 『 旅 団 』 の 中 
で 「 ト ラブ ル トリ オ 」 の テン プレ ー ト と し て 最も よく 説明 され て いま す 。 こ 
れ は 主 に アイ ル ラ ンド 共和 党 軍 の 組織 表 に 基づい て お り 、 コ ー ザ < ノ ス ト ラ 
か ら も いく つか の 要素 が 組み 込ま れ て お り 、 ど ちら の 運動 も 自由 民主 主義 を 
破壊 し よう と する 全 法 廷 の 報道 攻撃 に 机 え る こと に 成功 し て いる 。 モ デル は 
証明 され て いま す 。 私 た ち が ア メリ カ 人 の 考え 方 か ら 抜け 出す こと が で きれ 
ば 、 こ れ ら の テン プレ ー ト は 機能 し ます 。 


北西 部 戦線 部 隊 の 3 人 の メン バー は 部 隊 リーダ ー で 構成 され ま 
す 。 部 隊 リ ー ダ ー は 、 将 来 の ある 時 点 で 公 の スポ ー ク スマ ン と し て 機能 する 
た め に 公 に な る こと が 必要 また は 状況 に よっ て 強制 され る 可能 性 が あり ま 
す 。 ユ ニッ トリ ー ダ ー を 補佐 する ユニ ッ ト オ ー ガ ナイ ザー また は 組織 秘書 、 そ 
し て バッ ク グ ラウ ンド に 留まり サポ ー ト サー ビス を 提供 する 「 グ レー」 ま た 
は バッ クア ッ プ 担当 者 で す 。 


この 人 物 は メデ ィ ア を 含め 英 に 正体 を 明か され な いこ と が 望ま し い 。 


NF は 合法 的 な 組織 で あり 、NVA は 架空 の 組織 で す が 、 こ の 3 人 は 
NVA と 同様 の 方 法 で 機能 し ます 。 ユ ニッ トリ ー ダ ー は 、 
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中 隊長 に 相当 する 。 部 隊 の 組織 者 また は 組織 秘書 は 旅団 で 説 
明 さ れ て いる 幹部 また は 副官 に 相当 し 、 部 隊 の 「 灰 色 」 は 補給 
官 に 相当 し ます 。 こ の 組織 形態 が も た ら す 影響 は 明らか で す 。 


すべ て の NF ユニ ッ ト で は 、 あ ら ゆ る 種類 の 事務 処理 と 
文書 が 機能 する た め に 必要 な 最小 限 に 保 た れ な けれ ば な り ま 
せん 。 北 西部 戦線 の どこ に も 、 ど う 考 えて も 「 隊 員 名 簿 」 と 言え 
る 文書 や コンピ ュー ター ファ イル が 存在 し て は な り ま せん 。 写 
真 の 記憶 を 持つ 人 は ほとん どい な いた め 、 会 報 用 の メー リン 
グ リス ト や 電子 メー ル リス ト な ど を 維持 する 必要 が ある 場合 
も あり ます が 、 偽 の メー リン グ リス ト を 残す な ど 、 こ れ ら を 偽装 
し た り 隠 散 し た り で きる 方 法 は あり ます 。 警 察 や FBI が 見 つけ 
て 押収 で きる よう に 、 偽 の 名 前 が 目 に 見 える 場所 に 転がっ て い 
ya 


2.12 アウ ドラ シン ター ズ 


この マニ ュ ア ル の 以前 の バー ジョ ン で は 、NF ユニ ッ ト ま 
た は 章 は 2 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ て いま し た 。1 つ は 将来 の 
北西 共和 国内 に 位置 する ホー ムラ ンド ユニ ッ ト 、 も う 1 つ は 
その 外側 に ある アウ トラ ンド ユニ ッ ト ま た は 外部 ユニ ッ ト と 
呼ば れる ユニ ッ ト で す 。 ア ウト ラン ド ま た は 外部 単位 の 概念 
は 、 今 後 は 機能 し ませ ん 。 そ れ は 、 間 違い な く 彼 ら が 他 の も の を 
提 造 する で あろ う が 、 我 が 国 の 人 々 が その 場 に 留まり 、 帰 卿 に 
参加 し な いも う 一 つの 言い 訳 を 奪う た めで す 。 白 人 は 、 何 も し な 
いこ と を 継続 する た め の 、 健 全 で 合理 的 で 思慮 深い 理由 を 考え 
る の が 得意 で す 。 


不幸 な 経験 に よれ ば 、 も し 白人 男 全 が リス ク や 不便 を 負 
っ 必要 性 を 軽減 する 「 ア ウト 」 を 提案 され れ ば 、 彼 は そう する 
で あろ う 。 
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取っ て くだ さい 。 も う ア ウト は あり ませ ん 。 ホ ワイ ト ボ ー イ た ち が 人 魔法 
の 一 員 に な り た いな ら 、 故 郷 に 帰っ て 、 こ こ 、 祖 国 で 、 本 来 あ る べき 場所 
で 働か な けれ ば な り ま せん 。 フ ェ ー ズ 1 と フェ ー ズ 2 に お ける 北西 部 
戦線 の 主 な 役割 は 、 州 間 高 速 道路 を 移動 用 の バン が こち ら に 向かう よ 
うに 、 実 際 の 北西 部 へ の 移住 を 奨励 し 、 促 進 す る こと で す 。 


2 うほ ロティ 


北西 部 ホー ムラ ンド 内 に ある NF が 公式 に 認め た 人 種 コ ミュ ニ 
ティ は 、 互 い に 車 で 30 分 圏内 に 住む 機能 不全 の な い 成 人 の 白人 ナシ ョ 
ナリ スト 最低 12 人 で 構成 され て お り 、 彼 ら は 定期 的 に 会 い 、 個 人 的 に 
交流 し て いる 。 こ れ ら の 人 々 は 必ず し も 北西 部 戦線 に 所 属し て いる 必 
要 は な く 、 さ ら に は NF に 同意 する 必要 さえ あり ませ ん 。 彼 ら は 単に 北 
西部 独立 の 何ら か の ビジ ョ ン (必ず し も 私 た ちの も の で は な い ) の ア 
イデ ア に 熱心 に 取り 組ん で いる 白人 で ある 必要 が あり ます 。 


この 記事 の 執筆 時 点 で 、 こ の 要件 を 満た す 唯 一 の 地域 は アイ 
ダ ホ 州 部 の サン ド ポ イン ト / ヘ イデ ン 湖 地域 で あり 、 そ こ に は アー リ 
ア 民 族 時 代 の 遺物 が 十分 に あり 、12 人 の 最低 要件 を 満た す の に 十分 
で ある と 考え られ て いま す 。 


2.14 NF ユニ ッ ト の 活動 
私 た ち は 人 々 を 北西 部 に 連れ て 行く だ け で な く 、 彼 ら が ここ に 
着い た ら 何 か で きる こと 、 で きれ ば コン ピュ ー タ ー 端 末 の 前 に 座っ て 
イン ター ネッ ト で 遊ぶ 以外 の 何 か を 提供 し な けれ ば な り ま せん 。 


キー オク や シカ ゴ に 戻っ て それ を 行う こと も で きた で し ょ う 。 
私 た ち は 、 新 参 者 が ここ に 来 て 、 終 わっ て し まう の を 望ん で いま せん 。 
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怠け 者 の た め に 仕事 を 作る 悪魔 。 こ こ で 地元 の NF ユニ ッ ト が 登場 し ます 。 


ここ 祖国 に お ける 私 た ちの 主 な 仕事 の 1 つ は 、 新 し い 移民 の た 
め の 受 け 入 れ エ リア と 吸収 プロ セス を 準備 する こと で な けれ ば な り ま せ 
ん 。 北 西部 の NF 部 隊 は 移民 の 吸収 に 専念 し 、 他 の 部 隊 や 北米 大 陸 各 地 
の 個人 と も 広範 囲 に 協力 する こと に な る 。 し か し 、 彼 ら は また 、 政 治 活動 
や プロ パガン ダ 活 動 を 開始 し 、 組 織 す る と いう 任務 も 負う こと に な る 。 こ 
れ は 、 私 た ちの 多く が 慣れ 親しん で いる 伝統 的 な 運動 タイ プ の 活動 か ら 、 
衣装 や 街頭 で の スタ ン デ ィング を 除い た も の で ある 。 


ここ か ら が 、 い よい よ 楽 し い 部 分 に な り ま す 。 
最終 的 に は 、 活 動 的 な 白人 至上 主義 者 が 北西 部 に 戻る 大 き な 動 機 の 1 
つ は 、 祖 国 そ の も の で 行わ れ て いる 人 種 的 お よび 政治 的 活動 に 参加 し 始 
め る こと に な る で し ょ う 。 こ れ は 、 多 く の 人 が 切望 する 「 行 動 」 に 対す る 永 
遠 の 欲求 を 満た すこ と に な り ま す 。 地 方 部 隊 は 移民 を 受け 入れ 、 吸 収 し 、 
動機 づけ る だ け で な く 、 そ の 地域 の 地元 住民 を 北西 部 独立 の 大 義 に 向け 
て 教育 し 、 改 宗 さ せ 、 採 用 する 責任 も 負う 。 


全国 の 人 々 は 、 ボ イジ ー、 ポ ー ト ラン ド 、 セ ント ラリ ア な ど 、 ど こ に で も 来 
た いと 思う で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 そ こ が ア クシ ョ ン の 舞台 と な る か ら で す 。 


NF の ホー ムラ ンド 部 門 を 中 心 と し た 宣伝 は 、 白 人 の 人 種 意識 の 
高い 残り の コミ ュ ニ ティ の 注目 を 集め 始め 、 そ の 興味 が そそ られ る だ ろ 
う 。 彼 ら は 北西 部 戦線 と の 連絡 を 希望 する で し ょ う 。 北 西部 戦線 は 祖国 
の 人 々 と 連絡 を 取り 合っ た り 、 偵 察 旅行 の 手配 な ど を 手伝っ て くれ ます 。 


ホー ムラ ンド の ユニ ッ ト が 大 きく な り 、 よ り 活 発 に な か る に つれ て 、 人 種 的 に 
意識 の 高い コミ ュ ニ ティ 、 つ まり 何 か 真 剣 に 取り 組む こと を 探 し て いる 活 
動 的 な コミ ュ ニ ティ か ら の 人 々 が ます ます 多く 参加 する こと に な り ま す 。 
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プロ パガン ダ 活 動 は 多岐 に わた り ま す 。 
例え ば 、 地 方 部 隊 に よっ て 行わ れる 主 な 活動 の 一 つ は 、 必 然 的 に ド 
イツ 国家 社会 主義 地下 組織 が ファ ー ネ ナ クティ オン と 呼ぶ 「 旗 
行動 」 こ な る だ ろう 。 そ こ で は 、 青 、 白 、 緑 の 北西 三 色 旗 を 国民 に 掲 
揚 す る た め の 様 々 な 手段 が 見 出さ れる で あろ う 。 北 西部 の 住民 は 、 
それ を 自分 た ちの 国 の 旗 で あり 、 南 部 の 南 軍旗 と 同様 の 反逆 の 象 
徴 と し て 認識 する よう に な り ま し た 。 こ れ は 、 ス テッ カー、 ポ スタ 
ー、 ス トリ ー ト の 芸術 性 、 そ し て も ちろ ん トリ コロ ー ル 自体 を 通じ て 
実現 で きま す 。 


2.15 ユニ ッ ト に 新しい 人 を 入れ る 


時 折 、 部 隊 リ ー ダ ー お よび 部 隊 の 他 の メン バー の 任務 の 
1 つ は 、 通 常 は イン ター ネッ ト 上 で 、 ま た は 場合 に よっ て は それ 以 
外 の 方 法 で 党 に 接近 し た 新しい 人 々 、 お よび 関与 を 求め て いる 、 
また は 関与 し よう と し て いる 新しい 人 々 に 会 っ て 評価 する こと で 
す 。 祖 国 の あな た の 地域 へ の 移住 に 関す る 援助 を 求め て いる な ど 。 


特に イン ター ネッ ト 外 で の 新しい 連絡 先 を スク リー ニン グ 
する に は 、 一 定 の イベ ント の 進行 に 従う 必要 が あり ます 。 イ ンタ ー 
ネッ ト の 最初 の ルー ル を 常に 覚え て お いて くだ さい 。 そ れ は 、 誰 と 
話し て いる の か 実際 に は 分 か ら な いと いう こと で す 。 誰 か に 個人 
的 に 、 実 際 に 会 うま で は 、 そ れ が 鋭く て 熱狂 的 で NF で 盛り 上 が る 
準備 が で き て いる ブラ イア ンジ ョ ン ソ ン (30 歳 の 白人 男性 ) な の 
か 、 そ れ と も テン プル ・ シ ュ マ ッ ク ・ エ ル の 聖なる ラビ 、 ハ イマ ン *・ ヒ 
ー ブ ル バウ ム な の か は 分 か ら な い 。 誰 か が NGO の た め に あな た 
を 騙 そ うと し て いる の か 、 そ れ と も た だ の クソ 野郎 な の か 。 


これ は 思っ た ほど ユー モラ ス で は あり ませ ん 。 イ ンタ ー ネ 
ッ ト に は 、 モ サド と SPLC に よる 組織 的 な 反 白 人 活動 だ け で な く 、 
ISP や Web サイ ト を キャ ン セ ル さ せよ うと する 自称 ユダ ヤ 人 の 
ネッ ト 自 警 団 や 、「 フ リー ラン ス の ジャ ー ナ リス ト 」 も 溢れ て いま 
9 お 
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より 大 き な リ ベラ ル メ ディ ア や NGO、FBI の プロ ファ イラ ー や 約 50 
の 亜 種 の 潜入 法 執行 機関 - そ し て た だ の アビ に どん な 荒唐無稽 な 
話 を 売り つけ る こと も で き な い 。 イ ンタ ーネット 自体 か ら 始 まる 審 
査 プ ロ セ ス を 通過 する まで 、 誰 と 話し て いる の か わか り ま せん 。 


216 スク リー ニン グ ブ プロ セス 


見 込み 客 が 最初 に 提供 する 必要 が ある の は 、 こ の マニ ュ ア 
ル の コピ ー を 含む 北西 部 戦線 の 資料 の 紹介 パケ ッ ト を 受け 取る こ 
と が で きる よう に 、 名 前 と 郵送 先住 所 で す 。 こ の 時 点 で は 、 名 前 は 見 
込 客 の 実名 で ある 必要 は な く 、 そ の 住所 に 郵便 物 が 届く 限り 、 私 書 
箱 や その 他 の 郵便 ポス ト で も 問題 あり ませ ん 。 現 在 、GHQ は ホワ イ 
トブ ッ ク と イン トロ パッ ク の 要求 を 処理 し て いま す が 、 機 能 し て い 
る 党 部 隊 は マニ ュ ア ル と 文献 の 在庫 を 維持 し 、 で きる だ け 早 くそ の 
機能 を 独自 の 業務 の 一 部 と し て 引 き 継 ぐ 必要 が あり ます 。 


守 組 織 に は イン ター ネッ ト セ キュ リティ と 身元 調査 に 熟練 
し た 人 材 が 必要 で あり 、 個 人 の 連絡 先 と な る 人 も 同様 に その よう 
な スキ ル を 持っ て いる 必要 が あり ます 。 大 企業 の 就職 前 の 身元 調 
査 を 定期 的 に 実施 し て いる イン ター ネッ ト セキ ュ リ ティ 会 社 の 会 
員 に な る こと を お 勧め し ます 。 た だ し 、 こ の よう な サー ビス を 通じ て 
調査 を 実行 する に は 、 見 込み 客 が 自分 の 社会 保障 番号 と 生年 月 日 
を 提供 する 必要 が あり 、 こ れ ら は ほとん どの 身元 調査 で 固定 され 
る 標準 デー タ で す 。 


これ は 党 に 問題 を 提起 する 。 白 人 至上 主義 運動 の 波乱 に 富 
ん だ 歴史 と 長年 に わた る 性 格 問題 を 考慮 する と 、 白 人 が SSAN や 
DOB な どの 機密 情報 を 見 知ら ぬ 人 に 公開 する こと を 懸念 し 提供 
する と いう 単なる 要求 が 正当 で ある こと は 完全 に 理解 で きま す 。 
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この 情報 は 大 規模 な パラ ノイ ア を 引き 起こ し 、 ゴ ー ト ダン サー と し て 
知ら れる 小さ な トロ ー ル 集団 に よる イン ター ネッ ト 上 で の ヒス テリ ッ 
ク な 発作 を 引き 起こ す で し ょ う 。 

その 一 方 で 、 白 人 至上 主義 者 で ある と 主張 する 人 々 が 、 地 元 の 
デイ リー クイ ー ン の 仕事 に 応募 する 人 と 同じ よう な 大 ま か な 身 元 調 
査 さ え 受 け て いな いこ と は 、 ま すま す 当 惑 し 、 受 け 入 れ が た いも の に 
な りつ つ あ る 。 バ ラン ス を 取る 必要 が あり ます 。 こ れ は 物事 を 変え な 
けれ ば な ら な い 分 野 の 1 つ で あり 、 パ ラノ イア は プロ フェ ッ シ ョ ナリ ズ 
ム よ り も 後回し に し な けれ ば な り ま せん 。 


2013 年 の エド ワー ド ・ ス ノー デン の 暴露 は 双方 向 を 切り 有 裂 い 
た 。 実 際 の と ころ 、 誰 か が 反 体 制 的 な 考え を 抱い て いる 場合 、FBI、NSA、 
DHS は 、2001 年 10 及 員 か ら の すべ て の 電子 メー ル を アー カイ ブ し 
て いる た め 、 こ の 時 点 で ほぼ 確実 に あな た が 誰 で ある か を すでに 知っ 
で いま す 。 
彼ら は 、2001 年 10 月 以来 実際 に 座っ て あな た の すべ て の 電子 メー 
ル を 読む こと に 慣れ て いな いか も し れ ま せん が 、 今 日 の ハイ テク 金魚 
鉢 の 中 で 、 あ な た が 人 種 的 、 あ る い は 保守 的 な 反 体 制 思想 を 表明 し た 
こと が あれ ば 、 彼 ら は あな た が 何者 で ある か を 知っ て いま す 。 独 裁 政 
権 か ら 身 を 隙 そう と する あら ゆる 試み は 無 意 味 で ある と 、 ほ ぼ 確 信 し 
て いる の で す 。 


これ は 21 世 紀 で す 。 ウ ェ ス トバ ー ジ ニア 州 と ユタ 州 に ある 巨 
大 な 政府 の スト レー ジ サ ー バ ー に 保存 され て いる 最近 の メデ ィ ア ア 
カウ ント に よる と 、 人 々 は 電子 メー ル 、 テ キス トメ ッ セ ー ジ 携帯 電話 
で 通信 する 必要 が あり 、 そ の 情報 は すべ て 永久 記録 の 一 部 に な っ て 
いる と いう 。 も ちろ ん 、 私 た ち は 必 要 に 応じ て 紙 の 手紙 、 個 人 的 な 会 
議 、 暗 号 や 暗号 、 そ し て 必要 に 応じ て 伝書 鳩 に 戻る こと で 監視 国家 を 
回 避 す る こと は で きま す が 実 際 に は 、 オ ン ラ イン 上 で 人 種 的 また は 
反 体制 的 な 言葉 を 一 言 で も 発し た こと が あれ ば 、 た っ た 一 人 の 「 黒 
人 」 に テキ スト メッ セー ジ を 送る と 、 彼 ら は あな た が 誰 で ある か を 知っ 
て いま す 。 そ れ に 対処 し て くだ さい 。 


この 小さ な 運動 に 参加 し て いる 人 々 は 、 友 達 か ら さ え 隠 れる と 
いう 、 長 年 の か な り 奇 妙 な 習慣 を 持っ て いま す 。 
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た だ し 、 敵 か ら 身 を 隠す こと は 事実 上 不可 能 で す 。 私 た ち は 友人 か ら 隠 
れる この 習慣 を 再考 する 必要 が あり ます 。 確 か に 、 彼 ら の 中 に は 私 た ちの 
友人 で は な い 人 も いる か も し れ ま せん が 、 こ の 国 の 人 種 的 お よび 政治 的 
状況 は 急速 に 悪化 し て お り 、 す ぐに 被害 妄想 は 党 が 許容 で きる 殴 沢 で 
は な く な る か も し れ ま せん 。 NF の 場合 の よう に 、 革 命 グ ルー プ に 大 量 
の 人 々 が 流入 する と 、 そ こ に は 悪い リン ゴ が いく つか 存在 する で し ょ う 。 


彼ら が バレ ル 全 体 を 腐ら せな いこ と を 祈り まし ょ う 。 

新しい 人 に 自分 の SSAN と DOB を 明らか に する よう 強制 する 
こと は で きま せん が 完全 な 審査 に 従う まで は 腕 を 伸ばし た まま に し て 
お く こ と が で きま すし 、 そ うす べき で す 。 と に か く 理 論 的 に は 。 こ ん な こと 
を 言う の は 気 が 減 入 る か も し れ ま せん が 、 ハ ンド ブッ ク や イン ター ネッ 
ト で た だ 話す の で は な く 、 こ の 種 の セキ ュ リ ティ の 実践 方 法 を 学ぶ 唯一 
の 方 法 は 、 誰 か が 不 注意 で 間違っ た 人 を 自分 の チー ム に 入れ て し まっ た 
と き で す 。 そ し て 刑 務 所 に 行く 人 も いま す 。 


場合 に よっ て は 、 赤 ちゃ ん が 学習 する 唯一 の 方 法 は 、 ソ ケッ ト に 指 を 突っ 
込む こと で す 。 

この 時 代 で は 、 テ ー ブ ル を 挟ん で 向かい 合っ て 誰か と 座っ て いる 
と き に 、 一 体 誰 と 話し て いる の か を 知る こと は 、 単 な る 常識 と 個人 の 安全 
の 問題 で す 。 誰 か が 完全 に 偏 幸 的 に や っ て 来 て 、 私 た ちの 前 に 来 て 、 私 た 
ちの 活動 に 参加 させ 、 本 当 の 姿 を 隠し な が ら 近 づく こと を 許可 する こと を 
要求 し た と き 、 私 た ちの 反応 は 、 あ な た が 私 た ち を 信頼 し な いな ら 、 私 た 
ち も 信頼 し な いと 言わ な けれ ば な り ま せん あな た 。 


2.17 初め て の マン ツー マン 


見 込み 客 に 対し て 管理 で きる 最も 包括 的 な イン ター ネッ ト と 外 
部 の 審査 プロ セス の 次 の ステ ッ プ は . 最 初 の 1 対 1 の 対面 ミー ティ ング 
"9938 
これ は 常に 公共 の 場所 、 レ スト ラン 、 ス ター バッ クス 、 駅 な ど に 置く 必要 
が あり ます 。 で きれ ば バー で は な く 、 
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ホテ ル の 部 屋 や 、 簡 単に 盗聴 され た り 監 視 さ れ た りす る 可能 性 の ある その 他 の 限ら れ た 空 
間 に は 決し て 立ち 入ら な いで くだ さい 。 

少な く と も 1 人 、 可 能 で あれ ば 2 人 の 責任 感 が あり 信頼 で きる 
人 が 見 込み 客 と 会 う 必要 が あり ます 。 見 込み 客 は 常に 一 人 で 来る べき で 
あり 、 決 し て 他 の 人 、 特 に まっ た く < 知ら な い 人 や 事前 の 通知 な し に 来る こ 
と は あり ませ ん 秘密 警察 が 情報 提供 者 を 犯罪 と 贅 治 の 両方 の グル ー プ 
に 引き 入れ る 古典 的 な 方 法 は 、 以 前 は 信頼 し て いた 人 物 が 見 知ら ぬ 男 を 
連れ て 現れ て 、「 こ れ は 古き 良き ジョ ー だ 。 彼 は スタ ンド アッ プ マ ン だ 」 と 
言う と きだ 。 通 常 、 そ れ が 意味 する の は 、 こ れ ま で 信頼 し て いた 人 物 が 、 本 
物 か 揚 造 か に か か わら ず 、 何 ら か の 刑事 告発 で 逮捕 され た か 、 あ る い は 
愛す る 人 が 今にも 解体 機械 に 引き ずり 込ま れ そ うに な っ て いて 、 自 分 の 
道 を くね くね と し よう と し て いる 、 と いう こと だ 。 あ る 種 の 潜入 捜査 官 を 保 
証する こと で 逮捕 され る 。 


最初 の ミー ティ ング で は 、 基 本 的 な 構成 要素 か ら 始め て 、 見 込み 
客 に 関す る いく つか の 基本 的 な 事実 を 決定 し よう と し て いま す 。 言 い 換え 
れ ば 、 彼 は 正気 な の で し ょ うか ? 

私 た ち が そ ん な こと を 尋ね な けれ ば な ら な い の は 砺 劇 で す が 、 自 
由 民 主 主 義 が 多く の 神経 質 に な り 、 傷 つき 、 傷 つい た 人 々 を 生み 出し て い 
る の が 事実 で あり 、 そ の 多く は ハリ ウッ ド の エン ター テイ メン ト で 見 る 以 
外 に 私 た ちの こと を 知る すべ が あり ませ ん 。 多 く の ア メリ カ 人 は 実際 、 映 
画 や テレ ビ が 私 た ち に つい て の ステ レオ タイ プ を 信じ て お り 、 彼 ら は ステ 
レオ タイ プ を 無視 し て で は な く 、 そ の ステ レオ タイ プ を 理由 に 白人 至上 
主義 者 の グル ー プ に 参加 し よう と し ます 。 彼 ら は 、 依 頼 だ け で この 新参 者 
に すべ て の 個人 的 な 敵 に 復讐 する た め に 、 ス キー マス ク を か ぶっ た 武装 
集団 を 送り 込む 謎 の テロ 組織 に 加わ っ て いる と 信じ て いる 。 彼 ら は 、 空 想 
と 現実 の 違い を 理解 で き な い た め 、 ラ イフ ル か 爆弾 を 渡さ れ 、NVA の た め 
に 誰か を 殺し に 行く よう に 言わ れる と 信じ て いま す 。 彼 ら 5 は ブー ツ と 革 製 
の 服 を 着せ られ 、 潜 で 打 た れる と 思っ て いる 
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アメ リカ は た だ の 変人 を 大 量 に 生み 出し て お り 、 我 々 は 彼ら を あま り に も 多く 
受け 入れ て いる 。 し た が っ て 、 紙 念 な こと に 、 最 初 に 判断 する 必要 が ある の 
は 、 見 込み 客 の ネジ が 緩ん で いる か どう か で す 。 


それ が 現実 さ 。 

次 に 、 こ れ に 多少 関連 する 演習 で す 。 完 全 な 狂気 で は な く 一般 的 な 
機能 不全 の 明らか な 兆候 が な いか 確認 し ます 。 新 し い 見 通し は 完全 に 狂っ 
て いる わけ で は な いか も し れ な い が 、 典 型 的 な アメ リカ の 破損 品 な の で し ょ 
うか ? 入 浴 し て いな い 、 デ オド ラン ト 剤 を 使用 し て いな い 、 ひ どく ぼろ ぼろ ま 
た は 乱れ た 服 、 神 経 質 な 顔 の チッ ク ま た は 不適 切な 笑い 方 、 言 われ て いる こ 
と に 集中 で き な い 、 ま た は 言わ れ て いる 内 容 を 理解 で き な い (薬物 乱用 に よ 
る 脳 損傷 の 可能 性 ) 、 明 ら か に 詐欺 を 実行 し よう と し て いる ある い は 、 運 動 に 
何 か を 投入 する の で は な く 、 運 動か ら 何 か を 得る 、 あ る 種 の マル チ 商 法 ね ず 
み 講 や その 他 の いか が わし い 金 融 詐欺 に 党 を 関与 せ せ よ うと し て いる と いう 
ほのめかし 、 こ れ ら は あな た が 探さ な けれ ば な ら な いも の で す 。 場 合 に よっ 
て は 、 見 込み 客 が 、 一 緒 に 引っ 越し て くれ る 人 を 探し て いる 単なる ホー ムレ ス 
で ある こと が 判明 する こと も あり ます 。 悲 劇 的 で す が 、 い つか 私 た ち も パ レス 
チ ナ や 中 東 の ハマ ス の よう な 多く の 団体 と 同じ よう に 社会 福祉 機関 と し て 機 
能 で きる よう に な る か も し れ ま せん が 、 今 は そう で は あり ませ ん 。 


は い 、 こ れ は すべ て 非常 に 悪い こと に 聞こ えま す 。 自 由 民主 主義 の ア 
メリ カ は ダメ な と ころ だ 。 そ れ は 白人 を 傷つけ 、 血 を 排出 し 、 魚 の よう に 内 臓 
を 取り 除き 、 フ ッ ク に 吊る し て 血 を 流し ます 。 そ の よう な 人 々 が 、 安 全 を 求め て 
必死 に 私 た ち に 近づき 、 野 獣 か ら 白 人 の 力 を 守る こと に な る で し ょ う 。 思 いや 
り を 持っ て 彼ら に 会 い 、 そ し て そっ と 追い 返し て くだ さい 。 


今 、 私 た ち が 彼 ら の た め に で きる こと は 、 こ の 汚い 世界 全体 を 上 か ら 下 まで 変 
える こと 以外 に 何 も あ り ま せん 。 し か し 、 そ の た め に は 、 自 分 の 重み を 乗り 越 
える こと が で きる 機能 的 な 人 材 が 必要 で す 。 
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2.18 初め て の 1 対 1 ミー ティ ング の 10 の ルー ル 


ルー ル 1: 何 が 起こ っ て いる の か が 気に入ら な い 場 合 は 、 立 ち 去 っ て くだ さい 。 

ルー ル 2: 見 込み 客 が 違法 行為 に つい て し ゃ べり 始め た ら 、 相 手 の 虫 
に 聞こ える よう に (は い 、 彼 ら は 有線 か 、 そ う で な けれ ば 頭 が お か し いか の ど 
ちら か で す )、 あ な た は 違法 行為 に は 興味 が な く 、 自 分 は その つも り で ある と 
は っ きり と 大 声 で 言い まし ょ う 。 参 加 し な いつ も り で す 。 そ れ 以 降 は 何 も 言わ 
ず に その 場 を 立ち 去り まし ょ う 。 


ルー ル 3: 彼 ら が 自分 を コン トロ ー ル で き な い よう に 見 える 場合 (つま 
り 、「 黒 人 」 と 少し 大 声 で 言い すぎ た り 、 貴 嘩 を 求め て いる よう に 見 える 場 
合 )、 彼 ら は 私 た ち に は 向い て いま せん 。 白 人 は 現在 、 攻 撃 的 、 横 暴 、 外 向 的 な 熊 
度 で 自分 た ち を 取り 扱 お うと し な い 、 何 の 権利 も 持た な い 人 迫害 され た 少数 派 
で ある こと を 理解 し て いな けれ ば 、 彼 ら は 党 に と っ て リス ク と な る 。 人 生 の 本 
当 の 状況 を 知ら な いこ と は 非常 に 危険 で す 。 


ルー ル 4: た と えす べ て が 青 定 的 な も の で あっ て も 、 会 議 に つい て 部 
門 の リー ダー に 報告 する 。 こ れ が 起こ っ て いる 間 、 党 の 誰か が あな た が どこ に 
いる か を 常に 知っ て いる よう に し て くだ さい 。 理 想 的 に は 、 部 隊 の 指導 者 また 
は GHQ 関係 者 は 、 会 議 が 開催 され る 場所 と その 場所 を 知っ て いる べき で す 。 


ルー ル 5: 会 議 の こと を 知っ て いる 人 全員 に 、 会 議 が 終わ っ た と き と そ 
の 様子 が 安全 で ある こと を 知ら せ て くだ さい 。 グ ルー プ 全 体 に すぐ に は 関係 し 
な い 機 密 情 報 が ある 場合 は 、 別 の コミ ュ ニ ケー ショ ン で フォ ロー アッ プ し て く 
だ さい 。 


ルー ル 6: 悪 いこ と が 何 も 起 こっ て いな い 限 り 、 誰 か が どの よう に し て 
人 種 的 意識 を 持つ よう に な っ た の か 、 ど の よう に し て 運動 を 見 つけ た の か (お 
よび 以前 の 運動 の 経験 ) 、 ど の よう に し て 党 を 見 つけ た の か を メモ し て くだ 
さい 。 こ の 最後 の 部 分 が 重要 で す 。 私 た ちの 残念 な 現実 の 一 部 は 、 誰 か が どん 
な 荷物 を 運ん で いる の か 、 そ し て 彼ら が どの よう な 運動 の 毒性 を 持っ て いる の 
か を 私 た ち が 認 識 する 必要 が ある と いう こと で す 。 
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ルー ル 7: 党 の Web サイ ト か ら 何 を 知っ て いる か (バト ラー 計画 、 
NAR 暫定 憲法 、NFN コン テン ツ な ど )、 お よび 北西 部 の 小説 を 何 冊 読ん だ か 
を 調べ ます 。 こ れ ら の アイ テム は 、 よ く 知っ て いる も の で あれ ば 良い 会 話 の ネ 
タタ に な り 、 そ う で な いも の で あれ ば 優れ た 「 宿 題 」、 に な り ま す 。 


ルー ル 8: こ の 第 5 版 移 行 マ ニュ アル に つい て 具体 的 に 質問 し て くだ 
さい 。 第 4 版 以前 を 読ん だ 人 も 多い と 思い ます が 、 多 く の 変更 点 が あり ます 。 
資料 を 入手 する 必要 が ある 場合 は 、 電 子 メ ー ル で リン ク を 提供 する か 、 ハ ー ド 
コピ ー を 持参 で きる よう に 準備 し て くだ さい 。 素 材 を 提供 する 場合 は 、 そ れ を 
ホワ イト ブッ ク か 北西 部 の 小説 に する よう に し て くだ さい 。 『The Brigade』 
は 、 北 西部 独立 に 関す る 本 を まっ た く 読ん だ こと が な い 人 に と っ て は 良い 入 
門 書 で す 。 『 強 大 な 要塞 』 は 良い 読み 物 で ある (そし て 今 で も 配布 で きる ) 
が 、 血 な まぐ さい 暴力 より も も う 少 し イデ オロ ギー が 含ま れ て いる (そし て 、 
正直 に 言う と 、 そ れ が 小説 の ほとん どの 読者 を 楽し ませ る も の で す ) 。 誰 か が 
政治 的 陰謀 に も う 少 し 興味 が ある よう に 見 える 場合 は 、 マ イ テ ィ フォ ー ト レス 
を 差し 出し まし ょ う (交渉 は 彼ら を 楽し ませ る は ず で す ) 。 


規則 9: 文 書 を 配布 する 場合 は 、 お 金 を 受け 取っ て は いけ ませ ん 。 彼 ら 
に 前 払い し て も らい まし ょ う 。 私 た ち は 、 ム ー ニ ー や サイ エン トロ ジス ト で ある 
と か 、 お 金 に し か 興味 が な いと いう 印象 を 人 々 に 与え た く あ り ま せん 。 


ルー ル 10: 彼 ら が 党 内 で 示す の と 同じ レベ ル の 関心 を 彼ら に 対し て 
示す 。 誰 か が 宿題 を 終え て 熱心 で あれ ば 、 そ の 人 は 貴重 な 存在 で す (アラ ー 
ム が 鳴ら な い 限 り ) 。 誰 か が 私 た ち を 何気なく 調査 し て いる 場合 、 そ れ は 彼ら 
が 人 種 的 意識 を 持っ て いる 可能 性 が あり ます が 、 ま だ コミ ッ ト し て いな いこ と 
を 意味 し 、 そ うす る こと は 労力 と リソー ス を 無駄 に する た め 、 私 た ち は 彼 ら に コ 
ミッ ト す る こと は で きま せん 。 


2.19 会 費 
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誰か が これ ら す べ て の 費用 を 支払 わな けれ ば な り ま 
せん 、 そ し て その 誰か が あな た で す 。 会 費 を 定期 的 に 支払 う 
こと に よっ て 、 上 真剣 な 革命 家 と 趣味 人 、 手 抜き 者 、 機 能 不全 者 
と が 区 別 さ れる 。 

北西 部 戦線 に は 、 こ の マニ ュ ア ル の 前 半 で 説明 し た も 
の を 超え る 正式 な メン バー シッ プ は あり ませ ん 。 メ ン バ ー 放 
ッ プ の 概念 自体 が 白人 アメ リカ 人 に と っ て 非常 に 問題 が あ 
た めで す 。 彼 ら は 、IRA の っ 
ズ と ムー ス ロッ ジ に つい て 考え る 傾向 が あり ます 。 会 員 申 請 
書 や 会 員 カ ー ド 、 そ し て 秘密 警察 に パン くず の 痕跡 を 残す 官 
僚 制 度 な ど 、 私 た ち が 持つ べき で は な いも の すべ て が な けれ 
ば 、 米 国 が 認め る 意味 で の 実際 の 「 会 会 員 」 に な る 方 法 は まっ 
た く あ り ま せん 。 。 こ こ が ロ ー タリ ー クラ ブ で は な いこ と を 
私 た ち が 理 解す る に は 時 間 が か か り 、 お そら く 悲 劇 的 な こと 
に な る で し よう 。 


し か し 、NF は 依然 と し て 政治 運動 の 拡大 に 必要 な 定 
期 収 入 を 必要 と し て お り 、 経 験 上 、 純 粋 な 善意 の 提供 に 依存 
する こと は し ば らく の 間 は 機能 する も の の 、 結 果 は まち まち 
で 、 経 済 的 な 響 宴 と 錠 僚 の 絶え 間 な い 山 あり 谷 あ り で ある こ 
と が わか っ て いる 。 < 私 た ち は 定 期 的 な キャ ッシュ フロ ー を 
持た な けれ ば な り ま せん が 、 政 治 委員 会 や 、 秘 密 ie 
ち を 犠牲 に し 、 憲 法 上 の 自由 に 対す る 憲 記法 上 の 権利 を 侵害 
る た め に 使用 で きる リス ト 、 銀 行 記録 、 文 書 の 
必要 と する 政治 和 要員 会 な どの 正式 な 組織 を 形成 する 必要 は 
あり ませ ん 。 表 現 と 良心 の 自由 。 


北西 部 戦線 の 理想 と プロ グラ ム に 賛同 する 人 は も 毎 
月 10 ドル の 寄付 を 求め られ ます 。 少 な く と も 紙 の 上 で は 会 
員 権 な ど と いう も の は 存在 し な いた め 、 こ れ ら は 「 会 費 」 で 
は あり ませ ん 。 こ れ ら の 寄付 は 純粋 に 自発 的 な も の で す が 、 自 
発 的 に 寄付 し な いこ と は 印象 に 残り ませ ん 。 言 葉 だ け で NF を 
支持 する と 、 誰 か の 意見 に 疑問 が 生じ ます 。 
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上 献 身 。 ま た 、 私 た ちの 支援 者 は 、 半 年 に 一 度 の 募金 活動 を 通じ 
て 、 春 と 秋 の 年 2 回 、 少 し 追加 の 寄付 を する よう 求め られ て い 
ます 。 


2.20 北西 部 義勇 軍 


これ は 重要 な セク ショ ン で す 。 生 まれ た と きか ら 吊 り 込 
まれ て きた アメ リカ の 思考 プロ セス と は 異質 で ある の と 同じ く 
らい 、 こ の 本 を 注意 深く 読ん で 、 心 を 包み 込む た め に で きる 限 
り の こと を し て くだ さい 。 

セク ショ ン 1.19、 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 設立 に 先立っ 
て 行わ れ な けれ ば な ら な い 国 民 会 議 に 戻り まし ょ う 。 全 国 大 
会 の 設立 の 直前 また は 直後 に 、 非 常に 密接 に 付随 し な けれ ば 
な ら な い 別 の ステ ッ プ が あり ます 。 こ れ は ノー スウ ェ ス ト ボ ラ 
ンティア の 創設 と な り ま す 。 NVA、 ノ ー ス ウェ スト ボラ ン テ ィ 
ア で は あり ませ ん 。 


違い が あり ます 。 NVA は 架空 の 民兵 組織 で あり 、 そ の 
目的 は 、 ジ ョ ー ジ ・ ワ シン トン の 大 陸軍 が 設立 し た の と 同じ よう 
に 、 占 領 軍 に 対す る 戦闘 作戦 に 従事 し 、 ノ ー ス ウェ スト 共和 国 
の 独立 と 共和 国 の 合法 的 政府 と し て の 国民 会 議 の 権威 を 確立 
する こと で ある 米国 の 合法 政府 と し て の 大 陸 会 議 。 NVA は 
存在 し ませ ん 。 何 ら か の 成功 の チャ ンス が あれ ば 確立 で きる 
まで は 存在 で きま せん し 、 存 在 し て は な ら な い の で す 。 そ の 時 
は 今 で は は る か に 遠い も の で あり 、 白 人 の アメ リカ 人 は 依然 と 
し て 精神 と 性 格 に お いて 非常 に アメ リカ 人 で ある た め 、 そ れ に 
つい て 私 た ち が 議 論 す る 必要 さえ あり ませ ん 。 ま ず 単純 に 聞 
こえ る か も し れ な い が 、 私 た ち は 人 々 に アメ リカ 人 で ある こと 
を や め て 、 私 た ちの 祖先 の よう に 再び 白人 で いる こと を 始め さ 
せる 必要 が ある 。 


し か し 、 ノ ー ス ウェ スト ボラ ンティア は 別物 で す 。 彼 ら 
の 創造 は 大 い に 可 能 に な る だ ろう 
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法律 的 に 言え ば 、 そ れ は 法律 に 違反 する も の で は あり ませ ん が 、 弁 護 士 
が 十分 に 努力 すれ ば 、 い つ で も 誰か を 告発 する 何 か を 見 つけ る こと が 
で きる た め 、 よ り 早 く 。 RICO な どの 法律 は 、 こ の 国 で は すでに 結社 に 
よる 有罪 の 法 原則 を 確立 し て お り 実際 の あか ら さ まな 犯罪 行為 の 必 
要 性 を 排除 し て いる 。 


9/11 以 来 、 米 国司 法 長官 は 誰 で も 「 テ ロリ スト 」 に 指定 し 、 あ ら ゆ る グ 
ルー プ を 「 テ ロ 組 織 」 に 指定 する 権限 を 持っ て いる た め 、 ヨ ー ロ ッ パ の 
違法 組織 と いう 概念 は 人 々 の 頭 の 中 に 存在 する か どう か は 分 か ら な 
い 。 独 裁 政 権 と メデ ィ ア も 大 きく 後 れ を 取る こと は で きま せん 。 


核心 的 な 話 に 入り まし ょ う 。 北 西部 戦線 は 組織 で は な く 生 命 体 
で ある こと や 、FBI が び どの よう に し て アイ デア を 浸透 させ る こと が で き 
な いか に つい て の こと を すべ て 覚え て いま すか ? ま あ 、 90 
り 、 そ れ は すべ て 真実 で す が 、 今 、NF は 、 歴 史 を 通じ て すべ て の 革命 
動 を 悩ま せ て きた 理論 と 現実 世界 の 間 の 矛盾 に 遭遇 し て いま す 。 


私 た ち は 生 き 残る だ け で な く 、 勝 た な けれ ば な り ま せん 。 
実際 の と ころ 、 現 実 の 世界 で は 、 基 本 的 に 怠 必 や 人 生 の より 高い 目的 に 
集中 で き な い こと を カモ フラ ー ジ ュ す る た め の 言 い 訳 で ある 不定 形 で 
の ん びり し た 塊 が 、 強 力 で 定着 し た 専制 政治 を 打破 する こと は で き な 
い 。 2012 年 に タ ハ リー ル 広 場 で 起き た エジプト 人 の 暴徒 は 、 ム スリ ム 
同胞 団 側 の 30 年 間 に わ た る 血 と 汗 と 涙 と 投獄 と 死 の 結果 だ っ た 。 
1789 年 7 月 12 日 、 カ ミー ユ < デ ムー ラン が パリ の カフ ェ の テー ブル に 飛 
び 乗 っ て 暴徒 を 扇動 し て バス ティ ー ユ を 襲撃 し た の は 事実 だ が 、 そ の 
演説 は ルソー や イル ミナ ティ 、 な ど 。 


北西 部 ボラ ンティア は 、 つ い に 頭 が お か し く な っ た 人 々 を 数 人 
集め た と き に 私 た ち が す る こと で す 
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まっ すぐ で 、 TLC、 つ まり 北西 アメ リカ 共和 国 へ の 生涯 の 献身 的 な 
取り 組み を 喜ん で 行う 人 た ち で す 。 

白人 至上 主義 運動 は 全体 と し て 多く の 傾向 で 構成 され て い 
る : 極 度 の 保守 主義 者 、 キ リス ト 教 徒 の アイ デン ティ ティ の 人 々 、 異 
教徒 と ウィ ッ カ の 人 々 、 民 兵 組織 、 修 正 主義 者 、 生 存 主義 者 、 国 家 社 
会 主義 者 立憲 主 義 者 税金 反 乱 と 主権 在 民 の 擁護 者 、 そ し て その 
他 の 6 つの グル ー プ 。 ア メリ カ 人 を 吊る す ロ ー プ を 編 ま な けれ ば な り 
ませ ん 。 北 西部 ボラ ンティア は 、 白 人 ナシ ョ ナリ ズム を 構成 する さま 
ざま な 傾向 すべ て を 私 た ち が 編む ロー プ と な る で し ょ う 。 北 西部 義 
勇 兵 と 北西 部 戦線 の 残り の 部 隊 と の 関係 は 、 参 謀 本 部 と 軍 の 残り の 
部 隊 と の 関係 と な る 。 も う 一 つの 類似 点 は 、 こ の 国 で は 何 十 万 人 も 
の 人 々 が 組織 犯罪 に 参加 し て いる の に 対し 、 コ ー サ 。 ノ スト ラ 自 体 は 
わずか 4 ぐ 5,000 人 の 「 作 られ た 」 メ ン バ ー、 ま た は 正式 な メン バ 
ー で 構成 され て いる と いう こと か も し れ ま せん 。 


北西 部 独立 運動 と 拍 人 ナシ ョ ナリ ズム 全体 の 中 で 、 北 西部 
ボラ ンティア は マフ ィ ア の 「 成 り 上 が り 者 」 に 相当 する だ ろう 。 北 本 
部 ボラ ンティア は 、1775 年 の ミニ ッ ツ メン に 似 た 、 北 西部 アメ リカ 
共和 国 の 最初 の 兵士 に な り ます 。 北 西部 ボラ ンティア は 、 こ の 世界 
の 物質 的 な も の と 、 個 人 的 な 方 法 で アメ リカ が 提供 する すべ て の も 
の を 自発 的 に 放棄 する 男性 また は 女性 に な り ます 。 富 、 喜 び 、 そ し て 
社会 的 承認 を 得る た め に 、 自 分 自身 と 人 生 の すべ て を 北西 ア メリ 
共和 国 の 実現 と いう 一 つの 大 義 に 捧げ る た め に 。 


彼 ま た は 彼女 は 自発 的 に 事実 上 軍事 的 規律 の 下 に 身 を 置く 
こと に な り ま す 。 た と え 戦 闘 前 の 段階 や や っ て も 、NV は 政治 的 兵士 
と な る だ ろう 。 彼 ら は 命令 を 出し た り 受 けた りす る こと に な る で し ょ 
う 。 彼 ら が 夜 の 寂し い 高速 道路 に 出頭 する よう 命じ られ た と き 、 
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真冬 に 彼ら は 車 に 乗っ て 現れ ます 。 彼 ら は 逮捕 され る と 、 必 
要 に 応じ て 今後 20 年 間 は 「 何 も 言う こと は な い 」 と 答え る だ 
ろう 。 基 本 的 な こと 、 す べ て の 真 の 単 命運 動 の こと で す が 、 ア 
メリ カ の 白人 至上 主義 運動 が 決し て 達成 で き な か っ た こと で 
3 


ノー スウ ェ ス ト ボ ラン ティ ア は 、 会 員 記 録 も 紙 の 記録 
も 一 切 残 さ ず 、 他 の 数 人 の 前 で 数 言 話す だ け で 、 そ の 後 、 存 続 
を 確保 す る た め に 、 厳 し く 、 感 謝 さ れず 、 危 陸 で 、 お そら < 知ら 
れ て いな い 生 涯 に わた る 奉仕 を 続け る こと に な る で し ょ う 。 
私 た ちの 人 々 と 白人 の 子供 た ちの 未来 。 


北西 部 ボラ ンティア は 宣伝 、 募 集 、 政 治 活動 な ど あ ら 
ゆる 種類 の 地上 任務 を 担う こと に な る が 、 彼 ら の 主 な 任務 は 、 
あら ゆる 意味 で 国民 大 会 の 積極 的 な 代表 者 と し て の 役割 を 
果たす こと で ある 。 共 和 国 が 設立 され て 自由 に な り 、 彼 ら の 物 
語 が 語ら れる よう に な る まで は 、 書 類 、 バ ッ ジ 、 パ ッ チ 、ID カー 
ド 、 制 服 、 秘 密 の デコ ー ダ ー リ ング 、 そ の 他 の 識別 マー ク は 一 
切 存在 し ませ ん 。 北 西部 の ボラ ンティア は 、 短 く て シン プル な 
宣 装 を し て 組織 に 加わ り ま す 。 


「 私 は 今後 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 、 そ の 法律 と 憲法 、 そ 
し て 国民 会 議 と いう 形 の 臨時 政府 に 対し て 真 の 忠誠 を 暫 う こ 
と を 厳 下 に 暫 い ます 。 私 は 上 司 の すべ て の 命令 に 自由 か つ 忠 
実に 従う こと を 痺 い 、 北 西部 義勇 軍 や 共和 国 へ の 私 の 奉仕 に 
関す る 情報 を 権限 の な い 人 物 に 決し て 漏らさ な いこ と を 匠 いい 
ます 。 で すか ら 神 よ 、 私 を 助け て くだ さい 。」 
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宣 碑 は 他 の 2 人 の ボラ ンティア と 北西 三 色 旗 の 立会 い の 下 で 
行わ れ 、 殿 堂 入り 者 の 信仰 や 世界 観 に 応じ て 、 聖 書 、 『 我 が 闘争 』 の 
コピ ー、 裸 の 刃 、 装 填 済 みあ の ピス トル の いずれ か に 宣 区 さ れる 。 。 こ れ 
以上 複雑 な こと は 必要 あり ませ ん 。 こ の 暫 い を 立て る 人 は 誰 で も 、 そ れ 
が 何 を 意味 する の か 、 そ し て それ に よっ て 自分 が 負う 生涯 に わた る 義 
務 に つい て 、 自 分 の 心 の 中 で 完全 に 明確 に し な けれ ば な り ま せん 。 決 し 
て 軽い 気持 ち で 投与 し た り 、 ゲ ー ム と し て 投与 し た り 、 呈 町 状態 や 馬 
遊び の よう な 状態 で 投与 し て は な り ま せん 。 


北西 部 ボラ ンティア は 現在 存在 し ませ ん 。 
現時 点 で は 、 そ れ ら が い ご 実現 する か は 不明 で す 。 NF の 活動 家 は 、 
GHO と 党 指 導 部 が この グル ー プ を 活動 化す る の に 適切 な 時 期 で ある 
と 判断 し た と き に 通知 され ます 。 そ の 時 が 来れ ば 、 実 際 の 指揮 系 統 が 
確立 され る こと に な る 。 


これ を 登録 し て くだ さい 。 こ の 記事 の 執筆 時 点 で は 、 ノ ー ス ウェ 
スト ボラ ンティア は 存在 し ませ ん 。 ノ ー ス ウェ スト ボラ ンティア が 正式 
に 活動 化 さ れる まで 、 誰 も ボラ ンティア の 宣 区 を 宣 碑 し た り 執 行 し た り 
する 権限 は あり ませ ん 。 北 西部 の ボラ ンティア に な り た いな ら 、 ボ ラン 
ティ ア の よう に 生活 を 始め て くだ さい 。 


2.21 一 度 に 一 歩 ず つ 


私 た ち が し な けれ ば な ら な いこ と は 、 こ の NF に アル コ ホ ー リ 
クス ・ ア ノニ マス の よう な アプ ロー チ を する こと で す 。 つ まり 、 私 た ち は 
一 度 に すべ て を 受け 入れ る こと で す 。 シ ンプ ル で 達成 可能 な To Do リ 
スト を 作成 し ます 。 そ の 後 、 そ れ に 従う こと で 、 要 点 を 逸れ た り 、 メ ッ セ 
ー ジ か ら 人 逸れ た りす る こと は あり ませ ん 。 A か ら B、C、D へ と 一 歩 ず つ 
進ん で いき ます 。 や る べき こと の チェ ッ ク リ スト を 完了 し た ら 、 別 の リス 
ト を 作成 し 同じ こと を 行い ます 。 


ゆっ くり と 毎日 、10 ド ル の 会 費 支 払い ご と に 10 ド ル の 会 費 支 
払い 、 小 さ な 行 動 ご と に 小さ な 行動 、 私 た ち は い ます 
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上 に 向かっ て 進ん で いま す 。 こ れ は 、 私 た ちがい つも 言及 し て 
いる 重労働 の 部 分 で す 。 そ れ が いつ まで 続く か は わか り ま せ 
ん 。 私 た ち が 個 人 と し て 行う こと は すべ て 、 単 な る 針 刺し に 過 
ぎません が 一 万 回 の 針 刺 し が 合わ さる と 、 野 獣 は 最終 的 に は 
出血 し て 死ぬ ほど の 傷 を 負う こと に な り ま す 。 
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ン 、 ーー ク ー 
2.22 革命 前 衛 の 
募集 

リー ダー と し て も メン バー と し て も 、 私 た ち が こ の 運動 に 
参加 し て ほし く な い 種 類 の 人 々 に つい て 多く の こと が 書か れ て 
きま し た 。 北 西部 の 移民 は 、 私 た ち が 本 当 に 望ん で いる の は 誰 
な の か を 強調 する 必要 が あり ます 。 そ の 際 、 私 た ち は 過 去 の 過ち 
を 避け る た め に 状況 を 分 析 す る だ け で な く 、 北 西 移住 と いう 最 
終 目標 、 す な わ ち 国家 権力 の 掌握 と 北米 の 地 で の 白人 共和 国 の 
創設 を 達成 する こと を 視野 に 入れ て 状況 を 分 析 す る 必要 が あ 
る 。 O 


私 た ち が 過 去 に 経験 し た 機能 不全 の 種類 を 考慮 する と 、 
何より も 正常 さ を 求 め る の は 自然 な こと で す が 、 こ れ に つい て は 
考え る 必要 が あり ます 。 こ の 日 と 時 代 に お いて 正常 と され る も の 
を 考慮 する と 、 私 た ち は 実 際 に 「 普 通 」 の 人 を 望ん で いる で し ょ 
うか 2? 郊 外 か ら 発生 する 人 種差 別 主義 者 の ビー バー クリ ー バ ー 
の 大 群 に つい て 、 ま だ ある 程度 の ビジ ョ ン を 抱い て いる 人 々 は 、 
再考 する 必要 が ある 。 革 命 家 は 決し て 普通 の 人 間 や 平均 的 な 
人 間 で は な く 、 た と え 最 良 の 同志 で あっ て も ある 程度 の 個 伯 や 
奇抜 さ は 常に 現れ る も の で ある こと を 私 た ち は 理 解 し な けれ ば 
な り ま せん 。 ま さ に 定義 上 、 白 人 至上 主義 者 は 別 の ドラ マー の ビ 
ー ト に 合わ せ て 行進 し ます 。 


多く の 問題 は 、4 人 また は 5 人 の 小さ な 独房 で の 活動 の 
た め に 、 個 人 で 実践 ベー ス で 人 々 を 採用 し 教え 込む と いう 慣行 
を 採用 する こと に よっ て [ 品 朋 で きま す 。 真 剣 な 活動 家 で あれ ば 、 
常に 少な く と も 3 人 か 4 人 の 採用 候補 者 に 「 働 きか け 」 る 必要 
が あり ます 。 し か し 活動家 は 潜在 的 な NF メン バー を 選択 する 
際 に 、 正 確 に は 何 に 注目 すべ き で し ょ うか ? 


1. バー で の 勧誘 は 避け て くだ さい 。 は い 、 国 家 社 会 主義 
運動 は ミュ ン ヘ ン の ビア ホー ル で 始ま り ま し た 。 そ れ は 1920 
年 代 の ヨー ロッ パ で し た 。 こ こ は ア メリ カ で す 
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21 世 紀 。 違 う 時間 、 違 う 場所 、 違 う 人 人 。 ア メリ カ の バー は 革命 家 で 
は な く 、 酔 っ ぱら いと ハエ が た むろ する 場所 で す 。 私 た ち が 必 要 
と し て いる の は 、 オ ラン ダ 人 の 勇気 で は な く 、 真 の 勇気 を 持っ た 
男性 で す 。 ア ルコ ー ル と 白人 ナシ ョ ナリ ズム は 相容れない 。 


酒 に 酔っ て 人 種 的 慣 り を 表現 する こと を 、 真 の 白人 の 革命 
的 貢 身 と 誤解 し な いで くだ さい 
負荷 が か か る と 誰 で も 口 を 撃ち 抜く こと が で きま す 。 せ い ぜ い 、 誰 
か が アル コー ル を 摂取 し て いる と き に 人 種差 別 主義 的 また は 反 
少数 派 の 発言 を し て いる の を 聞い て 、 後 で その 人 の 居場所 が わ 
か っ て いる 場合 は 、 そ の 人 に 近づき 、 シ ラフ の と き に 同じ 発言 を す 
る か どう か を 確認 する だ け で す 。 十 中 八 九 、 彼 ら は 勇気 を 出さ ず 、 
地元 の 政治 的 に 正しい 体制 に 自分 た ち を 引き 入れ よう と する 誰 
か に よっ て 、 自 分 た ちの 杯 の 中 で 人 種 的 異端 が 熱狂 的 に 語ら れ て 
いる の を 聞い た の で は な いか と 考え る と 実際 に 不安 に な り 動 揺 
する だ ろう 。 バ ー や その 他 の アル コー ル 関 連 の 環境 で 採用 され た 
貴重 な 活動 家 を 1 人 見 つけ る の は 非常 に まれ で す 。 遅 か れ 早 か 
れ 彼ら は 逮捕 され る か 干 さ れる こと を 余儀 な くさ れ 、 発 泡 ス チロ 
ー ル の カッ プ の よう に くし ゃ くし ゃ に な り ま す 。 と ころ で 、 バ ー で 人 
種 問題 に つなが る 可能 性 の ある 酒 に 金 を つぎ 込ん で 一 体 何 を し 
て いる ん だ ? 


2. 若者 に 重点 を 置き ます が 、 法 定 未成 年 者 の 扱い に は 特 
に 注意 し て くだ さい 。 ア メリ カ で 最も 悪質 な 人 種差 別 主義 者 の 中 
に は 高校 生 や 中 学生 も いま す 。 彼 ら は 統合 、 逆 差別 、 ポ リティ カル 
・ コ レク ト ネ ス 、 礎 薬 、 人 種 暴 力 人 種 混乱 の 最前 線 に いる の だ か 
ら 、 こ れ は 当然 だ 。 白 人 の 若者 に 白人 至上 主義 と 北西 部 革命 の 思 
想 を 教え ぇ 込む た め の 政 治 的 。 人 種 的 教育 は 、 こ の 運動 の 最も 重要 
な 任務 の 一 つ で ある が 、 慎 重 か つ 巧み に 取り 組ま な けれ ば な ら 
な い 。 
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これ ら の 子供 た ち に 時 々 ステ ッ カ ー や 文書 を 与え 、 で きる だ け 
頻繁 に 学校 を 対象 に し て 文書 を 配布 する こと が で きま す 。 し か し ) 成 
人 の 白人 至上 主義 者 と 、 親 が 人 種 的 意識 を 持た な い 未 成年 の 少年 少 
女 と の 直接 の 接触 は 可能 な 限り 避け て くだ さい 


た と え 知 り 合い の 子供 で あっ て も 、 自 宅 や アパ ー ト を た まり 場 
に し な いで くだ さい 。 彼 ら は 友達 を 連れ て きま す が 、 中 に は あな た の 
知ら な い 人 も いま す 。 そ れ か ら 突 然 、 馬 遊び 、 麻 薬 、 銃 器 の いじ り 未 
成年 者 の 飲酒 、 未 成年 者 の 性 行為 が 行わ れる よう に な り 、 こ れ ら すべ 
て の 法 的 責任 を 誰が 負う の か 推測 で きま すか ? 


18 歳 に な る まで は 、 プ ラン テー ショ ン の 奴隷 と 同じ よう に 、 テ 
ィ ー ン エイ ジャ ー は 多かれ 少な か れ 親 の 法 的 所 有 物 で す 。 彼 ら に は 
政治 的 また は 社会 的 権利 が な く 、 も し ティ ー ン エイ ジャ ー が 怪我 を し 
た り 、 あ な た が 直接 与え た 文書 で トラ ブル に な っ た り 、 あ な た 個人 に 
原因 が ある と 考え られ る 人 種 問 の 争い に 巻き 込ま れ た り し た 場合 、 
な た は 、 次 の いずれ か の 方 法 で 傷つい た 世界 に 陥る 可能 性 が あり ま 
す 。 法 律 、 あ る い は 親 の 私 的 訴訟 を 通じ て 、 あ な た の 邪悪 な 人 種差 別 
で 小さ な 最愛 の 人 を 「 堕 落 さ せ た 」 と し て あな た を 徹底 的 に 訴え る こ 
と が で きま す 。 起 こっ つて し まっ だ の で す 。 


十 代 の 若者 た ち へ の 洗脳 は 不可 欠 で す 。 シ ステ ム が 働き か け 
る 前 に 、 私 た ち は 彼ら の 心 RI 
イン ター ネッ ト が 非常 に 貴重 な ツー ル と な る 分 野 の 1 つ で す 。 私 た ち 
は 子供 た ち を 腕 を 伸 ば 本 し 、 特 別 な 場合 を 除い て 個人 対 個人 で 
は な く 一般 的 な プロ パガン ダ と アウ トリ ー チ 活動 を 通じ て 18 歳 未 
満 の 子供 た ち を 教え る 必要 が あり ます 。 よ り リ スク は ある も の の 、 よ り 
効果 的 な 実践 的 な アプ ロー チ が 必要 な 特殊 な ケー ス が 子供 に 当て は 
まる 場合 、 そ れ は あな た の 判断 に 和 要 ね られ ます 。 間 違っ た 電話 を か け 
る と 、 シ ステ ム が あな た を コン トロ ー ル し 、 す べ て を ひね っ た り 絞 め た 
りす る で し ょ う 。 子 ども た ち が 魔 法 の 18 を 打つ と 、 自 由 に な り 、 ク リ 
ア に な り ま す 。 
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3. この 人 物 は 北西 部 の 独立 の 大 義 に 対し て どの よう な 
貢献 が で きま すか ? こ れ は 、 見 込み 顧客 へ の 取り 組み を 開始 する 
前 に 、 自 分 自身 に 尋ね る 必要 が ある 最初 の 質問 で す 。 単 に 誰か を 
人 種 的 に 目覚 め さ せ た り 、 そ れ 自 体 の た め に 彼ら を 北西 部 の 視 
点 に 連れ て 行っ た りす る こと は 、 常 に 価値 の ある 取り 組み で は あ 
り ま す が 、 フ ェ ー ズ 1 と フェ ー ズ 2 で は 最初 に 考慮 すべ き で は あ 
り ま せん 。 


資源 と 人 的 資源 が 不足 し て いる こと を 考え る と 、 老 人 ホ 
ー ム に 住み 、 車 椅子 で 生活 し て いる 80 歳 の 社会 保障 受給 者 を 
社会 保障 受給 者 に 転換 させ る た め の 努 力 は 、 本 当 に 正当 化 で き 
る の で し ょ うか ? IO 70 の 了 臨時 労働 者 が 、 時 給 7 ドル を 稼ぎ 、 下 
宿 に 住ん で いて 、 ほ と ん ど サ ンダ ー バ ー ド で 酔っ 払っ て いる で し 
よ ょ うか? 計り 知れ な い 個 人 的 危機 や 経済 的 危機 、 ひ どい 離婚 や 破 
産 、 あ る い は 家族 の 医療 的 大 惨事 に 直面 し て いて 、 あ ら ゆ る 暇 な 
時 間 を 、 あ ら ゆ る お 金 を 費やし 、 あ ら ゆ る 思考 と 注意 力 を 費やさ 
な けれ ば な ら な い 人 は いま すか ? 考 えて くだ さい 、 皆 さん ! 


NF が 必要 と する あら ゆる スキ ル を 備え た 人 材 を 探し て く 
だ さい 。 最 終 的 に は 党 の 事務 所 や 施設 に 無料 で サー ビス を 提供 
する 電気 技師 、 配 管 工 、 大 工 。 国 民 の 車 を 道路 上 で 維持 で きる 自 
動車 整備 士 。 無 料 ま た は 低 価格 で 印刷 を 提供 で きる 印刷 業者 と 
コピ ー シ ョ ッ プ の 従業 員 。 PC や その 他 の サイ バー サー ビス を 
イン スト ー ル し て 設定 で きる コン ピュ ー タ ー 担 当 者 。 そ れ ぞ れ の 
職業 に 適し た さま ざま な スキ ル を 備え た 法 執行 機関 と 予備 兵 。 
弁護 士 、 医 師 、 看 護 師 。 自 分 の ビジ ネス を 所 有 し 、 運 動 が 必要 と す 
る 商品 や サー ビス を 提供 で きる 人 々 。 会 議 や 集会 が 静か に 目 立 
た ず に 開催 で きる 農場 や 田舎 の 家 を 所 有 し て いる 人 々 。 安 全 な 
オフ ィ ス スペ ー ス を 無料 また は 非常 に 安価 に 提供 で きる ビル オ 
ー ナ ー。 リ スト は まだ まだ 続き ます 。 


Machine Translated by Google 


誰か を 見 て 、「 こ の 人 か ら 北 西部 へ の 移住 で どれ だ け の 距 
離 を 得る こと が で きる か 」 と いう 基準 に 基づい て その 人 を 評価 する こ 
と を 恐れ な いで くだ さい 。 冷 た く 皮肉 的 に 聞こ える か も し れ ま せん 
が 、 そ れ は 必要 な こと な の で す 。 あ な た は 友人 を 作り 、 人 々 に 影響 を 
与え る た め に や っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 ま あ 実際 に は そう な 
の で す が 、 あ な た は 自分 自身 の 個人 的 な 啓発 の た めで は な く 、 人 々 を 
絶滅 か ら 救 うた め に それ を し て いる の で す 。 レ ー ニ ン は か つて 、 昔 命 
は お 茶会 で は な いと 言い まし た 。 人 間 は 私 た ち に と っ て 唯一 の 潜在 
的 な 資源 で す 。 そ の まま 育て て 、 育 て て 、 収 穫 し て 、 そ れ に 対し て は 何 
の 謝罪 も し な い 。 あ な た は 仕事 を し て いま す 。 


4. 潜在 的 な 経済 的 支援 者 を 探し ます 。 
その こと に つい て 恥ず か し が っ た り 、 そ の 事実 に つい て 謝っ た り し な いで くだ さい 。 

NF が 機能 する た め に は 資金 が 必要 で あり 、 リ ー ダ ー は 、 ピ ッ 
ト に 車 を 停め て 乗組 員 に 「 満 タン に し て 元気 よく 走ら せろ ! 」 と 指 
示す る レー シン グ カ ー の ドラ イ バ ー と 同じ よう に 、 部 下 の 貢 献 を 評価 
する こと に 良心 の 叫 責 を 感じ る べき で は あり ませ ん 。 し か し 、 常 に 同 
じ 人 々 が 経済 的 負担 の 大 部 分 を 負担 する こと を 期待 する こと は で き 
ませ ん 。 
北西 部 移民 運動 の 新た な 資金 的 支援 者 を 探し て 活動 する こと は 、 す 
べ て の 活動 家 が 当然 の こと と し て 、 こ れ も ま た 謝罪 や 当惑 を する こと 
な く 果 た さ な け れ ば な ら な い 必 要 か つ 重 要 な 役割 で ある 。 北 西部 移 
民 と グレ ー ト ホワ イト ・ リ ー ダ ー の 違い は 単純 だ 。 彼 ら 5 は ぼっ た くり 
だ が 、 私 た ち は そ う で は な い 。 そ し て 、 私 た ち は 立 ち 上 が っ て まさ に そ 
の 言葉 通り に 言う 道徳 的 勇気 が 必要 だ 。 裕 福 な 人 々 を この 運動 に 参 
加 さ せ 、 自 分 の 口 で お 金 を 出さ せよ うと する こと は 恥ず べき こと で は 
あり ませ ん 。 


5. 採 用 候補 者 の 個人 的 な 安定 感 、 ま た は 逆 に 不安 定 な 候 
が な いか どう か を 確認 し ます 。 彼 の 仕事 は どれ ほど と 責任 の ある も の 
で すか ? 彼 は どれ くら いそ の 仕事 を 続け て いま すか ? も し 彼 が 失業 し 
て いる と し た ら 、 そ れ は 解 選 や 人 種差 別 と いう 本 当 に 不幸 な 話 な の 
か 、 そ れ と も 自分 が 無能 で 無能 な 人 間 で ある と いう 事実 を 隠す た め 
に 言い 訳 を し て いる の か 。 
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本 当 に 働き た く な い の に 、 明 ら か に 自分 の 個人 的 、 経 済 的 利益 に な る 場合 
で も 、 人 々 と 仲良 くす る の が 面倒 な の で し ょ うか ? 


彼 は 結婚 し て いま すか ? も し そう な ら 、 ど れ く らい の 期間 で すか ? そ う で な い 場 合 は 、 な ぜ そ う で は な い の で し ょ うか ? 
離婚 何 回 ? 彼 は 養育 費 を 払っ て いま すか ? 
彼 は 自分 の 家 を 持っ て いま すか ? 彼 は 本 町 する まで 酒 を 飲み ます か ? 薬 
物 を 使用 し ます か ? 彼 の 衛生 状態 は どう で すか ? (入浴 し な い 人 は 精 
神 的 に 何 か 深 刻 な 問題 を 抱え て いま す 。 ) 彼 は 一 貫 し た 文章 を 書く こ 
と が で きま すか ? 一 貫 し た 文章 を 話し ます か ? 一 貫 し た 考え が ある と 思 
いま すか ? 彼 は どの くら い テ レビ を 見 ます か ? ど の よう な 番組 で すか ? 彼 
は 自分 の 子供 た ち に 黒人 の 音楽 を 聴い て 黒人 の よう に 振る 舞う こと を 許 
可 し ます か ? 彼 は 表向き の 人 種 的 信念 を 貫い て いる の だ ろう か ? 


彼 の 政治 的 、 人 種 的 見 解 や 会 話 に つい て は どう で すか ? 深 度 係 
数 は どう で すか ? 彼 は 実際 に 、 な ぜ 物 事 が そう な っ て いる の か 分 析 し よう 
と し て いる の で し ょ うか 、 そ れ と も た だ 愚痴 を 言っ て うめ いて いる だ け な 
の で し ょ うか ? そ れ と も 、 そ れ は 単なる 「 ニ グ ニ グ ニ グ ニ グ 、 キ ケ キ ケ キ 
ケ 、 オ カマ 、 ク ソ 、 く < くそ ぞ そ 野 郎 、 ジ ョ ー ス は ヒラ リー の 胸 を 切り 落と し た い 」 タ イ 
プ の も の で し ょ うか ? 

彼 の 性 的 な 態度 や 行動 は どう で すか ? 彼 は 女性 と うま く や っ て い 
け ま すか ? 彼 は 彼ら を 嫌っ て いる よう に 見 えま すか ? ア メリ カ 白 人 男性 の 
間 で 本 当 に 忌まわしい 離婚 や 子供 の 親権 経験 が 増え て いる こと を 考え る 
と 、 彼 が そう する の は 十分 理解 で きる こと だ が 、 彼 の 感情 が 社会 病 質 で は 
な く 個 人 的 な 経験 に 基づい て いる こと 、 そ し て それ ガ 特 定 の 女性 や その 
女性 だ け で ある こと を 確認 する 必要 が ある 。 彼 女 の 弁 護 士 に 対し て 、 一 般 
の 女性 より も 彼 は 辛 病 で ひね くれ 者 だ 。 彼 は 女性 に つい て 中 傷 的 な コメ ン 
ト を し 、 女 性 を 「 ビ ッ チ 」 と 呼ん で いる の だ ろう か 、 こ れ は 黒人 の 嫌 な 習慣 
な の だ ろう か ? 彼 は ポル ノ を 使用 し て いま すか ? オ フカ ラー の ジョ ー ク を 
言い ます か ? 


彼 は 女性 を 殴り 、 そ の 後 その 事実 を 仲間 に 自慢 し ます か ? も し そ 
うな ら 、 彼 を 捨て て くだ さい 。 革 命 家 に 必要 な 条件 の 1 つ は 、 個 人 の 肉体 
的 な 勇気 で す 。 道 徳 的 な 判断 は さて お き 、 単 純 な 事実 で す 。 
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女性 を 殴る 男性 は 、 他 の 男性 と 戦う こと を 恐れ る 騰 病 者 で あり 、 健 全 
な 白人 社会 で は 常に その よう に 認識 され て きま し た 。 卑 者 は 必要 
あり ませ ん 。 

明白 な 、 ま た は 初期 の 同性 愛 の 兆候 は あり ます か ? 女 性 の 見 
込み 客 に も 、 同 様 の 性 的 不安 定 ま た は 乱 交 の 兆候 は あり ます か ? 下 
品 な ユー モア は さて お き さ 、NF 独房 に 女 を 入れ た く な いで し ょ う 。 そ 
れ ら は 無限 の 損害 と 混乱 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 起 こっ て 
し まっ た の で す 。 悲 劇 的 な 真実 は 、 現 代 の 白人 女性 は 、 ユ ダ ヤ リ ベラ 
ル な フェ ミニ スト 社会 が 彼女 た ち に 生来 の 生物 学 的 欲求 の 深い 充 
足 を 否定 する こと に よっ て 彼女 た ち に 課す 計り 知れ な い ス トレ ス と 
プレ ッ シ ャ ー の せい で 、 男 性 より も さら に 不安 定 に な り 、 神 経 症 に 
な り 、 情 緒 不 安定 に な りや すい と いう こと で す 。 妻 と し て 、 母 親 と し 
て の 役割 。 


見 込み 客 の 宗教 は どう で すか ? マ イル ド 、 ミ ディ アム 、 ホ ー 
リー ロー ラー、 奇 妙 で すか ? 彼 は 、 ジ ェ バ ス が どの よう に し て 携 挙 に 
向け て 間もなく や っ て くる の か 、 そ れ と も 母船 が 間もなく 降下 し て 私 
た ち 全 員 を キノ コ 惑 星 バ シ ジ ウ ム に 連れ て 行く の か に つい て 絶賛 し 
て いる の で し ょ うか 2? 彼 は 銃 の 調子 は どう で すか ? 修 正 第 2 条 賛 
成 ? 銃 愛好 家 ? 銃 以外 何 も 話 さ ず 、 銃 を 撫で て 、 夜 は 一 緒 に ベッ ド 
に 連れ て 行く 手 人 で すか ? こ れ ら の 過激 派 の タイ プ は 両方 と も 避け 
て くだ さい 。 
彼ら は 実際 に は 政治 的 な 人 物 で は な く 、 精 神 的 な 事件 で す 。 

友達 は どう で すか ? 多 い の か 、 少 な い の か 、 そ れ と も 無い の 
か ? 男 性 に 友達 が いな い 場 合 、 そ れ は 危険 信号 で す 。 
慎重 に 作業 を 進め て くだ さい 。 さ ら に 良い の は 、 先 に 進ま な いこ と で す 。 そ の 可能 性 か ら 解 
放さ れ 、 別 の 可能 性 を 見 つけ て くだ さい 。 

6 動機 を 徹底 的 に チェ ッ ク す る 。 過 去 に お ける 私 た ちの 主 な 
問題 の 一 つ は 、 メ ディ ア の 固定 観念 に 反し て で は な く 、 そ の 固定 観 
念 の せい で 人 種 的 組織 に 参加 し た 人 々 だ っ た と いう こと を 常に 心 に 
留め て お いて くだ さい 。 

時 間 が 経つ に つれ て 、 特 定 の 個人 的 な 復讐 (人 間 と し て 理解 で き 、 
完全 に 受け 入れ られ る 動機 ) 、 ま た は ある 種 の サディ ステ ィ ッ ク な 
ギャ ング や 盗賊 に な り た いと いう 野望 の た め に 参加 する 人 が ます ま 
す 多 く な る で し ょ う 。 
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個人 的 な 敵 を タイ プ し 、 殺 害し 、 扶 問 し 、 地 元 の 美しい 人 々 を すべ て 略 
奪 す る こと は 、 容 認 で きる 動機 で は あり ませ ん 。 

あら ゆる 革命 運動 は 、 エ ゴト リッ パー、 区 悪 犯 、 出 世 主 義 者 日 和 見 主義 
者 、 巨 僚 を 生み 出し ます 。 私 た ち は 彼 ら に 対し て 警戒 する 必要 が あり ま 
す 。 

誰か を NF に 連れ て 行く 前 に 、 北 西部 の 独立 小説 は フィ クシ ョ ン 

で あり 北西 部 義勇 は ハロ ルド ・ コ ビン トン の 熱狂 的 な 想像 力 の ペー 
ジ の 外 に は 存在 し な いこ と を 理解 し て いる こと を 確認 する 必要 が あり 
ます 。 彼 ら が 暴力 的 な IRA タイ プ の ゲリラ グル ー プ に 参加 し て いる わ 
け で は な いこ と を 理解 し て も ら う 必要 が あり ます 。 彼 ら は 黒い 革 な ど で 
ドレ ス ア ッ プ する つも り は な い 。 個 人 の 行動 に 関す る 特定 の 最低 限 の 
基準 を 満た すこ と が 期待 され る こと 。 そ し て 基本 的 な 財政 的 約束 を 果 
た さ な け れ ば な り ま せん 。 は い 、 私 た ち は 彼 ら が 会 費 を 支払 うこ と で こ 
の 運動 を お 金 で サポ ー ト する こと を 期待 し て いま す 。 そ れ は 私 た ち 全 
員 に 課せ られ た 義務 の 一 つ で す 。 


また 、 南 米 の ジャ ング ル に は 秘密 の 軍隊 な ど 存 在 し な いこ と 
を 人 々 に 明確 に する の に も 役立ち ます 。 ス イス の 銀行 口座 に 秘密 の 金 
準備 が 隙 さ れ て いる わけ で も な いし 、 ヒ トラ ー の 脳 が 私 た ち を 導く 異 
星人 の 宇宙 船 の どこ か に 保存 され て いる わけ で も な い 。 こ れ は ば か げ 
て いる よう に 聞こ える か も し れ ま せん が 、 ほ と ん どの 人 は ユダ ヤ や 系 メデ 
ィ ア で 生涯 に わた っ て その よう な 愚か な 行為 に さら され て お り 、 最 も 優 
れ た 人 々 で さえ ユダ ヤリ ベラ ル の 意味 不明 な 内 容 と 事実 を る 区別 する の 
が 難し い 場 合 が ある こと を 心 に 留め て お いて くだ さい 。 生 活 や 仕事 の 
ほぼ すべ て の 面 で 正反対 の 立場 に ある に も か か わら ず 、 テ レビ と ハリ 
ウッ ド が あま り に も 浸透 し て いる と いう 理由 だ け で 、 か つて は 私 た ちの 
過去 に つい て 最も 奇妙 な こと を 信じ て いた 同志 を 見 つけ る こと は 珍し 
いこ と で は あり ませ ん 。 


2.23 近隣 住民 の 採用 プロ セス 


1. 候補 者 を 特定 し ます 。 優 れ た 北西 部 戦線 の 活動 家 は 、 少 な く 
と も 2 人 か 3 人 の 見 込み 客 と 協力 すべ き で ある 
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常に 。 労 働 者 階級 と 中 産 階級 の 白人 を 探し て くだ さい 。 文 ご O 配 布 を 目 
指し て 住宅 地 を 巡航 し ます 。 オ ン ラ イン ソー ス を 通じ て 近隣 の 人 口 
統計 を 調べ ます 。 銃 規制 推進 派 、 ラ イフ . ラ イフ 推進 派 、 社 会 的 に 保守 
的 な 人 は 採用 に 適し て いま す が 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 指 標 と し 
て 、 親 白人 へ の 同情 の 兆候 が な いか 確認 し て くだ さい 。 


潜在 的 な 新入 社員 を それ ぞ れ 調査 し 、 評 価 し ます 。 
私 た ち は 、 知 的 で 、 精 神 的 に 有 能 で 、 感 情 的 に 安定 し て お り 社会 的 に 
正常 で 、 責 任 感 の ある 人 材 を 求め て いま す 。 私 た ち は 、 愚 か な 人 や 無 
能 な 人 、 不 安定 な 人 、 無 謀 な 人 、 無 責任 な 人 、 機 能 不 全 で 奇妙 な 人 、 ま 
た は 反 社 会 的 な 行動 を する 人 を 望ん で いま せん .。 極 度 に 恐怖 心 を 抱 
いた り 偏執 的 で 不信 感 を 抱い た りす る 人 は 避け て くだ さい 。 量 より 
も 質 が 重要 で す 。 


薬物 使用 や アル コー ル 依 存 症 は あり 得 ま せん 。 (同性 愛 者 
を 追加 する 必要 すら な い の で し ょ うか ?) タトゥ ー は 最近 非常 に 一 般 
的 で ある た め 、 自 動 的 に 失格 に な る わけ で は あり ませ ん が 、 過 度 に 攻 
撃 的 また は 反 社 会 的 で あっ て は な り ま せん 。 私 た ち は 完 璧 や ピュ ー 
リタ ニズム 、 あ る い は ブレ イデ ィ <: バ ンチ の よう な 、 も うう 存在 し な い 種 
類 の 「 正 常 さ 」 を 要求 し て いる わけ で は あり ませ ん が 、 正 常 な 人 々 と 
の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 信頼 で きる 基盤 の 上 に 自分 自身 を 置く 必要 
が あり ます 。 

2. 非 公式 の 試験 つま り 見 込み 客 に 対す る 尋問 に 近い 試験 
を 実施 し ます 。 た だ し 、 当 然 の こと な が ら 採用 候補 者 は 自分 が 試験 
や 尋問 を 受け て いる こと を 決し て 認識 すべ き で は あり ませ ん 。 彼 と 話 
し て 、 自 分 自身 に つい て 、 将 来 何 を し た い の か 、 国 や 世界 に どん な 未 
来 を 望ん で いる の か を 語っ て も らい まし ょ う 。 彼 が 将来 に つい て 語 
ろう と し な いな ら 、 そ れ は 大 き な 人 危険 信 号 だ 。 そ こ に 私 た ちの 希望 が 
ある の で すか ら 、 共 和 国 に 仕え る 者 た ち は 非 常に 未来 志向 で な けれ 
ば な り ま せん 。 


目先 の 「 行 動 T や 満足 感 や 復讐 だ け を 求め る 人 は 、 変 化 で きる 日 和 
見 主義 者 で す 。 
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Google 検索 や 、 信 用 調査 や 犯罪 歴 調査 な どの その 他 の オン ライ ン 
調査 手順 を 実行 し ます 。 こ れ ら の チェ ッ ク 中 に 出 て きた 不利 な 情報 に つい て 
新入 社員 に 説明 し て も らい ます 。 


見 込み 客 の 近所 の 人 や 同僚 に その 人 に つい て 慎重 に 尋ね 、 見 込み 
客 の 自己 評価 と 情報 が 独立 し た 確認 に 値する か どう か を 確認 し ます 。 


これ ら の 試験 に 関す る 会 話 は 、 バ ー や アル コー ル の 入っ た 環境 で 行 
われ る べき で は あり ませ ん 。 人 生 に ある 種 の 真実 の 要素 が ある の は 事実 で す 
が 、 影 響 下 に ある と き に 人 種 的 に 異端 的 な 感情 を 進ん で 発言 する か ら と いっ 
て 、 そ の 人 が シラ フ の と き に その 感情 を 繰り 返し た り 、 実 践 し た りす る と いう 
意味 で は あり ませ ん 。 控 え め に 、 カ ジュ アル に 会 話 に 参加 させ 、 次 の 兆候 を 探 
し ます 。 3. その 人 は 物理 的 に 白人 で すか ? 過 度 の オリ ー ブ 色 の 肌 、 真 っ 黒 

な 髪 、 濁 っ た 黒 や 茶色 (ヘー ゼル 色 で は な い ) の 目 、 レ バン ト 人 や アル メ ノ イ 

ド の 顔 の 特徴 な ど は あり ませ ん 。 次 に 、 古 い キ リス ト 教 徒 の アイ デン ティ テ 
ィ イィ テ スト が あり ます 。 

顔 に 血 が 流れ て いる か どう か で す 。 つ まり 、 彼 ら は 赤面 する こと が 
で きま すか ? 


4. 民族 性 を 示す 外見 上 の 兆候 は あり ます か ? 

(イタ リア の 息子 た ちの 車 の ステ ッ カ ー、 ス コッ トラ ンド の 一 族 の ステ 
ッ カ ー や 壁 の 絵 な ど ) 

5. ア メリ カ の 独裁 政権 に お いて 白人 が 認め られ る 唯一 の 限定 的 な 
人 種 的 表現 で ある 保守 政治 の 証拠 は あり ます か ? NRA ス テッ カー、 テ ィ ー 
パー ティ ー 所 属 、 ラ ッシュ ・ リ ン ボ ー の リス ナー な ど 2? 確 か に 、 リ ン ボ ーー 保守 
主義 は 決し て 人 種 的 ナシ ョ ナリ ズム で は あり ませ ん が 、 出 発 点 で は あり ます 。 
彼ら の 車 を チェ ッ ク し て 、 手 が か り と な る バン パー ステ ッ カ ー を 探し て くだ 
さい 。 
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6. 性 的 履歴 を チェ ッ ク し ます 。 こ の 人 が 非 白人 と 結婚 
し 、 非 白人 と 同居 し て いる と いう 兆候 は あり ます か 、 あ る い は 
過去 に 非 白 人 と 性 的 関係 を 持っ た こと を 認め て いま すか ? そ 
の 場合 は 避け て くだ さい 。 そ の よう な こと を で きる 人 、 特 に 黒 
人 の 場合 、 何 か が 非常 に ひど く 壊れ て お り 、 そ の 壊れ た も の 
が 修復 で きる か どう か は 非常 に 疑わ し いで す 。 確 か に 、 自 分 
が 過去 に 失敗 し た こと を 理解 し (冗談 で は あり ませ ん ) 、 心 
か ら の 悔い 改め や 悔い 改め を 示す こと が で きる 人 も いま す 
が 、 長 年 の 経験 か ら 、 次 の よう な 人 を 避け て 問題 全体 を 回 避 
する の が 最善 で ある こと が 証明 され て いま す 。 ク ロー ゼット の 
中 に その 特定 の 骸骨 が あり ます 。 壁 の 写真 や ソー シャ ル メ デ 
ィ ア の ペー ジ に 白人 以外 の 子供 が 写っ て いる な ど 、 そ れ を 示 
す 兆 候 は あり ます か ? 時 に は 骸骨 が 深く 埋もれ て いる 場合 
あり ます 。 


7. 政治 的 な 禁忌 は あり ます か ? 見 込み 客 は 、 個 人 的 に 
まっ た く 知 識 の な い 問 題 に つい て 、 リ ベラ ル な プロ パガン ダ 
や 民主 党 の 主張 を 無意識 に 吐き 戻し ます か ? 彼 ら の 反応 や 行 
動 に は 、 反 射 的 に ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス を 示し た り 、 政 治 
的 に 間違っ た 概念 や 人 種 的 な 概念 を 自動 的 に 拒否 し た りす る 
兆候 は あり ます か ? も ちろ ん 、 こ の 症候 群 は 教育 に よっ て 治療 
可能 で あり 、 治 療 に 取り 組む べき で す が 、 ユ ダ ヤ 人 が 人 の 心 
の 中 に 設置 し た ブー ビー トラ ッ プ や ファ イア ウォ ー ル を 避け 
る た め に 慎重 に 治療 を 進め て くだ さい 。 


それ ら は オフ に な っ た 場合 で も ダメ ー ジ を 与え る 可能 性 が あり ます 。 

8. その 人 は どの くら い テ レビ を 見 ます か ? 
も し あれ ば 、 ど ん な 本 が 棚 に あり ます か ? い くつ か ある は ず で 
す 。 私 た ち が 求 め て いる の は 、 電 子 テ レビ や コン ピュ ー タ ー の 
画面 を 見 つめ る の で は な く 、 少 な く と も 時 々 本 を 読む 何ら か 
の 本 棚 を 持っ て いる 人 で し ょ う 。 本 の 兆候 が まっ た く な く 、 見 
込み 客 が すべ て の 本 を 入手 し て いる よう に 見 える 場合 
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電子 画面 か ら 情報 や エン ター テイ メン ト を 遮断 する こと は 、 お そら く 禁 忌 
で す 。 


2.24 運命 の 一 歩 


ある 時 点 で 、 見 込み 客 は 北西 部 戦線 自体 と 、NF の 採用 担当 者 の 
党 へ の 所 属 を 認識 する 必要 が あり ます 。 こ こ が 勝 負 の 分 か れ 目 で あり 採 
用 担当 者 は 、 単 に 風 に 吹か れ て いる の で は な く 、 見 込み 客 を 実際 の 異端 
や 、 白 人 アメ リカ 人 が 持つ 「 ト ラブ ル に 巻き 込ま れる 」 か も し れ な い 何 か 
に 誘い 込 も うと し て いる こと を 認め て いる 。 そ れ は 生ま れ た と きか ら 避 け 
る よう に 条件 づけ られ て お り 、 も し それ を 誤っ て 扱う と 、 白 人 の 心 に 組み 込 
まれ た 自動 拒絶 と 自己 防衛 メカ ニズム が 引き 起こ され 、 そ れ が 今度 は 迅速 
か つ パ ニッ ク に 陥っ た 逃亡 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 


お そら く 最 善 の 方 法 は 、 見 込み 客 に 、northwestfront.org また は 
その 他 の 党 の Web サイ ト 、 特 に Radio Free Northwest や その 他 の ポ 
ッ ド キャ スト が 利用 で きる サイ ト に アク セス し て 、 自 分 の ペー ス で 視聴 で 
きる よう に 説得 する こと で す 。 彼 ら を 説得 し て 、 党 に 紹介 の 話 を し て も ら う 
こと が で きる か どう か 考え て み ま し ょ う 。 


すべ て の 新規 見 込み 客 は 、 少 な く と も ホワ イト ブッ ク の コピ ー を 
受け 取る 必要 が あり ます 。 各 見 込み 客 は 最終 的 に は 北西 部 の 小説 5 冊 す 
べ て を 読む 必要 が あり ます が 、 採 用 の 初期 段階 で 少な く と も 1 冊 、 で きれ 
ば 『 旅 団 』 を 読む 必要 が あり ます 。 


見 込み 客 が まだ 故郷 に いな い 場 合 は 、 故 卿 へ の 移住 と いう テー マ 
に 率直 に 、 率 直 に 、 そ し て 早い 段階 で 取り 組む 必要 が あり ます 。 母 国 に 物理 
的 に 居住 する こと が 、 人 種 を 意識 する すべ て の 白人 の 主 な 義務 で ある こと 
を 、 見 込み 客 に 認識 させ な けれ ば な り ま せん 。 


2.25 ガン ショ ー 
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北西 部 の 小説 を 販売 し た り 、 文 献 を 配っ た り 、 人 々 と 話 を し た り 
する た め に 、 シ ョ ー が 開催 され る ホー ル に スペ ー ス を 借り て テー ブル を 設 
置 し ます 。 銃 ショ ー の 主催 者 が それ を 口実 に 利用 し て 合衆国 副 法 修正 第 
1 条 の 権利 を 否定 する 可能 性 が ある た め 、 銃 ショ ー の 文学 作品 は 過度 に 
暴力 的 で あっ た り 、 違 法 行為 を 公然 と 主張 し た り し て は な り ま せん 。 


人 事 リ ソー ス が 許せ ば 、 人 々 に ホー ル を 巡回 させ て 会 話 を 始め 、 
何ら か の 理由 で 将来 有望 と 思わ れる 人 材 を 積極 的 に 探し ます 。 こ の よう 
な 人 々 は 、 対 立 的 で あっ た り 、 破 壊 的 で あっ た りす る こと を 避け る べき で 
す 。 こ れ は 控え めで カジ ュ ア ル な も の で ある 必要 が あり ます 。 私 た ち は 、 
丸刈り の ブー ヤー と の 対立 を 引き 起こ す の で は な く 、 興 味 を そそ る こと 
を 望ん で いま す 。 人 々 が テー ブル に 着く と き 、 彼 ら は 自発 的 に 採用 プロ セ 
ス の 最初 の 一 歩 を 踏み 出し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。 


署名 用 紙 と 嘆願 書 は 、 さ ら に アプ ロー チ す る 人 の 名 前 と 住所 を 入 
手 す る の に 役立ち ます 。 

ガン ショ ー は 戦場 で は な く 、 楽 し い 狩 猟 場 で ある べき で す 。 私 た 
ち は ガ ン シ ョ ー の プロ モー ター や ホー ル の オー ナー/ 管 理 者 と 良好 な 関 
係 を 維持 し 、 こ れ を 複数 回 行う こと が で きる よう に し た いと 考え て いま す 。 
彼ら 5 が また 戻っ て きた いと 思っ て も ら え る よう 、 で きる 限り の こと を し て く 
だ さい 。 何 ら か の 形 で ガン ショ ー を サポ ー ト し て くだ さい 。 


すべ て の 銃器 ショ ー に は 、 常 に 少な く と も 1 人 また は 2 人 の 
BATFE また は その 他 の 連邦 潜入 捜査 官 が 出席 し て いる と 想定 する 必要 
が あり ます 。 発 言 に は 気 を つけ て くだ さい 。 だ まさ れ た り 挑発 され た り し 
て 、 あ な た と 北西 部 戦線 を 困ら せる よう な こと を 言わ な いよ うに し て くだ 
さい 。 常 に 広報 と 政治 に つい て 考え て くだ さい 。 
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2.26 ゲリラ 戦 101 


北西 部 の 独立 小説 (下記 参照 ) は フィ クシ ョ ン で す 。 
それ に も 関わ ら ず 、 こ の 時 点 で 、 こ の マニ ュ ア ル が 既存 の 権力 
構造 に 対す る 武装 蜂起 と ゲリラ 戦 の 主題 を 議論 する の は 適 
切 で ある 。 こ れ ら は ポイ ンタ で は あり ませ ん 。 こ れ ら は 、 名 も な 
さき まま 残 る で あろ う 3 特定 の 強力 で 根強い 専制 政治 に 対し て 
反乱 を 起こ さ な い 方 法 に つい て の 広範 か つ 一 般 的 な 見 解 で 
ある 。 目 的 は 、 無 意味 な 流血 を 防ぐ こと で す 。 人 が 死ぬ と し た 
ら 、 そ れ は 何 か 価 値 の ある こと を 達成 する た めで ある べき で 


O 


実際 に 独 攻 者 の 法律 に 違反 する こと な く 、 独 裁 政権 に 
対す る 武装 抵抗 の 反乱 キャ ン ペ ー ン を 実施 する 準備 を 95% 
準備 する こと は 可能 で す 。 


何より も まず 、 時 命運 動 は 行動 する の で あっ て 、 語 る も 
の で は な い 。 彼 ら は 、 哀 れ な 「 フ タリ ー 民 兵 」 の よう に 、 迷 彩 服 
を 着 て セミ オー ト を 空中 に 振 りな が ら 森 の 中 を 走り 回 り 、 そ う 
し て いる 自分 た ちの 画像 を イン ター ネッ ト の ウェ ブ ペ ー ジ に 
載せ て 逮捕 され る よう な こと は し な い 。 過 去 数 十 年 に わた っ 
て 、 他 の 多く の 七面鳥 が 飼育 され て きま し た 。 


将来 、 米 国 攻 府 に 対す る 武装 蜂起 は 起こ る の で し ょ う 
か ? あ あ 、 そ う で す 。 
絶対 に 。 疑 い の 余地 は あり ませ ん 。 私 た ちの 側 に な い 場 合 は 、 他 の 
誰か の 側 に あり ます 。 そ れ は 当然 の 結論 で あり 、 歴 史 的 な 必然 で 
す 。 い ずれ 誰か が この ホラ ー シ ョ ー に 飽き て 、 ラ イフ ル を 手 に 取 
り 、 反 乱 を 起こ す だ ろ う 。 そ れ は 単に 人 間 の 性質 で す 。 こ の 政権 は 
虎 の 背中 に 乗っ て お り 、 彼 ら は それ を 知っ て いま す 。 役 ら の シー ク 
レッ ト サ ー ビ ス と 統合 テロ 対策 特別 部 隊 や その 他 の 悪党 部 隊 は 
それ を 知っ て お り 、 彼 ら は 熱い トタン 屋根 の 上 で 猫 の よう に ビク 
ビク し て いま す 。 最 終 的 に は 彼ら は 滑り 落ち て し まい 、 虎 が 彼ら を 
血まみれ の 破片 に 引き 像 いて し まい ます 。 
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いつ か 誰か が アメ リカ 人 を 倒す だ ろう 。 願 わく ば 我々 だ 
が 、 お そら くそ れ は 中 国人 か メキ ンコ 人 か イス ラム 教徒 か 、 あ る 
い は ワシ ント ン D.C. の 宮殿 内 クー デ タ ー の よう な も の で 、 大 統領 
に どん な 恥ず べき 言い 訳 を 仕掛 け て も 大 統領 執務 室 で 逮捕 され 
る こと に な る だ ろう 。 反 体制 派 軍 将校 ら に よっ て 執務 され 、 引 きず 
り 出さ れ た 。 し か し 、 そ れ は 起こ る だ ろう 。 


2.27 本 物 の 革命 家 は 実際 に 物事 を 行う 


本 物 の 革命 家 は 行動 する 。 彼 ら は 電子 メー ル で 人 々 に 箇 迫 
を 送り ませ ん 。 彼 ら は タル カム パウ ダー を 封筒 に 入れ て 人 々 に 送 
る こと は な い の で 、 本 物 の 生物 戦争 工作 員 を 送っ た 場合 と ほぼ 
同じ くら い 長 い 懲 役 刑 を 受け る 危険 が ある 。 彼 ら は 留守 番 電 話 に 
脅迫 的 な メッ セー ジ を 残さ ず 、 こ の 国 の ほとん どの 人 々 が 自分 自 
身 の 執 効 さ の あま り に 腐敗 し すぎ て 理解 で きず 、 気 に も 留め て い 
な い 何 ら か の 象徴 的 な 行為 の た め に 長い 懲役 刑 を 笠 せ られ る こ 
と も あり ませ ん 。 ジ ョ セ フ : ス タッ ク に アメ リカ 人 が 象徴 的 な ジェ 
スチ ャ ー に どの 程度 反応 する か 尋ね て くだ さい 。 2010 年 、 彼 は 
テキ サス 州 オ ー ス ティ ン の 国税 庁 に 飛行 機 を 墜落 させ 、 自 身 と 管 
理 人 を 死亡 させ た 。 誰 も 気づか な か っ た 。 


人 を 脅す な ん て 、 愚 か な 行為 で す 。 本 当 に 脅迫 を 実行 する 
つも りな ら 、 タ ー ゲ ッ ト を 警戒 させ て いる だ け で す 。 も し あな た が 
脅し を 実行 する つも り が な い の な ら 、 あ な た は 私 た ち 全員 を ば か 
げ て いる よう に 見 せる 卑 者 で あり ポル トル ー ン で す 。 


この 国 で 私 た ちの 視点 が 尊重 され て いな いこ と の 大 部 分 
は 、 私 た ちの 国民 の 多く が 、 迷 彩 服 を 着 て テレ ビ に 向け て セミ オー 
ト を 空中 に 振っ て いる 尊大 な 強者 で あり ポー ズ を と る 人 で ある と 
いう 事実 に に る も の で す カ メラ は 、 彼 ら が 刑務 所 の 独房 に 直行 し 
て 自慢 し た り 脅 し た り し な が ら 、 こ れ か ら 行 うす べ て の 勇敢 な 行 
為 に つい て お し ゃ べり し て いま す 。 
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不 特定 の 時 間 、 パ イク を 下り る 。 そ の よう な 愚か 者 の 君主 で あり 模 
還 と な っ た の は グレ ン ・ ミ ラー だ が 、 他 に も 例 が 全く 多 す ぎる 。 


どう か 、 ど うか 、 こ ん な こと を し て 自分 自身 や 他 の 人 々 を 馬鹿 に し 
な いで くだ さい 。 

古い こと わざ に 、 「 道 を 歩む つも り が な い の な ら 、 口 先 だ け 
を 話す な 」 と いう も の が あり ます 。 そ れ は 完全 に 正しい わけ で は あ 
り ま せん 。 そ れ は 、「 い か な る 状況 で あっ て も 、 品 を きい て は いけ 
な い 」 で ある べき で す 。 や る 前 も 後 も 口 を 閉ざす か 、 た だ 単に 口 を 
閉ざす か の どちら か で す 。 

武器 を 備蓄 し な いで くだ さい 。 爆 発 物 を 備 鞭 し な いで くだ 
さい 。 あ な た が サバ イ バ ル 主義 の タイ プ の 場合 は 、 食 料 、 電 池 、 医 
療 品 以外 は 何 も 備蓄 し な いで くだ さい 。 武 器 、 弾 薬 、 爆 発 物 の 備蓄 
は 、 秘 密 警 察 が 押収 し て メデ ィ ア に 展示 し て 、 彼 ら 5 が どれ ほど 大 
きく 、 悪 人 で 、 タ フ で ある か を 示し 、 カ メラ の 前 で ジャ ッ ク : バ ウ ア 
ー の 真似 を する た め の 、 素 晴らし い 、 お いし い プ ロ パ ガン ダ の 梅 に 
他 な り ま せん 。 ほ と ん どの 白人 の 道徳 性 の 低 さ を 考え る と 、 も し あ 
な た が 備蓄 を 持っ て いる な ら 、 色 白 の 卑劣 者 が 最終 的 に パニ ッ ク 
に 陥り 、 自 分 の 惨め な 皮 を 守る た め に あな た を 非難 する で し ょ う 。 
備蓄 も 自由 も 失い ます 。 誰 か が 備蓄 する と いう 事実 は 、 そ の 人 が 真 
剣 で は な いこ と を 示し て いる た め 、 備 蓄 か ら は それ 以外 の 結果 は 
得 ら れ ま せん 。 実 際 の ゲリラ 戦争 で は 、 武 器 は 納屋 に 置か れ た り 、 
誰か の 家 の 床 板 の 下 に 埋め られ た り し て 、 た だ 錆び て 少し も 変化 
を も た ら さ な いよ うな 場所 で は な く 、 そ れ を 使用 する 革命 家 の 手 
に 渡り ます 。 


銃 は お も ちゃ で は あり ませ ん 。 そ れ ら は 男根 の シン ボル で は あり ませ ん 。 
それ ら は 人 格 や 勇気 の 代わ り に な る も の で は あり ませ ん 。 銃 は 、 レ 
ンチ や ハン マー、 大 工 の 水準 器 と 同じ よう に 、 革 命 家 が 変化 を 生 
み 出 す た め に 使用 する 道具 で す 。 
すべ て の 道具 と 同様 、 そ れ は 職人 の 手 の 中 に あり ます 。 500 本 の 
の こざ ぎり を 組み 立て て 家 を 建て た 大 工 は いま せん 。 
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ハン マー と 半 ト ン の 釘 を 集め て 、 そ れ ら を すべ て 森 の どこ か 
に 埋め ま EE ら 
アイ ル ラ ンド 騒乱 の 間 、 い つ で も 、 お そら < 一 万 人 の 

現役 シン ・ フ ェ イ ン 支持 者 (パブ の 閉店 時 間 に 古 い 歌 を 歌う 
酔っ ぱら いと は 対照 的 ) の うち 、 暫 定 IRA に は 約 50 人 以上 が 

「 現 役 」 で いる こと は 一 度 も な か っ た 。 北 部 で は 常に 、 お そら 
く 英国 本 土 と ヨー ロッ パ で は 十 数 部 隊 が 爆撃 を 行っ て いる 。 
彼ら の 語る 者 と 実行 者 の 比率 は 我々 と ほぼ 同じ くら い 悪 か っ 
た が 、 少 な く と も 彼ら に は 本 物 の 戦士 が 数 人 いた 。 IRA は 常 
に 、 引 き 金 を 引く 意欲 の ある 兵士 の 数 より も は る か に 多く の 銃 
を 持っ て いま し 2 こら 


1980 年 代 か ら 1990 年 代 初頭 に か け て 、RA は 実際 、 
暗殺 や 膝蓋 骨 攻 撃 を 含む 実戦 で あら ゆる 口径 の 銃弾 を 年 間 
200 発 ほど 発射 し て いま し た 。 ア メリ カ の 平均 的 な 右 細 銃 マ 
ニア は 、 土 曜日 の 午後 に 森 の どこ か で ビー ル 缶 を 引 滅 する よ 
り も 多く の 弾薬 を 鍛 ら せ た 。 そ れ で も 、 そ の 50 人 の 男 と 年 間 
200 発 ほど の 弾丸 と 爆発 物 が 、 約 30 年 間 に わ た っ て 5 万 人 も 
の イギリス 軍 、 警 察 、 補 助 部 隊 を 拘束 し 続け た 。 プ ロ ヴ ォ ス が 
勝て な か っ た と し て も 、 厳 密 に 言え ば 、 負 けた わけ で も あり ま 
せん 。 彼 ら は 西側 の 主要 な 民主 主義 を 阻止 する まで 戦い 、 最 
終 的 に は 政治 家 に 彼ら を 買収 させ た 。 


2.28 爆弾 と 爆発 物 


爆発 物 に つい て 言え ば 、 や め て くだ さい 。 爆 発 物 を 使っ て 一 体 何 を し て 
いる の か よく わか っ て いな い 限 り 、 爆 発 物 は 放っ て お いて くだ さい 。 い や 、 本 当 に 
言い た い の で す 。 

現代 の ゲリラ 戦士 が 最初 に 使用 する 爆発 物 は 火炎 瓶 
と 手 机 弾 で す が 、 こ れ ら は 所 持 が 違法 な の で 、 使 用 すべ き で 
は あり ませ ん 。 
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境界 線 が 突破 され 、 イ ンタ ーネット に 詩 を 投稿 し た と し て 
FBI が 追い か け て くる まで は 、 そ れ ら を 持っ て いて くだ さい 。 


自家 製 ナ パー ム 弾 な どの あら ゆる 種類 の カク テル の レシ ピ 
は 、 イ ンタ ーネット 上 で 誰 で も 見 つけ る こと が で きま す 。 
1956 年 に は に ハンガリー の ティ ー ン エイ ジャ ー が ブダ ペスト で ソ連 の 戦車 を 
相手 に カク テル で 驚異 の 演技 を 披露 し 、1970 年 代 に は ベル ファ スト で アイ ル 
ラン ド の ティ ー ン エイ ジャ ー が イギリス の サラ セン 装甲 車 や フェ レッ ト 装 甲 車 
に 対し て カク テル で 数 々 の 驚異 的 な 演技 を 披露 し まし た 。 こ の 国 で は ハン ビ 
ー や SWAT チ ー ム の 装甲 車 を か な りう まく ライ ト ア ッ プ で きる は ず だ 。 


オク ラ ホ マシ ティ に も か か わら ず 、 夜 に 物事 を ブー ム 
に し た いと 決め た ゲリラ グル ー プ は 、 可 能 な 限り 、 セ ム テ ッ 
クス や ダイ ナマ イト の よう な 適切 な 商用 品 を 入手 すべ き で あ 
り 、 科 学 オ タク が 自宅 の 地下 室 で 作る 自家 製 調合 品 を いじ ら 
な いで くだ さい 。 北 西部 の 小説 は フィ クシ ョ ン で ある こと を 
忘れ な いで くだ さい .。 実 生活 で は 、1980 年 代 の IRA は バス 
2 リナ イト を いじ っ て いた 時 期 が あり 、 あ ら ゆ る 種類 
労働 2 災害 を 起こ し 、 あちこち で 自記 し まし た 。 彼 ら は セム テ 
の り 替 え 、 そ れ を 使用 し て 1990 年 代 初 頭 に ロン ド 
ン を ほほ 停止 状態 に 陥ら せ 、 聖 金曜 日 の 買収 を 勝ち 取り まし 
た 。 あ る 程度 の 年 齢 の 同志 な ら 、 1970 5 0 リ ニ ッ ジ ヴィ レ 
ッ ジ の タウ ン ハウ ス で 自爆 し た あの 3 人 の 愚か な 気象 予報 
士 の こと も 覚え て いる か も し れ ま せん 。 爆 発 物 の 使い 方 に つ 
いて 真 に 訓練 を 受け た 人 が いな い 場 合 は 、 爆 発 物 に 手 を 出さ 
な いで くだ さい 。 


2.29 自動 小銃 


自動 小銃 は 必要 あり ませ ん 。 買 わな いで くだ さい 。 備 蓄 
し な いで くだ さい 。 グ ルー プ か ら 追 放す る 
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あな た に 代わ っ て それ ら を 調達 し よう と 申し 出る 人 は 誰 で も すぐ に 呼び 
起こ し ます 。 彼 は 警官 で す 。 使 用 方 法 に つい て 適切 な 訓練 を 受け て いな 
い 限 り 、 機 関 銃 は 英 に と っ て より も あな た に と っ て 危険 で す 。 


機関 銃 は 硫黄 島 の 砂浜 で ジョ ン * ウ ツェ イン ご っ こ を する お も ちゃ 
で は あり ませ ん 。 自 動 小銃 に は 2 つの 特定 の 軍事 用 途 が あり ます 。 1 
つ は 西部 戦線 の 加 壌 な ど 、 静 止 陣地 の 防衛 用 で す 。 


も う 1 つ は 、 高 度 な 訓練 を 受け 、 適 切 に 指揮 され た 消防 チー ム の 一 員 と 
し て 、 射 撃 お よび 機動 攻撃 に 使用 され ます 。 実 際 に 気球 が 上 が っ た と し 
て も 、 実 際 に 起こ りう る 現実 的 な シナ リオ で は 、 警 察 や SWAT の チー ム や 
部 隊 と ラン ボー の よう な 銃撃 戦 を する こと は な い だ ろ う 少な く と も 1 
回 だ け だ 。 し ませ ん 。 あ な た に は その よう な スキ ル と 訓練 レベ ル が あり ま 
せん 。 (いい え 、 違 いま す 。 ) 敵 と の 全面 的 な 銃撃 戦は 、 あ ら ゆ る 努力 
を 払っ て 回 避 し な けれ ば な り ま せん 。 も し それ が 起こ っ た 場合 、 そ れ は 
あな た が 失敗 し た と いう サイ ン で す 。 


2.30 ハイ テク と ロー テク の 戦い 


ゲリラ 運動 は 、 他 の 戦術 や 他 の 武器 を 使用 し て 、 反 乱 の 最初 の 目 
的 を 達成 する た め に 必要 な こと は 何で も 達成 で きま す 。 秘 訣 は 、 ロ ー テ 
ク で ハイ テク と 戦う 方 法 を 学ぶ こと で す 。 


ゲリラ 戦術 の 大 部 分 は 、 優 勢 な 部 隊 と の 直接 対決 を 避け な が 
ら 、 敵 を 探す の で は な く 、 敵 の ソフ ト タ ー ゲ ッ ト を 攻撃 する こと で 構成 さ 
れ て いま す 。 現 実 の 世界 で は 、 米 国 に お ける あら ゆる 種類 の ゲリラ 反乱 
の 初期 段階 は 、NVA か 他 の 誰か に よる も の で 、 最 終 的 に は 発生 する で し 
よう が 、 従 来 の 党派 的 な も の と いう より は 、 暴 徒 に よる 襲撃 や ギャ ング バ 
ン ガ ー に よる 銃撃 に 近い も の に な る で し ょ う 。 弾 帯 と ベレ ー 帽 を か ぶっ 
た ゲリラ グル ー プ 。 ア クシ ョ ン の ほとん ど は 、 屋 外 で は な く 都 市 や 町 で 
行わ れる こと は ほぼ 確実 で す 。 
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田舎 。 こ の 意見 は 現在 の アメ リカ の 状況 に 基づい て いま す 。 戦 略 的 
お よび 戦術 的 な 状況 は 常に 変更 され る 可能 性 が あり ます 。 す べ て 
は 、 い つ 、 ど の よう に 、 そ し て どの よう な 状況 で 気球 が 実際 に 上 昇 
する か に よっ て 決ま り ま す が 、 そ れ は 私 た ち に は わか り ま せん 。 


新しい ゲリラ グル ー プ は どの よう な 武器 を 使用 すべ き で し ょ うか ? 
これ まで 発明 され た 近接 戦闘 用 の 最も 破壊 的 な 個人 用 武器 は 、 ア 
メリ カ の ゲリラ が 最初 に 戦う で あろ う 種 類 の 行動 で あり 、 可 能 な 
限り 短く 切ら れ た 低級 ショ ッ ト ガ ン で ある 。 


初期 の 武器 を 蓄積 する と き 、 繰 り 反 し 言い ます が 、 備 蓄 し た 
り 、 秘 密 警察 に よっ て すべ て 一 度 に 押収 され て 持ち 去ら れる 場所 
に 隠し た りす る の で は な く 、 発 行 す る 必要 が あり ます 。 賢 明 な 反 政 
府 勢 力 の 買い 物 客 は 、 合 法 の 散弾 銃 と 拳銃 を 購入 する 必要 が あり 
ます 。 高 性 能 ス コー プ を 備え た 優れ た ライ フル が 数 丁 。 数 台 の 優 
れ た セミ オー ト 、AR-180 や カラ シ ニ コ フ 、 古 い M-14 が まだ 残っ 
て いる な ど 。 こ れ ら の 武器 は 合法 的 に 購入 し 、 安 全 に 保管 し て くだ 
さい 。 た だ し 、 納 屋 や 違法 な 意図 を 示唆 する 場所 に 保管 し な いで く 
だ さい 。 そ れ ら を 誇示 し た り 、 展 示し た り 、 誰 か に それ を 持っ て い 
る こと を 知ら せ た り し な いで くだ さい 


銃 が 好き だ か ら と いっ て 過剰 に 購入 し な いで くだ さい 法定 範 囲 
を 超え る 散弾 銃 は 、 法 定 境界 線 を 突破 する まで 見 送っ て は いけ ま 
せん 。 彼 ら は すでに あな た を 追い か け て お り 、 い ずれ に し て も あな 
た は 刑務 所 に 行く こと に な り ま す 。 


その 後 、 適 切な 万 カ グ リ ッ プ と 金属 の こざ ぎり を 使用 し て 数 分 で 完 
了 し ます 。 


2.31 一 体 誰 と 一 緒 に いる の か を 知る 


自由 の 闘士 を 目指 す 人 が 実践 し な けれ ば な ら な い 最 初 の 
予防 策 、 そ し て 最も 重要 な こと の 1 つも 非常 に 簡単 で す 。 そ れ は 、 
自分 が 誰 と 話し て いる の か を 知る こと で す 。 ト ム 、 デ ィ ッ ク 、 ハ リー 
に は 立ち 入り を 許可 し な いで くだ さい 
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あな た の リビン グル ー ム や ガレ ー ジ を 、 何 ら か の 身元 調査 な し で 。 


この 記事 を 書い て いる 時 点 で は 、 北 西部 戦線 は 白人 至上 主 
義 運 動 の 中 で 、 活 動 グ ルー プ に 割り 当て られ る の に 十分 近づい た 人 
物 に 対し て 実際 に 身元 調査 を 行っ て いる 唯一 の 派閥 で あり 、 単 に そ 
の 男 の 名 前 を グー グル で 検索 する と いう 意味 で は な い 。 イ ンタ ー ネ 
ッ ト を 使え ば 、 そ れ だ け で 何 が わか る か 驚く で し ょ う 。 NF シス テ 
ム は に 完璧 で は な く 、 背 景 を ダミ ー に する 少し の 努力 で 、 秘 密 警 察 や 
SPLC が あら ゆる 種類 の スパ イ や 情報 提供 者 を 私 た ち に 騙す 可能 
性 が ある こと は 間違い あり ませ ん が 、 党 は 少な く と も 彼ら に その 努 
力 を 行使 させ ます 。 他 に 誰 も そう し ませ ん 。 


ゲリラ 戦士 が 実行 し な けれ ば な ら な い 準 備 の 大 部 分 は 、 自 
分 自身 の 中 に あり ます 。 人 生 が どの よう な も の か を 簡単 に 説明 し ま 
し よう 。 


2.32 ウォ ー キ ング < ザウ ォ ー ク 


戦術 に 関し て 言え ば 、 い か な る ゲリラ グル ー プ の モッ トー も 
決し て 擁護 し て は な ら な い 。 常 に 敵 の 弱点 を 攻撃 し まし ょ う 。 英 が 
その 優れ た 兵力 を 発揮 する こと を 決し て 許し て は な り ま せん 。 


ゲリラ 戦 の ルー ル は 次 の よう に 説明 で きま す 。 大 規模 で 強力 
な 軍隊 は 、 よ り 小 さく 、 よ り 軽 く 、 よ り 速く 移動 する 軍隊 を 包囲 し 、 そ 
の 優れ た 重量 と 力 で それ を 粉砕 し よう と し ます 。 も し 大 規模 な 軍隊 
が 優れ た 力 と 数 で ゲリラ を 包囲 し 、 拘 束 し 、 破 壊す る こと に 成功 し 
た 場合 反乱 軍 は 死ぬ か 生き 埋め に され 、 植 民 地 や 国家 、 あ る い は 
人 々 は 占領 され 奴隷 化 さ れ た まま と な り 、 最 終 的 に は 減 び ます 。 古 
代 ロ ー マ 人 は 特に これ に 優れ て いま し た 。 


一 方 、 大 規模 な 軍隊 が ゲリラ を 包囲 し て 押さ えつ ける こと が 
で き な か っ た 場合 、 自 由 は 失わ れる 。 
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戦闘 機 は 首尾 よく 自由 を 保ち 、 ゆ っ くり と 大 国 を 削り 取る こと が で き 、 
死傷 者 を 出し 、 英 の 身体 能力 、 経 済 的 資源 、 士 気 を 消耗 させ 、 占 領 を 
維持 し 続け る こと が 多大 な 費用 と 帰還 スー ツ に と っ て 炉 わ し いも の 
に な る まで 続け る こと が で きる 。 首 都 、 そ の 後 、 植 民 地 、 国 家人 種 は 自 
貼 に な り 、 反 乱 軍 は ハト が 糞 を する た め に 公共 の 広場 に 自分 た ちの 
像 を 建て ます 。 こ うし て イギリス は 20 世 紀 に 帝国 の 大 部 分 を 失っ た 
の で す 。 


アメ リカ の ほとん どの 民兵 組織 や 生存 主義 者 グル ー プ の 基 
本 的 な 「 戦 略 」 は 、 彼 ら が 持っ て いる 限り (それ は それ ほど 遠く な 
い ) 、 コ ミュ ニテ ィ の 静 的 な 防衛 に 基づい て いま す 。 
内 乱 状態 に ある 都市 部 の 黒人 ギャ ング バン ガー や 、 社 会 が 完全 に 崩 
壊し た 時 代 の マッ ド マ ッ クス 風 の 無 法 者 に 対し て は 、 そ れ が 実現 可 
能 な 目標 か も し れ な い 。 政 府 と その 執行 者 に 対し て 、 こ の 戦略 は 不 条 
理 で 自殺 行為 で す 。 (繰り の 反し に な り ま す が 、 こ れ は 、 現 在 の 「 民 
兵 」 が 銃 を 捨て て 司法 取引 に むし ゃ くし ゃ する の で は な く 、 全 く 抵 抗 
し な いで あろ うと いう こと を 大 い に 信 じ て い な いこ と を 前 提 と し て い 
まる 


銀行 強盗 を し な いで くだ さい 。 人 種 敵 に 対す る いく つか の 非 
常に 注目 を 集め る 攻撃 に よっ て 革命 家 の 真 正 性 が 確立 され 、 数 ドル 
を 収奪 する の が 最低 額 に な る まで は 、 そ の 他 の 犯罪 的 な 資金 集め 行 
為 (フリ ー マ ン 流 の 不良 小切手 を 書く な ど ) を 犯し て は な り ま せん 。 
実際 に 彼ら が わざ わざ 何ら か の 告訴 を 提起 する の で あれ ば 、 彼 ら が 
あな た に 対し て 提起 する 告訴 。 そ の 時 点 で 、 彼 ら は お そら く 、 ボ ニー と 
クラ イド 、 ゴ ー ド ン ・ カ ー ル 、 ジ ェ フ 。・ ヒ ュー ズ 、 エ ヴァ ン ・ エ イブ ル を 殺 
害し た よう に 、 あ な た を 捕まえ た ら 銃 で 撃ち 殺す で し ょ う 。 


決し て 、 決 し て 、 ど ん な 種類 の 「 複 合 施設 」 に も 自分 を 閉じ 込 
め な いよ うに し て くだ さい 。 あ な た は 人 類 史 上 最も 圧倒 的 な 軍事 力 と 
警察 力 の 集中 に 直面 する こと に な り ま す 。 ラ ン デ ィ ・ ウ ツィー バー に その 
方 法 を 聞い て くだ さい 
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それ は 彼 に と っ て は うま くい きま し た 。 ブ ラン チ の ダビ ディ アン に 尋ね て く 
だ さい 。 モ ンタ ナ 州 の フリ ー マ ン に 聞い て くだ さい 。 エ ド と ロレ イン ・ ブ ラウ ン 
に 、 連 邦 政府 が 彼ら の 家 の 所 有 権 証書 を どの 程度 尊重 し た か 尋ね て くだ さ 
い 。 囲 まれ た ら 終 わり だ 。 期 間 。 
初期 資金 は どう や っ て 調達 する の で し ょ うか ? 暴 君 の 法律 を 一 切 破 
ら ず に 合法 的 に ? そ の 方 法 を お 話し ます が 、 冗 談 で は あり ませ ん 。 今 いま い 
まし い 化 合 物 を 売り まし ょ う ! そ し て 、 そ の 場合 は 、5、6 人 の 小さ な グル ー プ 
の た め に 400 丁 の 銃 と 100 万 発 の 弾薬 を 買い に 出かけ な いで くだ さい 。 そ 
の お 金 を 使っ て 、 移 動 、 バ ン 、RV、 ト ラッ ク 、 人 員 を 移動 で きる 車両 、 移 動 し て 
攻撃 し 、 そ の 後 逃げ て 回 避 し 、 再 び 攻 撃 す る 小 規 模 消防 チー ム 用 の 武器 や 
2 し ます 。 土 地 な ど は 必要 あり ませ ん 。 そ うし な いと 、 囲 まれ て し ま 
可能 性 が あり ます 。 あ な た に と っ て 土地 は 役に立た な い の で す 。 あ な た は 
了 そら く ) 死 ん で その 土地 が 必要 な く な る か 、 あ る い は あな た が 勝っ て 欲 
し い 土 地 を すべ て 占有 で きる か の どちら か で す 。 


覚え て お いて くだ さい 、 本 当 の ゲリラ は ギャ ング や 盗賊 泥棒 で は な 
く 、 達 成 可 能 な 政治 的 目的 を 持っ た 自由 の 閣 士 で な けれ ば な り ま せん 。 そ し 
て あな た が 解放 し よう と し て いる 人 々 は 彼ら を その よう に 認識 し な けれ ば 
な り ま せん 。 も し ゲリラ た ち が 、 狂 犬 の 棒 人 間 や 暴れ まわ る 酔っ ば ら っ た バ 
イカ ー の 集団 の よう に 行動 すれ ば 、 白 人 は 彼ら を その よう に 見 る だ ろう 。 覚 え 
て お いて くだ さい 、 私 た ち が こ こ で 作り た い 映 画 は マイ ケル ・ コ リン ズ で あり 、 
レザ ボア ・ ド ッ グ ス や ナチ ュ ラ ル ・ ボ ー ン ・ キ ラー ズ で は あり ませ ん 。 


これ も 脳裏 に 焼き 付け て くだ さい 。 暴 力 は 目的 を 達成 する た め の 手 
段 で あり 、 そ れ 自 体 が 目的 で は あり ませ ん 。 革 命 的 暴力 の 目的 は 人 々 を す 
こと で は な く 、 人 々 を 解放 する こと で す 。 歴 史 に は 、 そ れ を 忘れ た 革命 家 志 願 
者 の 遺体 が 散乱 し て いる 。 


IRA に 起こ っ た 最悪 の 出来 事 の 一 つ は 、 運 転 よ り も ベル ファ スト で 
麻薬 と 酒 と みか じ め 料 を 掘り 起こ すこ と に 関心 の ある 純粋 な ギャ ング 分 子 
に 彼ら が 乗っ 取ら れ た こと だ っ た 。 
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イギリス 人 を 出 て 。 ゲ リラ 組織 は 、 た と え 道 徳 的 に 復讐 する 資格 が ある と し 
て も 、 単 に 凶暴 に な っ て 動く も の を 撃ち 始め た り 、 純 粋 に 個人 的 な 憎しみ 
や 復讐 願望 か ら 人 々 を 銃撃 し た り し て は な ら な い 。 ゲ リラ 軍 に は 明確 な 目 
京 、 ビ ジョ ン 、 計 画 が な けれ ば な り ま せん 。 ゲ リラ 軍 は 兵士 で な けれ ば な ら 
ず 、 略 奪 する 人 食い 人 種 の 集団 で は あり ませ ん 。 こ の 国 で は まだ マッ ド マ 
ックス の よう な 状況 が 発生 し て いる か も し れ な い が 、 そ れ は 正気 の 人 間 
が 望ん で いる こと で は な く 、 現 実 と ビデ オ ゲ ー ム の 区 別 が つか な い 思 
期 の 復讐 ファ ンタ ジー の 外 で も な い 。 抵 抗 運動 は 、 開 始 する 前 に 達成 可能 
な 目標 を 確立 する 必要 が あり ます 。 こ れ が 北西 部 移民 が 他 の 人 々 に 影響 
を 及ぼ し て いる 点 で あり 、 私 た ち が 最 終 的 に 白人 抵抗 運動 の 先頭 に 立つ 
理由 で ある 。 な ぜ な ら 、 私 た ち に は 計画 が ある か ら で あ る 。 他 に 誰 も そう し 
ませ ん 。 


し た が っ て 、 ゲ リラ の ルー ル は 単純 で す 。 決 し て 穴 を 掘ら な いこ と 、 
決し て 囲ま れ な いこ と で す 。 動 いて 、 動 いて 、 動 いて ! そ し て ヒッ ト 、 ヒ ッ ト 、 
ヒッ ト ! ゲ リラ グル ー プ は 常に 、 数 、 装 備 、 訓 練 、 資 源 、 組 織 の 点 で は る か に 
優れ た 部 隊 と 対 財 し ます 。 


この よう な 生活 を 強い られ る と いう 心理 的 プレ ッ シ ャ ー だ け で も 、 ほ と ん 
どの 白人 アメ リカ 人 は 一 週間 以内 に 極度 の 狂人 に な っ て し まう だ ろう 。 


全体 的 な レベ ル で は ゲリラ の ほう が 常に 銃撃 で 上 回 っ て いる た 
め 、 重 要 な の は 接触 点 で 反乱 軍 が 常に その 1 つの 小さ な 殺 殖 ソー ン で 占 
拠 者 より も 銃 で 上 回 っ て いる こと を 確認 する こと で す 。 素 早く 、 早 く 、 早 く 、 
進入 し 、 タ ー ゲ ッ ト を 終了 し 、 そ し て 退去 する 必要 が あり ます 。 


攻撃 呆 っ て 、 打 っ て 、 打 っ て ! そ し て 動い て 、 動 いて 、 動 いて ! 決 し て 地面 
に 行っ た り 、 穴 に こも っ た り 必要 に 応じ て 、 同 じ 場 所 に 長く 留まっ た り し 
な いで くだ さい 。 最 大 24 時 間 ご と に 常に 隠れ 家 を 変更 し 、 夜 間 に 移動 し 
ます 。 逃 げ て 加 避 する 。 主 導 権 を 決し て 失わ な いで くだ さい 。 英 の 頭 を 回 転 
させ ます 。 彼 は あな た が どこ に いる の か 、 何 を し て いる の か 決し て 知る 必 
要 は あり ませ ん 
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また は 次 に 攻撃 する 場所 。 あ な た が 死体 を 拾っ た 後 、 あ な た が 突 
然 振 り 向い て 待ち 伏せ し 、 彼 を 殴る まで 、 彼 は よろ めい て いる は ず 
2 まる 


2.33 散 歩 は で きま すか 本 当 に ? 


これ ら す べ て は 非常 に ロマ ンチ ッ ク に 聞こ えま す が 、 約 1 
週間 は そう な る で し ょ う 。 そ うす れ ば 、 大 多数 の アメ リカ 白人 は 自 
分 た ち が 何 に 陥っ て いる の か に 気づき 、 恐 怖 の 発作 で 正気 に 戻る 
か 、 あ る い は アメ リカ 人 の 集中 力 持 続 時 間 の 短 さ が 影響 し て 、 そ の 
すべ て に 単純 に 飽き て し まう 可能 性 が 高い で し ょ う 。 彼 ら は 家 に 
帰っ て テレ ビ を つけ て 、 す べ て を 忘れ た いと 思う で し ょ う 。 し か し 
問題 は 、 そ れ が で き な い こと で す 。 一 度 一 線 を 越え た ら 、FBI 査 官 
を 殺す た めで も 、 イ ンタ ーネット に 詩 を 投稿 する た めで も 、 彼 ら が 
あな た を 生き 地獄 に 送り 込む た め に 追い か け て くる と 、 あ な た は 
勝つ まで 、 あ る い は 死ぬ まで 戦い 続け る こと に な り ま す 。 お そら く 
それ が 最後 で す 。 


さて 、 シ アー ズ < ロ ー バ ッ ク の 狩猟 用 迷彩 服 を 着 て セミ オー 
ト を 空中 に 振り な が ら 写 真 を イン ター ネッ ト に 公開 する 、 大 きく て 
大 胆 な 民兵 の 中 で 、 そ の よう な 生活 を 送れ る 人 が どれ だ けい る で 
し ょ うか ? 中 産 階級 の 白人 アメ リカ 人 で それ が で き 、 何 ヶ月 も 何 年 
も その よう な 生活 を 続け る こと が で きる で し ょ うか ? さ あ 、 皆 さん 、 
本 当 で すか 2? 教団 と シン ビオ ネー ゼ 解 放 軍 は どの よう に 存続 し ま 
し た か ? 4 ヶ月 ? 
それ ぞ れ 半年 くら い ? そ ん な 感じ ? 

これ は で き な い と いう こと で は あり ませ ん 。 そ れ は 可能 で あ 
り 、 い つか 野獣 が 今 よ り も は る か に 弱く な っ た ら 、 そ れ は 行わ れる 
で し ょ う 。 し か し 、 こ の 特定 の キッ チン に 入る と いう 決断 を 下す 前 
に 、 し っ か り と 準備 を し 、 暑 さ に 耐え られ る か どう か を 確認 する 必 
要 が あり ます 。 
も う 後 戻り は で き な い か ら で す 。 

あな た は 霊 的 な 変化 を 遂げ 、 冒 祖父 と 同じ 人 間 に な ら な け 
れ ば な り ま せん 。 
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その 日 の うち に 。 体 だ け で な く 心 も 魂 も 強く な ら な けれ ば な り ま 
せん 。 孤 独 な 森 の 中 で 群れ の 外 で ひと り で 生き て いけ る ほど 強 
い 。 や る べき こと を や る の に 十分 強い の で 、 そ の 後 は 決し て 心配 
し な いで くだ さい 。 死 が 差し 迫っ て いる こと を 受け 入れ 、 決 し て 
心配 し な いこ と が で きる ほど 強い 。 世 界 を 変え る と いう 重荷 を 自 
ら 引 き 受 け 、 物 質 的 で 利己 的 で 弱く な る も の すべ て を 放棄 する の 
に 十分 な 強 さ を 持っ て いま す 。 そ れ が すべ て で きる よう に な る ま 
で は 、 迷 彩 服 を 着 た 愚か な 写真 を イン ター ネッ ト 上 で 公開 し て み 
ん な の 時 間 を 無駄 に する の は や め ま し ょ う 。 犯 罪 を 犯さ ず に 時 間 
を 過ごし て いる こと に 気づく で し ょ う 。 あ な た は 、 本 当 の 革命 家 で 
は な く 、 何 年 も 毎日 あな た を 描 問 し 、 家 に 帰っ て ソフ ァ と プラ ズ マ 
テレ ビ の 前 で あな た を 笑い 飛ば す 人 々 に 一 撃 も 加え ず に 、 早 命 
家 の 懲役 刑 を 経験 し て いる こと に 気づく で し ょ う 。 


2.34 重労働 は 最初 に 行う 必要 が ある 


さて 、 一 般 的 な 方 法 で それ を 行う 方 法 を 教え られ た の で 、 
それ は や め て くだ さい 。 こ れ は 単なる 免責 事項 で は あり ませ ん 。 
解放 すべ き 人 々 の 間 に 政 治 的 、 精 神 的 な 基盤 が な けれ ば 、 た だ 銃 
撃 を 始め た だ け の ゲリラ 運動 は 半年 も 続か な いで し ょ う 。 そ れ が 
彼ら に と っ て どう だ っ た か を 教団 の 人 々 に 尋ね て くだ さい 。 プ ロ 
パガン ダ と 政治 的 基盤 を 築く の に 時 間 を と ら な い 抵 抗 運動 は 勝 
利 を 収め る こと は で きず 、 多 く の も の が まさ に その 理由 で 失敗 し 
で 林 ま し だ た 。 


私 た ち は 過去 60 年 間 を 完全 に 無駄 に し 、 リ トル ロッ ク 以 
来 55 年 前 に 取り 組み 始め る べき だ っ た 種類 の イン フラ と 種類 
の 基地 を 構築 する た め の 残さ れ た 時 間 は 非常 に 短く な り まし た 。 


これ は 現実 の 事実 で す 。 こ の 無駄 の 一 部 は 、 い くつ か の 行き 止ま 
り を 下る 誠実 で 希望 に 満ち た 境 征 に よる も の で し た 
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振り 返っ て みる と 、 そ れ は 非常 に 明白 で し た 。 ア ヒル クラ ブ と 
選挙 政治 が 思い 浮か ぶ 2 つの 例 で す 。 私 た ち は ま た 、 腐 敗 
し 、 無 能 で 、 不 誠実 な 一 連 の 自称 指導 者 た ち に も 悩ま され て 
お り 、 私 た ち は 今 で も こう し た 過去 の 名 残り の いく つか に 悩 
まさ れ て いま す 。 


も し 私 た ち が そ の 60 年 を 無駄 に し て いな けれ ば 、 私 た ち は 今 、 
政権 に 対し て 実際 の 抵抗 活動 を 行う 立場 に あっ た 可能 性 が あり ます 。 
私 た ち は そ う で は あり ませ ん 。 そ う で な いと 言う 人 は 、 と ん で も な い 愚 
か 者 か 、 あ る 種 の 警 紀 で す 。 頭 を 整理 し て 学び まし ょ う 。 党 は あな た に 
人 種 の た め に 死ぬ こと を 求め て いる の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 皆 さ 
ん に 、 そ の た め に 生き る こと を 求め て いま す が 、 さ ら に 難し いこ と に 、 そ 
の た め に 働く こと を 求め て いま す 。 


これ は 多く の 人 が 聞き た く な い メ ッ セ ー ジ で す 。 私 た ちの 将来 の た め 
に も 、 気 を 付け た ほう が いい で し ょ う 。 

紀元 前 400 年 前 、 ク セ ノ ポン と いう ギリ シャ の 年 代 記 作 
家 は 、 有 名 な 一 万 人 の 行進 に つい て 次 の よう に 書き まし た 。 
軍隊 の 魂 が 強けれ ば 、 敵 は 彼ら に 対抗 で き な く な る 。」 


私 た ちの 新しい 国 で 、 ア メリ カ を 倒し 、 自 由 を 取り 戻す 
方 法 を 知り た いで すか ? 
私 た ちの 肉体 を 引き 裂く 猿 や 狂犬 より も 魂 を 強く し て くだ さ 
い 。 心 に 鉄 が 入っ た ら 、 手 に 入れ る 鉄 を 見 つけ る の に 問題 は 
あり ませ ん 。 


と りあ え ず 、 ウ ェ ブ カメ ラ を 撮 ろ うと 銃 を 空中 に 振る の 
を や め る 準備 が で きる まで 銃 を し まっ て 、 こ の 地 で ひど い 可 
事 を 働い て いる 男女 に 銃 を 向け 始め て くだ さい 。 
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3. セキ ュ リ ティ 


3.1 英 の 反応 


西側 諸国 の ほぼ すべ て の 主要 都市 に は 、 ユ ダ ヤ 人 利益 団体 
と 警察 と の 連絡 役 と し て 機能 する ヘイ トク ライ ム 部 隊 ま た は 同様 
の 組織 が 存在 する 。 多 く の 場 合 、 こ れ ら の 部 隊 の メン バー は 複数 の 
帽子 を か ぶっ て いま す 。 統 合 テ ロ 対 策 特別 部 隊 で は 、 地 元 の 警察 官 
が 連邦 保安 官 や FBI 捜査 官 の 代理 に 就任 する こと が で きま す (し 
た が っ て .、 複 数 の 給与 が 得 ら れ ま す )。 こ れ ら の 機関 は 、 こ の 地域 の 
白人 至上 主義 者 を 特定 し 、 文 書 を 作成 する こと に 取り 組ん で いま 
す 。 彼 ら の 最終 的 な 目的 は 、 白 人 活動 家 グ ルー プ に 潜入 し て 危害 を 
加え る こと で あり 、 具 体 的 に は 次 の よう な も の で す 。 


* メ ン バ ー に 対す る 有罪 証拠 を 収集 する 。 


* さ ら な る 調査 の た め に 、 他 の グル ー プ と の つなが り を 発見 
し ます 。 

* こ れ ら の グル ー プ を 弱体 化 さ せ 、 信 用 を 傷つけ 、 破 壊し ます 。 

* 独裁 政権 が 白人 アメ リカ 人 に 行使 を 望ま な い 憲 法 で 保護 
され た 活動 を 妨害 し 、 禁 止 す る 。 こ れ に は 、 武 器 保持 お よび 携帯 の 
権利 表現 の 自由 の 権利 政府 が 議論 し た く な い テ ー マ の 公 の 場 で 
の 議論 、 お よび 一 般 的 に 禁止 する 権利 が 含ま れる 。 人 種 グ ルー プ 
が 自分 た ちの 考え や 信念 を 白人 コミ ュ ニ ティ に 伝え る こと を 妨げ ま 
す 。 


これ ら の 部 隊 の 潜入 捜査 紀 は 人 種 活動 家 が 開催 する 会 議 
や 集会 に 出席 し 、 個 々 の メン バー の 名 前 や 説明 な どの 情報 が 入手 
され る た め 、 細 胞 組織 が 必要 と な る 。 ヘ イト クラ イム 部 門 は 活動 家 
が 配布 し た 文献 パス ター、 そ の 他 の 資料 も 収集 する 予定 だ 。 こ れ ら 
の 資料 は 指紋 の 証拠 と し て 分 析 さ れ ま す 。 


Machine Translated by Google 


グル ー プ の メン バー を 特定 し 始め る た め 。 こ れ ら の 指紋 は 、 
法 執行 機関 が 人 種 活動 や 市 民 の 反対 活動 に 関与 し た 人 々 を 
保管 する ファ イル に 追加 され ます 。 公 然 と し た 政治 活動 が 合 
衆 国 一 法 で 保障 され た 権利 で ある は ず で ある と いう 事実 は 、 
アメ リカ 当局 や 法 執行 機関 に と っ て は 全く の 無関心 の 問題 
で ある 。 私 た ち 全 員 が 理解 する こと が 重要 で す 。 人 種 意 識 の 
高い 白人 に は 権利 が な いと いう こと で す 。 期 間 。 物 語 の 終わ 
り 。 私 た ち は 、 法 的 に 嫌がら せ 、 は め ら れ 、 迫 害さ れ 、 住 居 や 雇 
用 を 拒否 され 、 暴 行 を 受け 、 さ ら に は 処罰 され な い だ け で な く 
実際 の 社会 的 承認 を 得 て 殺 害さ れる 可能 性 が ある 最後 の 少 
数 派 で す 。 世 界 で 最も 優れ た 憲法 や 最も 公正 で 文明 的 な 法 
律 も 、 警 察 、 裁 判 所 政府 が 単に 無視 する の で は 役に立ち ま 
せん 。 


ヘイ トク ライ ム 部 門 の 活動 の 次 の ステ ッ プ は 、 表 向 

き 、 犯 罪 の 実行 また は 犯罪 の 陰謀 の 証拠 を 収集 する た め に 、 
グル ー プ に 潜入 する こと で す 。 狂 罪 が 行わ れ て いな い 場 合 、 
潜入 者 の 仕事 は 状況 を 確実 に 変え る こと で す 。 犯 罪 行 為 の 
証拠 が な い 場 合 、 特 定 の 個人 や グル ー プ を 黙ら せる た め の 
へ ヘイト クラ イム 対策 部 門 に 対す る 政治 的 圧力 の 程度 、 ま た は 
予算 を 正当 化す る た め に 単に 「 結 果 を 出す 」 と いう 圧力 の 程 
度 に 応じ て 、 法 執行 機関 は その 証拠 を 提 造 する で し ょ う 。 当 
然 の こと な が ら 。 


この 作業 は 通常 、 単 独 の 潜入 捜査 官 に よっ て 行わ れ ま 
す が 、 複 数 の 機関 か ら の 2 人 以上 の 潜入 捜査 官 が 使用 され 
る こと も 前 例 の な いこ と で は あり ませ ん 。 何 年 も 前 、 ト ロン ト 
で 不幸 な 男 が 政治 的 に 間違っ た 文書 を 配布 し た と し て 逮 捕 
され 、 投 獄 さ れ ま し た 。 彼 は その 資料 を 配布 する 4 人 チー ム 
の 一 員 で あり 、 残 り の 3 人 は 全員 、 ト ロン ト 警 察 、 オ ンタ リオ 
州 警察 、 お よび 秘密 法 執行 機関 の 出身 で し た 。 
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RCMP - それ ぞ れ が 他 の も の を 認識 せ ず に 動作 し ます 。 言 うま で も な 
く 、 こ の 事件 に 関す る メデ ィ ア の 論評 は ダドリー・ ド ウラ イト に 対し て 
好意 的 で は な か っ た が 刑務 所 に 送ら れ た の は た だ 一 人 の 不運 な 国家 
主義 者 だ け だ っ た 。 

最初 に 犯罪 の 証拠 が 得 ら れ な か っ た 場合 侵入 者 は 犯罪 の 証 
拠 を で っ ち 上 げ よ うと し ます 。 彼 また は 彼女 は 、 グ ルー プ に 何ら か の 重 
大 また は 暴力 的 な 犯罪 を 実行 する よう に 仕向 けた り 、 タ ー ゲ ッ ト と な っ 
た 個人 に 犯罪 を 実行 する 手段 を 提供 し 、 犯 罪 の 計画 を 支援 し た り し 始 
め ま す 。 侵 入 者 の 主 な 目的 は 2 つ あ り 、 犯 罪 行為 に つい て 話し て いる 
人 々 を 音声 で 録音 させ る こと (最近 で は この よう な 恐ろし い 事件 で は 
電子 メー ル や テキ スト メッ セー ジ が 使用 され て いる こと が 判明 し て い 
る が )、 も う 1 つ は 政府 の 技術 者 に よっ て 有罪 的 な も の に 変更 で きる デ 
ジタル 音声 を 入手 する こと で す 。 悪 名 高い エド ガー・ ス ティ ー ル 事件 で 、 
そし て 第 二 に 、 「 証 拠 」 を 提供 する た め に 、 独 裁 政権 が 標的 に し た 人 々 
の 家 、 車 両 、 所 有 物 に 有罪 と な る 物 的 証拠 を 埋め 込ん だ 。 


グル ー プ の メン バー が 愚か に も 侵入 者 を 信用 すれ ば 、 す ぐに 
刑務 所 に 入れ られ る こと に な る で し ょ よう 。 
法 執行 機関 に よる この 種 の 活動 は 十分 に 文書 化 さ れ て いま す 。 ロ サン 
ゼル ス の 第 四 帝 国 ス キン ヘッ ズ 事 件 、 マ マッ ト : ヘ イル と チェ スタ ー・ ド ー 
ルズ の グロ テス ク で 寿 劣 な 鉄道 強奪 事件 、 ノ ー ス カロ ライ ナ 州 の リロ イ 
< ギブソン 事件 、 イ ギリ ス の コン バッ ト 18 へ の 潜入 事件 カナ ダ の 遺産 
戦線 が 関与 し た グラ ント ・ ブ リス トー 事件 、 フ タリ ー 事 件 民兵 事件 、 ホ ワ 
イト が 「 犯 罪 」 で 起訴 され 投獄 され た ビル ・ ホ ワイ ト 事 件 、 政 府 自身 の 
技術 専門 家 が 検 守 に 対し . ホ ワイ ト が 犯し て いな い 、 ま た 犯し 得 な いと 
通告 し た 事件 、 そ し て 何より も アイ ダ ホ 州 弁護 士 エ ドガ ー。J・ ス ティ ー 
ル の 恐ろし い 事 件 で ある 。 こ れ ら は 良い 例 で は ある が 、 白 人 至上 主義 者 
の 運動 を 破壊 し 、 投 獄 す る た め に 工作 員 扇 動 者 を 利用 し た 唯一 の 例 で 
は な い 。 
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白人 男 価 も 女性 も 、 独 裁 政権 は 彼ら の 発言 書き込み 、 考 え 方 
を 好ま な いか ら で す 。 


3.2 アメ リカ の 政治 的 ギャ ング か 
ら 身 を 守る 


法 執行 機関 へ の 侵入 と 妨害 行為 と いう 虐待 的 な プロ セス は 
どの よう に し て 防止 され る の で し ょ うか ? 

以前 は 国民 に 違法 行為 を 控え る よう に 忠告 する だ け で 
十分 で し た が 、 今 で は それ は 機能 し ませ ん 。 近 年 起こ っ た 独 
薦 者 の 使用 人 に よる 度 重 な る 提 造 行為 、 持 に 政権 が 実際 の 音 
声 記 録 を 提 造 する まで 行っ た ステ ィ ー ル 事件 を 考慮 する と 、 
無罪 は も は や 不当 投獄 に 対す る 保証 で は な い 。 


それ に も か か わら ず 、 メ ディ ア や 警察 に 知ら れ て いる 
オー プン な 活動 家 で ある 人 は 、 少 な く と も こと わざ の 風船 が 
上 が る か 、 独 裁 政権 が 決定 を 下す まで は 、 変 化 を も た ら す た め 
の 直接 行動 に 自ら 参加 する と いう 考え を 抱 くべ ベ べき で は あり ま 
せん 米国 一 法 を 完全 に 廃止 し 、 単 に 白人 で ある と いう だ け で 
人 々 を 一 斉 検挙 し 始め て いる が 、 過 去 10 年 の 傾向 を 考え る と 、 
近い うち に そう な る 可能 性 は 十分 に ある 。 


無実 で ある こと は も は や 逮捕 や 投獄 を 防ぐ も の で は あ 
り ま せん が 、 そ れ で も 役に立ち ます 。 製 造 は 複雑 な ビジ ネス で 
す 。 も し 汚職 判事 が ステ ィ ー ル の 弁 護 側 証 人 の 出廷 を 拒否 し 
な か っ た 場合 に ステ ィ ー ル 事件 で 起こ っ た よう に 、 こ の よう な 
訴訟 が 法廷 で 決着 が つか な い 可 能 性 は 常に ある 。 私 た ち は 少 
な く と も 野郎 た ち に 毎月 の 直接 預金 を 稼が せる べき で あり 、 
実際 に 何 も 変え る 可能 性 が な い 愚 か な 違法 行為 を 犯す ほど 
愚か に な っ て 彼ら の 腕 に 真っ 直ぐ 立ち 入る よう な こと は すべ 
さ で は あり ませ ん 。 
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オー プン な 白人 活動 家 が 、 真 剣 に に あるいは 密か に 情報 提供 者 か ら 直 
接 行動 の 考え に つい て 持ち か けら れ た と き は 、 現 時点 で それ を 拒否 する の は 
自分 の 個人 的 な 選択 で ある が 、 行 動 を 起こ す 人 た ち を 非難 する わけ で も な い 
と 説明 し な けれ ば な ら な い 。 自 国民 を 守る た め に 武装 周 争 を 起こ す 。 こ の よう 
に し て 、 私 た ち は 自 分 自身 と 私 た ちの 大 義 に 忠実 で あり な が ら 、 私 た ち に 対す 
る 法 執行 機関 の 侵入 者 の 利用 を 無力 化す る こと が で きま す 。 


白人 人 種 の 生存 に 関し て 言え ば 、 そ の 通り で す 。 目 的 は 手段 を 正当 化す る の は 
間違い あり ませ ん 。 

ここ に も 名 準 の ポイ ント が あり ます 。 私 た ち は 、 武 器 を 手 に し て 自由 の 
た め に 戦う こと を 選ん だ 白人 を 、 た と えど れ ほ ど 見 当 違 いで 機能 不全 に 陥り 、 
道化師 や ちょ っ と 頭 が お か し い 人 で あっ て も 、 決 し て 公 の 場 で 非難 し て は な 
り ま せん 。 実 際 の と ころ 、 こ の 人 は 私 た ち 自 身 に 欠け て いる 才能 を 発揮 し て お 
り 、 私 た ち は そ れ を 決し て 悪く < 言い ませ ん 。 も し その 人 物 の 行動 が 、 ビ ュ フ ォ ー 
ド ・ フ ァ ロ ー が ユダ ヤ 人 の 幼稚 園 に 駆け 込み 青い ヤム ルク を か ぶっ た か わ 
いい 子供 た ち を 銃撃 し た よう な 、 手 気 の 一 歩 手前 の も の で あれ ば 、 そ れ は ある 
種 の 「 闇 作戦 」 あ る い は 政府 の 作戦 で あっ た と いう 立場 を と ら な けれ ば な ら 
な いい 。 


私 た ち は 、 そ れ が た と えど ん な に 歪ん だ 形 で あっ た と し て も 、 そ れ が 私 た ちの 中 
に 現れ た と き に それ を 否定 する に は 、 単 に 身体 的 な 行動 と 自己 犠牲 の 勇気 が あま 
り に も 不足 し て いま す 。 


3.3 携帯 電話 


携帯 電話 は 祝福 で も あり 呪い で も あり ます 。 携 帯電 話 を 使用 する と 、 
携帯 電話 で も 固定 電話 で も 、 電 話 を 持っ て いる 人 な ら 誰 と で も 、 い つ で も ほぼ 
どこ で も 音声 お よび テキ スト 通信 が 可能 に な り ま す 。 ま た 、 写 真 や ビデ オ を 記 
録 し て 、 他 の 人 と 共有 し た り 、 コ ンピュータ に アッ プロ ー ド し た りす る こと も 
で きま す 。 そ れ ら は 非常 に 便利 で あり 、 今 日 の 社会 に お ける 主要 な コミ ュ ニ ケ 
ーション 手段 で す 。 
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残念 な こと に 、 こ れ ら の デバ イス の 機能 に より 、 私 た ち 
の 大 義 に 敵対 する 組織 が 携帯 電話 の マイ ク を 介 し て 私 た ち 
の 会 話 を 聞き 、 携 帯電 話 の カメ ラ の 視野 内 に ある も の を 見 る 
こと が で きま す 。 こ れ は 携帯 電話 の 電源 が オフ に な っ て いる 
場合 で も 携帯 電話 に 目 に 見 える 表示 が な いた め 、 意 識 す る こ 
と な く 、 リ モー ト で 実行 で きま す 。 対 面会 議 や グル ー プ 会 議 
は 、 会 議 に 参加 し て いる 人 が 誰 も 電話 を 使用 し て いな い 場 
合 で も 、 こ の 方 法 で 記録 で きま す 。 そ れ に 加え て 携帯 電話 を 
使用 する と 、 他 人 が 携帯 電話 の 位置 を 追跡 で きる た め 携帯 
電話 の 所 有 者 が 携帯 電話 を 持っ て いる と き は いつ で も 携帯 
電話 の 所 有 者 の 位置 を 追跡 で きま す 。 言 い 換 えれ ば 、 携 帯電 
話 は セキ ュ リ ティ 漏洩 が 保証 され て いる と いう こと で す 。 


携帯 電話 の セキ ュ リ ティ 漏洩 を 防ぐ 基本 的 な 方 法 は 2 つ あ り ま す 。 
1 つ 目 の 方 法 は 、 携 帯電 話 を 持ち 歩か な いこ と で す 。 敵 に 録画 され た く な い 会 
議 に 参加 する 場合 は 、 携 帯電 話 を 車 の 中 に 置い て お く か 、 で きれ は 追跡 され な 
いよ うに 家 に 置い て お きま す 。 


2 番目 の 方 法 は 、 携 帯電 話 を 金属 製 の 容器 に 入れ て 電波 を 遮断 し 、 
外界 と の 接続 を 遮断 し て 使用 不能 に する 方 法 で す 。 市 販 の 容器 が な い 場 合 
は 、 ア ルミ ホイ ル で 包む だ け で も 効果 的 で す 。 誰 か に あな た の 携帯 電話 番号 
に 電話 し て も ら う こと で 、 容 器 ま た は ホイ ル 包 装 を テス ト で きま す 。 電 話 が 鳴 
ら な い 場 合 は 、 容 器 ま た は ホイ ル が 有効 で す 。 最 後に 、 こ れ を 覚え て お いて く 
だ さい 。 誰 も が 情報 提供 者 で ある わけ で は あり ませ ん が 、 誰 も が 携帯 電話 を 
持っ て いる の で 、 会 う 人 全員 が 確実 に 携帯 電話 の セキ ュ リ ティ を 実践 し て い 
る こと を 確認 し て くだ さい 。 


3.4 情報 の 管理 
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エル キュ ー ル ポア ロ 、 シ ャ ー ロ ッ ク ホー ムズ 、 コ ロン ボ 中 
尉 は 架空 の 人 物 で す 。 警 察 の 刑事 が 事件 の 手がかり に 演 絆 的 推論 
を 適用 し て 犯罪 を 解決 する と いう 概念 も 同様 に フィ クシ ョ ン で す 。 
確か に 、 独 罪 現 場 の 証拠 と 目撃 者 は 警察 の 仕事 に お いて 非常 に 重 
要 で ある が 、 犯 罪 捜 査 の 現実 を 調べ る と 情報 提供 、 電 子 監視 、 そ し 
て 現在 で は 合法 と な っ て いる 拉 問 技術 を 用 いた 自白 の 強要 が な け 
れ ば 、 大 多数 の 犯罪 は 確実 に 行わ れ て し まう こと が 明らか に な る 。 
未 解決 の まま に な る 。 


警察 は 日 常 的 に 賞金 を 提供 し 、 犯 罪 者 の 知人 、 こ の 場合 は 
政治 的 反 体 制 派 に 名 乗り 出る よう 勧誘 する 「 ホ ッ ト ラ イン 」 を 設置 
し て いる 。 警 察 は 容疑 者 を 特定 する と 、 そ の 周囲 の 友人 、 同 僚 、 家 族 
全員 を 尋問 し よう と し ます 。 独 裁 者 の 使用 人 は 通常 、 迫 、 嘘 、 央 胞 
を 利用 し て 、 賭 用 を 贈っ た り 、 騙 し た り 、 脅 迫 し た り し て 、 こ れ ら の 
情報 源 か ら 情 報 を 引き 出す こと に 成功 し ます 。 


友人 や 同僚 に は 、 容 疑 者 が 犯罪 に 関与 し た と 告げ られ 、 自 
分 た ちの 側 の 話 を し な い 限 り 、 容 疑 者 と 一 緒 に 起訴 され る こと に な 
る 。 家 族 に は 、 容 疑 者 が 自白 し て いる か 、 有 罪 を 証明 する 証拠 が 存 
在 し 、 警 察 は 容疑 者 の 「 最 善 の 利益 」 の た め に 行動 し た いと 考え て 
お り 家族 の 証言 に よっ て 容疑 者 は 「 必 要 な 助け が 得 ら れる 」 と 告 
げ ら れる 。 容 疑 者 の 配偶 者 また は 親密 な が パート ナー に は 、 警 察 が 
捜査 の 過程 で 、 親 密 な 関係 で 育ま れ た 独特 の 保護 感情 を 打ち 破る 
目的 で 容疑 者 の 不貞 の 証拠 を 発見 し た こと が 知ら され る 。 


し た が っ て 情報 の 管理 は 私 た ちの 移動 の 安全 に と っ て 最 
も 重要 な 要素 に な り ま す 。 情 報 は どん な 物質 的 な リソー ス よ り も 価 
値 が あり ます 。 そ れ は 私 た ちの 人 々 を 解放 する こと も 、 私 た ち 全 上 員 
を 絞 誕 台 に 送る こと も で きま す 。 さ えも 
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ほん の わずか な 漏洩 で も 捜査 官 に 新た な 手がかり を 提供 する こと が で 
き 、 彼 ら は 特に 難し い 事 件 に 直面 し た と き は 粘り 強く 行動 し ます 。 私 た ち 
は 、 ど ん な に 無関係 に 見 える 情報 で あっ て も 、 い か な る 情報 も 私 た ちの 
秘密 か ら 法 執行 機関 の 秘密 に 変換 され な いよ うに する 必要 が あり ます 。 


リソー ス 。 
3.5 「 何 も 言う こと は な い 」 


情報 管理 に お いて 考慮 すべ き 点 は 次 の と お り で す 。 * 共有 する 
必要 の な い 秘 

密 は 共有 し な い 。 軍 事 用 語 で は 、 こ れ は 「 知 る 必要 性 」 と 呼ば れ 、 
各個 人 に 必要 な 任務 を 遂行 する の に 十分 な 情報 の み が 与 えら れる よう 
に 適用 され ます 。 


※ 法 執行 機関 に 通報 され た 場合 は 、 絶 対 に 情報 を 提供 し な いで 
くだ さい 。 次 の 5 つの 言葉 を 思い 出し て くだ さい 。 「 何 も 言う こと は あ 
り ま せん 。 」 自 分 の 権利 を 知っ て くだ さい 。 書 面 で も 口頭 で も 発言 を し 
な いで くだ さい 。 

※ す ぐに 弁護 士 に 相談 し て くだ さい 。 自 分 の 人 身 、 財 産 、 車 両 、 住 
居 の 自主 的 な 捜索 に は 応じ な いで くだ さい <。 彼 ら に 令状 を 取ら せ て くだ 
さい 。 自 分 の 権利 を 放棄 し た り 、 自 発 的 に 権利 の 侵害 を 許可 し た り し な 
いで くだ さい 。 法 執行 機関 に 対処 する 際 に 下す 決定 は 非常 に 重大 な も 
の で す 。 間 違い を 犯さ な いで くだ さい 。 


* 現 実 の 世界 で は 、 活 動 家 は コミ ュ ニ ケー ショ ン を と ら な けれ ば 
な ら ず 、 つ まり 電話 や コン ピュ ー タ ー を 使用 し な けれ ば な ら な いこ と を 
私 た ち は 理 解 し て いま す 。 た だ し 、 安 全 で は な い 通 信 シ ステ ム 上 で は 、 た 
と えほん の 少し で も 機密 性 が 高い 、 ま た は 違法 で ある と 考え られ る 党 活 
動 の いか な る 側面 に つい て も 議 諭し な いで くだ さい 。 NSA の 内 部 告発 
者 エド ワー ド ・ ス ノー デン の 2013 年 の 暴露 は 、FBI、NSA、 そ の 他 の 秘密 
警察 機関 が 長年 に わた っ て この 国 と 大 規模 な 国内 の 事実 上 すべ て の 電 
子 通信 を 傍受 し 、 ア ー カ イブ し て きた こと を 裏付け て いる 。 
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世界 の 残り の 部 分 。 こ の よう な シス テム に は 、 電 話 、 携 帯電 話 、 フ ァ ッ クス 、 電 
子 メ ー ル が 含ま れ ま す 。 デ ジタル 暗号 化 さ れ た 携帯 電話 や 電子 メー ル な ど 
の 安全 な シス テム で あっ て も 、 細 心 の 注意 を 払っ て 使用 する 必要 が あり ます 。 


ビッ グ ・ ブ ラ ザ ー が 実際 に どの よう な 暗号 を 破る こと が で きる か 、 ま た は 破る 
こと が で き な い 暗号 は 誰 に わか り ま すか ? ボ ブ 。 マ イル ズ の 黄金 律 を 思い 出 

し て くだ さい 。 「 公 開 法廷 で 読み 上 げ ら れ た く な い 内 容 は 、 決 し て 紙 ( 最 

近 で は コン ピュ ー タ ー 画 面 ) に 書い て は いけ な い 」 。 


* 人 種差 別 的 な 思想 、 革 命 闘 争 、 銃 器 な ど を 扱う コン ピュ ー タ ー ファ 
イル に は 、 可 能 な 限り 最高 の 暗号 化 を 採用 し ます 。 


* 法 執行 機関 混乱 させ 、 琴 く た め に 偽 情報 を 使用 する 。 


* た と え 理 論 上 で あっ て も 、 私 た ちの 闘争 に 直接 関与 し て いな い 人 と 
直接 行動 に つい て 議論 し な いで くだ さい 。 
公共 の 場 で は 常に 非 暴力 の 遵守 を 公言 し ます 。 

* バ ー に 行っ て 酔っ ぱら わな けれ ば な ら な い 場 合 は 、 公 共 の 場 で お 
酒 で 辱 が 緩ん で し まう 危険 性 を 念頭 に 置い て くだ さい 。 こ れ は し て は いけ な 
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3.6 彼ら は 本 当 に あな た を 狙っ て いる の で し ょ うか ? そ れ と も 予算 を 
使い 果たし て いる だ け で すか ? 


場合 に よっ て は 、 連 邦 法 執行 機関 に よる 訪問 、 こ っ そり の ぞ き 見 ( 自 
宅 へ の 不法 侵入 ) な どの 活動 は 、 実 際 に は 実際 の 捜査 の 一 部 で は な く 、 連 邦 
職員 が 「 予 算 の 無駄 遣い 」 と 呼ぶ も の も あり ます 。 」 あ な た が 彼ら の レー ダ 
ー に 載る と 、 少 な く と も 彼ら は 予算 を 無駄 に する た め に あな た を その 目的 に 
利用 する で し ょ う 。 


連邦 法 執行 機関 の 主人 や 主人 に つい て 、 そ し て 実際 、 連 邦 政 府 や 州 
政府 の 部 門 で 働く 人 に つい て 理解 し な けれ ば な ら な い の は 、 官 僚 界 で は それ 
が すべ で だ と いう こと で す 。 
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予算 。 納 税 者 の パイ の あな た の 部 門 の 取り 分 で す 。 そ れ が 大 きけ れ ば 大 きい ほ 
ど 、 あ な た の 上 司 は 序列 内 で より 重要 で あり 、 あ な た の 部 門 の 名 声 は より 高く な 
り ま す 。 「 対 テロ 」 は 現在 、 ア メリ カ お よび 世界 中 の ほとん どの 国 で 数 十 億 ド 
ル 規 模 の ビジ ネス と な っ て いま す 。 富 と 権力 が 自分 た ちの ポケ ッ ト に 流れ 込み 
続け る こと を 確実 に し た いと 考え て いる 何 万 人 も の 人 々 を 雇用 し て いる 機関 が 
あり ます 。 そ し て 、 こ れ ら の 数 十 億 ドル すべ て を 止め られ る 「 テ ロリ スト 」 が い 
な いと し た ら 、 あ る い は 政権 内 の 誰か が 、( 現 時 点 で は ) た だ の 妄想 に 過ぎ な 
いこ と に 毎年 膨大 な 時 間 と 金 を 浪費 し て いる こと に 気付 いた と し た ら 、 そ うな 
る と 、 お 金 や 物品 の 流れ が 少し ずつ 滞っ て し まう こと を 避け る た め に 、 そ れ が 
許さ れる わけ が な い の は 明らか で す 。 


これ を 頭 に 焼き 付け て くだ さい 。 テ ロリ スト が いな けれ ば 、 反 テロ リス 
ト は 存在 し ませ ん 。 こ れ で 、 過 去 の 世代 に わた っ て 起こ っ て きた 多く の こと の 説 
明 が 得 ら れ ま し た 。 テ ロリ スト が 時 折 地 上 に 駆け つけ 、 捕 ら え られ 、 様 々 な 機関 
に よっ て 展示 され る こと は 皆 の 利益 に な る 。 も ちろ ん 、 は め ら れ た 哀 れ な 愚か 
な 野郎 は 別 だ が 、 彼 ら は 何者 で も な い の で カウ ント され な い : ア プー より クイ 
ッ ク ・ マ ー ト や 、 愚 か すぎ て バラ ク ・ フ セイ ン : オ バ マ が ザ ・ ワ ン で ある こと に 気 づ 
か な い 愚 か な 年 老い た ホワ イト ボー イ は 、 頭 を 下げ 、 所 定 の 方 法 で 唇 を 当て ま 
す 。 


FBI、BATFEDHS、 シ ー ク レッ ト サ ー ビ ス 、NSA、CIA が 行っ て いる こと 
の 多く は 、 金 を 費やし て 自分 た ちの 存在 を 正当 比 す る こと だ け を 目的 と し た ご 
ま か し で あり 、 連 邦 ア ルフ ァ ベ ッ ト に ある 他 の すべ て の 機関 を 犠牲 に し て 自分 
た ちの 存在 を 正当 化す る の が さら に 良い こと で ある 。 ス ー プ 。 何 より も 、 ワ シン ト 
ン DC の 豆 売り 場 に 慕 大 な 予算 を 正当 化す る 必要 が あり ます 。 


多額 の 予算 を 獲得 し た 人 は 、 そ の お 金 を 使わ な けれ ば な り ま せん 。 そ うし な い 
と 見 た 目 が 悪く な り ま す 。 あ な た が 伺 約 家 で 、 自 分 の 部 門 を 以下 の 予算 で 管理 
する こと で 実際 に 政府 の お 金 を 節約 で きる の で あれ ば 、 
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予算 を 削減 し た 場合 彼ら が 行う の は 来年 度 の 割り 当て を 削減 
する こと で す が 、FBI の キャ リア マン が 帝国 を 築く 方 法 は あり ま 
せん 。 

数 年 前 、 元 FBI 是 査 官 が 回 想 録 を 出版 し 、 担 当 特 別 捜査 
官 で ある SAIC が 仕事 の な い 日 に オフ ィ ス 内 を 歩き 回 り 、 人 々 に 
向かっ て 叫び な が ら 「 な せ ぜ 現 場 に 出 て 悪者 を 捕 ま そ よう と し な 
い の か 」 と 語っ て いた 。 ? さ あ 、 皆 さん 、 こ の オフ ィ ス に は 7 月 1 
日 まで に 消化 し な けれ ば な ら な い 20 万 ドル 相当 の 予算 が まだ 
あり ます 。 旅 に 出 て 、 ゴ ム を 燃やし て 、 モ ー テ ル に 泊まっ て 、 経 費 
の 伝票 を 見 せ て くだ さい ! 」 


本 質 的 に 、 こ れ が 1992 年 に ラン ディ 。 ウ ィ ー バ ー に 起こ っ 
た こと だ 。ATF は ラン ディ を アー リア 民族 に 対す る 情報 提供 者 と 
し て ひっ くり 返 そ うと 多大 な 資金 と 労力 を 費やし た 。 特 別 捜査 官 
の 中 に は 、 ノ ー と いう 答え を 受け 入れ ず 、 上 司 の 言う こと を 聞か 
な い 気 難し い ホ ワイ ト ボ ー イ に 腹 を 立て 、 ラ ン デ イィ に 嫌がら せ 
を 強要 し 始め た 。 こ れ に は 、 ウ ィ ー バ ー の 小屋 の 周り の 木々 に 光 
ファ イ バ ー カ メラ を 仕掛 け て ウィ ー バ ー と 娘 の サラ を 監視 し た 
り 、 ウ ィ ー バ ー を 「 シ ステ ム に 連れ 込ん で 」 法 的 に 取り 締まる た 
め に ソー オフ ショ ッ ト ガ ン の 容疑 で 逮捕 し た りす る な どの 振 の 
よう な 行為 が 含ま れ て いた 。 彼 が そう し た こと を 連邦 政府 は 現 
在 認め て いる が 、 連 邦 政府 に と っ て は 珍し いこ と だ 。 そ の 間 ず っ 
と 、 こ の 担当 特別 捜査 選 は ラン ディ ウィ ー バ ー に 予算 を つき 込 
み 、 訴 訟 も 有罪 判決 も 出 な いま ま フ ァイル を 積み 上 げ て いた が 、 
つい に ワシ ント ン か ら 、 金 を 使い すぎ た 、 も っ と 良 く な っ た と 告 
げ ら れ た と いう 。 何 か に つい て 有罪 判決 を 下 し 、 そ れ が ウィ ー バ 
ー の 家 を 襲撃 し 、 妻 と 息子 を 殺害 する こと に つなが っ た 。 サ ム と 
ヴィ イッキ ー・ ウ ィ ー バ ー は ATF エ ー ジ ェ ン ト の 利益 の た め に 命 を 
ジン 2 


3.7 密告 者 の 巡航 
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連邦 職員 は 、 潜 在 的 な 情報 提供 者 の ネッ トワ ー ク を 構築 
する た め に 時 間 と 予算 の 大 部 分 を 費やし て いま す 。 元 FBI 是 査 官 
バド <: ロー マー 氏 は 回 想 録 の 中 で 、「 捜 査 官 は 情報 提供 者 と 同じ 
くら い 優 れ て いる 」 と 書い て お り 、 こ の 公式 姿勢 は 今 も 変わ っ て 
いな い 。 FBI 職員 の 冠 に ある 宝石 は 、 彼 の 密告 者 の 列 で す 。 


彼ら 5 は 、 ど ん な こと で も 話し て くれ る 人 を 見 つけ る こと か 
ら こ の プロ セス を 始め ます 。 ス ポー ツ 、 天 気 、 政 治 は 関係 あり ませ 
ん 、 そ れ は 他 の こと に つなが る か ら で す 。 
秘密 警察 が 初め て あな た の 玄関 に 現れ た と き 、 特 に 何 も な いこ と 
に つい て いく つか の 当たり 障 り の な い 質 問 を し た り 、 あ な た の 究 
囲 気 を 感じ た りす る だ け で 、 あ な た を ひっ た くり の 可能 性 が ある 
人 物 と し て 探し 出し ます 。 そ れ ら の 質問 に 対す る あな た の 答え 
は 、 あ な た が それ に 答え る と いう 事実 自体 ほど 重要 で は あり ませ 
ん 。 も し あな た が 答え た 場合 彼ら は 最初 に その 場 を 離れ る と き 
に 、 あ な た を 潜在 的 な 情報 源 と し て 小さ な ノー ト や ファ イル に 記 
録 す る で し ょ う 。 誰 が 彼ら に 話し か け ま すか 。 そ し て 、 そ れ は あな 
た が 望ん で いな いこ と で す 。 な ぜ な ら 、 あ な た が 一 度 、 ど ん な こと 
で も 彼ら に 話す と 確立 する と 、 彼 ら は より 多く の 人 々 に つい て の 
より 多く の 情報 を 求め て 戻っ て き て し まう か ら で す 。 


彼ら は 特に 、 自 分 が どれ だ け 賢 い の か 、 憲 法 や 法律 に つ 
いて どれ だ け 知 っ て いる か を 誇示 し た が り 、 そ の 点 を 証明 する た 
め に 品 を つぐ む よ う な 買い タイ プ の 右 翼 を 見 つけ る の が 大 好き 
で す が 、 も ちろ ん 彼ら は そう で は あり ませ ん 。 t. つ まり 、 賢 い の 
で す 。 そ も そ も 、 憲 法 は 無関係 で あり 初代 帝国 大 統領 エイ ブラ 
ハム ・ リ ンカ ー ン が 他 の アメ リカ 人 に 対し て 武力 行使 を し て 自分 
に 従わ せる た め に 10 万 人 の 軍隊 を 呼び 掛け た 1861 年 以来 、 無 関 
係 で ある 。 第 二 に 、 と り わ け 、 連 邦 職 員 は 訓練 を 受け た 情報 分 析 
官 で す 。 騒 音 が あな た の 口 か ら 出 て いる 限り 、 彼 ら 5 は そこ か ら 情 
報 を 抽出 する 何ら か の 方 法 を 見 つけ ます 。 
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その 情報 を 利用 し て 、 あ な た 自身 の 命 を 含む 人 命 を 破壊 し ます 。 


3.8 奴ら の ドア を 閉め ろ 


連邦 職員 が あな た の 家 を 訪ね て き て 、 あ な た に 質問 し た いと 言っ た と 
き 、 あ な た の 口 か ら 出る 最初 の 言葉 は 「 令 状 は あり ます か ? 」 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 

彼ら が 暴言 を 吐い た り 、 本 題 か ら 逸 ら そ うと し た りす る 場合 は 、 質 

間 を 繰り の 返し て くだ さい 。 「 令 状 は あり ます か ? 」 彼 ら が その 質問 を 避け な 
いよ うに し て くだ さい 。 彼 ら が 質問 に 答え る まで は 何 も 言わ な いで くだ さい 。 
そし て 何より も 、 彼 ら を 自発 的 に 中 に 入れ な いで くだ さい 。 ト イレ に 行っ た り 、 
水 を 飲ん だ り 、 電 話 な ど を 使用 し た り し な いで くだ さい 。 一 度 中 に 入る と 、 彼 ら 
は 何ら か の 方 法 を 見 つけ て し まう か ら で す 。 家 中 を こっ そり 歩き 回 り 、 の ぞ き 
見 し ます 。 


も し 捜査 員 が 令状 を 持っ て いる と し て も 、 お そら く 彼 ら は ドア を ノッ 
ク す る こと は な い だ ろ う 。 夜 明け 頃 に ドア を 蹴り 込み 、 あ な た に 向かっ て 叫び 、 
床 に 投げ つけ 、 自 動 小 六 を 背中 に 突き 刺す だ ろう 。 お そら く 地 元 警察 の SWAT 
チー ム の 後ろ に 隠れ て 作業 し て いる 可能 性 が 高い 。 令 状 が な い 場 合 は 、「 令 
状 を 取得 し た ら 戻 っ て き て くだ さい 」 と 言っ て すぐ に ドア を 閉め て くだ さい 。 


それ は 重要 で す 、 ド ア を 閉め て くだ さい 。 ド ア を 開け た まま そこ に 立っ 
て 彼ら が 立ち 去る の を 待っ て は いけ ませ ん 。 彼 ら は 立ち 去る こと は な く 、 あ な 
た を さら な る 会 話 に 引き 込 も うと し 、 こ っ そり 覗き 見 で きる よう に 招待 する よう 
に あな た を 説得 し よう と し ます 。 彼 ら に 他 の こと を 言う 機会 を 与え な いで くだ 
さい 。 令 状 を 持っ て 戻っ て くる よう に 伝え た ら 、 ド ア を 閉め て くだ さい 。 


彼ら が 令状 な し で あな た の 家 に 押し 入っ て きた ら (現在 は 愛国 者 法 
と 2006 年 の 軍事 委員 会 法 に 基づい て 合法 的 に 行う こと が で きる ) 、 そ の 時 こ 
そ 5 つ の 言葉 が 発動 する と きだ 。「 私 に は 何 も 言う こと は な い 」 。 
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彼ら と 乱暴 な 言葉 を か けた り 、 議 論 し た り 、 法 律 や 憲 法 に つい て どれ ほど 賢明 で ある 
か を 見 せよ うと し た り し な いで くだ さい 。 FBI と DHS は 憲法 に つい て 熟知 し て お 
り 、 憲 法 を 無視 する こと を 選択 し て いる だ け で す 。 な ぜ な ら 、 無 視 で きる し 、 無 視 し て 


も マイ ナス の 結果 が 生じ る こと は な いか ら で す 。 


あな た に は 権利 が ある と 彼ら に 伝え よう と し な いで くだ さい 。 こ こ 現 実 の 世 
界 で は 、 あ な た は 人 種 を 意識 し て いる 白人 男性 で す が 、 い いえ 、 そ う で は あり ませ ん 。 


彼ら は 、 あ な た を 逮捕 し て 罪 に 問う た め に 、 言 葉 で 挑発 し て あな た を 暴行 さ 
せよ うと する か も し れ ま せん 。 騙 され な いで くだ さい 。 す べ て の 質問 に 「 弁 護 士 を 依 
頼 し た い 」 ま た は 「 何 も 言う こと は な い 」 の いずれ か で 答え て くだ さい 。 そ の 後 、 弁 護 
士 が 到着 し て も 、 何 も 言う こと は あり ませ ん 。 


覚え て お いて くだ さい 、 こ れ ら の 人 々 の 目的 は た だ 一 つ 、 そ れ は あな た に 人 危 
害 を 加え る と いう こと で す 。 人 間 と 人 の 命 は 燃料 で あり 、 飼 料 で あり 、FBI 捜査 官 や そ 
の 他 の 連邦 捜査 官 が キャ リア を 築く た め の 原 料 で す 。 彼 の 功績 は 、 彼 で は な く 他 の 
人 々 が 服役 し な けれ ば な ら な い 刑 期 の 年 数 で 測 ら れる の で 、 彼 は その 年 月 を 本 気 で 
追い 求め 、 自 分 の 記録 が ワシ ント ン で 輝け る よう 、 で きる 限り の 人 に その 年 月 を 積み 
上 げ よ うと し て いる 。 


連邦 職員 は あな た の 友人 で は あり ませ ん 。 い か な る 状況 で あっ て も 決し て 
そう で は あり ませ ん 。 彼 ら は あな た に 興味 が あり ませ ん 。 彼 ら は あな た の 人 生 や 問 題 
に は 興味 が あり ませ ん 。 彼 ら は あな た と いう 人 間 に ま っ た く 興 味 が あり ませ ん 。 彼 ら に 
と っ て 、 あ な た と あな た の 家族 は 、 破 壊さ れる べき ター ゲッ ト で ある か 、 キ ャ リア を 築 
き 、 ワ シン トン DC の 本 社 か 、 場 合 に よっ て は ホノルル 出張 所 で 豪華 な 仕事 に 就く た 
め の 踏 み 台 の どちら か で す 。 


秘密 警察 が あな た の 玄関 先 に 現れ る と き 、 彼 ら が そこ に いる の は た だ 1 つ 
の 理由 、 そ れ は あな た また は 他 の 誰か に 危 娠 を 加え る た めで す 。 こ の こと を 決し て 忘 
れ て は な り ま せん 、 な ぜ な ら 
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も し そう すれ ば 、 何 年 も 地獄 の よう な 生活 を 送っ て その 代償 を 払う こと に な る で し 
よう 。 

必要 な の は 、 あ な た の 口 か ら 出 た いく つか の 言葉 だ け で 、 あ な た の 人 
生 と 無数 の 他 の 人 々 の 人 生 を 永遠 に 破壊 する こと で す 。 そ れ を 避け る 唯一 の 
方 法 は 、 あ な た の 口 か ら 「 何 も 言う こと は あり ませ ん 」 と いう 5 つの 言葉 だ け 
を 発する よう に する こと で す 。 


3.9 公認 の 警察 連絡 先 


以上 の こと を すべ て 述べ た 上 で 、 最 終 的 に は 党 は 、 緊 急 の 必要 が ある 
場合 に の み 限 定 的 に 秘密 警察 と 話し た り 、 召 喚 状 に 応じ た りす る 権限 を 与え 
られ た 経験 豊富 な 同志 の 少数 の リス ト を 維持 し な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 現 
在 、 秘 密 警 察 と 話す 権限 を 正式 に 与え られ て いる の は 、 氏 だ け で ある 。 


コ ビ ン トン 自身 。 党 が 彼ら に 言い た いこ と が あれ ば 、 彼 は 言う だ ろう 。 残 り の 私 
た ち は 5 つの 言葉 だ け を 言う 必要 が あり ます 。 


3.10 身体 的 暴力 と 拉 問 


愛国 者 法 、2006 年 の 軍事 委員 会 法 、 お よび 2011 年 の 国防 権限 法 に 
基づき 、 告 訴 も 裁判 も 行わ な い 拉 間 と 完全 な 殺人 (「 行 政 的 解雇 」) は 現在 、 
米国 弁護 士 ま た は 「 管 轄 法 的 当局 」 の 判断 に 基づい て 行わ れる いか な る 場合 
で も 合法 と な っ て いま す 。 連 邦 裁判 官 が 個人 を 「 テ ロリ スト 」 ま た は それ より 
ひど いも の に 指定 し た り 、 フ ァイル また は 捜査 全体 を 「 テ ロ 事 件 」 に 指定 し た 
りす る な ど で す 。 理 論 的 に は 、 ヒ ッ ト を 許可 する 権限 を 持っ つて いる の は 米国 大 
統領 の み で あり 、( 私 た ち が 知っ て いる 米国 の 国境 内 で は まだ それ が 行わ 
れ て いな いた め 、 そ れ が どの よう に 機能 する か は まだ 不明 で す 練 習 する 。 
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あな た が 「 テ ロ 容 蜂 者 」 で ある と 宣告 され た り 、「 テ 
口 捜査 」 と し て 公式 に 指定 され た も の に 関与 し た りす る と 、 そ 
の 時 点 で 憲法 上 の 権利 と 保護 を すべ て 失い ます 。 今 後 、 暴 行 
と 捧 問 は 法 的 に 、 つ まり 合法 と し なり ます 。 あ な た が メデ ィ ア や 
ACLU の よう な 左 細 団 体 の 注目 を 集め た 幸運 な 少数 の 一 人 で 
な い 限 り 、 公 民権 訴訟 に は 数 十 万 ドル 、 多 額 の 費用 が 必要 に 
な る た め 、 民 事 上 の 救済 策 さ え あ り ま せん 。 あ な た に は 人 生 
の うち 何 年 も あり ませ ん し 、 い ずれ に せよ 、 正 気 の 弁 護 士 で 
あれ ば 、 拘 留 中 に 虐待 され 拉 間 を 受け た 白人 至上 主義 者 の 
事件 を 担当 する こと は あり ませ ん 。 私 た ち は 悪 者 で す 、 覚 えて 
いま すか ? 暗 黙 の 公式 態度 は 、 存 在 す る こと 自体 が 犯罪 で あ 
る た め 、 私 た ち は そ れ を 受け る に 値する と いう も の で す 。 


2006 年 軍事 委員 会 法 は 主 に 、 こ の 状況 を 正式 な も の 
と し 、 公 式 に 指定 され た テロ 事件 に お いて 「 誠 実に 」 行 われ 
た 行為 に 対す る すべ て の 政府 職員 を 法 的 に 免除 する こと に 
重点 を 置い て いる 。 2011 年 の 国防 権限 法 は 、 独 裁 者 自身 が 
承認 する 限り 、 免 責 対象 と な る 活動 の リス ト に 殺 人 を 追加 し 
た が 、 前 述 し た よう に 、 政 権 が 反 体 制 派 の 弾圧 を 始め た と き 
に これ が 実際 に どの よう に 機能 する か は 不明 で ある 。 こ の 国 
で は ドロ ー ン や シン プル な ギャ ング ラン ドス タイ ル で 。 


警察 特に 連邦 職員 か ら の 身体 的 暴力 の 脅威 や 現実 
に 直面 する 準備 を し な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は 通常 、 頭 の 
後ろ や 頭頂 部 を 短く 鋭く 平手 打ち する こと か ら 始 まり ます 
が 、 そ れ ほ ど 強 く あ り ま せん 。 基 本 的 に は 、 あ な た を 殴っ て も 
逃げ られ る こと を 示す た め だ け で あり 、 あ な た を 怖がら せ て 
脅し て 、 彼 ら が 話す こと を 恐れ る た め に 話さ せま す 。 も っ と 悪 
いこ と を する 。 
これ に より 、 拳 や 電話 帳 、 潜 下 な どの 物体 に よる より 重い 物 
理 的 打撃 に 移行 し ます 。 
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被害 者 の 体 に 明らか な あざ ( 法 執行 用 語 で の 「 ス トレ ッ チ マー 
ク 」) を 残し に くい 砂 な ど 。 ま た 、 次 の よう な テク ニッ ク も 使用 され 
る 可能 性 が あり ます 。 * 後ろ 手 に 手錠 を か けら れ 

た 状態 で の 手 マン 操作 に よる 腕 の ひね りや 関節 の 脱 昨 。 ス 
トラ ッ プ ド と 呼ば れる 中 世 の 捧 間 の 一 種 。 


* 車 の ドア 、 机 の 引き 出し . バ スル ー ム の ドア に 指 を ぶつ け 
る 。 * テ ー ザ ー 銃 、 

メイ ス 、 催 涙 ス プレ ー、 ま た は その 他 の 有害 物質 (「 囚 人 
が 暴力 的 に な り 、 警 官 お よび / ま た は 刑務 所 職員 に 抵抗 し た 」 ) 。 


※ ト イレ に 行く こと を 拒否 し ます 。 

(尋問 の 最初 の 部 分 で 、 彼 ら が 繰り 返し コー ヒー や 炭酸 飲料 を 勧め て 
きた ら 注 意 し て くだ さい 。 彼 ら は あな た の 勝 腕 を 満た そう と し て いる の 
で す 。) 

* 表 向き は 自殺 を し て いな いか どう か を 確認 する た め に 、 あ 
な た を 「 自 殺 監 視 」 状 態 に し 、15 分 ご と に 起こ し て 睡眠 を 奪う 。 


※ 真 冬 は 暖房 の な い 極寒 の 独房 、 夏 は 暖房 の 効い た オー ブ 
ン に 長 時 間 放 置 。 こ れ は スタ ー リ ン の 尋 間 官 に よっ て 使用 され 、 ア 
メリ カ の 独裁 政権 に よっ て 採用 され た 古い 手法 で あり 、 「 建 物 の 


メン テ ナ ン ス の 問題 」 と し て 簡単 に 説明 され ます 。 


* 異 性 の 警察 記 に よる 全身 の 体腔 の スト リッ プ 検 査 を 受け 
る こと を 強制 する 性 的 屈辱 。 (北ア イル ラン ド の イギリス 人 は 、 
この 方 法 で アイ ル ラ ンド 人 女性 を 辱め る こと に 特 化 し て いま し 
泊 り 

※ 全 裸 で パレ ー ド する 性 的 辱め 
アブ グレ イブ の 場合 の よう に 、 他 の 看守 や 囚人 の 前 で 。 

* 人 間 の 糞便 や その 他 の 生 下 水 で 監 房 を 満た し 、 一 度 に 何 
日 も そこ に 放置 する こと 。 

(悪名 高い ビル ・ ホ ワイ ト 事 件 ) 

* 女 性 囚人 に 対す る 性 的 また は 異物 に よる 強姦 の 脅迫 、 お よ 

び 女 性 囚人 に 対す る ソ ド ミ ー 
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黒人 また は ヒス パニ ッ ク 系 の 受刑 者 に よっ て 行わ れる ほか 、 
当局 の 命令 と 共謀 に より 、 不 当 な 場合 も ある 懲罰 的 殴打 や そ 
の 他 の 形態 の 暴行 を 行う 暴力 的 な 黒人 また は ヒス パニ ッ ク 
系 犯罪 者 と 一 緒 に あな た を 監禁 する こと も 含ま れ ま す 。 連 邦 
職員 や 警察 が 自ら 行う こと 。 


* 水 責め 、 捧 問 電 極 の 使用 、 酸 注射 な ど 。 通 常 、 そ の 目的 
の た め に は グアンタナモ に 送ら れる か 、 国 外 の 刑務 所 に 「 特 
別に 処刑 」 さ れる 必要 が ある 。 本 当 に 厄介 な こと は 通常 「 請 
負 業 者 」 に よっ て 実行 され 、 そ の 多く は ブラ ッ ク ウ ォ ー タ ー の 
よう な 組織 の た め の イ スラ エル 人 また は キリ スト 教 シ オニ ス 
ト の 備 兵 で ある 。 

この 件 に つい て は 、 私 た ち を 支配 する 人 々 は 悪 で あり 、 
その 命令 に 従う 人 々 は お 金 の た め に 悪 に 仕え る こと を 自発 
的 に 選択 し て お り 、 私 た ち は 彼 ら が それ に 応じ て 行動 する こ 

と を 期待 し な けれ ば な ら な いこ と 以外 に 言う べき こと は ほ と 

ん ど あ り ま せん 。 私 た ち は 皆 、 北 西部 独立 運動 に 参加 する 前 
に 、 起 こり 得る 最悪 の シナ リオ を 認識 し て お く 必 要 が あり ま 
す 。 
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4. ノー スウ ェ ス トノ ベル ズ : 
私 た ちの 主 な プロ パガン ダ 
武器 


ハロ ル ド :A・ コ ヴィ ント ン 閉 


注文 ご と に 印刷 する 出版 に つい て は ご 存 知 か も し れ ま せん 。 こ 
の テク ノロ ジー は 、 私 た ち 自身 の 50 年 間 の 努力 で は 決し て 達成 で き な 
か っ た こと を 成し遂げ まし た 。 実 際 に 、 芸 術 と エン ター テイ メン ト の 分 
野 に お ける ユダ ヤ 人 の 主要 な 独占 の 裏 を 打ち 破り 、 私 た ち は 、 私 た ち 
が さえ も 支払 わな い 価 格 で 、 質 の 高い 本 の 長 さ の 出版 サー ビス に アク 
セス で きる よう に し まし た ., 極 貧 運 動 の 人 々 と 組織 に は 余裕 が ある 。 
競争 の 場 は まだ 平等 で は な いし 、 こ れ か ら も 平等 で は な い が 、 少 な く 
と も 私 た ち は 以前 は で き な か っ た フィ ー ル ド に 立つ こと が で きる 。 


私 た ち が プ ロモ ーション や 広告 に 投資 で きる 資金 、 時 間 、 労 力 
の 点 で 、 ノ ー ス ウェ スト 移民 運動 は 決し て エス タブ リッ シュ メン ト の 
出版 社 に 匹 散 す る こと は で きま せん し 、 ま た 、 エ スタ ブリ ッシュ メン ト 
の 出版 社 が 持つ 小売 店 や 市 場 販売 店 に アク セス する こと も で きま せ 
ん 。 少 な く と も 代替 的 な 文献 や アイ デア は 今 か ら 出 版 で きる 。 か つて 
は 、 政 治 的 に 間違っ た 一 國 の 本 を 印刷 、 出 版 、 布 する こと は 、 時 に は 
文字 通り 著者 の 命 を 奪う ほど の 大 規模 な 生涯 プロ ジェ クト で あっ た 、 
と 証言 する フラ ン シ ス < パー カー ヨッ キー 氏 は 言う 。 ウ ィ リ アム < ゲイ リ 
ー シ ン プ ソ ン が 「『Which Way Western Man?』 の 出版 社 を 見 つけ る 
た め に 経験 し な けれ ば な ら な か っ た すべ て の 物語 。 そ れ 自 体 で 本 が 
埋まっ て し まう だ ろう 。 さ て 、 も し 私 た ち が 性 格 の 問題 に 取り 組み 、 真 
の 抵抗 運動 を 立ち 上 げ る こと が で きれ ば 、 技 術 的 、 物 流 上 の ハー ドル 
は も う あ り ま せん 。 私 た ち が 活 動 を まとめ て それ を 利用 し た いと 決心 
し た 場合 チャ ンス は そこ に あり ます 。 
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4.1 ノー スウ ェ ス トッ ・ ノ ベル ズ 


フィ クシ ョ ン を 通じ て 何 か を 達成 で きる で し ょ うか ? 
まあ 、 『 ア ンク ル ・ ト ム の 小屋 』 は 南北 戦争 を 引き 起こ し た と され て お り 、 

『 タ ー ナ ー。 ダ イア リー ズ 』 は 騎士 団 と オク ラ ホ マシ ティ 爆撃 に イン スピ レ 
ーション を 与え た と され て いる の で 、 書 か れ た 言葉 の 力 を 過小 評価 すべ き で 
は な い 。 確 か に 、 実 際 に 座っ て 活字 を 読ん で 内 容 を 調べ よう と する 白人 の 数 
は 、 白 人 人 口 の 中 で 非常 に 少数 で す 。 し か し 、 彼 ら 5 は そこ に いま す 、 そ し て 人 彼 
ら の 多く は 、 そ の 本 が 政治 的 に 間違っ て いて 禁止 され て いる も の で ある こと 
を 事前 に 知っ て いれ ば 、 少 な く と も 試み を する つも り で す 。 


私 た ちはや る べき で は な いこ と を た くさ ん や っ て いる の で 、 自 分 た ち 
が や る べき こと が 何 な の か 決し て 理解 で き な い よう で す 。 そ れ は まる で 、 パ 
ズル 箱 の カバ ー を 紛失 し て し まっ た と き に 、 組 み 立て よう と し て いる 絵 が ど 
の よう な も の か を 知ら ず に 、 ジ グ ソ ー パ ズル を 組み 立て よう と し て いる よう 
な も の で す 。 私 た ち は す べ て の 部 品 を 見 る こと が で き 、 い くつ か を 組み 合わ 
せる こと さえ で きま す が 、 何 を 作成 し よう と し て いる の か 、 そ れ が どの よう に 
機能 する の か は わか り ま せん 。 


し か し 、 パ ズル の 箱 の 蓋 が あっ た と し た ら ど う で し ょ うか ? 私 た ち が 
達成 し よう と し て いる こと に つい て の ビジ ョ ン を 持つ て いる と 仮定 し て くだ 
さい 。 素 晴らし い 賞 その も の を 垣間見 る こと が で きた ら ど う で し ょ うか ? し て 
は な ら な いしい 方 法 を 常に 指示 され る の で は な く 、 何 を すべ きか を 考え る こと が 
で きた ら ど う で し ょ うか ? 

北西 部 の 小説 が や っ て いる の は 、 人 々 に 箱 の 表紙 を よく 見 て も らい 、 
白人 単 命 が ど の よう な も の で ある べき か 、 そ し て 実際 の 革命 が どの よう な も 
の で ある か を 知る こと で す 。 彼 ら は 、 終 わり の な い 行 き 止 まり を さま よう の で 
は な く 、 何 を すべ きか 、 ど の よう に すべ きか に つい て ある 程度 の アイ デア を 
得る こと が で きま す 。 私 に は これ を 行う 資格 が ある と いう こと を 覚え て お い 
て くだ さい 。 
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な ぜ な ら 、 私 は 旅行 者 で は な く 地 元 住民 と し て 、 革 命 が 生 き 
た 記憶 の 中 で 達成 され 、 革 命 の 試み が 進行 中 で あり 、 出 来 事 
を 間近 で 直接 観察 する こと が で きた 社会 に 実際 に 住ん で い 
た か ら で あ る 。 実 物 を 見 た こと が ある の で 、 箱 の 絵 が どの よう 
な も の か を 知っ て いま す 。 事 実 上 、 運 動 の 他 の 誰 も そう し ませ 
ん 。 自 情 じ ゃ な いよ 、 た だ の 事実 だ よ 。 


2000 年 、 モ リス * ッ ディー ズ に よる リチャード ・ バ トラ ー 牧 
師 に 対す る 残忍 な 法 的 暴行 の 結果 、 私 は 太平 洋 岸 北西 部 の 
将来 の 主権 を 有する 独立 し た 白人 国家 が どの よう な も の に 
な る の か 、 そ し て その よう な 新しい 国家 が どの よう に し て 誕 
生 す る の か を 描い た 小説 を 書 こ うと 決心 し た 。 国 家 が 生ま れ 
る か も し れ な い 。 こ れ は 、 純 粋 な SF 作品 を 作成 する の で は な 

、 今 日 私 た ち が 取 り 組 まな けれ ば な ら な い 現 実に 基づい 
て 、 北 西部 独立 の 白人 単 命運 動 が どの よう に 成功 する か を 正 
確 に 予測 し 描写 し よう と し た た め 、 挑 戦 で し た 。 - 私 た ち が 
行動 を まとめ る と いう っ 前提 を 取得 し まし た 。 


その 結果 、 2003 年 9 月 に 出版 され た 『 The Hill of 
the Ravens』 が 出版 され まし た 。 こ の 小説 は 、 成 功 し た 北西 
部 独立 戦争 か ら 約 40 年 後 の 21 世紀 半ば を 舞台 と し て いま 
す 。 こ の 本 は 、 テ クノ ロジ ー の 進歩 や 、 そ の よう な 状況 で 実際 
に 誕生 する 可能 性 の ある 権威 主義 的 だ が 参加 型 の 現実 的 な 
形態 な ど 、 現 代 の 北西 アメ リカ 共和 国 の さま ざま な 側面 を 説 
明 す る こと に 加え て 、 ゲ リラ 独立 戦争 中 に 起こ っ た 出来 事 に 
つい て も 扱っ て いま す 。 Oo 『 タ ー ナ ー。 ダ イア リー ズ 』 と は 
異な り 、 実 際 に は 陰謀 が あり 、40 年 前 に 北西 部 の 党派 縦隊 の 
裏切り と 裏切り 者 の 正体 を 扱う 犯罪 者 で ある 。 


出版 当時 に 言及 し て お か な けれ ば な り ま せん が 、 
『 徐 の 丘 』 が 5 つの 小説 シリ ー ズ の 最初 の 作品 と な り 、 物 語 
の 始ま り に な る と は 思い も し ませ ん で し た 。 
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文学 的 な 神話 で ある た め 、『THOR』 に は シリ ー ズ の 他 の 小説 に は 存在 し な 
いい くつ か の 矛盾 、 矛 盾 、 逆 説 が あり ます 。 


4.2 庶民 の た め の フ ァ ン ファ ー レ 


『 維 の 丘 』 を 読み 終え て すぐ に 読み 返し て みる と 、 こ れ は 始ま り で は 
ある も の の 、 ま だ 不 十 分 で ある こと に 気づき まし た 。 時 間 の 制約 の 中 で 執筆 し 
て いた の で 、 取 り 上 げた いこ と を すべ て 網羅 する の に 十分 な スペ ー ス が あり ま 
せん で し た 。 私 は この 本 を 「 戦 争 と 平和 」 ほ ど 長 くし た く な か っ た 。 指 摘 さ れ 
る べき だ っ た の に 回 答 さ れ な か っ た 点 も あり 、 北 西部 の アイ デア に つい て は 
回 答 さ れる べき で 回 答 さ れ な か っ た 質問 も あり まし た 。 2004 年 8 月 、 私 は 
2 冊 目 の 本 『 遠 雷 』 を 出版 し まし た 。 こ れ は 基本 的 に 、 一 人 の 革命 軍兵 士 、 北 
西部 志願 兵 の 、 貧 し い 労働 者 階級 の 白人 少年 と し て の 子供 時 代 か ら 、 紛 争 が 
ほぼ 終結 する まで の 物語 で す 。 革 命 は 太平 洋 岸 北西 部 の 単 一 の 町 で 始ま り 、 


進行 し まし た 。 


「 レ イブ ンズ の 丘 」 は 、 共 和 国 下 の 北西 部 社会 の か な り 高 い レ ベル に 
設定 され て いま す 。 私 の 主人 公 は 州 大 統領 の 家族 の 一 員 で あり 、 上 級 警 察 捜 
査 官 で も あり 、 架 空 の 高度 な 政治 や 政策 が 議論 され て いま す 。 。 『 遠 雷 』 
は 革命 神話 を より 素朴 で プロ レタ リア 的 な 再 話 で あり 、 一 人 称 で 描か れ て い 
る 。 こ れ は シェ ー ン ・ ラ イア ン と いう 名 前 の 若い 白人 の 「 ト レー ラー ゴミ 」 少 
年 の 回 想 録 で 、 彼 は 多様 性 と ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 古い アメ リカ の 最 
後 の 日 に 育っ た 若い 頃 の 経験 、 党 と 北西 部 独立 運動 と の 最初 の 接触 を 語り ま 
す 。 独 立 戦 争 中 の 北西 部 志願 兵 と し て の キャ リア 。 
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シェ ー ン と ウイ ング フィ ー ル ド 家 の 同志 た ち は 、 政 治 指導 者 で 
も 将軍 で も 党 の 知識 人 で も あり ませ ん 。 彼 ら は 北西 部 革命 の 「 兵 士 」 で 
あり 一 般 的 な 歩兵 で あり 、 希 望 が ある な ら 私 た ち が 自 分 た ちの 大 義 に 
引き 寄せ な けれ ば な ら な い 一 種 の 労働 者 階級 の 普通 の 白人 で ある 。 こ 
の 小説 で は 、 ワ シン トン 西部 の 単 一 郡 に お ける 白人 の 反乱 の 始ま り と 
その 後 の 展開 と 出来 事 の 経過 が 詳し く 語 られ て いる た め 、 小 説 に お け 
る 彼ら の 経験 は 非常 に 局 地 的 な も の と な っ て いる 。 そ れ は 小宇宙 と 人 逸 
話 の 詳細 に お ける 革命 で す 。 


私 が 意図 的 に この 北西 部 で の 架空 の 未来 の 反乱 の 物語 を 最 下 
層 の ボラ ンティア の 視点 か ら 改 め て 語る こと に し た の は 北西 部 運動 自 
体 の 中 で 必ず 起こ ら な けれ ば な ら な いこ と 、 繰 り の 反し に な り ま す が 、 何 
か が 起こ ら な けれ ば な ら な いこ と を 強調 し た か っ た か ら で す 。 そ の 形 
態 は 機能 に 従わ か な けれ ば な ら な いし 、 次 期 党 は トッ プ ダ ウン で は な く 
ボトム アッ プ で 作ら れ な けれ ば な ら な い 。 も う 自 己 任 命 も 、 レ ター ヘッ 
ド 組織 も ち 、「 あ な た が 作れ ば 、 彼 ら は 来る だ ろう 」 と いう くだ ら な いも の 
は も う 2 必要 あり ませ ん 。 私 た ち が こ れ ま で に 試み た 他 の すべ て の こと で 
は 私書箱 、 レ ター ヘッ ド 、 そ し て (後に ) ウ ェ ブ サイ ト を 備え た 誰か を 
グラ ンド <: パン ジャ ンド ラム と し て 設定 し 、 そ の 後 は 座っ て 遺体 が 現れ 
て 空 の 枠組 み に 肉 付 け を する の を 待ち まし た 。 そ れ は 決し て 価値 の あ 
る も の で は あり ませ ん 。 今 回 は 、 ま すず 現実 世界 の 物理 的 な 体 を 地上 に 配 
置 する 必要 が あり ます 。 こ れ は 私 が 『 遠 雷 』 で 示 そ うと し て いる も の の 
の 


三 部 作 の 3 番目 の 小説 で ある 『 A Mighty Fortress』 は 、 登 場 
人 物 の 一 部 を 含め 、 最 初 の 2 冊 の 本 を 合わ せ た よ うな も の に な り ま し 
た 。 「A Mighty Fortress」 は 、 ノ ー ス ウェ スト 共和 国 が 誕生 する ロン 
グ ビ ュ ー 和 平 会 議 の 物語 で す 。 (少な く と も 、 そ う あ る べき だ っ た 。 し 
ば らく の 間 、 十 代 の ラブ スト ー リ ー に 迷い 込ん だ よう な も の だ っ た 。 ) 
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私 た ち は こ れ ま で 、 ど の よう に し て 現在 の 秩序 に 終止 符 を 打ち 、 新 し い 秩 
序 に 置き 換え る つも りな の か と いう こと に つい て 、 ま っ た く < 考え も 及ば な 
か っ た 。 『 マ イ テ ィ < フォ ー ト レス 』 は 、 地 下 ゲ リラ 運動 と し て の NVA か ら 
始ま り 、 新 し い 主 権 を 持つ 白人 国家 の 政府 へ の 変貌 を た どり ます 。 こ の プ 
ロ セ ス の この 部 分 に つい て 考え た の が 私 が 初め て で ある と は 信じ られ ま 
せん が 、 ど う や ら 私 が 最初 に 考え た よう で す 。 


その 後 、 『The Brigade』 が 出版 され まし た 。 こ れ は 、 私 が これ ま 
で 記憶 に 残っ て いる 限り 、 私 に と っ て 一 生 忘 れ ら れ な い 本 だ と 思い ま 
す 。 AMF の 後 、 和 私 は も う NVA か ら 解 放さ れ た と 思っ て いた の で 、 最 初 
の 3 冊 を ノー スウ ェ ス ト 三 部 作 と 呼ん だ り 、 セ ッ ト で 提供 し た り し て いま 
し ただ 。 
そし て 2006 年 の 春の ある 日 、 私 は 昔 か ら お な じみ の か ゆみ を 感じ 、 古 め 
か し い コ ンピュータ に 座っ て 、 た だ 入力 し 始め まし た 旅団 は まさ に その 
よう な こと が 起こ り ま し た 。 そ の 理由 は まだ 完全 に 理解 で きま せん が 、 ど う 
や ら 私 が この 件 に 関し て 言い た いこ と を すべ て 言っ て いな か っ た よう で 
す 。 『 旅 団 』 は 335,000 語 の 叙事詩 と な り 、 私 が これ まで に 書い た 中 で 
最長 の 作品 と な り 、 最 初 の 3 冊 の 小説 の すべ て の 要素 が 1 冊 に 詰め 込ま 
れ て いま す 。 こ の よう な 理由 か ら 、 そ の 長 さ に も 関わ ら ず 、 新 し い 人 に は 最 
初 に 『The Brigade』 を 受講 する こと を お 勧め し ます 。 も し 彼ら が その 言 
葉 遣 い を すべ て 乗り 越え る こと が で きれ ば 、 彼 ら の 魂 は 燃え 上 が る で し ょ 
う 。 そ う で な けれ ば 、 彼 ら に は 魂 が 残っ て いな いこ と に な り ま す 。 


3 年 間 の 休止 期間 を 経て 、 つ い に フ リー ダム ズ サン ズ が 誕生 しま 

し た 。 私 は 2011 年 8 月 に 第 1 巻 を 完成 させ 、2012 年 の 感謝 祭 の 日 に 
364.000 ワー ド の 小説 全体 を 完成 さす まし た 。 そ れ は 私 の 最長 の 仕事 で 
す ひぃ 

『Freedom's Sons』 は 、 NVA 全体 が シリ ー ズ 化 さ れ 、 そ の 後 神話 に な 
っ た の と ほぼ 同じ 理由 で 書か れ ま し た 。 そ れ は 、 も し も の 場合 に 発生 し た 
新た な 疑問 が 繰り 返さ れ た た めで す 。 そ れ に 加え て 、「 し か し 、 我 々 は 決 
し て 我々 の 
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自国 よ 、 万 歳 ! 彼 ら は 我々 を 核 攻 撃 す る だ ろう ! 彼 ら は 我々 を 核 攻 撃 す る だ ろう ! 
や ああ ああ あ ……」 言 い 換 えれ ば 、 何 も せ ず に 続け る た め の 言 い 訳 が また 一 つ 増 
えた と いう こと で す 。 

つい に 私 は それ に 飽き て 、 も う 一 度 こ れ ら を 手 に 取っ た 方 が 良い と 思い 
まし た … そ う で すね 、 私 は 彼ら の 手 を 引い て 中 を 歩い て や っ た 方 が 良い で し ょ う 、 
それ で 彼ら が 頭 を 下げ 、 足 を 引き ずり 、 こ っ そり 立ち 去っ た と き 暗 導 の 中 で 、 少 な く 
と も それ が 私 が 言い 残し た こと 、 や り 残 し た こと だ っ た と は 誰 も 言え ませ ん 。 


『 フ リー ダム ズ < サ ンズ 』 は 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 誕生 か ら 最 初 の 50 
年 間 を 3 つの 家族 の 目 を 通 し て 取り 上 げ て いま す 。1 つ は NVA、1 つ は 多かれ 少 
な か れ 親 統一 主義 者 、 そ し て 1 つ は 米国 か ら ア メリ カ へ の 逃亡 を 余儀 な くさ れ 
た 白人 難民 の 家族 で す 。 ア ムリ カ の 手 に よる 破壊 か ら 逃 れる た め に 共和 国 。 


この 小説 に は 5 つの セク ショ ン が あり 独立 後 の 最初 の 1 年 、 そ の 後 の ア メリ カ 
人 に よる 北西 共和 国 へ の 再 侵略 と 奴隷 化 の 試み 、 そ し て 少し の スパ イ と 陰謀 が 
投入 され た ソル トレ アン 理論 へ の 準 神秘 的 な 探訪 が 描か れ て いま す 。 そ れ か ら 、 
NAR と アメ リカ の 国境 で の 生活 の 物語 は 、 ス ター クロ ス の 恋人 た ちと コミ カル な リ 
リー フ の た め の 愚 か な 黒人 で 完了 し ます 。 最 後に に ポー トラ ンド の 戦い が 始ま っ 
て か ら 50 年 後 の エ ピロ ー グ 。 


これ ら 5 冊 の 本 の 中 で 、 北 西部 の 独立 運動 は 、 私 た ちの 土地 で 私 た ちの 
将来 の 自由 の ビジ ョ ン を 作り 出し て いま す が 、 よ り 重 要 な こと は 、 私 た ち が 白 人 の 
考え 方 を 変え 、 う まく いけ ば 彼 の 人 性格 を 回 復 で きる と ころ まで 変え る プロ セス を 
開始 し た こと で す 彼 の 古代 の 勇気 。 こ れ ら の 本 は 、 現 時 点 で は 北西 部 移民 が 所 有 
する プロ パガン タダ の 主要 な アイ テム で す 。 そ れ ら は 、 ブ ッシュ ー 世 が 「 ビ ジョ ン 
の 問題 」 と 呼ん だ も の に 対す る 私 た ちの 答え で す 。 パ ズル の 箱 の 蓋 が どの よう に 
見 える か を 見 せ て くれ まし た 。 こ れ ら は 私 た ちの 中 で で きる だ け 多 く の 人 々 の 手 
に 渡る 必要 が あり ます 。 
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動き 。 な ぜ な ら 、 前 に も 言っ た よう に 、 私 た ち は そ う で は な いか ら で す 。 
時 間 が と て も た くさ ん 残っ て いる 。 
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5. 北西 戦線 の 推奨 
書籍 リス ト 


以下 の 作品 は 、 そ れ ぞ れ が 情報 、 ア イデ ア 、 ま た は 指導 と いう 形 で 
アー リア 人 の 読者 に 提供 する 価値 の ある も の で ある た め 、 選 ば れ ま し た 。 
これ は 、 私 た ち が そ れ ら の 言葉 の すべ て に 同意 する 、 あ る い は あな た も 同 
意 す る と いう 意味 で は あり ませ ん 。 ほ と ん ど は 自国 民 に よっ て 書か れ た も 
の で す が 、 内 容 が 完全 に 反 白 人 的 な も の も あれ ば 、 左 派 の プロ パガン ダ 
が 含ま れ た り 、 リ ベラ ル な 固定 観念 を 永続 さす る も の も あり ます 。 こ の よ 
うな 敵対 的 な 文学 の 行間 を 読み 、 嘘 や 悪意 を 軽 蔵 し な が ら そ こ か ら 真 実 
と 知恵 を 得る 方 法 を 学ぶ こと 自体 、 人 種 国家 主義 者 が 培い 、 習 得 す べ き ス 
キル で ある 。 こ れ ら の 作品 の ほとん ど は 、Barnes and Noble、 
Amazon.com、Alibris.Com な どの オン ライ ン ソー ス 書店 、 公 共 図 書 
館 で 入手 で きま す が 、 絶 版 に な っ て いる も の も 多く 、 少 し 探し た り イ ンタ 
ーネット で 入手 し た りす る 必要 が ある か も し れ ま せん .。 図 書館 の 貸し 出 
し 。 容 易 に 入手 で き な い 書籍 を 入手 で きる よう に 、 人 種 国家 主義 の 書店 の 
リス ト を これ ら の 推奨 事項 の 最後 に 添付 し ます 。 


最後 の 言葉 : 必然 的 に 、 誰 か の お 気に入り の 本 や 著者 が 除外 され 
る こと に な り ま す 。 英 語 に よる アー リア 人 種差 別 文学 の コー パス は 、 こ こ に 
リス ト さ れ て いる いく つか の タイ トル より も は る か に 広範 で あり 、 将 来 的 
に は 、 リ ソー ス が 許せ ば さら に 広範 な リス ト を 発行 し た いと 考え て いま す 。 


覚え て お いて くだ さい 。 決 まり 文句 か も し れ ま せん が 、 本 を 読ま な 
い 人 は 読め な い 人 より も 何 の 利 点 も な いと いう の は 真実 で す 。 だ か ら 、 あ 
の いま いま し い テ レビ の 電源 を 切っ て 、 図 書館 に 行き まし ょ う ! 


アー リア 人 の 歴史 


Machine Translated by Google 


バー バラ タッ チマ ン 著 『 遠 い 鏡 』 - 14 世 紀 フ ラン ス の 社会 史 。 


アナ バシ ス (行軍 国 ) ク セ ノ フォ ン 作 - 古代 ギリ シャ の 勇気 の 叙 事 
詩 。 

ベー オウ ルフ - 血 と 内 臓 に 満ち た 古代 サク ソン の 放 事 詩 。 素 晴らし 
いも の ! 

エド ワー ド ・ ク リー シー 著 「 歴 史 の 15 の 決戦 」 - 軍事 史 。 


Our Nordic Race by Richard Kelly Hoskins - 優れ た 基本 的 
な 入門 書 。 

詩 的 な エッ ダ - 北欧 の 叙事詩 。 

ジュ リア ス ・ シ ー ザ ー に よる ガリ ア の 人 入 服 - ロー マ 法 


対 ケ ルト の 勇 気 。 
トー マス ・ プ レス コッ ト 著 『 メ キシ コ 征 服 』 - 500 人 の 白人 男 
性 が 帝国 を 獲得 。 


ベン ヴェ ヌー トチ ェ ッ リー ニ の 日 記 - 究極 の ルネ サン ス 

の 男 。 機 知 に 富ん で 楽し い 。 

バー バラ ・ タ ッ チ マン 著 『8 月 の 銃 』 - 西洋 文明 は いか に し 

て 滅び た の か 。 

バー バラ < タッ チマ ン の 「 プ ラウ ド ・ タ ワー」 - 第 一 次 世界 大 戦前 
の 絶頂 期 の ヨー ロッ パ 。 

ヒュ ー・ ト ー マ ス 著 『 ス ペイ ン 内 戦 』 - 気分 転換 に 、 善 恨 な 者 た 

ち が 1 勝 する 。 

The Story of English (McNeil/Lehrer) - PBS テレ ビ シリ ー ズ の 


【e/ 


マル クス 主義 社会 主義 


ジョ ー ジ ・ オ ー ウ ェ ル の 動物 農場 - 共産 主義 社会 に つい て の 古典 的 な 


二話 。 
共産 主義 の 背後 に ある フラ ンク L. ブリ ッ ト ン 著 - この 主題 へ の 
基本 的 な 入門 書 。 


カー ル ・ マ ルク ス と フリ ー ド リヒ ・ エ ン ゲ ルス の 共産 主義 宣言 。 


キュ ー バ by Jacobo Timerman - この 左利き の ユダ ヤ 人 で すら 、 フ ィ デ ル に つ 
いて あま り 良 いと は 言え ませ ん 。 
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Collier と Horowitz に よる 『 破 壊 的 な 世代 』 - 60 年 代 の 悪口 。 A-1. 


パリ と ロン ドン の ダウ ン ・ ア ンド ・ ア ウト ジョ ー ジ オー ウェ ル 著 - 


初期 の 共産 主義 の 論争 。 

ロバ ー ト ・ コ ンク エス ト 著 『 砺 し み の 収穫 』 - 何 百 万 人 も の 死者 を 出し た 
ウクライナ の 角 餅 。 

ヤン ・ ヴ ァ ル ティ ン 著 『 夜 の 外 』 - 1930 年 代 の ドイ ツ の 共産 主義 者 エー ジ 
ェ ン ト の 物語 。 


ロバ ー ト ・ コ ンク エス ト 著 『 大 テロ 』 - 1930 年 代 の ロシア で 起き た 大 量 殺 人 。 


『 失 敗 し た 神 』、 さ ま ざ ま な 著者 に よる アン ソロ ジー、 全 員 が 元 共産 主義 者 。 
ポイ ント へ 。 
ユー ジン ・ ラ イオ ンズ 著 「The Red Decade」 - 一 流 ! 今 で は 見 つけ る 
の は ほぼ 不可 能 で す 。 
ジョ ー ジ ・ オ ー ウ ェ ル 著 『 ウ ィ ガ ン 楼 橋 へ の 道 』 - 共産 主義 に 対す る 
幻滅 の 始ま り 。 
ジョ セ フ : コ ン ロ ン 著 『 ザ ・ ト ラブ ルズ 』 - 60 年 代 を 振り 返っ た 、 読 みや 
すく 黄 六 に あふ れ た 作品 。 
スー ザン ・ ス ター ン 著 『 ウ ィ ズ ・ ザ ・ ウ ェ ザ ー メ ン 』 - 捨て られ た ユダ ヤ 人 
だ が 、 左 利き の 観点 か ら そ うし な い 方 法 に つい て の 貴重 な 洞察 。 


Whittaker Chambers の 証言 - 私 の 個人 的 な 意見 で は 、 ア メリ カ の 共産 主義 
に 関す る 最高 の 著作 で す 。 


ユダ ヤ 人 の 疑問 


マッ クス ・ デ ィ モ ント 著 『 ユ ダ ヤ 人 の 歴史 』 - 信 慢 で 、 徴 慢 で 、 偏 執 的 


な イデ ィ シ ュ カ イト 。 

William Grimstad に よっ て 編集 され た Anti-Zion - 入手 は 困難 で す 

が 、 優 れ て いま す 。 

本 当 に 600 万 人 が 死ん だ の か ? リ チャ ー ド ・ ハ ー ウ ッ ド 著 - 良い 

修正 主義 へ の 入門 。 

マイ ケル ・ ホ フ マ ン の ホロ ホ ア ッ クス ・ コ ミッ ク - お 前 ら を バカ に する の は や め 
ろ ! 


ユダ ヤ 人 は 生き な けれ ば な ら な い サ ミー*・ ロ ス 著 - 彼ら の 企業 秘密 の 多く を 
公開 し ます 。 
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アー サー バッ ツ 博 士 に よる 20 世 紀 の デ マ - 


修正 主義 の 古典 。 
ヘン リー フォ ー ド 著 『 国 際 ユ ダ ヤ 人 』 - この 本 は いま だ に 意味 不明 な 
内 容 で す 。 


テオ ドー ル ・ ヘ ルツ ル 著 『 コ ユダ ヤ や 国家 』 - シオ ニス ト 思 想 の 基礎 。 


ロイ ヒ タ ー・ レ ポー ト by フレ ッ ド : ロ イヒ ター 
シオ ン の 学識 ある 長老 た ちの 議定書 - シオ ニス ト の 計画 文書 。 


メ ナ ヘ へ ヘム に よる 反乱 の 始ま り - コ ダ ヤ 人 が どの よう に し て パレ スチ ナ を 
暴力 で 占領 し た か 。 

アル フレ ッ ド : リ リエ ンタ ー ル に よる シオ ニス ト の つなが り - シオ ニズム が 実 
際 に どの よう に 機能 する か 。 


国家 社会 主義 


我 が 軍 団 の た め に コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ 著 - ルー マニ ア の 鉄 衛 隊 の 指 
導 者 。 


ジョ ー ジ ・ リ ンカ ー ン ・ ロ ッ ク ウ ェ ル : 国 家 社会 主義 者 の 生涯 ウィ リア ムッ L・ ピ 
アー ス 著 。 


ヒト ラー: 腹心 の 回 想 録 オッ トー・ ウ ェ ゲ ナー 将軍 著 - と て も 読み や すか っ 
た で す 。 
ヒト ラー: 権力 へ の 道 チ ャ ー ル ズ ・ ブ ラ セ レ ン ・ フ ラッ ド 著 - 驚 く ほ ど 公 平 。 


ジョ ー ジ ・ リ ンカ ー ン ・ ロ ッ ク ウ ェ ル 著 『 In Hoc Signo Vinces』 - 素 


青 ら し い 短 い 紹 介 文 。 
ドル フ ・ ヒ トラ ー 著 『 我 が 闘争 』 - アー リア 人 の 人 種 再生 の 基礎 。 不 可 
ヨー ゼ フ : ゲ ッ ベ ルス 博士 に よる ドイ ツ の 戦い に お ける 私 の 役割 - 初期 の 
戦闘 日 誌 。 

ジェ ー ム ス ・ バ ッ ク に よる その 他 の 損失 - 第 二 次 世界 大 戦中 の 連合 国 に よる 
ドイ ツ 人 捕虜 の 紹 害 。 

デヴィ ッ ド ・ ア ー ヴ ィング に よる ドレ ス デ ン の 破壊 - 1945 年 頃 の 本 当 の ホ 
ロコ ー ス ト 。 


サヴィ トリ デヴィ 著 『 稲 妻 と 太陽 』 - NS 思 想 の 重要 な 作品 。 
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ハイ ン ツ ・ ホ ー ネ 著 「 死 の 首 の 騎士 団 」 - SS の 物語 。 


私 が 知っ て いた 若い ヒト ラー アウ グスト ・ ク ビ ゼ ク 著 - 総統 の 少年 時 


代 の 友人 。 

今度 は 世界 ジョ ー ジ ・ リ ンカ ー ン : ロ ッ ク ウ ェ ル 著 - 入手 は 非常 に 攻 難 
8 

ホワ イト : パ ワー ジョ ー ジ ・ リ ンカ ー ン ・ ロ ッ ク ウェ ル 著 - アメ リカ の 
NS 向 け の 本 。 


サイ モン ・ シ ャ ー マ 著 『 市 民 』 - フラ ンス 革命 の 物語 。 


フラ ンス 革命 に つい て の 考察 エド マン ド ・ バ ー ク 著 

- 基礎 的 な 作業 。 

ゴモラ に 向かっ て 前 か が み - ロバ ー ト <: ボーク 著 。 

古 保守 派 の 爆発 。 

ロバ ー ト タッカー 著 「 ス ター リン イン ・ パ ワー」 - 行動 する 怪物 的 

な 現代 の 巨匠 。 

ロー レン スピ ー タ ー 著 『 ピ ビー ター の 法則 』 - 社会 で は な ぜ 物 事 が 
うま くい か な い の か 。 

ニッ コロ マキ ャ ヴェ ッ リ の 『 王 子 』 - この 主題 に 関す る 基本 的 な 教科 書 。 


James Perloff 著 「The Shadows of Power 」 - CFR/ 三 極 間 
の 優れ た 基本 的 な 入門 書 。 


戦争 サイ クル 、 平 和 サ イク ル リチャード K. ホス キン ス 著 - 政治 、 経 
済 、 人 種 。 


人 種 理論 と 哲学 
アメ リカ の 衰退 by レビ オリバー 博士 - 戦後 最大 の アー リア 人 論客 。 
陰謀 か 堕落 か ? レ ビ ロ ・ オ リバ ー 博 士 に よる - 彼 の 有名 な 1966 年 の スピ 


ー チ ナチ 。 
デヴィ ッ ド ・ レ ー ン の 「 騙 され 、 呪 われ 、 反 抗 的 」 。 命 令 ヒ ー ロ ー。 
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Imperium by Francis Parker Yockey - 私 た ちの 大 義 の 重要 

な 基礎 。 

デビ ッ ド ・: デ ュー ク 著 『 私 の 目覚 め 』 - 彼 を 好き で も 嫌い で も 、 ダ ブル ・ ダ イア モ 
ンド は 物語 を 語り 、 そ れ を うま く 伝え る こと が で きま す 。 

Jared Taylor 著 「Paved With Good Intentions 」 - 積 

極 的 行動 分 析 。 

_ 人 種 進 化 、 行 動 J. フ ィ リ ッ プ ・ ラ シュ トン 博士 著 。 最 近 の 作 

HHo 

カー ルト ン : パ トナ ム 著 「 人 種 と 理由 」 - 学術 的 で す が 決 定 的 で 説 
得 力 が あり ます 。 

Race and Reality by Carleton Putnam - 上 記 の 作品 の 続編 で 、 同 
様 に 優れ て いま す 。 

プラ トン の 『 共 和 国 』 - ファ シス ト 理 論 の 現存 する 最も 初期 の 著作 と 
呼ば れる こと が 多い 。 

ウェ スリ ー・ ジ ョ ー ジ 著 『 人 種 問題 の 生物 学 』 - と て も お 勧め で す 。 


オズ ワル ド ・ シ ュ ペ ング ラー 著 『 西 部 の 衰退 』 - 総統 に 大 き な 影響 を 
に 介 / 
『The Dispossessed Majority』 ウ ィ ル モッ トロ バー ト ソ ン 著 
- 人 種 問題 へ の 優れ た 入門 書 。 
ウィ ル モ ッ ト ・ ロ バー ト ソ ン 著 『The Ethnostate』 - 上 記 に 対す る 
著者 の 最新 アッ プ デ ー ト o 
ヒュ ー ス トン 著 『 19 世 紀 の 基 礎 』 
スチ ュ ワ ー ト チェ ン バ レ ン 


アル フレ ッ ド : ロ ー ゼ ンバーグ 著 「20 世 紀 の 神 話 」 
TE ロー レン ス に よる 知恵 の 7 つの 柱 - 一 部 は 歴史 、 一 部 は 哲学 。 


どちら の 方 向 の 西洋 人 で すか ? ウ ィ リ アム <: ゲイ リー・ シ ンプ ソン 著 - 奥 
深く 、 力 強い 。 


革命 、 芸 術 、 科 学 
チェ < ゲバラ 著 「 ゲ リラ 戦争 」 - 高度 な 研究 の た め の 貴 重 な マ ニュ ア 


ル 。 
ウィ リア ム <L・ ピ アー ス 著 「 ハ ンタ ー」 - 偽装 ハウ ツー マニ ュ ア ル 
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フィ クシ ョ ン と し て 。 

カス トロ の ゲリラ 指導 者 アル ベル ト * バ ヨ 将 軍 に よる ゲリラ へ の 150 の 質問 。 
サー ジョ ング ラブ 著 「 ア ラブ の た め の 兵 士 」「 グ ラブ ・ パ シャ 」 
1948 年 に シオ ニス ト を 破っ た 。 

アナ ー キ スト の 料理 本 - 橋 を 爆破 し て 、 あ な た の 心 を 吹き 飛ば し まし ょ う 。 


カー ト 。 サ クソ ン 著 『The Poor Man's James Bond』 - 他 の 作品 より も 


少し 実用 的 で す 。 
エリ ッ ク : ホ ッ フ ァ ー 著 『The True Believer』 - 革命 心理 学 ハ ンド 
テック 。 


ウィ リア ム 。L・ ピ アー ス 著 『 タ ー ナ ー。 ダ イア リー ズ 』 - フィ クシ ョ ン を 
装っ た ハウ ツー マニ ュ ア ル 。 

ダッ ハ ・ フ ォ ン < ベル ン 少 佐 の 『 トー タル ・ レ ジス タン ス 』 。 ス イス 軍 の ゲリラ 
マニ ュ ア ル 。 


南部 ナシ ョ ナリ ズム 


アル ビオ ン ・ ト ゥ ル ジ ェ 著 『 愚 者 の 用 事 』 - カー ペッ トバ ッ ガ ー の 尻 が クラ 
ン に 蹴 ら れる 。 

ME ブラ ッ ド フォ ー ド に よる 「Against the Barbarians」 - 南部 民族 主義 
の エタ 形 イ 5 

南部 の 父 ジ ョ ン ・C<・ カ ルフ ー ン の 演説 と 手紙 を 集め た も の 


私 は 私 の 立場 を 主張 し ます - 南部 の 農業 作家 が 声 を 上 げ ま す 


彼ら の フォ ー ク に つい て 。 


トー マス ・ デ ィ ク ソン 著 『 ク ラン ズ マ ン 』 - 「 国 家 の 誕 生 」 の 基 と な っ た 本 。 


WJ ワー クマ ン に よる 「The Case forthe South」 - 1960 年 の ナ 
ショ ナリ スト 作品 。 A-1. 


メア リー チェ スナ ッ ト ・ ボ イキ ン の 日 記 - 古 南部 の 本 当 の 姿 。 


「 南 部 に 差し 迫っ た 危機 」 ヒ ント ン ・ ロ ー ワ ン ・: ヘ ル パ ー 著 - 1856 年 の 警告 
の 叫び 。 
クロ ー ド : バ ウ ワ ー ズ 著 『 悲 劇 の 時 代 』 - 復興 に つい て 書か れ た 史上 最高 の 
本 。 
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Tombee - サウ スカ ロラ イナ 州 の 南北 戦争 前 の 農園 主 の 日 記 。 


アー リア 人 の フィ クシ ョ ン 


マイ ケル ・ ホ フ マ ン 二 世 の 『 騎 士 団 の 候補 者 』 - と て も 良い 読み 物 で す 。 そ 

れ を 得る 。 

アイ ン ・ ラ ンド が 肩 を すく め る アト ラス - は い 、 彼 女 が ユダヤ 人 で ある こと は 知っ て いま す が 、 こ 
の リバ タリ アン ・ カ ルト 小説 は 依然 と し て レッ ズ を 勢い づか せ て いま す 。 


吟遊 詩人 モー ガン ルウ ェ リ ン 著 - 青銅 器 時 代 アイ ル ラン ド の 架 空 の 歴史 。 


オル ダス ・ ハ クス リー 著 『 す ば らし い 新 世界 』 - 未来 小説 
PC が 暴 走 し た 。 
シビ ル ・ ウ ォ ー | - トム < チッ タム 著 。 - 未来 的 な 革命 小説 。 


アー サー ケス トラ ー 著 『 真 昼 の 闇 』 - スタ ー リ ン の 血 な まぐ さい 粛清 を 
描い た 小説 。 

『 ハ ンタ ー』 ア ンド リュ ー・ マ ク ド ナ ルド (ウィ リア ム L・ ピ アー ス 博 士 ) 
子連れ 狼 の 小説 。 
帝国 総督 ジョ ー ジ ・ シ ッ プ ウェ イ 著 - ロー マ 時 代 の 英国 の 良い 物語 を 切り 取っ た 
も の 。 


KD Rebel by David Lane - ウォ ー タ ニス ト の 一 夫 多 妻 制 西部 劇 。 


ジョ ー ジ < シッ プ ウ ェ イ 著 「Knight In Anarchy」 - 中 世 の 冒 険 家 。 と て も 


良い 。 

モー ガン ルウ ェ リ ン 著 「 赤 い 枝 」 - アル スタ ー の クー・ フ ー リ ン の 物 

語 。 神 秘 的 。 

サー・ ア ー サ ー・ コ ナン ・ ド イル の 『 サ ー。 ナ イジ ェ ル 』 - も う 一 つの 素晴らし い 
中 世 の 冒 険 家 。 


Starkadder by Leonard Pauling - 最も 奇妙 で 血 な まぐ さい 北欧 神秘 主義 。 
ジャ ン ・ ラ スパ イ ユ の 聖徒 た ちの キャ ンプ - 大 量 の 泥 移 民 の 預言 的 な 物語 。 
モー リス ・ ド ルオ ン 作 『 呪 われ た 王 た ち 』 。 フ ラン ス 語 か ら の 翻訳 。 オ リ ジ ナ 


ル の ゲー ム ・ オ ブ ・ ス ロー ンズ と 呼ば れる か も し れ な い が 、 ま っ た くそ れ に 近い 5 つ 
の 小説 シリ ー ズ 
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見 つけ る こと は 不可 能 で す 。 5 つ す べ て を 集め る に は 、 イ ンタ ー ネ ッ 

ト と ボー クー コイ ン を 調べ て 何 か 月 も か か り ま す 。 

ミカ < ウォ ル タ リ の ダー クエ ンジ ェ ル - 中 世 の 歴 史 。 

憂鬱 だ が 良い 。 入 手 が 非 常に 困難 で す 。 

ジャ ッ ク ・ ロ ンド ン 著 『The Iron Heel 』 - 「 サ ー ド ・ ポ ジ シ ョ ン 」 カ ルト 小説 。 
古い で す が 、 良 いで す 。 

セリ ア ・ ホ ラン ド 著 『 冬 の 王 た ち 』 - 中 世 ア イル ラン ド の 小説 。 


ジョ ー ジ < シッ プ ウ ェ イ に よる 『 パ ラディ ン と 狼 の 時 間 』 - 素晴らし い 中 


世 シ リー ズ 。 

ジェ ー ン < ポー ター の 『 ス コテ ィ ッ シュ チー フス 』 - 優れ た ブレ イブ ハ 
ー ト 風 の 冒 険 活劇 。 

ウィ リア ム <L・ ピ アー スズ ス 博士 の 『 タ ー ナ ー 日 記 』 。 - 最初 の 白人 革命 
小説 。 


エジソン ・ マ ー シ ャ ル の 『 バ イキ ング 』 - 究極 の バイ キン グ 小 説 星 5 
つ 『**** た だ し 、 見 つけ る の は 非常 に 困難 で す 。 イ ンタ ーネット の 古本 情 
報 源 を 徹底 的 に 調べ な けれ ば な り ま せん 。 

アー サー・ コ ナン ・ ド イル 卿 の 『 ホ ワイ ト ・ カ ン パ ニー』 - ナイ ジェ 

ル 卿 の 続編 。 

ジョ ー ジ ・ シ ッ プ ウェ イ の 「 青 銅 の 戦士 と 華麗 な る 王 」 - トロ イア 戦 
争 。 A-1. 


HAC の 個人 的 な お すす め 


1984 年 ジョ ー ジ ・ オ ー ウ ェ ル 著 - も し 作家 に 才能 が ある な ら 
オー ウェ ル は 予言 を 持っ て いま し た 。 こ の 本 は 絶対 に 
私 た ち が 今 日 住ん で いる 世界 を 理解 する た め に 不可 欠 で す 一 
「 政 治 的 」 と いう 名 の 下 で の 言葉 の 乱用 
正 し さ 」、 思 考 を 犯罪 化し よう と する 試み 、 
Big へ の 完全 な ロッ クス テッ プ 準 拠 の 要求 
兄弟 。 読 む ! 
アン ソニ ー: バ ー ジ ェ ス の 時 計 じ か け の オレ ンジ - 
きら びやかな 準 ロ ン ア 語 の スラ ング だ け で も 、 こ れ は 楽し いも の に な り ま す 。 
読ん だ が 、 そ れ を 超え て 私 た ち は 再び 次 の こと に 直面 する 。 
違い を 罰 し よう と する エス タブ リッ シュ メン ト の 試み と 
この 場合 は 、 を 使用 し て 適合 性 を 強制 し ます 。 
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生化 学 的 行動 の 修正 。 ア レッ クス と いう キャ ラク ター は 、 決 し て 打ち 破る 
こと の で き な い 人 間 の 其 落 と いう 抑え られ な い 精 神 の 輝かしい 記念 碑 で 
あり 、 彼 の 究極 の 運命 は 人 間 の 征服 され な い 破 壊 意志 の 勝利 で す 。 


サー アー サー・ コ ナン ドイ ル 著 『 シ ャ ー ロ ッ ク . ホ ー ム 物語 
集 』 - 探偵 小説 と し て 楽し め る だ け で な く 、 ア ー リ ア 人 の 最高 到 建 点 で 
ある と 個人 的 に 信じ て いる ビク トリ ア 朝 後期 を 垣間見 る こと が で きま す 。 


ブー ス ・ タ ー キ ント ン の 厳選 作品 - 「 え ? 」 と いう 声 が 聞こ えて き 
ます 。 で も 、 リ ラッ クス の た め に 『 タ ー キ ント ン 』 を 読ん だ り 、『 ペ ン ロ ッ 
ド 』 シ リー ズ や 『 セ ブン ティ ー ン 』 の よう な シュ マル ツ 的 な も の を 読ん だ 
り し まし た 。 私 が この 仕事 を 楽し ん し で いる の は 、 精 神 政 治 的 な パワ ー ゲ 
ー ム 、 ポ リティ カル コレ クト ネス 、 「 多 様 性 」 、 絶 望 的 な 金 の 奪い 合い 以 
外 の 何 か に 基づい た 、 平 和 と 秩序 と 通常 の 人 間 関 係 を 備え た 正気 で 安 
定 し た 白人 の アメ リカ に ほん の 短期 間 だ け 戻 れる か ら で あ る 。 ま た は 逸 
脱し た 性 行為 残念 な が ら 、 私 た ち は そ の よう な 世界 が どの よう な も の 
か を ほとん ど 忘 れ て いま す 。 時 々 戻る と 役に立ち ます 。 


HP ラヴ クラ フト の 厳選 作品 - アー リア 人 の 空想 家 で あり 真 の 神 
秘 家 で あり 、 私 の 見 解 で は エド ガー アラ ン ポー に 次 ぐ 人 物 で す 。 リ ベラ 
ル 修 正 主義 者 た ち は 、 ラ ヴ ク ラ フト が 1937 年 に 亡くな っ て 以来 、 長 年 に 
わた っ て 彼 の 公然 と し た アー リア 人 種差 別 を 「 一 掃 」 し よう と 必死 に 努 
め て きた が 、 う まく いか な い だ ろ う 。 
ラヴ クラ フト も 我々 の 一 人 だ っ た 、 わ か っ た 。 

HL メン ケン の 厳選 され た 作品 - 私 た ちの 人 々 の 長い 間 忘 れ ら 
れ て いた 文学 的 英雄 お よび 哲学 者 の も う 1 人 で す 。 ボ ル チ モ ア の 賢者 、 

「 フ ァ ン ズム の ウィ ル ・ ロ ジャ ー ス 」 と 呼ば れる こと も あり ます 。 


ウィ リア ム ・ シ ェ イ クス ピア 全集 - コメ ント は 不要 で す 、 当 然 で 
す 。 オ ッ ズ ボディ キン ス ! 
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付録 | 


王 
和民 / 


北西 アメ リカ 共和 国 


概要 草案 (2006 年 10 月 ) 


[ 注 : 歴 史 的 正確 性 を 期す た め 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 憲 法 草 
楽 は コ ヴ ィ ント ン 氏 だ け で な く 、 男 女 約 30 人 か ら な る 憲法 委員 会 の 
著作 で ある 。 こ れ ら の 人 々 の 名 前 は ほとん どの 読者 に と っ て 何 の 意 
味 も 持た ず 、 場 合 に よっ て は 公 の 場 で 名 前 を 言及 する こと で 困難 を 引 
き 起 こす 可能 性 が あり ます 。 い ずれ に せよ 、 明 ら か な 理由 に より 、 リ ス 
ト は 保存 され て お ら ず 、 文 書 や で 通信 の 大 部 分 は 破棄 され て いま す 。 こ 
の 資料 は 当然 歴史 の た め に 保存 され る べき で し た が 、 関 係 者 の 迫害 
か ら の 当面 の 身体 的 安全 は 現代 の より 大 き な 懸 念 で し た 。 


それ に も か か わら ず 、 記 録 の た め に 記し て お く と 、 こ こ で 紹介 する 憲 

法 草 案 に は 、 名 前 を 出し て いな い 多 く の 人 々 に 加え て 、 以 下 の 人 物 か ら の 意見 、 
アイ デア 、 提 案 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン が 含ま れ て お り 場合 に よっ て は 次 の 人 物 
か ら の 文章 も 含ま れ て いま す : ル イス < ビー ム 、 ジ ェ ー ム ズ < バ トラ ー、 リ チャ ー 
ド : バ トラ ー、 リ ッ ク ・ ク ー パ ー、 ハ ロ ル ド :Ax: コ ヴィ ント ン 、 フ レデ リッ ク ・ ク ラン ド 
ー ル 、 バ イロ ン : デ <・ ラ < ベック ウィ ズ 、 チ ェ ス ター・ ド ー ル ズ 、 ス コッ ティ ・ ア ー ベ ン 
ド 、 エ ド ワ ー ド ・R・ フ ィ ー ル ズ 博 士 、 ジ ョ セ フ : ポ ー ル ・ フ ラン クリ ン 、 エ イプ リル ・ 
ゲイ ド 、 カ ー ル ・ ゲ ハリ ス 、JxD: グ リア 、 マ イケ ル ・ ホ フ マ ン 二 世 、 リ チャ ー ド ケリ 
ー・ ホ スキ ンス 、 リ チャ ー ド ケン プ 、 デ ヴィ ッ ド ・ レ ー ン 、 カ ー ク <・ ラ イオ ンズ 、 ロ 
バー トマ シュ ー ズ 、 デ ヴィ ッ ド マッカ ルデン 、 ロ バー ト : マ イル ズ 、 エ ド ワ ー ド *・ 
ピー コッ ク 、 ブ ルー ス ・ ピ アー ス 、 リ チャ ー ド ・ ス クタ リ 、 エ ドガ ー<・J・ ス ティ ー ル 、 
デヴィ ッ ド ・: テ イト 、 
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エリ ッ ク ・ ト ム ソ ン 、 ビ ル ・ ホ ワイ ト 、 エ ルン ス トッ ツン デル 、 そ の 他 多 数 。 皆 さん 、 あ り が 
と う ご ざ いま し た 。 -HAC] 


前 文 


万 物 の 神聖 な 創造 主 の 名 に お いて 、 私 た ち 地球 の アー リ 
ア 人 は 、 国 民 の 生存 と 白人 の 子供 た ちの 未来 を 確保 する た め 
に 、 こ こ に 北西 アメ リカ 共和 国 憲法 を 制定 し ます 。 


セク ショ ン 1 - 国籍 と 市 民権 


第 一 条 北 西 ア メ リカ 共和 国 は 、 西 洋文 明 が 保存 され 、 白 
人 の 子供 た ち が 安 全 か つ 繁 栄 の うち に 責任 ある 成人 に 育て ら 
れる よう 、 世 界 中 の あら ゆる 国籍 、 文 化 信 条 の 白人 が 使用 し 居 
住 す る た め の 祖 国 と な る も の と する 。 そ し て 静けさ 。 私 た ち は 国 
民 の 存在 と 白人 の 子供 た ちの 未来 を 確保 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ れ が この 憲法 の 最も 重要 な 原則 で す 。 こ の 主要 な 指令 
矛盾 する も の は いか な る 当局 も 合 副 で ある と 主張 する こと は 
で きま せん 。 


第 2 条 。 あ ら ゆ る 国籍 、 民 族 、 ま た は 以前 の 市 民権 を 持 
つ す べ て の 白人 は 、 合 法 的 居住 者 と し て 北西 アメ リカ 共和 国 に 
永住 する 権利 を 有する も の と し ます 。 


第 3 条 。 共 和 国 に お ける 市 民権 は 、 合 法 的 な 居住 地 や 住 
所 と は 対照 的 に 、 選 挙 権 の 行使 や 政府 や 政治 プロ セス へ の 参 
加 を 含み 、 出 生 時 や 人 種 的 アイ デン ティ ティ の み に よ っ て 自動 
的 に 与え られ る も の で は な い 。 


市 民権 は 、 責 任 を 果たす こと に よっ て 獲得 され る も の で す 。 
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第 4 条 北西 共和 国 に お ける 居住 権 と 市 民権 は 、 絶 対 的 か つ 
永久 に 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 の 歴史 的 家族 の いずれ か に 由来 する 混合 白 
人 人 種 の 子孫 で あり 、 既 知 ま た は 識別 可能 な 非 白人 の 祖先 を 持た 
な い 者 に 制限 され る も の と する 。 彼 ら の 遺伝 子 構成 に は 明らか に 非 
白人 要素 が 含ま れ て いま す 。 


第 5 条 一 般 に ユダ ヤ 人 と し て 知ら れる 人 種 は 、 文 化 的 お よ 
び 歴 史 的 伝統 に お いて アジ ア 民 族 で あり 、 法 律 上 白人 と みな され る 
こと も 、 白 人 と し て の 人 種 的 地位 が 与え られ る こと も あり ませ ん 。 い 
か な る ユダ ヤ 人 も 、 い か な る 状況 に お いて も 北西 アメ リカ 共和 国 へ 
の 入国 また は 居住 を 許可 され な い 。 


第 6 条 。 共 和 国 に お ける 市 民権 と 選挙 権 を 行使 する 権利 は 
3 つの 階級 に 分 けら れ 、 市 民権 の 各階 級 は それ ぞ れ 1 票 、2 票 、3 票 
の 個人 票 を 保有 する も の と する 。 優 れ た 市 民 的 お よび 政治 的 責任 を 
示し 、 国 家 奉 仕 に 最大 限 の 献身 を 示し 、 そ れ に よっ て よし 高い 階級 
の 市 民権 を 獲得 し た 人 々 は 、 政 治 プ ロ セ ス に お いて 最大 の 発言 権 を 
持つ こと に な る 。 


第 7 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 市 民権 は 、 裁 判 所 、 人 種 * 再 定 
住 局 . ま た は その 他 の 管轄 政府 当局 、 国 民 大 会 の 法律 、 ま た は 州 大 統 
領 の 命令 に より 、 法 的 に 減額 また は 取り 消さ れる 場合 が あり ます 。 
市 民権 を 付与 また は 回 復 する こと も で きま す 。 市 民権 の 取り 消し ま 
た は 削減 の 理由 は 、1) 重罪 の 有罪 判決 で ある も の と し ます 。 


2) 医学 的 に 認定 され た 精神 的 欠陥 また は 精神 異常 
3) ユダ ヤ 人 の 祖先 を 含む 、 白 人 以外 の 人 種 的 子孫 で ある こと が 証 
明 さ れ て いる 。 
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4) 非 白人 人 種 と の 意図 的 な 異種 混交 。 
5) 同性 愛 行為 の 事実 証明 。 


第 8 条 。 人 種 と 市 民権 の 基準 は 、 人 種 再 定住 局 に よっ て 確立 され 、 す 
べ て の 人 種 的 パラ メー タ と 規範 を 設定 し 、 人 種 的 アイ デン ティ ティ の 科学 的 
お よび 文化 的 基準 を 確立 し 、 該 当 す る 場合 に は 個別 の ケー ス で 決定 を 下す も 
の と し ます 。 


第 IX 条 。 す べ て の 人 類 文 明 の 基礎 は 、 妻 と 母親 が 中 心 で あり 、 裕 福 に 
雇用 され て いる 父親 が 頭 で あ る 結婚 制度 に 基づく 伝統 的 な 核 家族 で あり 、 こ 
れ か ら も そう で あり ます が 北西 ア メリ カ 共 和 国 は ここ に この 伝統 的 な 核 家族 
認め ます 。 家 族 の 単位 と 、 国 家 の 基 礎 と し て 歴史 的 に それ に 付随 し て きた 価 
値 観 を 尊重 し 、 家 族 の 保護 が 共和 国 、 そ の 法律 、 制 度 の 主要 な 目標 で あり 、 支 
え の 柱 で あり 、 今 後 も そう で ある こと を 宣言 する 。 


セク ショ ン 2 - 政府 と 行政 


第 1 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 は 単 一 国家 また は 一 党 
独裁 国家 と し 、 北 西部 戦線 が 正式 な 政府 政党 と し て 機能 
る も の と する 。 

第 2 条 。 共 和 国 政府 は 、 
行政 府 と 立法 府 の 2 つの 部 門 で 構成 され ます 。 

1) アメ リカ 合衆国 の 前 の 統治 下 に 存在 し て いた すべ て の 
MAMA IE り 廃止 さ 

2) 国内 の 既存 の 郡 お よび 市 
北西 アメ リカ 共和 国 は 、 こ の 憲法 の 範 囲 内 で 次 の よう な 地 
方 自治 体 を 創設 する も の と する 。 


Machine Translated by Google 


健康 秩序 、 繁 栄 の 維持 に 必要 で ある と 思わ れる が 、 当 該 地 方 自治 
体 の すべ て の 条例 、 法 律 、 職 務 は 共和 国 の 中 央 政府 と 法律 、 国 民 会 
議 と 国家 の 権限 に 従属 する も の と する 。 社 長 。 


第 3 条 。 こ の 憲法 は 、 国 民 大 会 の 常設 憲法 委員 会 に よっ て 
施行 され 、 解 釈 さ れる も の と する 。 一 法 上 の 問題 は 、 大 会 全体 、 行 政 
府 、 国 家 機関 お よび 裁判 所 に よる 決定 の た め に 委員 会 に 付託 され 
る 。 


第 4 条 北 西 ア メリ カ 共 和 国 の 政治 団体 の 基礎 は 、 共 和 国 内 
で 市 民権 を 有する すべ て の 人 の 名 潤 で あり 、 そ の 市 民権 名 簿 は 政 
府 の 最低 レベ ル お よび 国家 の 基盤 と し て 機能 する も の と する 。 市 
民権 名 尊 は 、 国 民 大 会 の 総 選挙 を 通じ て 、 ま た 国民 投票 の 制度 を 通 
じ て 、 こ の 役割 を 果たす も の と する 。 


第 5 条 国 民 投票 は 、 国 民 大 会 の 総 選挙 と 併せ て 必要 に 応じ 
て 行わ れる も の と する 。 


1) 差し 迫っ た 緊 急性 また は 関心 の ある 特定 の 問題 に 関す る 
国民 投票 も 、 条 約 に より 特別 決議 を 通じ て 必要 に 応じ て 召集 され る 
こと が で き 、 そ の よう な 国民 投票 は 、 開 始 か ら 30 日 以上 60 日 以内 
に 実施 され る も の と する 。 当 該 決議 の 採択 。 


2) 国民 投票 その 他 い か な る 政府 行為 も 、 こ の 憲法 の 全部 ま 
た は 一 部 を 変更 また は 改正 する こと は で き な い 。 


第 6 条 。 革 命 の 遂行 と 共和 国 の 独立 確保 に お ける 北西 部 戦 
線 の 歴史 的 役割 は 公式 に 認め られ て いる 。 
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共和 国 統治 に お ける 党 の 優位 性 は 正式 に 認め られ 、 こ の 憲 法 に 明 
記さ れ て いま す 。 


第 7 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 最高 責任 者 は 州 大 統領 で あ 
り 、 大 統領 は 一 級 国民 お よび 35 歳 以上 の 党員 で あり 、 軍 人 で な け 
れ ば な ら な い 。 


ベテラン 。 

第 8 条 。 州 大 統領 は 、 政 府 の 行政 府 の 長 、 軍 隊 お よび 民間 警 
備 隊 、[ 国 家 警 察 ] の 最高 司令 官 、 お よび 国家 安全 保障 局 の 司令 官 を 
務め る も の と する 。 


第 IX 条 。 大 統領 は 、 自 ら 選 択 し た 閣僚 評議 会 を 任命 し 、 必 要 
と みな す 閣 僚 の ポー ト フ ォ リ オ を 創設 また は 解散 する 権利 を 有 す 
る 。 た だ し 、 以 下 の 例外 が ある 。 大 統領 は 、 国 防 省 を 解散 し た り 、 休 
止 し た りす る こと は で き な い 。 内 政 、 財 政 、 ま た は 人 種 と 再 定住 。 


1) 州 大 統領 は 、 任 期 の 全部 また は 一 部 に わた っ て 、 自 ら 1 
つの 閣僚 の ポー ト フ ォ リ オ を 引き 受け る 権限 を 有する 。 


2) 大 統領 は 、 共 和 国 の 首席 判事 と し て の 役割 を 果たし 、 司 法 
制度 お よび 国家 名 堂 玉 判 困 の すべ て の 行為 お よび 決定 に 対し て 完 
全 か つ 最 終 的 な 敷 済 手段 を 行使 する も の と する 。 こ れ に は 、 特 に 民 
事 上 の 全部 また は 一 部 の 恩赦 また は 減刑 の 権限 が 含ま れる 。 死 刑 
監禁 、 体 割 、 市 民権 の 事 失 、 権 利 の 剥奪 、 ま た は 追放 の 軍事 刑 。 た だ 
し 、 次 の 例外 を 除く 。 州 大 統領 は 、 障 審 ま た は その 他 の 裁判 所 の 舞 
罪 、 証 明 さ れ て いな い 、 ま た は その 他 の 無罪 の 評決 を 覆し た り 、 破 
棄 し た りす る こと は で き な い 。 


第 X 条 国 家 大 統領 は 、 予 備 選 挙 を 通じ て 全国 民 の 直接 一 般 
投票 に よっ て 選出 され る も の と する 。 
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選挙 で は 、 す べ て の 公職 の 候補 者 が 資格 の 基本 要件 を 満た さ な け 
れ ば な ら ず 、 さ ら に 全国 大 会 の メン バー と な り ま す 。 


第 11 条 。 予 備 選挙 後 、 い ずれ か の 候補 者 が 50 パー セン ト 
以上 の 票 を 獲得 で き な か っ た 場合 、 最 有力 候補 2 名 の 間 で 決 選 投 
票 ま た は 本 選挙 が 行わ れ ま す 。 単 純 過半 数 の 票 を 獲得 し た 候補 者 
が 州 大 統 信 と な る 。 


第 12 条 。 州 大 統領 の 任期 は 6 年 と し 連続 2 期 連続 で 大 
統領 に 再選 する こと は で き な い 。 


1) 州 大 統領 が 死亡 、 病 気 、 ま た は その 他 の 無能 力 の 場合 に 
は 、 全 国 大 会 議長 が その 職 を 引き 継ぐ も の と する 。 州 大 統領 と 国民 
会 議長 の 両方 が 死亡 また は 無能 力 と な っ た 場合 、 行 政権 は 適切 
に 構成 され た 北西 部 戦線 の 統治 機関 に よっ て 共同 し て 30 日 以内 の 
期間 引き 継が れる も の と する 。 そ の 間 、 暫 定 大 統領 を 任命 し 、 臨 時 
大 統領 選挙 が 実施 され る まで 最長 1 年 間 そ の 任 に 就く も の と す 
る 。 


2) 州 大 統領 は 、 リ コー ル の 国民 投票 に 基づい て 弾 効 され 、 能 
免 さ れる 可能 性 が ある 。 州 大 統領 の 弾 効 お よび 棚 免 に 関す る 国民 
投票 は 現職 の 州 大 統領 の 署名 な し で 国民 大 会 を 通過 する こと が 
で き 、 ま た 、 現 職 の 州 大 統領 は それ に 対す る 拒否 権 を 持た な い 。 


第 十 三条 。 政 府 の 立法 府 は 国民 会 議 で 構成 され 、 国 民 会 議 
は 2 年 ご と に 全国 民 の 一 般 投票 に よっ て 選出 され る も の と する 。 
全国 大 会 は 、 次 の 年 に 選出 され る 議長 に よっ て 主宰 され る も の と す 
る 。 
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党員 集会 は 次 期 各 党 大 会 の 政府 議員 に よっ て 行わ れ 、 政 府 議員 は 政府 議 
会 の 意向 に 応じ て 務め る こと に な る 。 


第 十 四条 。 全 国 大 会 は 一 院 制 と する 。 


第 15 条 。 国 民 大 会 は 、 政 府 、 野 党 、 軍 お よび 民間 警備 隊 の 議員 、 お よ 
び 投 票 権 を 持た な い 国 務 大 臣 の 4 つの 有 要素 で 構成 され ます 。 


1) 全国 大 会 の 文民 議員 は 、 郡 ご と に 2 人 の 政府 議員 と 1 人 の 野 
党 議員 に 基づい て 、 市 民権 名 潤 の 一 般 投票 に よっ て 選出 され る も の と する 。 


2) 軍 の 各部 門 か ら 1 名 の 現役 上 級 士官 と 1 名 の 現役 上 級 下士 官 
が 、 正 式 に 構成 され た 軍 の 高級 士官 の 団体 に よっ て 国民 大 会 の 代理 人 と し 
て 任命 され る も の と する 。 さ ら に 、 民 間 警 備 隊 の 上 級 メ ン バ ー 2 名 が 州 大 統 
領 に よっ て 代理 と し て 任命 され る も の と する 。 


3) 国務 大 臣 [閣僚 ] は 、 す べ て の 会 期 に 出席 し 、 国 民 大 会 の 議論 と 活 
動 に 参加 する 権利 を 有する が 、 法 律 や 決議 に つい て は 投票 権 を 持た な いも 
の と する 。 


第 十 六条 。 全 国 大 会 は 、 そ の 任期 の 2 年 間 は 常 会 と し 、 休 会 で きる 
の は 年 に 2 回 の み 、 累 積 期間 は 年 間 60 日 を 超え な いも の と する 。 


1) 州 大 統領 も その 他 の いか な る 機関 も 、 全 国 総 選挙 の 直前 お よび 
その 一 環 と し て の 大 会 議長 を 除き 、 全 国 大 会 を 中 断 対 下 、 ま た は 解散 する こ 
と は で き な い 。 
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2) 全国 大 会 の 代理 人 また は その 他 の 職員 は 、 給 与 、 コ ミッ 
ショ ン .、 料 金 、 使 用 対 、 ま た は その 他 の 収入 福利 厚生 、 特 典 、 ま た は 
か か る 給与 、 賞 与 、 福 利 厚生 以外 の 源泉 か ら の その 他 の 有価 物 を 受 
け 取 っ た り 受 け 取 っ た りす る こと は で きま せん 。 国 民 投 票 に よっ て 
その よう な 議員 や 職員 に 定め られ 、 法 律 と し て 制定 され まし た 。 


3) 全国 大 会 の すべ て の 議員 お よび 役人 、 お よび すべ て の 国 
務 大 臣 、 特 に 州 大 統領 お よび 副 大 統領 を 含む すべ て の 国務 大 臣 は 、 
現在 の 純資産 財務 状況 財務 状況 、 財 務 状 況 な ど を 詳細 に 記載 し 
た 年 次 完全 か つ 完 全 な 財務 開示 声明 を 議長 室 に 提出 し な けれ ば 
な り ま せん 。 保 有する すべ て の 財産 な ど 


開示 声明 は 公 的 記録 事項 と し て 扱わ れ 、 共 和 国 の 国民 また は 居住 
者 が 閲覧 で きる も の と し ます 。 


4) 州 大 統領 は 、 国 家 非常 事態 また は 立法 休会 の 際 に 、 生 命 、 
財産 、 お よび 共和 国 の 存続 を 守る た め だ け に 、 特 別 大 統領 令 に より 
統治 する こと が で きる 。 こ の よう な 特別 大 統領 令 は すべ て 更新 不 
可能 で あり 、 全 会 期中 の 全国 大 会 に よっ て 60 日 以内 に 承認 また は 
拒否 され な けれ ば な り ま せん 。 


5) 条約 は 立法 機関 と し て だ け で な く 、 政 府 の 行政 マン パワ 
ー の 予備 と し て も 、 ま た 公務 員 の 一 部 門 と し て も 機能 する も の と す 
る 。 団 体 と し て の 条約 お よび 国家 大 統領 は 、 社 会 全体 に と っ て 最適 
な 利益 を 得る た め に 、 政 府 運営 に お いて 適切 と 思わ れる 追加 の 政 
府 的 、 法 的 、 社 会 的 義務 を 条約 の 議員 に 割り 当て る も の と する 。 


第 17 条 。 政 府 議会 政党 お よび 条約 議長 は 、 政 府 に 対す る 
公開 質問 の た め に 、 少 な く と も 暦 月 に 一 度 、 本 会 議 の 定例 日 を 確保 
する も の と する 。 
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国家 が 直面 する 特定 の 政策 や 問題 に つい て 野党 議員 が 議員 と 州 大 
統領 を 含む すべ て の 国務 大 臣 に 意見 を 求め る 。 


1) 当該 国務 大 臣 は 、 国 家 安 全 保障 の 真 に デリ ケー ト な 問題 
が 関与 する 場合 を 除き 、 か か る 質問 に 対し て 自ら 対応 し 、 公 開 回 答 
を 行う も の と する 。 こ の 場合 、 国 家 大 統領 また は 関係 閣僚 は 、 質 問 に 
回 答 する 権利 を 有する も の と する 。 こ の よう な 質問 は 、 公 務 機 密 お よ 
び 軍 事 機 密 に 関す る 適用 され る すべ て の 法律 お よび 規制 に 基づい 
て 、 非 公開 で 選ば れ た 委員 会 に 提出 され ます 。 


2) 野党 議員 お よび 条約 議長 は 、 か か る 質問 に 答え る た め に 
政府 大 臣 、 軍 人 、 そ の 他 の 役人 また は 人 物 の 出席 を 要求 する こと が 
で きる 。 野 党 議員 お よび 条約 議長 は 、 国 家 安全 保障 局 (BOSS) の 
職員 を 除き 、 公 的 尋 間 を 目的 と し て あら ゆる 人 物 の 出頭 を 強制 する 
法 的 強制 力 の ある 召喚 状 権限 を 有する も の と する 。 州 大 統領 は 、 そ 
れ が 最 優先 の 国益 に か な うと 判断 し た 場合 BOSS の メン バー また 
は 工作 員 の 出現 を 阻止 する 権限 を 有する も の と する 。 


第 18 条 。 国 民 大 会 の すべ て の 加盟 国 は 、 議 会 の 完全 な 特権 
を 享受 し 、 条 約 の 加盟 国 と し て の 公務 に 関連 し て 、 ま た は 国民 大 会 
の 内 容 に 関連 し た 公 的 また は 私 的 な 書面 また は 口頭 の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン に 関連 し て 、 逮 捕 、 訴 追 ま た は 捜査 か ら 免 除 さ れる も の と す 
る 。 議 員 ま た は 政府 の 一 員 と し て の 公務 。 


1) 議長 は 必要 に 応じ て 、 政 府 議 員 と 野党 議員 の 両方 を 含む 
議員 か ら な る 特別 調査 委員 会 を 招集 し 、 議 員 が 行動 する も の と す 
る 。 
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免責 、 倫 理 、 お よび 議員 に 対す る 非 偽 理 的 また は 犯罪 行為 の 具体 的 
な 申 し 立て の 問 題 を 解決 する 法廷 と し て 。 


2) 国民 大 会 の 議員 は 、 前 述 の 調査 委員 会 の 勧告 が な い 限 
D 半 析 析 を され た り 、 大 会 か ら 追放 され た りす る こと は で 
きま せん 。 そ の 勧告 は 、 大 会 全会 期 の 投票 に よっ て 確認 され な けれ 
ば な り ま せん 。 


第 19 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 法律 は 、 議 上 員 も し く は 議員 の 
グル ー プ 、 ま た は 州 大 統領 に よっ て 国民 会 議 に 法案 が 提出 され た 
と き に 制定 され る も の と する 。 


1) か か る 法案 は 、7 日 以上 30 日 以内 の 期間 を あけ て 2 回 
の 読 会 を 経た 後 、 か つ 2 回 の 読 会 後に の み 、 条 約 の 多数 決 に より 成 
立 す る も の と する 。 個 々 の 法案 に 関す る 条約 に よる 公開 討論 。 か か 


る 法案 は その 後 7 日 以内 に 署名 を 求め て 州 大 統領 に 提出 され な け 
れ ば な り ま せん 。 


2) 州 大 統領 は 、 署 名 の た め に 全国 大 会 に よっ て 提出 され た 
法案 の 全部 また は 一 部 に 拒否 権 を 発動 する こと が で きる 。 


3) あら ゆる 法案 の 全部 また は 一 部 に 対す る 大 統領 の 拒否 
権 は 無効 に する こと が で き 、 全 会 期 の 全国 大 会 の 過半 数 の 投票 に 
よっ て 法律 と な る も の と する 。 

に 十条 。 国 民 会 議 坪 は 、 あら ゆる 物品 また は サー ビス に 対し 


て 政府 が 請求 する すべ て の 料金 を 含む 、 す べ て の 物品 税 お よび 関 
税 、 税 金 お よび その 他 の 農 課 を 課す 唯一 の 権限 を 有する も の と す 
る 。 国 また は その 機関 に 支払 われ る すべ て の 金銭 は 、 国 庫 に 直接 支 
払わ れ 、 財 務 大 臣 が 定め 、 国 民 会 議 全体 で 承認 され た 年 間 予 算 に 
従っ て 配分 され る も の と する 。 
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第 二 十 一 条 。 財 務 省 は 、 共 和 国 内 の すべ て の 貨幣 の 鋳造 お 
よび 発行 、 ま た は その 他 の 法定 通貨 に 対す る 運営 権限 を 有する も の 
と する が 、 か か る すべ て の 貨幣 の 鋳造 お よび 発行 に 関す る 最終 的 
な 権限 は 国民 会 議 に あり 、 国 民 会 議 は 、 あ ら ゆ る 法定 通貨 を 修正 ま 
た は 取り 消す 権限 を 有する も の と する 。 多 数 決 で 行わ れ た 決議 に よ 
る 金融 問題 に 関す る 財務 省 の 法律 。 


第 二 十 二条 。 州 、 地 方 自治 体 、 当 局 は 、 個 人 の 収入 土地 、 家 族 
の 住宅 ホー ム ス テ ッ ド な どの 不動 産 、 家 族 経営 の 農場 に 対し て 、 
いか な る 税金 も 課 し て は な ら な い 。 所 得 税 は 、 必 要 と みな され る 商 
業 的 、 社 会 的 、 ま た は 宗教 的 性 格 を 持つ 企業 また は 組織 に 対し て 
平準 化 さ れる 場合 が あり ます 。 固 定 資産 税 は 、 商 業 目的 、 企 業 の ア 
グリ ビジ ネス 、 ま た は 宗教 目的 に 使用 され る 土地 、 建 物 、 構 築 物 、 工 
場 、 ま た は 施設 に 課税 され る 場合 が あり ます 。 


第 二 十 三条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 と 外国 勢力 と の 間 で 戦争 
状態 を 宣言 する 権限 は 、 全 会 期 の 国民 公会 に 留保 され て いる 。 


第 24 条 。 国 家 大 統領 は 、 軍 の 最高 司令 官 と し て の 立場 に お 
いて 、 共 和 国 の 独立 と 領土 一 体 性 の 即時 防衛 、 並 びに 国家 の 防衛 に 
必要 と みな す あ ら ゆ る 軍事 活動 を 開始 し 、 実 施す る 権限 を 有する 。 
以下 の 例外 を 除き 、 国 民 大 会 に 訴え る 必要 な く 、 住 民 お よび 国民 の 
生命 と 財産 を 保護 する こと が で きる 。 1) 共和 国 の 境界 内 に お け 
る 戒厳 令 の 宣言 は 以下 の 男 囲 内 で 国家 大 統領 に よっ て 国民 大 会 
に 提出 され な けれ ば な ら な い 。 
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14 日 間 、 取 り 消 され る か 多数 決 で 承認 され 、 条 約 が 適切 と 考え る 期 
間 更新 され ます 。 


2) 国家 大 統領 は 、 最 も 強力 か つ 最 優先 の 必要 性 と 国家 的 緊 
急性 の 場合 に 特別 の 大 統領 令 に よる 場合 を 除き 、 共 和 国 の 国境 外 
また は 外国 で いか な る 種類 の 軍事 行動 も 命令 する こと は で きず 、 そ 
の 場合 は 一 定期 間 に 限り ます 。 7 日 を 超え る こと 。 


3) か か る 特別 行政 命令 は 、 大 統領 が 必要 と 判断 し た 場合 、 
7 日 間 の 第 2 期 更 新 可能 と する 。 


4) 15 日 目 に 、 か か る 特別 大 統領 令 は 、 全 会 期中 の 全国 大 会 
の 過半 数 の 投票 に よっ て 確認 され な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 か か る 
命令 に 基づい て 認め られ る 延長 は 30 日 を 超え て は な ら ず 、 そ の 時 
点 で 、 全 会 期 の 討論 で は 、 州 大 統領 は 共和 国 国境 外 で の 軍事 作戦 
の 成功 福 の 終了 を 条約 に 報告 する か 、 そ う で な けれ ば 本 会 期中 に 
議会 に 正式 な 宣戦 布告 を 求め る も の と する 。 


第 25 条 。 北 西 ア メリ カ 共 和 国 と 外国 勢力 と の 間 の すべ て の 
条約 は 、 完 全 公開 会 議 に お ける 国民 会 議 の 多数 決 に よっ て 承認 さ 
れ 、 法 的 効力 を 有する も の と する 。 


この よう な 条約 は 、 全 会 期 の 国民 大 会 に よっ て の み 取 り 消さ れ た り 廃 
止 さ れ た りす る こと が で きま す 。 


セク ショ ン 3 - 司法 お よび 司法 手続 き 


第 1 条 共 和 国 の すべ て の 郡 は 、 刑 事 事件 を 器 理 す る た 
め の 裁 判 所 を 維持 し 、 そ れ ぞ れ に 独自 の 判事 また は 裁判 官 を 
置き 、 必 要 に 応じ て 法律 に よっ て 任命 され た 下位 の 判事 また 
は 裁判 官 の 援助 を 受け る こと が で きる 。 


Machine Translated by Google 


Ra き の 規 則 。 米 国 の 下 で 知ら れ て いる 民法 と 訴訟 は 廃止 さ 


第 2 条 。 裁 判 所 お よび 司法 機関 の 目的 は 、 刑 事 事件 また は 
財産 所 有 権 、 相 続 な どの 非 刑事 問題 に お ける 事実 認定 の 機関 と し 
て の み 機 能 す る も の と する 。 裁 判 所 お よび 司法 機関 は 、 政 府 ま た は 
政策 決定 の 役割 を まっ た く 持 た な いも の と する 。 州 内 。 こ れ ら の 権 
限 は 立法 府 と 行政 府 に 留保 され て いま す 。 


第 3 条 。 す べ て の 治安 判事 は 、 国 会 議員 の 指名 また は 州 大 
統領 の 指名 に 基づい て 、 全 国 大 会 の 特別 司法 委員 会 に よっ て 任命 


され る も の と する 。 
前 記 司 法 委員 会 は 、 す べ て の 裁判 所 お よび 判事 向け の 手続 き 規則 
を 作成 し 、 執 行 する も の と する 。 


第 4 条文 民 で あろ うと 軍 で あろ うと 、 い か な る 法廷 や 法廷 
で も 、 治 安 判事 、 裁 判官 、 裁 判 長 、 障 審 貞 は 、 当 該 法 廷 や 議場 内 の 被 
告 や その 他 の 者 より も 高い 位置 に 着席 し て は な ら な い 。 


第 5 条 す べ て の 裁判 官 の 任命 は 、 血 席 判事 と し て の 国家 大 
統 信 の 承認 を 受け る も の と する 。 


第 6 条 。 共 和 国 の 国民 また は 居住 者 は 、 起 訴 さ れ 、 大 隊 審 で 
構成 され る 大 隊 審 に よる 真 の 法案 の 返 本 が ある 場合 を 除き 、 起 訴 
され 、 逮 捕 され 、 裁 判 に か けら れ 、 神 金 も し く は 取り 消し され 、 ま た は 
生命 財産 も し く は 市 民権 の 喪失 その 他 の 刑罰 を 受け な いも の と す 
る 。 犯 罪 が 行わ れ た と され る 郡 の 住民 。 た だ し 、 そ の 後 の 住民 の 隊 
審 に よる 有罪 判決 が あっ た 場合 を 除く 。 


1) 起訴 状 は 、 そ の 郡 の 州 検察 官 、 国 民 、 ま た は 共和 国 の 居住 
者 を 代理 する 国民 に よっ て 検討 され る た め 、 大 隊 審 に 提出 され る こ 
と が で きる が 、 た だ し 、 当 該 国 民 が 報酬 や 報酬 を 受け 取っ て いな い 
場合 に 限る 。 ア クシ ョ ン 。 
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2) 共和 国 の 国民 また は 居住 者 は 、 治 安 判事 が 発行 し 署名 し 
た 令状 に 基づく 場合 また は 公 的 な 立場 で 行動 する 民間 警備 隊 ま 
た は 国家 安全 保障 局 の 職員 また は 代理 人 に よる 場合 を 除き 、 合 法 
的 に 逮捕 され な い 。 当 面 の 混乱 や 犯罪 行為 を 防止 する た め 。 国 家 安 
全 保障 局 の 官 轄 外 の 通常 の 刑事 事件 で 逮捕 され た すべ て の 者 は 、 
人 身 保護 令状 の 決定 の た め 、 示 捕 後 48 時 間 以 内 に 治安 判事 の 前 
に 連行 され 、 釈 放さ れる か 、 択 放 が 許可 され る も の と する 。 寄 託 。 逮 
捕 さ れ た 者 は 、 逃 亡 の 危険 が ある 、 地 域 社会 に 危険 を も た ら す 、 ま 
た は 地域 社会 か ら 危 険 に さら され て いる と 考え られ る 場合 に の み 、 
大 階 宮 へ の 付 廷 の た め に 拘留 され る も の と する 。 


3) 裁判 計 ま た は 治安 判事 は 、 被 告 ま た は 被告 人 の 利用 可能 
な 資源 を 明らか に 超え て いる 外見 また は 善行 に 対し て いか な る 拘 
束 も 課 し て は な ら な い 。 


4) 裁判 ま た は 治安 判事 は 人身 保 護 令状 の 審問 が 終了 
し 、 次 の 年 内 に 大 隊 審 へ の 陳述 が 保留 され て いる 場合 を 除き 、 真 実 
の 法案 また は 大 階 牧 に よる 起訴 に 基づく 正式 な 刑事 告訴 が な い 限 
り 、 逮 捕 ま た は 拘留 を 命令 する こと は で き な い 。 30 日 。 


5) 軍 に 勤務 する いか な る 将校 また は その 他 の 階級 も 、 最 高 
司令 官 と し て の 立場 で 国家 大 統領 が 布告 し た 戒厳 令 の 期間 中 、 ま 
た は 軍 の 敷地 また は 所 有 物 で の 場合 を 除き 、 合 法 的 な 逮捕 また は 
拘留 の 権限 を 行使 し て は な ら な い 。 ベ ー ス また は イン スタ レー ショ 
シ ジ 。 


第 7 条 。 国 家 安全 保障 局 は 、 そ の 運営 と 実施 に お いて 、 国 家 
大 統領 お よび 国民 大 会 の 常設 治安 委員 会 に よっ て 決定 され る 特 
別 議定書 に よっ て 統治 され る も の と する 。 
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当該 議定書 は 、 国 家 大 統領 お よび 当該 委員 会 の 裁量 に より 、 国 家 の 
必要 性 お よび 国益 に 基づい て 誠実 に 行動 する 国家 安全 保障 局 の 
職員 お よび 職員 に 対し 、 あ ら ゆ る 法律 また は 国益 の 遵守 を 免除 す 
る こと が で きる 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 存在 と 独立 が も は や 危険 に 
さら され て いな いと みな され る 時 が 来る まで 、 一 法 上 の 保障 措置 は 
守ら れ な い 。 


第 8 条 。 共 和 国 の 法廷 で 刑事 犯罪 で 告 斉 さ れ た 居住 者 、 国 
民 、 そ の 他 の 者 は 、 自 ら 選 択 し た 弁護 士 や 弁護 人 と な る 権利 を 否定 
され な いも の と する 。 た だ し 、 そ の ガ 護 士 や ガ 護 人 が 金銭 や 金銭 
に よる 報酬 、 報 奨 金 、 報 酬 を 受け 取ら な いこ と を 条件 と する 。 公 式 ま 
た は 非 公式 に その よう な 役割 を 遂行 する た め に 財産 また は 価値 の 
ある も の を 所 有 し 、 裁 判 ま た は その 他 の 手続 き の 開 始 前 に 宣 匠 に よ 
っ て それ を 確認 する も の と し ます 。 


第 IX 条 。 共 和 国 の 男 と し て の 最高 水準 の 個人 的 な 礼儀 、 熟 
慮 成熟 誠実 お よび 勇気 を 教え 込み 、 維 持 す る た め に 、 州 大 統領 は 
押 席 判事 と し て の 立場 で 国家 名 党 裁 判 所 を 設立 し 、 監 督 す る も の と 
する 。 次 に 、 当 該 機関 は 、 古 代 お よび 歴史 的 な 慣例 に 従っ て 、 相 互 同 
意 に よる 私 閣 を 含む 、 個 々 の 男性 居住 者 と 共和 国 国民 の 間 の 個人 的 
な 相違 を 解決 する た め に 必要 な すべ て の 規制 、 手 順 、 プ ロト コル を 
作成 し 、 施 行 す る も の と する 。 ヨ ー ロ ッ パ 国家 家族 の 伝統 と 慣習 。 


1) 国家 名 堂 裁 判 所 に よる 事前 の 認可 を 受け て いる 場合 、 両 
当事者 の 相互 同意 に よる 個人 戦闘 の 行為 また は 結果 は 、 犯 罪 と み 
な され ず 、 法 的 手続 きま た は 差し 止め の 対象 と な ら な いも の と し ま 
す 。 

2) 軍 お よび 民間 警備 隊 の 現役 メン バー は 、 規 制 ま た は 禁止 
され る 場合 が あり ます 。 
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適切 な 服務 規定 また は 上 官 の 命令 に より 挑戦 を 受け た り 、 決 闘 を 
し た り 、 そ の 他 の 立場 で 合法 的 な 決闘 に 参加 し た りす る こと 。 


3) 国民 大 会 の 議員 に よる 公務 に 関連 し た すべ て の 発言 、 行 
動 、 ま た は 手続 き は 、 議 会 の 完全 な 免除 の 対象 と みな され 、 異 議 申 
し 立て や 国家 名 堂 裁 判 所 の 管轄 の 対象 に は な ら な いも の と する 。 


4) 軍 、 民 間 警 備 隊 、 国 家 安全 保障 局 の 現役 メン バー、 ま た は 
政府 の 立場 で 活動 する いか な る 人 物 も 、 合 法 的 また は 法 的 に 義務 
付け られ た 公務 の 履行 を 理由 に 異議 を 申し 立て られ る こと は あり 
ませ ん 。 


セク ショ ン 4 - 権利 章 典 


共和 国 の すべ て の 国民 お よび 居住 者 は 、 
以下 の 絶対 的 か つ 譲渡 不可 能 な 権利 を 享受 し ます 。 

第 | 条 武 装 し た 国民 は 生命 、 自 由 、 抑 圧 と 圧 制 の 防止 に と っ 
て 最も 基本 的 な も の で あり 、 武 器 の 所 有 と 使用 は 最も 古く か ら あ る 
生得 の 権利 で あり 、 自 由 人 の 最も 誇り 高い 印 で ある 。 人 類 の 歴史 を 
振り 返る と 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 の すべ て の 国民 お よび 居住 者 は 、 
国家 お よび 自ら の 生命 と 財産 を 守る た め に 銃器 お よび その 他 の 個 
人 用 臣 器 を 保持 お よび 携帯 する 権利 を 享受 する も の と する 。 


1) 武器 を 保持 し 携行 する 権利 は 、 ラ イセ ンス 、 登 録 、 料 金 、 
課税 、 輸 送 の 制限 、 ま た は その 他 の 同様 の 障害 の 要件 に よっ て 制限 
また は 制限 され な いも の と し ます 。 


2) 演習 に 必要 な 弾 楽 、 火 薬 、 薬 英 、 そ の 他 の 付属 機器 や 備品 
の 購入 、 取 得 、 所 有 、 所 有 、 輸 送 、 ま た は 製造 。 
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武器 を 保持 し 携帯 する 権利 は 、 い か な る 政府 当局 に よっ て も 制限 さ 
れず 、 ま た は その 他 の 妨害 を 受け な いも の と し ます 。 


第 2 条 。 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 完 全 な 言 
論 の 自由 、 芸 術 的 お よび 創造 的 な 表現 の 自由 、 お よび 報道 の 自由 の 
権利 を 享受 する も の と し ます 。 (この 条項 は 、 わ いせ つ な 表 現 や ポ 
ル ノ の 表現 を 管理 また は 禁止 する 共和 国政 府 ま た は 管轄 地方 自治 
体 の 権利 を 制限 また は 阻止 する も の と し て 解釈 され な いも の と し ま 
すず 。) 


第 3 条 。 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 宗 教 の 自由 
の 権利 を 享受 する も の と し 、 こ れ に は 、 家 族 の 宗教 お よび 文化 的 伝 
統 に 従っ て 子供 を 育て る 権利 が 含ま れる も の と する 。 


第 4 条 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 生 命 を 維持 
する 適切 な 医療 を 受け る 権利 を 有する も の と する 。 


第 5 条 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 適 切な 食 
料 、 住 居 、 衣 類 、 お よび 子供 の た め の 安 全 で 安定 し た 住居 に 対す る 
権利 を 有する 。 

第 6 条 。 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 有 益 で 生 


産 的 な 雇用 を 受け る 権利 を 有する も の と する 。 


第 7 条 。 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 物 品 お よ 
び 財 産 の 次 意 的 な 捜索 お よび 押収 か ら 自 由 に な る 権利 、 お よび 正 
当 な 法 の 手続 き に よる 場合 を 除き 、 授 獄 、 刑 入 、 減 刑 ま た は 市 民権 
の 和 剥 奪 か ら 自由 に な る 権利 を 有する も の と する 。 


第 8 条 。 胎 児 の 生存 権 は 、 妊 娠 の と きか ら 国 家 に よっ て 尊重 
され 、 強 制 さ れる も の と する 。 


第 IX 条 。 共 和 国 の すべ て の 国民 お よび 居住 者 は 、 か か る すべ 
て の 教育 、 技 術 訓 練 、 騰 業 訓練 、 お よび その 他 の 教育 を 受け る 権利 
を 無償 で 享受 する も の と する 。 
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理解 し 、 吸 収 し 、 生 活 に 適用 する た め の 生 来 の 個人 的 能力 の 
國 囲 内 で の 指導 。 


セク ショ ン 5 - 責任 規定 


第 1 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の すべ て の 健常 な 男性 居 
住 者 お よび 国民 は 、 軍 隊 で 基本 的 な 現役 勤務 期間 と 、 予 備 役 
と し て 一 定期 間 勤 務 し な けれ ば な り ま せん 。 


第 2 条 。 理 由 、 性 別 、 そ の 他 の 理由 に より 、 上 記 第 1 条 に 
規定 され て いる 兵役 義務 の 対象 と な ら な いす べ て の 居住 者 お 
よび 国民 は 、 国 家 お よび 地域 社会 に 対す る 国家 奉仕 の 期間 を 
全う し な けれ ば な ら ず 、 そ の 期間 と 性 質 は 法律 に よっ て 決定 さ 
れる も の と する 。 。 


第 3 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 


国民 は 、 愛 まわ し い 性 的 会 合 や 非 白 人 と の 接触 を 控え る も の と 
する 。 


第 4 条 北 西 ア メリ カ 共 和 国 の すべ て の 居住 者 お よび 国 
民 は 、 同 性 愛 の 忌まわしい 行為 を 民 ま な けれ ば な り ま せん 。 


第 5 条 い か な る 国民 、 居 住 者 、 法 人 、 機 関 、 政 府 機関 また 
は 当局 も 、 金 銭 の 貸付 に 対し て 、 い か な る 形式 の 利子 、 プ レミ 
アム 、 ま た は その 他 の 形式 の 手数 料 や ボー ナス も 請求 し て は 
な ら な い 。 

第 6 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 国民 また は 居住 者 は 、 司 
祭 ま た は 宗教 牧師 の 職務 を 遂行 する た め に 金銭 、 報 酬 、 贈 り 
物 、 ま た は 価値 の ある も の を 受け 取る こと は で きま せん 。 


第 7 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 の 国民 また は 居住 者 は 、 法 
律 に 関連 する サー ビス の 遂行 に 対し て 、 金 銭 、 報 酬 贈り 物 、 ま 
た は 価値 の ある も の を 請求 し た り 受 け 取 っ た りす る こと は で き 
ませ ん 。 
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プロ セス 、 裁 判 や 訴訟 、 ま た は あら ゆる 法 的 事件 に お ける 被告 の 
弁護 に 使用 され ます 。 

第 8 条 。 北 西 ア メ リカ 共和 国 は 、 州 の すべ て の 居住 者 と 
国民 に 対し 、 忠 誠心 、 積 極 的 な 支援 と 援助 地域 社会 と 国民 の 
生活 へ の 参加 を 能力 の 限り 要求 する 権利 を 有 し 、 維 持 す る も の 
と し ます 。 す べ て の 居住 者 お よび 国民 は 、 北 西 ア メ リカ 共和 国 が 
白人 の 使用 お よび 居住 の た め の み の 国家 と し て 存在 する と いう 
譲る こと の で き な い 権利 を 認め 、 あ ら ゆ る 不誠実 転覆 、 ま た は 
反革命 の 行為 を 慎む も の と する 。 
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付録 


The Order - Call to Arms by ロバ ー ト * 
ジェ イ ・ マ シュ ー ズ 


1983 年 9 月 4 日 


兄弟 た ち 、 姉 妹 た ちよ 、 太 平 洋 岸 北西 部 の 邑 に 笑 わ れ 
た 森 、 渓 谷 、 山 々 か ら 、 私 は あな た た ち に 連帯 の メッ セー ジ 、 
行動 へ の 呼び か け 、 そ し て アー リア 人 復活 の 前 衛 の 一 員 と 
し て の 義務 の 遵守 の 要求 を お 届け し ます 。 最 終 的 に は アー リ 
ア 人 の 完全 な 勝利 。 


目覚 め の 兆 し は 北西 部 全域 で 芽生 えて お り 、 特 に 不 
潔 で 嘘 を つく ユダ ヤ 人 と その 寄生 的 な 高利 貸し シス テム に 
よっ て 特に 大 き な 打 撃 を 受け て いる 諸国 民 の 階級 で ある 両 
拳 の 農民 や 牧場 主 の 間 で も 同様 だ 。 こ の 国 の 建国 か ら 現 在 
に 至る まで 、 ヨ ー マ ン 農夫 は アー リア 人 の 労働 倫理 の 象徴 
で あり 、 男 らし さ の 生き た 記念 碑 で あっ た 。 第 一 次 アメ リカ 
独立 戦争 に つい て 考え る と き 、 私 は よく コン コー ド と レキ シ 
ント ン に つい て の 感動 的 な 詩 を 思い 出し ます 。 


洪水 を アー チ 状 に し た 粗末 な 橋 の そば で 、 四 
月 の 風 に 向け て 旗 が 広げ られ た 、 こ こ で 劉 
地 に 陥っ た 農民 た ち が 立 ち 、 銃 声 を 発 
砲 し た の は 世界 中 に 聞こ えた 。 


同志 諸君 残念 な こと に 、 そ の 詩 は 兄弟 殺し の 対立 を 
美化 し て いる 。 私 は 新しい 詩 、 今 日 の 詩 を 夢見 て いま す 。 


が 広げ られ た 、 そ こ か ら ア ー リ ア 人 の 農夫 
が や っ て 来 て 、 ユ ダ ヤ 人 を 永遠 に 、 こ の 世界 か ら 永 久 に 排除 し た 。 
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し か し 忘れ て は いけ な い の は 、 レ バン ト の 害 獣 た ち は 、 興 
稚 し て 怒っ て いる ヨ マ ン リー が 彼ら に も た ら す 危険 性 を よく 知っ て 
いる と いう こと だ 。 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 、 土 を 耕す 機械 は 常に 謎 の よ 
つなが なお も の で し た 。 
都市 は 腐敗 し て いる 都市 は 腐敗 し 土壌 、 谷 畑 、 農 場 は 、 弱 っ て 
消耗 し た 心 と 体 を 活性 化し 、 補 充 し ます 。 都 会 に 住む イタ チ の よう 
な 小柄 な ユダ ヤ 人 が 、 ア ー リ ア 人 の 農民 を どれ ほど 恐れ 、 疑 っ て 
いる の か 。 な ん と いう コン トラ スト で し ょ う 両者 は 何と 対照 的 な 
の で し ょ うか 。 

私 た ちの アー リア 人 支配 者 の 胸 の 奥深 くに は 、 長 い 間 眠っ 

て いた 種 、 人 種 的 覚醒 の 種 、 復 活 の 種 色 り の 種 、 そ し て 行動 する 意 

志 の 種 が 眠っ て いる と 思い ます 。 私 た ち は ア メリ カ の ヨー マン リー 
を 急進 化 さ せな けれ ば な り ま せん 。 勝 利 の た め に は 、 で きる だ け 多 


く の 彼ら を 前 衛 に 加え な けれ ば な り ま せん 。 


その 任務 は 簡単 な も の で は な い だ ろ う 。 テ レビ の 衛星 
放送 受信 アン テ ナ が 、 土 を 耕す 機械 の 領域 を 横切っ て 毒 キ ノコ の 
よう に 湧き 出 て いま す 。 電 子 ユ マダ ヤ 人 は 、 最 も 辺 部 な 農場 や 牧場 の 
居間 に さえ 忍び 込ん で いる 。 人 種 を 破壊 する 駒 は どこ に で も いま 
す 。 ア ー リ ア 人 の 農民 を 無力 化し よう と する ユダ ヤ 人 と 同盟 を 結ん 
で いる の は 、 地 元 の 田舎 の 牧師 や 牧師 で す 。 私 の 個人 的 な 経験 に 
よる と 、 農 業 や 牧場 の コミ ュ ニ ティ で 組織 を 組織 する と き に 遭遇 す 
る 唯一 の 組織 的 な 反対 は 、 通 常 、 地 元 の 牧師 か ら の も の だ け で す 。 


し か し 、 ア メリ カ の 田舎 に 対す る 教会 の 締め 付け は 急速 に 
弱まり つつ ある 。 平 均 的 な アメ リカ の 農民 や 牧場 主 は 極度 の 経済 
的 困難 に 陥っ て いる た め 、 そ の 支配 力 は 急速 に 失わ れつ つ あ る 。 あ 
る 人 が 、 主 に ユダ ヤ 人 の 高利 貸し 制度 の せい で 、 二 代目 の 農場 を 失 
い 、 生 計 を 失い 、 本 質 的 に は 一 生 を 失い か け て いる と き 牧師 か ら 
の 神学 的 荷物 に は ほとん ど 慰 め を 見 い だ せ な い 。 私 が 特に 励ま さ 
れる の は 、 
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テキ サス ・ ク ラン の 指導 者 ルイ ス ・ ビ ー ム が 、 農 民 や 独立 系 トラ ッ ク 運 転 手 の 
組織 化 に 成功 し た こと だ 。 彼 は 私 た ち に 道 を 示し て くれ た の で 、 今 私 た ち は 
同盟 の た め に それ を し な けれ ば な り ま せん 。 可 能 性 は そこ に あり ます 。 


彼 は アイ ダ ホ 州 北部 の 基地 を 拠点 に 活動 し 、 全 国 農民 お よび 独立 

トラ ッ ク 運 転 手 組織 で ある NOFIT と 呼ば れる 組織 を 設立 し まし た 。 彼 ら の 
スロ ー ガ ン は 「 発 作 を 起こ す な 、 官 僚 を 捨て ろ み 」 だ っ た 。 ビ ー ム は 、 北 西部 の 
実際 の 農民 や トラ ッ ク 運 転 手 と 協力 し て 、 数 か 月 の うち に 数 千 人 の これ ら の 
親族 に 手 を 差し 伸 べ 、 過 激化 する こと に 成功 し た 。 私 は 最近 、 フ イオ ミン グ 
州 ロ ックス プリ ング ス の 大 型 トラ ッ ク 停 留 所 で ウェ イト レス と し て 働く 若い 
女性 と 話 を し て いま し た 。 NOFIT が 新しい ニュ ー ス レタ ー を 発行 する た 
びに 、 彼 ら は 500 部 を 彼女 に 送り まし た 。 彼 女 に よる と 、 ト ラッ ク 運 転 手 の 
多く は その 場 で 参加 する か 、 ニ ュー スレ ター を 購読 する か の どちら か で 、 数 
日 以内 に すべ て 消え て し まっ た と いう 。 


ワシ ント ン DC の 政権 は 、 ア メリ カ の 農民 の さら な る 過激 化 を 極度 
に 懸念 し て いる 。 幸 いな こと に 、 ア メリ カ の 農民 を 真 に 助け る プロ グラ ム を 


実施 する 代わ り に 、 彼 ら は 大 規模 な 武力 行使 と 弾圧 で 対抗 し て いる 。 


と て も 良い で す 。 

ワシ ント ン 州 スポ ケー ン か ら 60 マ イル 南 、 ア イダ ホホ 州 境 に 沿っ た と 
ころ に 、 パ ルー ス と 呼ば れる 農業 地域 が あり ます 。 世 界 で 最も 豊か な 農業 地 
帯 の 一 つ で す 。 多 く の 場 所 で 、 ポ リュ ー ズ 川 の 表土 は 信じ ら れ な い ほ どの 深 
さ 18 フィ ー ト で す 。 素 晴らし い 土 壌 に 加え て 、 パ ルー ス は 生育 に 非常 に 好 
まし しい 気候 を 持っ て いま す 。 そ れ で も 同志 諸君 パパ ルー ス の 多く の 農場 が 差 
し 押さ えら れ て いる 。 


私 は こう し た 不幸 な 農民 の 一 人 、 レ イ ・ ス ミス と いう 名 の 親族 に 会 っ 
て 話 を し た こと が あり ます 。 ス ミス 氏 は 大 柄 で 赤ら顔 の 男 で 、 自 分 の こと を 
「 ス ネー ク ・ リ バー」 と 呼ぶ の が 好き だ 。 
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カウ ボー イ だ し 、 そ れ を と て も 誇り に 思っ て いる よ 。」 彼 の 父親 は 彼 が 
住ん で いる 土地 を 耕作 し て お り 、 ス ミス 氏 は 最近 引退 し て 息子 に 農場 
を 継が せる つも り だ っ た 。 ス ミス さん の 夢 は 打ち 砕 か れ 、2.000 エ ー カ 
ー 以 上 の 土地 、 家 、 そ し て 息子 の 将来 の 生計 を 失う 瀬戸 際 に 立た され て 
いま す 。 ス ミス 氏 の 名 誉 の た め に 言っ て お きま す が 、 ス ミス 氏 は 自分 の 
問題 と 、 ど の よう に し て この よう な 此 惨 な 状態 に 至っ た の か を 長い 間 よ 
く 観察 し まし た 。 

スミ ス 氏 が 自分 の 問題 の 根本 原因 を 突き 止め た と き 、 彼 は 何と 言い ま 
し た か ? ス ミス 氏 は こう 言い まし た 。 ユ ダ ヤ 人 、 ユ ダ ヤ 人 ! 」 


スミ ス 氏 は ユダ ヤ 人 だ と 言う だ け で な く 、 ユ ダ ヤ 人 だ と 叫ん だ 。 
彼 の 隣人 は ユダ ヤ 人 だ と 叫び 始め た 。 そ し て シス テム は どう 反応 し た 
の で し ょ うか : 飛 行 機 .、 ヘ リコ プター、 ブ ルド ー ザ ー、 ワ シン トン 州 全土 
か ら SWAT チ ー ム 、 そ し て 60 人 の 非常 に 重 武装 し た 議員 を 派遣 し て 、 ス 
ミス 氏 の 農場 を 差し 押さ えた 。 言 うま で も な く 、Mr. 


スミ ス さ ん は 現在 NOFIT の 会 員 で あり 、 彼 の 隣人 も 同様 で す 。 ス ミス 
氏 は また 、 ワ シン トン 州 、 オ レゴ ン 州 、 ア イダ ホ 州 中 を 旅 し て ユダ ヤ 人 
に 対し て 声 を 上 げ 、 シ オン 議定書 の コピ ー を 配布 し て いる 。 同 盟 に は こ 
の 男 が 必要 だ 。 


アメ リカ の 農業 運動 の 急進 化 は ダコ タ 州 と コロ ラド 州 で も 起こ 
っ て いる 。 先 週 和 私 は コロ ラド 州 の 農民 た ちと の 関わ り で 豊富 な 個人 的 
経験 を 持つ 、 コ ロラ ド 州 に 拠点 を 置く 人 種 活動 家 と じっくり 話 を し た 。 
数 年 前 、 こ の 紳士 は コロ ラド 州 フ ォ ー ト コリ ンズ 周辺 の 農民 や 牧場 主 に 
大 量 の WRA や その 他 の 文書 を 配布 し まし た 。 


彼 の 努力 は 実 を 結び まし た 。 そ の た め 、 最 初 の 文書 配布 の 後 、 
彼 は 反 ユ ダ ヤ や 主義 の 親 白人 農民 解放 軍 の 誕生 を 目撃 し た 。 FRB は こ 
の 服装 に つい て 非常 に パニ ッ ク に な っ て いる 。 同 じ 紳 士 は 、 コ ロラ ド 州 
フォ ー ト ・ ラ クト ン で 発行 され て いる プリ ムロ ー ズ 紙 と キャ トル マン ズ 
<: ガゼット 紙 の コピ ー も 私 に くれ まし た 。 こ れ は 優れ た 中 田舎 の 新聞 で 
す 
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農家 や 牧場 主 の ニー ズ や 利益 に 合わ せ た か な り の 流通 量 を 持 
っ て いま す 。 こ の 新聞 に 関す る 興味 深い 点 : この 号 に は 、 シ オン 

の 議定書 に 関す る 優れ た 小さ な 記事 と 、 非 常に 反 ユ ダ ヤ 的 な 
親 白 人 人 種 主義 団体 の 全面 広告 が 掲載 され て いま す 。 ユ ダ ヤ 
人 た ち は 、 六 月 の 虫 に 凌 が か か る よう に 、 こ の 哀 れ な 小さ な 新 
聞 に 激しく 非難 し て いる 。 最 終 的 に は 折り た た まれ る 可能 性 
が あり そう で す が 、 種 は 時 か れ ま し た 。 


ィ の 中 に 洪 ちの の EE に つの 条 に お に 
まし た 。 私 た ち は 、 ア メリ カ の 農民 の ます ます 過激 化 を 利用 し 
な けれ ば な り ま せん 、 そ れ が 私 た ちの 義務 で す 。 地 球 上 の 最後 
の 白人 男性 、 女 性 、 そ し て 子供 の 運命 は 、 今 日 ここ この 部 屋 に い 
る 私 た ち に 真っ 向 か ら か か っ て いま す 。 こ の 国 の すべ て の 白人 
人 種 主義 組織 の 中 で 、 私 た ち を 勝利 に 導く 可能 性 を 持っ て いる 
の は 同盟 だ け で す 。 同 盟 を 通じ て 、 私 た ちの 種族 全体 の 救い が 
も た ら さ れ ま す 。 失 敗 す る わけ に は いき ませ ん 。 


し た が っ て 、 説 教 す る だ け で な く 、 人 種 経済 学 を 実践 し まし ょ 
う 。 メ タリ ン フォ ー ル ズ で は 、 私 た ち は た だ 食べ 、 呼 吸 し 、 眠 っ て いる だ 
け で な く 、 一 つの 心 と 一 つの 体 と し て 一 緒 に 成長 し て いま す 。 私 た ち は 
ユダ ヤ 人 の 思想 の 鎖 を 断ち 切り まし た 。 メ タリ ン フォ ー ル ズ で は 、 私 た 
ち は 「 私 の 」 と いう 言葉 の 意味 を 知り ませ ん 。 そ れ は 私 た ちの も の で す 。 
私 た ちの 人 種 、 私 た ちの 国民 全体 。 


10 の ハー ト 、1 つの ビー ト 。 百 の 心 、 一 拍 。 
一 万 の ハー ト 、 一 拍 。 私 た ち は 戦い 、 死 に に そし て 人 々 の 流れ を 
継続 する た め に 生ま れ て きま し た 。 
私 た ち は 、 黄 色 、 黒 、 茶 色 の 泥 の 上 の 星々 に 向かっ て 進み ます 。 


し た が っ て 、 親 類 の 者 に は 義務 が 課せ られ て いま す 。 未 
来 は 今 で す 。 今 か ら 数 か 月 後 、 あ な た が まだ 同盟 と その 責任 に 
完全 に 取り 組ん で いな い 場 合 は 、 
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その 場合 あな た は 事実 上 、 自 分 の 種族 を 裏切っ た だ け で な く 、 自 分 自身 を 裏切っ 
た こと に な り ま す 。 

だ か ら 男 らし く 立ち 上 が っ て 、 英 を 海 に 追い 込み まし ょ う ! 人 間 の よう 
に 立ち 上 が っ て 、 私 た ちの 祖先 が 発見 し 、 探 検 し 、 征 服 し 、 定 住 し 、 建 設 し 、 命 を 
落と し た も の を 取り 戻す と いう 神聖 な 碑 い を 、 私 た ちの シャ イア の 緑 の 芝 生 に 碑 
いま し ょ う 。 男 らし く 立 ち 上 が っ て 、 私 た ちの 土壌 を 取り 戻し まし ょ う ! 


親族 が 立ち 上 が れ ! 星 を 見 上 げ て 、 私 た ちの 運命 を 宣言 し て くだ さい 。 
メタ リン フォ ー ル ズ に は 、「 決 し て 負け ず 、 永 遠 に 勝利 を ! 」 と いう 格言 が あり ま 
す 。 


付録 川 
秩 序 - 戦争 原則 と 交戦 規定 


フラ ン シ ス ・ パ ー カ ー・ ヨ ッ キ ー は 、「 政 治 と は 権力 と の 関 
係 に お ける 行動 で ある 」 と 述べ まし た 。 政 治 の 究極 の 目的 は 戦争 
で す 。 自 然 と 人 間 の 本 性 が 変わ ら な い 限 り 、 戦 争 は 純粋 な 政治 
的 思考 の 避け られ な い 結 果 で あり 続け る で し ょ う 。 私 た ち が 権 
力 を 持ち 、 神 の 法 に 基づい て 政府 を 管理 する か 、 そ れ と も あな た 
が 権力 を 握る か の どちら か で す 。 


現代 に お いて 戦争 は 、 経 済 的 手段 に よる 征服 の 試み が 
失敗 し 人 々 が 捕食 者 に 敵対 し て 抵抗 する と き に 起こ り ま す 。 こ 
れ が 北米 が 現在 直面 し て いる 点 で す 。 私 た ち は 、 私 た ちの 現在 の 
進路 が 独立 宣言 に よっ て 決定 され る と 認識 し て いま す 。 そ の 宣 
言 に は 次 の よう に 述べ られ て いま す 。 、 そ の よう な 原則 に 基礎 
を 置き 、 彼 ら の 安全 と 幸福 に 最も 影響 を 与え る 可能 性 が 高い と 
思わ れる よう な 形 で その 権力 を 組織 し ます 。」 私 た ち は そ れ が 
私 た ちの 権利 で ある だ け で な く 、 全 能 の 神 の 前 で の 義務 で ある 
と 考え て いま す 。 


し か し 、 ア ー リ ア 人 種 は 、 騎 士道 規範 で あれ 、 ジ ュ ネ ー ブ 
条約 で あれ 、 ほ ぼ 常 に 何ら か の 行動 規範 に 従っ て 戦争 を 行っ て 
さき まし た 。 私 た ち は 過 去 と 決別 する つも り は あり ませ ん 。 私 た ち 
の 白人 政府 の エイ リア ン の 支配 下 で 、 第 二 次 世界 大 戦中 の 連合 
国 は 民間 目標 を 爆撃 する こと を 強制 され まし た 。 広 島 と 長崎 の 
例 は 嘆かわしい も の で あり 、 さ ら に ひど い ド レス デン と ハン ブ 
ルク へ の 焼夷弾 爆撃 は 、 私 た ち に は 正当 な 戦争 と は 考え られ て 
いま せん 。 こ の 戦争 は 、 
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戦闘 軸 の み 。 シ オニ スト 占領 下 の エ ー ジ ェ ン ト 

北米 政府 、 私 た ち は 私 た ちの 政府 で ある と 考え て いま す 
敵 で あり 、 私 た ち が 戦 う 人 々 の 敵 で も あり ます 。 
同様 に 、 自 ら の 意志 で 次 の こと を 行う 人 は 誰 で も 、 
意図 的 に 、 故 意 に 、 そ し て 積極 的 に 私 た ち に 反対 する 
私 た ちの 不 倶 戴 天 の 散 だ と 考え て いま す 。 

ZO0G の エー ジェ ント が 女性 、 子 供 、 高 齢 者 虚弱 者 な どの 非 
戦闘 貞 に 嫌がら せ を し た り 負 傷 さ せ た 場 合 和 私 た ち は 
怪我 に は 怪我 を 返し ます 。 

地元 の 警察 官 州 の パト ロー ルマン 、 法 律 関係 者 
の 職員 と 協力 する 執行 職員 
Z0G を 使用 し 、 い か な る 形 で あれ 私 た ち を 傷つけ た 場合 は 、 
戦闘 貞 。 そ う で な い 者 は 非 戦闘 貞 と みな され ます 。 


メン バー に と っ て 決断 の 時 が 近づい て いる 
北ア メリ カ の 軍隊 。 あ な た も いつ か そう な る で し ょ よう 
自国 民 に 発砲 する よう 命令 され た 。 あ な た が その 側 に 立つ な ら 、 
Z0G の エー ジェ ント 、 た と え そ の 形 が あな た 自身 の も の で あっ て も 
指揮 紀 、 あ な た は 命令 に 従え ば 、 あ な た は みな され る で し ょ う 
戦闘 貞 と し て 。 も し あな た が 自分 の 人 種 的 親族 の 側 に 立つ な ら 、 
非 戦 闘 員 と みな され ます 。 

不動 産 を 差し 押さ える 銀行 代理 人 
農家 の 汗 に よっ て 生産 的 に 利用 され る 
高利 貸し 税 を 払え な か っ た の で 戻っ て くる だ ろう 
戦闘 員 と みな され ます 。 そ う で な い 人 は そう な り ま す 
非 戦 闘 員 と みな され ます 。 

印刷 を 行う 新聞 また は その 他 の メデ ィ ア 代理 店 
私 た ち に つい て 嘘 を つい た り 、 読 者 の 反対 を 扇動 し た りす る も の 
私 た ち も 戦 闘 貞 と みな され ます 。 嘘 を つか な い 人 は 
非 戦 闘 員 と みな され ます 。 

米国 議会 の 議員 
また は 法律 を 導入 する カナ ダ の それ に 相当 する 企業 
それ は 私 た ち に と っ て 、 あ る い は 私 た ち が 戦 う 人 々 に と っ て 有害 で あり 、 
戦闘 員 と みな され ます 。 
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法 的 判断 を 下す あら ゆる レベ ル の 裁判 官 
また は 私 た ちや 人 々 に 有害 な 判決 を 言い 渡す 人 
私 た ち が 戦 う 相 手 は 戦闘 貞 と みな され ます 。 

を 追求 する 事業 所 の 代理 人 
私 た ちまた は 私 た ち が 戦 う 和 人 々 に と っ て 有害 な 政策 
戦闘 員 と みな され ます 。 

喜ん で 参加 する 北米 国民 な ら 誰 で も 
ZO0G エ ー ジ ェ ン ト と 協力 し て 私 た ち に 危害 を 加え た 場合 、 ま た は 
何ら か の 形 で 当社 の セキ ュ リ ティ を 危険 に さら す 場 合 は 、 次 の よう に みな され ます 。 
戦闘 貞 。 

北米 の 非 白人 居住 者 で 、 
意図 的 に 、 故 意 に 、 そ し て 積極 的 に 私 た ち に 反対 する こと は 、 
戦闘 貞 と 見 な され 、 私 た ちの 中 に いる 裏切り 者 は 誰 で あれ 、 
私 た ち を 裏切っ た 者 は 犬 の よう に 追い 詰め られ 、 

頭 を 体 か ら 取 り 除 いた 状態 。 

私 た ち は 、 何 も 持っ て いな い 人 を 傷つけ る つも り は あり ませ ん 。 
私 た ち に 危害 を 加え た いと いう 願望 。 こ れ は 政治 的 思考 に 沿っ て 、 
それ は 純粋 に 権力 闘争 で す 。 

私 た ち は す べ て の 人 に 、 ど れ を 賢く 選択 する か を 勧め ます 。 
彼ら は 側 に つく だ ろう 。 最 高 の も の を 持っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 
関連 する 事実 の 数 が 考え られ ます 。 き っ と 来る よ 
樺 に 座る こと が 不可 能 に な る 日 が 来 た ら 、 
決心 し て 行動 し 始め た ら サ イコ ロ が 投げ られ る 
あな た の た め に 。 も う 後 戻り は で きま せん 。 

以上 の こと を 言っ て 、 戦 い を 始め まし ょ う 。 
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付録 IV 
全 令 - 随 矯 員 に 対す る デヴィ ッ ド * 
レー ン の 最終 演説 


プラ トン 、 ソ クラ テス 、 カ トー の 時 代 か ら 、 ダ ヴィ ンチ や ミケ 
ラジ シ ジェロ 、 ロ ッ グ や シェ エイ クス ピア 、 ジ ツモ ェ ファー ソン や ラフ ラン クリ 
ン の 時 代 に 至る まで 、 西 洋文 明 は 同族 の 創造 的 天才 か ら 生 まれ ま 
し た 。 広 大 な 時 間 の パノラマ の 中 で は 、 こ の 期間 は ほん の 一 瞬 で あ 
り 、 輝 か し い 夢 に すぎ ませ ん で し た 。 近 い 将 来 、 白 人 の 死後 に どの 
よう な 文明 が 生ま れる か が 明らか に な る だ ろう 。 西 洋 人 の 保護 と 
昇進 の た め だ け に 設立 され た アメ リカ 共和 国 が 、 こ こと ヨー ロッ パ 
の 故郷 の 両方 で 西洋 人 を 破壊 する 手段 と な っ た の は 、 何 と 悲し く 皮 
肉 な ご と で し ょ よう 。 


長年 に わた り 、 私 は 一 人 の 無力 な 人 間 が 鉄 の メデ ィ ア の カ 
ー テ ン を 破り 、 ま さ に 今日 西側 諸国 の 情勢 を 支配 し て いる 人 々 に よ 
っ て 保護 され 、 推 進 さ れ 、 私 た ち に 押し 付け られ て いる も の で ある こ 
と を 国民 に 示す た め に 、 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 奮闘 し て きま し た 。 
世界 は 私 た ち が こ れ ま で 築い て きた あら ゆる 文明 を 破壊 し まし た 。 
私 は その よう な こと を 中 絶 に よる 子 殺 し の こと と 呼ん で いま す 。 こ 
の 行為 は 私 の 同族 や 親族 の 1,500 万 人 の 赤ちゃん の 殺害 に つなが 
り 、 政 府 と 連邦 裁判 所 に よっ て 保護 され て いま す 。 同 性 愛 、 そ の 支 
持 者 は 政府 や 連邦 裁判 所 に よっ て 模範 と し て 、 さ ら に は 子供 の 教 
師 と し て 私 た ち に 押し 付け られ て いる 。 そ し て 何より も 最悪 な の は 、 
私 た ちの 人 種 的 存在 その も の を 意図 的 に 破壊 する こと で す 。 


西洋 人 の 最後 の 残存 者 を 混ぜ 合わ せ 、 破 壊し よう と 試み た 
人 々 は 、 自 分 た ちの 国家 が な けれ ば 、 い か な る 人 々 も 生き 続け る こ 
と は で き な い こと を よく 知っ て いま す 。 
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それ ら は 、 自 分 自身 の 種類 を 広め 、 保 護 し 、 促 進 す る も の で す 。 

彼ら は また 、 自 分 た ちの 独自 性 と 価値 に 確信 を 持て な い 民 族 は 減 び る 
こと を 知っ て いま す 。 だ か ら こ そ 、 人 間 の 状態 の ほぼ すべ て の 改善 は 西 
洋 人 の 豊か な 精神 か ら も た ら さ れ た こと を 示す と 、 私 が 中 傷 さ れ 、 破 壊 
され る の で す 。 


白人 は 現在 、 世 界 で は ご く 少 数 派 で ある が 、 彼 は 自国 を 所 有 す 
る こと だ け で な く 、 生 存 に 必要 な 領土 の 保全 も 否定 され て いる 。 こ の 人 
類 の 破壊 に 加わ っ た 人 々 の 罪 は 、 定 命 の 者 の 語 革 で は 十分 に 説明 で き 
ませ ん 。 こ の 事件 の 検察 官 に つい て 私 が 言う の は 、 も し 権力 の 永続 が 偽 
証 を 前 提 と し て いる の で あれ ば 米国 は 


弁護 士 は ジブ ラル タル の 岩 の よ うに し っ か り し て いま す 。 し か し 、 自 然 
法則 が 正義 や カル マ 的 負債 の 概念 を 許容 する な ら ば 、 彼 ら は 流砂 の 上 
を 歩く こと に な り ま す 。 

この 裁判 が 行わ れ た と いう こと 自体 が 、 二 重 の 危険 に 対す る 憲 
法 上 の あら ゆる 保護 に 違反 し て いる 。 犯 罪 の 法 的 説明 を 変更 し た り 、 
管轄 区 域 を 変更 し た りす る こと に よっ て 、 同 じ 犯 罪 で 人 を 潜在 的 に 無 
制限 に 危険 に さら すこ と に 関与 し た 法律 主義 的 な 陰謀 と 策略 は 、 ア ン 
グロ サク ソン の 正義 の 感覚 に 完全 に 反抗 的 で あり 、 ま っ た く 反 対 で す 。 
憲法 の 精神 と 意図 の 両方 に 。 現 在 、 急 速 に 消滅 し つつ ある 人 種 の 意図 
的 な 混合 と 殺害 に 抵抗 する 白人 を 罰 し 、 滅 ぼ そ う と する 米国 連邦 政府 
を 支配 し て いる 人 々 の 狂気 の 狂乱 は 明らか で ある 。 


私 や 私 の 後に 来る 他 の 人 々 が 国民 を 死 の 眠り か ら 目 覚め させ 
る こと に も っ と 成功 し な けれ ば 、 最 後 の 世代 の 白人 の 子供 た ち は 言 葉 
で は 言い 表せ な い 恐 怖 に 見 舞 わ れる だ ろう と 歴史 は 予測 し て いる 。 私 
た ちの 任務 は シン プル で ある と 同時 に 圧倒 的 に 重要 で す : 私 た ち は 安 
全 を 確 保 し な けれ ば な り ま せん 
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私 た ちの 存在 と 折 人 の 子供 た ちの 未来 。 こ の 最も 重要 な 歴史 的 義務 に 
直面 し て 、 あ な た が 私 に 何 を する か は 問題 で は あり ませ ん 。 私 は 勇敢 
な 人 間 で は あり ませ ん 。 私 は 兵士 の 一 回 の 死 で は な く 、 折 学者 の 千 回 
の 死 で 死ぬ 。 し か し 、 私 は 喜ん で この 運命 を 求め まし た 、 そ し て それ か 
ら ひ る むつ も り は あり ませ ん 。 


すぐ に 、 間 違い な く 自 分 の 宗教 的 信念 に つい て 語る 別 の 人 の 
話 を 聞く こと に な る で し ょ う 。 お そら く 、 今 更に な っ て も 、 宗 教 的 信条 の 
力 が 西洋 人 を 救う こと が で きる か 、 あ る い は 神 の 摂理 が 実際 に 手 を 貸 
し て くれ る か も し れ な い 。 そ う で な いと し て も 専制 玖 治 に 反抗 する 者 
は 依然 と し て その 結果 を 肩 を すく め て 受け 入れ な けれ ば な ら ず 、 そ う 
で な けれ ば 愛国 者 で も 人 間 で も な い 。 


これ 以上 は 言い ませ ん 。 


